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マニア ライクな キー ボートて 基本に 徹した ナシ ヨナ M 
僕らの コングが 復活した。 パソコンと いう、 時代を 

呼吸す る 新しい 生き物と なって。 共通言語 MSX 

ベーシックを しゃべり、 MSX の 基本 思想に 徹じ C 

ム ダを 省いた 設計 ̂ 待って たんだ、 僕らの 王者よ。 

MSX はノ 、。ソ コンの 未来 規格です 。 ハードと ソフト 

の 互換性が 実現され たから、 MSX マークのは いつ 

たもの なら、 プログラム も 周辺機器 も 自由に 使え 

ま す>  MSX を マスターして おけば、 将来 も 有望。 

さあ、 コングと 共に 無限の 可能性を 追い かけよう。 

未来を 考えた、 基本 忠実 設計です。 パソコンの 

流れを 変える MSX。 だから、 キングコングは その 

基本 思想に 忠実な ので i； 例えば、 キーボードは 

ビジネス にも 使える マニア ライク 仕様 0 うち やすい 大 

型 キーが 魅力で れ 長い あいだ 使って いただく た 

めの 堅ろう なボデ ?、 あきの こない カラー リン％ プリ 

ンタ などの 周辺機器 も 統一 性 ある デ ザ (ン<  こ 仕上 

t  f られて I* 、ます >  ナショナ^ MSX は エキス ノ 、。一 h にも 
ビギナー にも、 MSX に 親しんで いただく 好機で 丈 

手 ごた え 充分、 パワフルな 32KB ベーシックで 1 

14 桁の 倍精度 関数 や 強力な エラー ノ 、ン ドリンク 

命令な どを 持った パワフルな ベーシックが 君の ヲ 

ャ レンジに 鋭く 応え ま i; 高度な プログラム づ くりは ぴ 

ろん のこと、 基本 I/O シス f •ムが 公開され てい ま 1 

から、 高速な 機械語 プログラム も 効率よ く 作れ ま 1 

君の _hit に 合^ T 進化す も ダカ レス ロット 織 

2 っのス ひ ノトに 抗張 RAM や RCM、 様々 な インタ- 

フェイス カー トリ ッジを 差し込めば、 自由に シス^ム 技 



あなたは、 マイコンに 興味が あります 力*? マイコンを 使って 何 かやって みたい 

ことはありません か？ もし、 “関 心は あるけ ど 難しそう で …… ”と マイコンの 入り 

口で 立ち止まって いるの だったら、 この 本を 読んで みて ください。 題して、 「マ 

イコン 雑， いろいろ 太: 践 読本」。 令 闺の人 学の マイコン サークル や 研究室 

の レポー トを 中心に コラム、 エッセイ、 インタビュー、 海外 レポート、 BOOK 

紹介な ど あらゆる 视点 で マイ コンを とらえ、 マイコンの すべてを 網羅して います。 

マイコンの さまざま な 楽しみ 方 を 凝縮し た 本？! •は、 あ なた が 今 まで 知 G なか 

っ た# 近です ばらしい マイコンの 此界 を 語り か  1ナ ます。 定価 880円 （〒300) 

7イ コン 雑学 いろいろ 実践 読本 

小型で H しかも 本体 だけで 1 システム。 いつでも、 どこでも、 手释に 使える パソコン とじ c、 今、 ハンド 

ヘルド コンピュータが 注 II されて います 0 本々 •「ハンドへ ルド コン. ピュー タ おもしろ 便利 ノート」 は、 この 

身近で 便利な コンピュータを、 沾认限 活川 する ための ガイ ド ブック。 コンピュータの 原理な どの 難 かし 

い 説明は •切ありません。 平凡な サラリーマン である 「ばく」 を！:. 人 公に、 ストーリー 形式で 書かれた 

本 許は、 イラスト や W 解、 ¥ 真 などを 多用し、 全くの 初心者の 方で も 楽しく 読める 内容と なって います。 

とにかく; •を 張らずに ハンドへ ルド コンピュータを ツールと して 使いたい、 ゲーム a て活 川したい、 そう ザ 

んで いる 方に、 おすすめしたい -It です。 藤 原君惠 •石 塚 日出 子 共著 定価 880円 （干 300) 好評 発売中 

八ン ドへ ルド •コンピュ-夕 おもしろ 便利 ノ-卜 
锋式 会社/^ i - 

■全国 有名 害 店、 マイコン ショップで お求めく ださい。 _ 

〒107 東京都 港 区 南 青山 5-1 1-5 住友 南 青山 ビル 

PHONE  03(486)  7 1  _  レ ■画 
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今度、 渋 谷に 新 事 

務 所を 構えた 若き 
M 社長 

渋 谷^-
 

(ロッキング オン^ I® 

『ふぞ ろ ̂  、の 林搞 たち』 を あなた titm-iu  , 
は 見て いました か？ テレビ ド 山 田及 

ラマと いえば ……  _ 家） 
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夕
は
、
 

使
い
道
が
 

思
い
つ
か
な
 

い
の
で
 

使
い
ま
せ
ん
。
 

1
 

と
か
 

も
 

…
…
 

。
電
 

卓
で
 

使
う
ょ
、
 

る
 

数
学
は
 

生
活
の
 

中
で
 

お
 

目
に
 

か
か
れ
な
い
」
 

—— コンビ ュ— 夕は 便利 だと 思います か？ 

「
銀
行
の
 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
 

カ
ー
 

ド
は
 

便
利
 

だ
と
 

思
 

う
け
 

ど、
 

金
が
 

振
り
込
ま
れ
た
 

と
き
の
 

i
 

電
 

話
は
 

不
_
だ
 

な
 

あ
。
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

声
が
 

ま
ど
ろ
つ
 

こ
し
く
て
、
 

聞
き
な
が
ら
 

待
つ
 

て
る
 

の
が
 

じ
れ
っ
た
い
」
 —
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
 

I 
ム
を
 

や
つ
た
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
 

か
？
 

「
子
ど
も
と
 

一
緒
に
 

や
つ
た
 

こ
と
が
あ
る
 

け
ど
、
 

ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
^
^
 

さ
れ
る
 

も
の
が
、
 

な
ん
 

だ
か
 

体
に
 

害
の
 

ょ
う
な
 

気
が
し
て
、
 

特
に
 

や
り
 

ま
せ
ん
 

ね
」
 

—
—
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
の
 

イ
メ
 

—
ジ
 

は
？
.
 

今
、
 

ち
ょ
っ
と
 

気
に
な
る
 

ァ
ノ
 

人
が
 

語
る
 

コ
 
 
ュ
 
 
と
 m: 特殊な 関係、 フッ— の 関係 

—
—
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
は
 便
利
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
特
に
 便
利
と
 
か
 不
便
と
 
か
 思
わ
な
い
 
な
。
 
ど
 

こ
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
が
 
使
わ
れ
て
 
る
か
と
 
そ
ぅ
 

い/っ こ
と
を
 
並
晨
意
 
識
 し
た
り
^
^
い
 
か
ら
ね
」
 

-
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
—
ム
 

を
 

や
つ
た
 

こ
と
が
あ
 

リ
 

ま
す
.
^
.
 

-1 た
ま
に
 

麻
雀
の
 

や
つ
と
 

か
や
る
 

け
ど
、
 

あ
き
 

っ
ぽ
い
 

性
格
 

だ
か
ら
 

凝
る
 

ほ
ど
は
 

や
ら
な
い
 

け
 

後
に
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

イ
 

メ
—
ジ
 

は
？
 

「
S
F
 

映
画
に
 

双 
 

1
^
る
 

よ
う
な
 

大
型
の
 

_
 

_
、
墨
 

が
 

占
 

i
 

し
 

あ
る
ね
」
 

ィ
 
な
に
 

の
か
 
子
 

チ
ぅ
 
つ
た
 

ツ
 も
れ
し
 

夕
 
、
帝
 ま
 

な
は
。
 い
 

異
に
ん
 

や
 

—
—
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
—
ム
 
を
 や
つ
 

た
こ
と
 
が
あ
り
ま
す
 
か
？
.
 

「
ゲ
 ー
ム
は
 
大
好
き
。
 

r
 ゼ
ビ
 
ウ
ス
』
 

が
す
 
ご
 

く
 面
白
い
 

0 ぁ
と
'
 

『 
『
マ
ッ
 ピ
 ー』。 

私
た
 

ち
 庶
民
に
 
と
つ
て
 
は、 

コ
ン
 
ピ
ュ
 

つ
て
 ゲ
 

—
ム
 
セ
ン
タ
 
ー ぐ

ら
い
 
な
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

ゲ
ー
ム
 
セ
ン
タ
—
 
は、 

一
週
間
に
 
3 回

 く
ら
 

い、 
夢
中
に
 
な
る
と
 
3 時

間
く
 
ら
い
 
や
つ
ち
 
や 

ぅ。 ス
ト
レ
ス
 解
消
で
す
 ょ。 人

を
 殴
る
 わ
け
 

に
は
い
 
か
な
い
か
ら
。
 

ゲ
—
 
ム
で
プ
 
シ
ュ
ン
 
プ
 

野 
恵
 
i 

1
 

h
l
 

-t
f:
/ 

1
 
 

田
，
 

ス
フ
 

1 n
 

相“
 

0 

シ
ュ
ン
つ
 

て
 

と、
々 

欧
 

つ
て
る
 

感
じ
々
 

が
 

手
に
 

伝
わ
っ
て
 

く
る
の
 

ね
。
 

だ
か
ら
、
 

相
手
 

が
い
る
 

よ、
 

r
^
、
 

い
な
い
 

本
っ
な
、
 

ハ
ッ
 

キ
リ
 

し
な
い
、
 

『
ブ
ロ
ッ
ク
 

く
ず
し
 

j 
と
か
，
 

ジ
 

ヤ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

タ
 

j 
と
か
は
 

嫌
い
。
 

た
た
け
な
 

い
し
ね
。
 

f
 

と
か
い
う
 

ゲ
—
ム
 

の
 

方
が
 

嬉
し
い
」
 

—
 
T
 
 
I
 番
 
欲
し
い
 
も
の
は
？
 

「
ビ
デ
オ
。
 

夜
の
 

ド
ラ
マ
 

g
^
(
 

AM
 

2
:
 

00
 

〜)
 

に
 

凝
っ
 

た
り
し
て
 

寝
不
足
に
 

な
っ
ち
 

ゃ
う
か
ら
 

_
 

が
 

あ
る
っ
 

て
い
う
ん
で
、
 

買、
 

っ
の
 

や
め
て
 

た
ん
だ
け
 

ど
ね
」
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ュ I 夕

の
イ
 
メ
—
ジ
 
は
？
 

「
カ
ッ
コ
 

イ
イ
。
 

自
分
が
 

苦
手
 

だ
か
ら
 

コ
ン
ビ
 

ュ 
I 

夕 
で
き
る
 

人、
 

み
ん
な
 

頭
 

良
く
 

見
え
ち
 

ゃ 

、っ
。 

で
も
、
 

絵
^
:
 

る
の
は
 

す
ご
く
 

で
 

時
間
が
 

か
か
っ
て
 

大
変
そ
う
。
 

だ
か
ら
、
 

見
た
 

目
は
 

カ
ッ
コ
 

イ
イ
け
 

ど、
 

実
際
は
 

人
間
的
で
 

生
 

生
し
 

い
な
 

あ
と
い
、
 

っ 
感
じ
」
 

△
本
邦
 
初
 公
開
/
 

御
 幼
少
 
時
の
 
惠
美
 
子
壤
 
(
性
別
 
竿
)
 

新
 宿
の
 
デ
ィ
ス
コ
 

-1 ツ
バ
キ
 
ハ
ウ
ス
」
 

で-。 

-
 
コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 を
 使
つ
 た
こ
と
 が
あ
り
ま
す
 か
？
 

「
使
う
 

と
し
た
ら
 

資
料
の
 

整
理
に
 

使
い
た
い
 

け
 ど、
 

使
い
方
が
 

む
ず
か
し
 

そ
う
だ
し
、
 

そ
う
い
 

、 
の
を
 

覚
え
よ
う
 

と
は
 

思
わ
な
い
#
 

な
ん
 

だ
よ
 

ね
。
 

た
だ
、
 

資
料
が
 

多
い
 

か
ら
、
 

欲
し
い
 

と
き
に
 

欲
し
い
®
 

が
 

f
 

に
 

手
に
入
 

る
ん
だ
 

つ
た
ら
 

や
っ
ぱ
り
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

欲
し
い
 

と
 

思
 

「
"
遊
び
，
 

が
 

具
の
 

も
の
 

(
ゲ
 

—
ム
 

等
)
 

で
 

あ
ん
ま
り
 

遊
び
た
く
な
い
で
す
 

ね
。
 

国
会
 

図
 

童
 

日
ぞ
 

館
で
 

と
か
 

便
所
の
 

中
で
 

と
か
、
 

た
だ
 

歩
い
て
 

る
 

r.
v'
 

ふ 

人
を
 

見
る
 

と
か
、
 

本
 

i
 

び
じ
 

や
な
い
 

こ
と
で
は
 

細
 

遊
び
た
い
」
 

I
n
 

ン
ビ
ユ
 

I
 

夕
の
 

ィ
メ
 

I
 

ジ
 

は
？
 

「
1
 

の
 

出
 

電
話
を
 

か
け
る
 

と、
 

そ
ば
が
 

出
前
さ
れ
 

る
み
た
い
 

に、
 

ボ
タ
ン
を
 

ボ
ン
と
 

押
 

1
 

雌
 

題
の
 

話
い
 

V
 

ろ
 

7) s 

砂
 TB 

田
 

(T 

山
 

J 

す
と
究
 

一一
え 

が
 

出
て
 

く
る
 

も
の
」
 

—
—
 

コ
ン
 

ヒ
ユ
 

—
夕
 

に
や
ら
 

せ
た
い
 

こ
と
は
？
.
 

「
雑
誌
 

配
本
の
 

効
*
^
 

部
数
 

決
 

{
i
f
 

の
 

た
め
に
 

使
い
た
い
。
 

零
細
 

八
 
i
 

の
 

操
 

呂
者
 

と
い
 

た
し
ま
し
て
 

は、
 

§
 

ノ
ウ
ハ
ウ
に
 

役
立
て
た
 

い
で
す
」
 I
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
は
 

便
利
 

だ
と
 

思
い
ま
す
 

か
？
 

「特に 思わない けど、 便利な ものは 良い、 

と」 

1
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
 

I
 

ム
を
 

や
つ
た
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
 

か
？
 

「
全
然
な
い
で
す
。
 

ゲ
—
ム
 

と
い
、
 

I
 

の
 

自
体
 

や
ら
な
い
 

し、
 

暇
が
な
い
」
 

I 
コ
ン
ビ
 

ュ
 

I
 

夕
の
 

ィ
メ
 

I
 

ジ
 

は
？
.
 

「
特
に
な
い
 

な
 

あ
」
 

△  9 月
に
 
引
つ
 
越
し
た
 
は
か
り
の
 
新
 編
集
 
室
で
。
 
社
長
室
 
も 

あ
り
ま
す
。
 



講談社 刊 ： P.  S. 元気で 
す、 俊 平 <3 より 

し
た
ね
。
 

で
も
、
 
モ
ノ
ク
ロ
 
写
真
の
 
方
は
、
 

ま
 

だ
ま
 
だ
 手
仕
事
の
 
部
分
が
 
多
く
て
、
 
そ
れ
で
 
人
 

《
さ
が
 伝
わ
る
 
み
た
い
。
 

も
し
、
 

そ、 っ 
)
 も 全
て
 
コ
ン
 ピ
ユ
ー
 
タ
で
 
や
ら
れ
る
 

な
つ
た
ら
、
 
味
気
な
い
 
も
の
に
 な
つ
て
 

C し
ま
う
 
で
し
ょ
う
 
ね
」
 

-
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
—
ム
 
を
 や
つ
た
 
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
か
？
 

「
凝
る
 
ほ
ど
は
 
や
つ
て
 
い
ま
せ
ん
 
ね
。
 
日
本
で
 

や
る
 
と
 負
け
て
 
し
ま
 
う
ん
で
す
 
け
ど
、
 

ア
 メ
リ
 

力
で
 
や
る
 
と
 何
故
か
 
勝
て
 
る
ん
で
 
す
。
 
ア
 メ
リ
 

力
 人
は
 
日 t
 
に
比
べ
て
 
反
 #
 
経
が
 
の
ろ
い
 

み
た
い
」
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 
タ
の
イ
 
メ
—
ジ
 
は
？
.
 

「
機
能
 

社
会
」
 

バ
ッ
 
テ
リ
ー
 
ー
つ
 壊
れ
た
 
と
い
つ
 
て、 

い
ち
い
 

ち
 工
場
に
 
持
っ
て
行
か
 
な
く
ち
 
や
な
ら
な
い
。
 

素
朴
な
 
機
械
な
ら
 
自
分
で
 
な
お
せ
る
 
の
に
」
 

—
 

4ス 
I 番
 欲
し
い
 
も
の
は
？
 
 
峰
 

「
N
H
K
 
が
 持
つ
 
て
る
ょ
、
 
r
^
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
 
 
•
グ
ラ
フ
 

ィ
ッ
 
ク
ス
 

の
^
^
が
 

欲
 
レ
い
」
 

-
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
の
イ
 

メ
—
ジ
 

は
？
 

「
近
未
来
。
 
宇
 惠
 
の
 コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
。
 
パ
ソ
 

コ
ン
よ
り
も
 
銀
行
 
や
 ホ
テ
ル
の
^
:
 
制
御
装
置
 

と
か
の
 
大
型
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
を
イ
 

メ  —
ジ
 
す
る
」
 

&
 
己
 
急
.
 S 
自
気
ド
 

M
 ぁ
人
ッ
 

l
i
 

ぶ
 

ン
の
 

S
r
 

ん
ジ
会
 

1
1
 

詔
 
 

§
 
 

”
 

1
 

1< ン
 i( 日

サ
ま
 
p
 

マ
 

派
 

〇 
一 
山
 

塵 

—
—
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
使
つ
 
た
こ
と
 
が
あ
り
ま
す
 
か
？
.
 

「
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
で
 
線
が
 
描
け
る
 
と
か
、
 
仕
事
 

に
 結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
 
興
味
が
 
あ
る
け
 
ど、 

今
 

の
と
 
こ
ろ
"
 
使
え
な
い
 
な
"
 
つ
て
 感
じ
。
 
だ
か
 

ら
 '
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
に
や
ら
 
せ
た
い
 
こ
と
が
 
な
 

く
て
、
 

ゲ
 ー 
ム
し
か
 
浮
か
ば
な
い
 
な
」
 

—
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
—
ム
 
を
 や
つ
た
 
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
か
？
.
 

「
好
き
 

じ
 

や
な
い
 

か
ら
、
 

や
ら
な
い
 

ね
」
 

—
 
r
 
 
I
 番
 欲
し
い
 
も
の
は
？
 

「
ビ
デ
オ
の
 
画
面
を
 
ス
ト
ッ
プ
 
さ
せ
て
、
 
そ
れ
 

か
 写
真
 

(
カ
ラ
 
I 
コ
ピ
 
I 

) 
で
 出
て
 
く
る
 
や
つ
 

(
テ
レ
ビ
 
•
プ
リ
ン
タ
—
)
。
 
仕
事
の
 
資
料
に
 
使
 

、
 
 こ
、
 

〇 

しんし 

あ
と
、
 

海
の
 

見
え
る
 

家
が
 

欲
し
い
 

な
」
 

-
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
I 

夕
の
 

イ
メ
 

I 
ジ
は
？
 

「
能
率
的
で
 

便
利
、
 

と
い
う
 

こ
と
」
 

d 浮
力
に
 
問
 

11
 

7 

係 

7 〕 んま irl 

トバピ J 品る 一 
。ハ 
1  

ノァ辦 

続、 

/ 3 

r 
 

f 
浪
 

I 
異
ぃ
ジ
 

■■: 
- 
コ
 
ン
ピ
ユ
 
I 
夕
は
 
便
利
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「便
利 

だ
と
は
 

田 やつ
け 

ど、
 

特
に
 

意
識
す
 

る
存
 

在
じ
ゃ
な
く
て
、
 

気
が
つ
い
た
ら
 

生
活
に
 

入
り
 

こ
ん
で
い
 

た
と
い
う
 

感じ
。 

例
え
ば
 

白
黒
 

テ 
レ 

ビ
が
 

カ
ラ
—
 

テ
レ
ビ
に
 

な
つ
て
 

い
た
の
と
 

同じ
」 

«
 

■
_
 

ま
 
 

r
 

r
 

—
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 夕

は
 
便
利
 だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
ア
ニ
メ
と
 

か
に
 

使、
 

っ
の
は
 

便
利
 

だ
と
 

思、
 

っ
け
 

ど、
 

意
 

士
心
が
 

伝
わ
ら
な
 

い
と
 

思
ぅ
。
 

自
分
と
は
 

反
対
の
 
世
界
 
だ
と
 
思
っ
て
 
る。 

人
間
の
 

章
 

志
を
 

持
っ
て
 

な
い
し
、
 

必
ず
 

八
 

x
 

'-n
 

し
て
 

か
ら
、
 

戦
争
^
 

便
利
た
 

と
 

^
 

っ
」
 

1
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
 

I 
ム
を
 

や
っ
た
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
 

か
？
 

「
宇
宙
 

戦
争
み
た
い
 

な
 

も
の
を
 

や
つ
た
 

こ
と
が
 

あるけ ど、 テレビ ゲ—ム は" 遊び" だけ。 

|
私
が
子
供
の
5
^
 
1
 ひ
は
、
 
学
ぶ
 
も
の
—
 

り 

ま
し
た
 
h
j
 

な
 
あ
る
 

—
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

イ
メ
—
 

ジ
は
ゥ
 

「
コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

は
 

新
種
の
 

妖
怪
の
 

よ
う
な
 

も
 

の
で
、
 
人
間
は
 敵
に
 ま
わ
さ
な
い
で
、
 
も
つ
 
と 

手
な
 
づ
け
る
べ
き
 

だ
と
 
思
う
」
 「

あ
ま
り
 

関
心
が
な
い
 

と
い
ぅ
 

か
、
 

も
の
を
 

珍
し
が
ら
な
 

い
も
の
で
 

I
n
 

ンピ
ユ 

I 
夕 

のィ
メ 

I 
ジ 

は？
 

「
"
科
学
"
 

と
か
"
 

科
学
の
 

ナ
ン
ト
 

カ
々
 

と
い
 

、つ
 

感
じ
。
"
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

"
つ
て
 

聞
く
 

と、
 

大
 

型
で
、
 

自
分
が
 

商
 

接
 

ボ
タ
ン
を
 

押
さ
な
く
て
も
 

世
話
を
 

し
て
 

く
れ
る
 

毛
の
、
 

上
 

い、
 

つ 感
じ
」
 

朝
日
 
ソ
ノ
 
ラ
マ
 
刊
 
「
ケ
 ゲ
ゲ
の
 
妻
 
郎
 j 
よ
り
 

5 ®t
 

fs
 13 Ltt l 

木
け
 

、 r >5r 日ぐ ッ ー^ 

ク
 

t
 

さ
 

リ
^
 

7
 

い
 

感
メ
駆
 

熱
に
 

力
を
 

の
 

当
。
 

界
 

ム
 

本
た
 

世
 

，„
 

レ
 

は
つ
に
る
^
;
 

一 
ょ
だ
 
手
ぐ
^
 
5
 

ハ
々
 
的
片
 
め
 
tr II 

ォ 

r
 
日
 
動
 
ラ
け
 

- d
t
 

r
 

(
7
 

—
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
に
や
ら
 
せ
た
い
-
 

「
自
分
の
 
好
き
な
 
ニ オ

イ
を
 
作
れ
 ̂
 

1 
夕
が
 

あ
っ
た
ら
 

い
い
で
す
 

ね
」
 

-
 

n 
ン
ピ
ユ
 
I 
夕
は
 
便
利
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
最
近
、
 
t
 
出
し
た
ん
 
で
す
 け
ど
、
 
と
の
と
 

き、 
印
刷
の
 
色
調
 
整
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
が
 
使
わ
 

れ
 て
い
て
。
 
原
版
が
 
出
 米
た
 
後
で
 
も、 

『
赤
を
 
強
 

く
し
た
い
』
 

と
か
の
 
色
調
 
整
が
 
で
き
て
 
便
利
で
 

棰だ 。で M 

太りい 

秒 
C 

、わな 

30 
は 

イ 
だら 

r 
で 

パ 
こま 

書 

J 止
 

著
 

語
 

中
，
 

卜 

と
 

新
 

万
 

夢
 

才
 
拳
す
 
最
 
3
 
に
ー
ノ
 

-
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
を
 

使
つ
 

た
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
 

か
？
 

• 
「今
，，
 

ぴ
ゅ
 

、っ
 

太
"
 

(
ト
ミ
—
 

の
 

パ
ソ
コ
ン
)
 

を
 

友
人
か
ら
 

借
り
て
 

き
て
、
 

喜
ん
で
 

遊
ん
で
 

い
ま
 

す
。
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

す
る
と
 

か
 

在
 

M
S
B
 

理
に
 

使
う
 

と
か
い
う
 

こ
と
は
 

ま
る
つ
 

き
 

り 
興
味
が
 

な
く
っ
て
、
 

最
初
か
ら
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
 

•
グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
ス
の
 

方
が
 

面
白
い
 

と
 

思
つ
 

て
た
。
 

今
、
"
 

び
 

ゅ
う
 

太
，
 

で
 

絵
を
 

描
い
た
り
 

し
 

て
て
、
 

や
り
 

始
め
る
 

と
 

時
間
が
 

か
か
 

る
ん
だ
 

け
 

ど
、
 

む
し
ろ
 

時
間
を
 

か
け
て
 

や
る
 

こ
と
が
 

面
白
 

い
ん
だ
な
」
 

-
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
は
 

便
利
 

だ
と
 

思
い
ま
す
 

か
？
 

「丁
 

V
 

を
パ
ッ
 

と
つ
け
 

て
み
 

る
と
、
 

そ
の
 

T
V
 

に
も
 

L
S
I
 

が
 

入
っ
て
 

る
 

わ
け
で
、
 

確
か
に
 

便
 

利
な
ん
 

だ
ろ
う
 

け
ど
、
 

ぼ
く
は
 

自
分
で
 

考
ぇ
て
 

自
分
の
 

手
で
 

確
か
め
た
い
 

方
な
 

の
で
、
 

便
利
 

だ
 

か
ら
 

良
い
 

と
い
、
 

I
 

の
 

だ
け
 

じ
 

や
な
い
。
 

例
ぇ
ば
、
 

才
—
ト
 

バ
イ
な
ん
 

か、
 

1
C
 

で
 

燃
 

料
 

制
御
し
た
^
-
る
の
は
、
 

機
械
と
 

し
て
 

面
白
 

く
な
い
。
 

欲
求
不
満
に
 

な
っ
ち
 

や
う
。
 

そ
れ
に
 

6 



:
笔
面
 

- 
上
の
 

:
村
作
 

ぐ
 

共
す
 

水
 t
 

西
-
 

安
 K 

い
、
 
も
の
 
も
 
氏
が
 

し
は
 
と
 
子
。
 
柊
 
集
 

い
で
 
こ
つ
ん
 
春
 
®
 

お
 

J た
れ
さ
 

卩 
卜
い
 
売
 
ル
 

の
ス
 
輝
、
々
-
 

>
 

文
 
ラ
に
 
る
ズ
 
す
の
 
ま
 

紀
ィ
賞
 
あ
 
ミ
う
 
と
 
出
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
を
 使
つ
 
た
こ
と
 
が
あ
り
ま
す
 
か
？
 

f
 
足
た
 
だ
け
で
 
頭
が
 
痛
く
な
る
。
 
む
ず
か
し
 

そ
う
だ
し
。
 

コ
ン
 
ピ
ュ
 
ー 
タ
 
•
ア
ニ
メ
 
な
ん
か
 

見
て
も
、
 
す
ご
い
 
な
と
は
 
田 や
っ
け
 ど、 

自
分
で
 

や
ろ
う
と
は
 
思
い
ま
せ
ん
 
ね
」
 

—
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
は
 便
利
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
 

カ
 

ー 
ド
な
ん
 

か
す
 

, r
 

く 
 

_
 

で
す
 

ね
。
 

銀
行
い
 

つ
て
も
 

行
員
と
 

U 
き
か
な
 

く 

て
い
い
し
。
 

電
 

•#
 

柱
み
た
い
 

に、
 

街
 

中
に
 

い.
. 

r
 

ぱ
い
 

ぁ
れ
ば
 

い.
 

い
の
に
。
 

人
間
ょ
り
 

機
械
の
 

方
 

が
き
れ
 

い 
で
」
 

—
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
ー
ム
 
を
 や
つ
た
 
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
ダ
 

「
楽
し
い
 

と
 

思
，
 

い
ま
す
 

。
昔
ょ
 

く
や
 

『
フ
ロ
ッ
ク
 
く
ず
 
じ
 も
か
ら
 
ず
 I 

つ. > 
« で
も
、
 

こ
の
ご
ろ
は
 
あ
ま
 
ひ
や
り
 
ま
せ
ん
 
ね
。
 
ゲ
 ー 

ム
 

セ
ン
タ
ー
 
の
 雰
囲
気
が
 
好
き
 
じ
 
や
な
い
 
し。 

あ
 

ん
な
 も
の
し
 か
な
い
 な
ん
て
 寂
し
い
で
 

H- ね」
 

^  \  /^r  / 

"
ホ
—
 
ム
 
•
バ
ン
 
キ
ン
グ
"
 
_
 
し
い
：
 で
す
 
ね
。
 

街
を
 歩
く
 
の
は
 
嫌
い
で
は
 
な
い
 
け
ど
；
 
僕
の
 K
 
隨
 

ン
 
机
に
 
向
か
っ
て
 
す
る
 
仕
事
 
だ
か
ら
、
 
^
 

. ■
 

3 れ
ば
 
、
そ
れ
だ
け
 
仕
 ̂
 $
 ̂

.) 

i
 
連
 
じ
 

压
ミ
ゎ
 
 
Z
 

気
コ
じ
 
中
；
 
A
T
i
 

低
 
ミ
、
^
!
 
ら
 
C
 

性
コ
今
 

浸
/
 

X/
 

態
刊
 
只
と
 
V
 

覆
 

^
 

な
 

1
 

コ
 

ン
ビ
ユ
 

I
 

夕
を
 

使
っ
 

た
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
 

か
？
 

「
遊
ん
で
 

み
た
い
 

け
ど
、
 

き
っ
と
 

一
週
間
 

ぐ
ら
 

い 
仕
事
が
 

手
に
 

つ
か
 

な
く
な
っ
 

ち
 

や
う
で
 

し
ょ
 

う
ね
。
 

使
わ
な
い
 

の
は
 

流
行
 

(
=
 

コ
ン
 

ピ
ュ
丨
 夕)
 

を
 

敬
遠
し
て
 

る
と
 

こ
も
あ
り
ま
す
 

け
ど
…
 

: 
〇 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
の
 

マ
ニ
ア
の
 

人
 

見
て
 

る
と
 

や
ん
 

な
っ
ち
 

や
ん
で
 

す
。
 

や
た
ら
と
 

知
識
を
 

ひ
 

け
ら
 

か
す
た
 

め
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
を
 

や
っ
て
 

る
 

. 

み
た
い
で
 

…
…
 

。」
 

■■ 
1 ア

レ
 
ヒ
 ケ
^
^
ム
を
 
や
 
つ
た
こ
と
 
か
 
り
ま
す
 
か
？
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
は
 便
利
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
 

カ
ー
，
 

ド 
や
み
 

XI
 

り
の
 

窓
口
は
 

便
 

利
 

だ
と
 

思
う
 

け
ど
'
 
 

そ
の
 

便
利
 

さ
っ
て
 

い
う
の
 

は、
 

諸
刃
の
 

刃
 

だ
と
 

思
う
な
。
 

最
近
 
あ
ま
 
リ
聞
 
か
な
い
け
 
ど
 ' ぢ

ょ
 
っ
と
 一 刖、 

y
 
E
 f
 
号
 制
，
 
が
 i
 
に
な
っ
 
て
た
 
で
し
 

ょ
？
 

あ
れ
は
、
 
今
、
 
既
に
 実
施
さ
れ
 
て
る
と
 

考
え
る
べ
き
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
'
 
車
の
 

証
の
 

デ
—
 
夕
は
 免
て
 
t
 
の
 警
察
に
 
記
録
さ
れ
 
て
る
 

わ
け
 だ
し
、
 
ク
レ
ジ
ッ
ト
 会
社
に
 も
 ブ
ラ
ッ
ク
 

リ
ス
ト
が
 
あ
る
。
 
飛
 

に
 乗
れ
ば
、
 

い
つ
 
ど
 

こ
へ
 
行
っ
た
 
か
も
 
記
録
さ
れ
 
て
る
。
 
だ
か
ら
、
 

買
い
物
を
 
し
た
り
、
 
旅
行
し
た
り
、
 

と
い
、
 っ 普

 

通
の
 
生
活
を
 
し
て
る
 
だ
け
で
 
管
理
の
 
ネ
ッ
ト
 

ワ
 ー 

ク
が
 
行
き
渡
つ
 
て
る
 
わ
け
で
す
 
よ
ね
。
 

も
 

し
 徴
兵
制
に
 
な
つ
た
 
と
し
た
ら
、
 
ど
こ
に
 
ど
う
 

い' つ 人
間
が
 
い
る
か
と
 
い
う
の
は
 
す
ぐ
 
引
き
出
 

ra.
 

^r 夕 のイ
メ 
 

I 
d は？

 

理
で
 A
 t
、
 
ボ
タ
ン
 

で
も
、
 
爆
発
し
 
そ
う
で
 
も
 あ
る
。
 

V
 

水
 

丸
さ
ん
 

の
 

「
ハ
ナ
 

ク
ロ
 

探
検
隊
」
 

に
つ
い
て
 

た
 

L
 

II
 

G
A
M
E
 

を
 

作
つ
 

て
み
 

た
ら
 

.
 

J 

デ
の
 
9
 
た
 
の
 
人
 
調
し
 

沿
 
代
 )
 III ま

 
一
 

.
T
 

S
 

I

I

 

I
 

眶 I
 

川 

时
 ら
も
 
マ
 

^
 
か
と
 

ャ
 

中
 
一
と
 
ジ
 

ユ
感
は
 

月
 

1
C
 
 

• 劈 

j
 
 

m
y
 

山
 
奇
 

ジ
ャ
マ
イ
カ
で
の
 

山
川
 

氏
 

後
ろ
は
 

レ
ゲ
エ
 

グ
ル
—
 

ブ
 

「
一
週
間
に
 
2 

〜 
3 回

ぐ
 
ら
い
 
ゲ
 ー 

ム
 セ
ン
タ
 

1 に
 行
き
ま
す
 

ね
。
 『
ゼ
 ゼ
ウ
ス
』
 が
 出
る
前
は
 

あ
ん
ま
り
 
や
つ
て
 
な
か
つ
 
た
ん
で
す
 
け
ど
、
 

と
 

に
か
^
^
が
 
き
れ
い
な
 
の
で
 
飛
び
つ
 
い
た
ね
」
 

―
 

一
番
 欲
し
い
 
も
の
は
？
 

「
カ
ラ
 
I 
テ
レ
ビ
と
 
ビ
デ
オ
。
 

で
も
、
 
お
金
 
あ
 

つ
た
ら
 
パ
ソ
コ
ン
 も
 買
つ
 
ち
 や
い
 ま
す
ね
」
 

さ
れ
ま
す
 
ね
。
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
の
 
便
利
 
さ
は
、
 

管
理
さ
れ
 

る
 
恐
 さ
と
 
表
 輿
 
一
体
 だ
と
 
思
ぅ
な
」
 

-
 
4
 -7 、 

一
番
 興
味
の
 
あ
る
 
こ
と
は
？
 

「
地
球
の
外
へ
出
て
'
地
球
を
見
て
み
た
い
な
。
 

へ 邊
、
 
H 本

人
 も
 宇
®
^
 に
 乗
れ
る
 こ
と
に
な
 

つ
た
で
 し
ょ
」
 

—
 
コ
ン
ビ
 
ユ
 ー
タ
 
の
 イ
 
メ
—
ジ
 
は
？
 

「 
『2
  

〇 
 

〇 
ll
tj
- 

{千
 

宙
の
旅
 

』 
に
 

出
て
 

く
る
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ.
* 

'H
 

A
 

L
 

4 
 

〇 あ
と
、
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
 

ー 
ム
 

や
ち
ょ
つ
 

と
 

前
の
 

テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
 

と
か
の
 

デ
ジ
 

タ
ル
 

音
」
 

$献 
* ?/.豪 

チ
レ
 

J 
し
 
ア
少
好
 

ン
オ
ク
 

ビ
イ
バ
 

が
 

レ
イ
 

ッ
ウ
 

ア
ル
}
 

ハ
 
バ
ヤ
 
フ
 
r
 
ス
ン
 

r
 
 

r

 

 

t
 
 

y
 
 

- 

元
 
も
 
碑
 ゎ
っ
 

問
 

乗
 

J
 
目
を
 
に
 
B
r
^
 
m
)
 

平
年
 
誌
り
 

俊
 4
女
乗
匕
 

»
^
 

/ 

す
 
載
少
今
 
政
为
 

コン
 

ピ
ユ
—
 

夕に
 

や
ら
せ
 

+- 
J"
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
 

タ
で
 

絵
^
^
^
^
り
 

す
る
 

こ
と
 

ょ
り
も
、
 

ゼ
ニ
 

勘
定
^
^
^
い
 

た
い
で
す
 

ね
。
 

仕
事
の
 

原
，
！
！
！
^
^
^
^
 

h
"
 

で
^
^
 

分
の
 

作
品
を
 

全
部
 

記
憶
^
^
^
^
^
と
 

か
…
」
 

-
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
 ー
 
厶
を
 
や
つ
た
 
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
か
？
.
 

「
割
と
 

好
き
で
、
 

昔
は
 

『
ィ
ン
べ
—
 

ダ
ー
』
 

を
 

ょ
く
や
り
 

ま
し
た
ね
。
 

は、
 

『
ゴ
ル
フ
 

ゲ
 

—
ム
』
 

(
コ
ン
パ
ク
ト
な
 

も
の
)
 

を
 

気
に
入
つ
 

て
 

や
つ
 

て
ま
す
。
 

あ
と
、
 

『
サ
 

ー 
キ
ッ
ト
 

ゲ
 

ー 
ム
』
 

も
 

好
 

き
で
す
 

ね
」
 

-
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
の
ィ
 
メ
—
ジ
 
は
？
 

「
大
型
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

。
古
い
 

S
F
 

映
画
の
 

ィ
 

メ 
ー 

ジ
 

で
す
 

ね
」
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 

つ
た
こ
と
 
が
あ
り
ま
す
 
か
？
.
 

「
自
分
で
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
 
し
な
い
け
 
ど、 

ゲ
—
ム
 
で
 遊
ん
で
 
ま
す
ょ
。
 
会
社
の
 
人
が
 
持
つ
 

て
て
、
 

機
種
は
、
 

え
—
 

と、 PC
 
 

•800  

0
1
1
 

—
—
 
n
 
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
に
や
ら
 
せ
た
い
 
こ
と
は
？
 

で
の
 
作
品
の
 
ス
ト
 
ー 

リ ー を
 全
部
 
入
れ
 

て
お
い
て
、
 

パ
 タ
ー
ン
 
を
 覚
え
さ
せ
、
 
欲
し
い
 

と
き
に
 
引
き
出
し
た
い
」
 

-
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 
タ
は
！
^
 
だ
と
 
思
い
ま
す
 
か
？
 

「
安
心
し
て
 
ま
か
せ
ら
れ
 
る
か
ら
、
 
飛
 益
の
 

嘉
 
操
縦
 
装
置
は
 
良
い
で
す
 
ね
。
 
あ
と
、
 
キ
ャ
 

ッ
シ
ユ
 
カ
ー
 
ド
な
ん
 
か
も
 
人
と
 

の
が
 
嫌
い
 

な
の
で
 
便
利
」
 

. ―
 

^フ | 番
 欲
し
い
 
も
の
は
？
 

「
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
と
 
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
。
 

ビ
デ
 

才
カ
 
メ
ラ
は
 
近
々
 
買
ぅ
 
f
H
 疋
 で
す
」
 

1
 
コ
ン
ビ
 
ユ —

 
夕
の
イ
 
メ
 I 

ジ
 は
？
 

「
シ
リ
コ
ン
 

バ
レ
 

ー
」
 

_
 

談
社
刊
 

r 
ア
イ
ア
ン
 

マ
ッ
ス
 

ル
』
 

ょ
リ
 



接
た
 
七 

/«- 
□
ン
：
 

S 

し
て
い
た
 

n 
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

が、
 

ず
い
ぶ
ん
 

近
い
と
 

こ
ろ
に
 

も
や
 

っ
て
 

来
た
な
、
 

と 
思
っ
た
 

の
が
 

ほ
ん
の
 

五、
 

六
 

年
 

前。
 

そ
ぅ
、
 

パ
—
 

ソ 
ナ
ル
 

n 
ン
ビ
ュ
 

—
夕
の
 

出
現
 

だ。
 

だ
け
ど
、
 

こ
の
 

マ
シ
ン
は
 

ま
だ
ま
だ
 

僕
た
ち
に
 

す
っ
か
り
 

気
を
 

許
し
ち
 

ゃ
い
 

な
い
よ
ぅ
 

だ
っ
 

た。
 



そ
し
て
、
 

今、 
n ン

ビ
 
ュ
—
夕
 
が
ぐ
 
っ
と
 心
を
 開
い
て
 
く
れ
る
。
 

の
 登
場
 
だ
/
 

M
S
X
 
は
 メ
カ
 
オ
ン
 
チ
の
 
人
間
に
 
と
つ
て
 
ほ
ん
と
 
に
う
 
t
 
い
 

n
 
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
だ
。
 
今
ま
で
 
n
 
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
と
は
 
ほ
と
ん
ど
 
面
 

一! が
な
か
っ
た
 
け
ど
、
 
M
S
X
 
と
な
、
 I
 
だ
ち
 に
な
れ
 
そ
う
だ
 

っ
て
い
*
 又
 
i
 
い
と
 革
 又
 
だ。 

まずは、 この#：* んで みた 

まえ。 

これ 

さ 
mf!B 

a6 
ば'  

ひと 
まず 

n 
ンビ 

ュ—夕 

、そして 

MS 

X 
に 
B8 
する 

ひとと 

f 
の 
S* 

を 
身に 

0 
ける 

こと 

がで 

きる。 

あとは、 

実際 に 
MSX 

に 
触れて 

みれ 

ばいい 

S 
楽しい， 

TB 

白い" 

と 
思つ 

たら、 

も
う
 
M
S
X
 
は
 僕
た
 

ち
の
 
も
の
 
だ
 



0 

/
c
 

"
樂
 A
 

n ンビ
 

ユ—
夕 

誕生
 

物語
 

世
界
で
 

は
じ
め
て
 計
算
機
を
 

作
っ
 

た
の
は
 

ス
カ
ル
だ
っ
た
 

) 

人
類
の
 

歴
史
の
 

中
で
、
 

初
め
て
 

機
械
ら
 

し
い
 

計
 

つ
た
の
は
.
"
 

人
間
は
 

考
え
る
 

^
 

で
 

あ
る
"
 

と
い
ぅ
 

名
言
を
 

残
し
た
 

パ
 

X-
 

カ
ル
 

だ
。
 

パ
ス
カ
ル
は
 

税
 

§
 

務
 

を
し
て
 

い
た
 

父
親
の
 

た
 

め
に
、
 

一
億
ま
で
の
 

加
^
;
 

が
で
 

き
る
 

手
動
の
 

歯
 

計
 

つ
た
。
 

十
七
 

世
紀
の
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

今
 

H 
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
と
 

同
じ
よ
う
な
 

原
理
 

の
 

計
 

i
 

を
 

考
え
た
 

の
は
 

十
九
 

世
紀
の
 

数
学
者
 

バ.
 

ベ
 
イ
ジ
。
 

彼
の
 

考
え
た
 

計
®
 

は
 
歯
車
 

や
 

レ
 

パ
—
 

を
 

用
い
、
 

蒸
 

で
 

動
か
す
 

と
い
う
 

も
の
で
、
 

パ
ン
チ
 

カ
—
 

ド
を
 

使
っ
て
 

計
算
の
 

手
順
を
 

機
械
 

に
 

与，
 

え、
 

自
動
的
に
 

答
え
が
 

出
て
 

く
る
と
 

い
ぅ
 

画
期
的
な
 

シ
ス
テ
ム
 

だ
っ
た
。
 

し
か
し
、
 

不
幸
 

に
も
 

研
究
費
が
 

尽
き
て
 

し
ま
い
、
 

結
局
 

完
成
は
 

し
な
 

か
つ
た
 

と
い
ぅ
。
 (コンビ ュ—夕 は、  \ 

陸
軍
の
 

依
頼
で
 

誕
生
し
た
 

<
 

, ，
電
子
；
 

と
 

呼
べ
る
 

も
の
の
 

始
ま
り
は
 

一
九
 

四
 

五
 

年
。
 

第
二
次
世
界
大
戦
が
 

終
わ
っ
た
 

年
で
 

あ
る
。
 

ア
メ
リ
カ
、
 

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
 

大
 

学
の
 

モ
 

ー 
グ
リ
ー
 

と
 

エ
ツ
 

カ
ー
 

ト
 

に
よ
っ
て
 

開
 

発
さ
れ
た
 

E
N
I
 

A
c
 

(
エ
ニ
 

ア
ツ
 

ク
 

.E
le
ct
 

r
o
s
e
 
 

N
u
m
e
r
a
l
 
 

IF
Ue
 

crq
 

r
a
t
o
r
/
v
n
d
 
 

C
o
m
 

i
e
r
)
 

は
 陸
軍
の
 
依
頼
で
、
 
大
砲
の
 
弾
道
を
 

計
算
す
 
る
た
 
め
の
 
計
算
機
だ
っ
た
。
 

E
 

N
 

I
A
C
 

は
、
 

人
間
が
 

七
 

時
間
 

か
か
る
 

計
 

算
 

を
わ
ず
 

か
 

三
 

秒
で
 

や
っ
て
の
 

け
、
 

人
々
 

を
 

驚
 

か
せ
た
。
 

そ
の
 

重
さ
は
 

な
ん
と
 

三
〇
 

ト
ン
。
 

一 

万
 

八
 

八
 

〇
〇
本
 

も
の
 

真
空
管
を
 

持
っ
て
 

い
た
。
 

真
空
管
の
 

寿
命
は
 

約
 

二
 

〇
〇
〇
 

時
間
。
 

フ
 

ル
タ
 

ィ
ム
で
 

使
用
し
た
 

と
し
て
 

二
 

か
 

月
 

半
 

ほ
ど
 

だ
が
、
 

一
万
 

八
 

八
〇
〇
 

本
の
 

真
 

春
は
、
 

単
純
に
 

計
算
 

し
て
 

ほ
と
ん
ど
 

六
 

分
 

間
に
 

一
本
の
 

割
合
で
 

使
え
 

な
く
な
る
。
 

つ
ま
り
、
 

そ
れ
だ
け
 

故
障
が
 

多
い
 

つ
て
い
 

ぅ
こ
と
。
 

ま
た
 

一
時
間
に
 

一
四
 

〇
 

キ
ロ
 

ワ
ッ
ト
 

も
の
 

電
力
を
 

消
費
し
、
 

そ
の
 

発
熱
量
 

も
 

た
い
へ
ん
な
 

も
の
と
 

い
ぅ
、
 

問
題
の
 

多
い
 

機
械
 

だ
っ
た
。
 

10 



(i 半
導
体
 
技
術
の
 
進
歩
が
、
 

ン
ピ
ユ
 

—
夕
を
 

僕
た
ち
に
 
近
づ
け
た
。
 

) 

そ
の
後
、
 

電
子
 

計
 

$
は
半
 

導
体
 

技
術
の
 

発
 

展
 

と
と
も
に
 

急
速
に
 

進
歩
す
 

る。
 

ト
ラ
 

ン
ジ
ス
 

夕
の
 

登
場
、
 

そ
し
て
 

1
C
 
 

(
集
 

W
 

回
路
—
 

ト
ラ
 

. ン
ジ
 

ス
タ
 

や
 

抵
抗
な
 

ど
を
 

一
つ
の
 

半
 

の
 

中
 

に
 

埋
め
込
ん
だ
 

も
の
)
 

•の
 

発
達
。
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

C
P
 

-U
 

(
後
に
 

説
明
す
 

る
)
 

は
 

小
指
の
 

先
 

ほ
ど
 

の
 

大
き
さ
で
、
 

真
空
管
 

一
万
 

本
分
 

ほ
ど
の
 

働
き
 

を
す
 

る。
 

真
空
管
を
 

使
つ
 

た
 

故
障
し
 

や
す
い
 

ラ
 

ジ
オ
が
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

ラ
ジ
オ
に
 

な
つ
て
、
 

小
 

さ
く
 

故
障
 

も
少
 

く
な
 

つ
た
、
 

そ
れ
と
 

同
じ
よ
、
 

っ 

な
 

こ
と
が
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
に
も
 

起
こ
つ
 

た
ん
だ
。
 

た
と
え
ば
、
 

街
の
 

ゲ
 

ー 
ム
 

セ
ン
タ
 

ー 
に
あ
る
 

テ
レ
ビ
 

ゲ
 

ー 
；ム
 

を
 

真
空
管
を
 

使
っ
て
 

再
現
し
 

よ
 う
と
す
 

る
と
、
 

十
数
 

万
 

本
 

も
の
 

真
空
管
が
 

必
要
 

だ
。
；
^
 

g
 

ほ
ど
の
 

大
き
さ
が
な
け
れ
ば
 

納
ま
 

り
き
ら
な
い
 

大
き
さ
に
 

な
つ
て
 

し
ま
い
 

そ
う
で
 

あ
る
。
 

ポ
ケ
ッ
ト
 

•
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

と
 

呼
ば
れ
る
 

電
 

車
の
 

中
で
 

も
 

使
え
る
 

小
さ
な
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ、
 

あ
れ
が
 

E
N
I
 

A
c
 

の
 

性
能
を
 

は
る
か
に
 

上
回
 

つ
て
い
 
る。 

パ
ス
カ
ル
の
 

1
 

式
計
萝
 

機
が
 

生
ま
れ
て
 

か
 

ら
 

E
N
I
A
C
 

ま
で
が
 

三
 

〇
〇
年
 

も
 

か
か
っ
て
 

い
る
の
に
 

対
し
、
 

そ
れ
か
ら
 

わ
ず
か
 

二
、
 

三
〇
 

年
で
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

は
 

信
じ
ら
れ
な
い
 

ほ
ど
 

進
 

歩
し
 

た
ん
だ
ね
。
 

IB
P 





^: ^^PF *>. 一 

c 

Vc/ 

0 

) 

(n ンピユ —夕の 
な
い
 
生
活
な
ん
 
て
 

考
え
ら
れ
な
い
よ
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は、
 

僕
た
ち
の
 

生
活
の
 

中
に
 

す
っ
か
り
 

溶
け
込
ん
で
 

き
て
い
る
。
 

賺
所
で
 

は
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

重
要
な
 

制
御
の
 

働
き
を
 

し
 

て
い
る
 

し、
 

水
道
 

や
 

都
市
ガ
ス
が
 

家
庭
に
 

届
く
 

ま
で
に
 

も、
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
が
 

大
き
く
 

か
か
 

\ 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 い
っ
ぱ
い
 

ぅ
だ
し
、
 
ち
ょ
つ
 
と 大
き
な
 病
院
で
は
、
 
カ
ル
 

テ
 や： s

%
 費
の
 
管
理
を
 
は
じ
め
と
 
し
て
、
 

コ
ン
 

ビ
ユ
 
—
夕
が
 
お
お
い
に
 
利
用
さ
れ
 
て
い
る
。
 

今
度
は
 
家
の
 
中
を
 
見
回
し
て
 
み
ょ
ぅ
 
か。 

マ
 

ィ
ク
 

〇 
コ
ン
ビ
 
ユ I 夕

が
 
内
蔵
さ
れ
 
て
い
る
 
も
 

の
が
た
 
く
さ
ん
 
あ
る
。
 
タ
ッ
チ
 
チ
ヤ
ン
 
ネ
ル
 
式
 

の
 テ
レ
ビ
、
 
自
動
 
コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
の
 
エ
ア
コ
ン
、
 

自
動
 
焦
点
の
 
カ
メ
ラ
、
 

ミ
シ
ン
-
、
 
電
子
レ
ン
ジ
、
 

ビ
デ
オ
、
 
冷
蔵
庫
 
…
…
 

〇 

い
ろ
ん
な
 
と
こ
ろ
で
 
活
躍
し
て
 
い
る
 
こ
の
 
コ 

ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
た
ち
は
、
 
人
間
に
 
と
つ
て
 
め
ん
 
ど
 

ぅ
な
 
こ
と
、
 間
違
え
 

や
す
い
 

こ
と
^
 

{
夷
に
 

人
 

間
の
 
か
わ
り
に
 
や
っ
て
 
く
れ
る
。
 
エ
ア
コ
ン
の
 

マ
ィ
ク
ロ
 コ
ン
ビ
 ユ ー タ

は
 、
快
適
な
 温
度
に
 

自
動
的
に
 
保
っ
て
 
く
れ
る
 
わ
け
 
だ
し
、
 
お
ま
け
 

に
—
 
ま
で
し
て
 
く
れ
る
。
 
自
動
 
調
理
の
 
電
子
 

レ
ン
ジ
な
ら
、
 

温
度
 
§
 
間
を
 
セ
ン
サ
—
 
で
感
 

じ
 取
っ
て
 
く
れ
る
 
か
ら
、
 
_
ぇ
 
や
お
 焦
げ
の
 

S 

S 

A
T
 

わ
つ
 
て
い
る
。
 
電
話
の
 
1
 
も
 
コ
ン
ビ
 
ュ ー タ

 
が
 活
躍
し
て
 
い
る
。
 

銀
行
の
 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
 

デ
 

ィ
ス
 

ペ
ン
 

サ
や
 

国
鉄
 

の
み
 

ど
り
 

の
 

窓
口
で
 

働
い
て
 

い
る
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
 

の
こ
と
は
 

も、
 

っ 
知
つ
 

て
い
る
 

ね
。
 

ほ
か
に
 

も、
 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
 

や
 

サ
ン
 

•
チ
 

ェ
—
ン
 

な
ど
の
 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ 
I 

夕
の
 

ネ
ッ
ト
 

ワ
—
ク
 

で
 

全
国
の
 

お
 

店
の
 

売
り
上
げ
 

や
 

在
庫
の
 

管
理
を
 

し
て
い
る
 

そ
 心

配
は
 
な
い
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ ー 

タ
は
 
家
庭
の
 
中
に
 
も
ど
ん
 
ど
ん
 

入
り
込
ん
で
 
^
 て
い
 
る
ん
だ
。
 

(もぅ ひとつの  \ 
n ン

ピ
ユ
 
I 夕、 

パ
ソ
コ
ン
 
 
、
 

僕
た
ち
の
 
回
り
に
は
 
い
ろ
ん
な
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
が
 あ
る
。
 
だ
け
ど
、
 

そ
の
 ほ
と
ん
ど
は
 見
え
 

な
い
 
と
こ
ろ
に
 
隠
れ
て
 
い
る
し
、
 
実
際
に
 
f
 

触
れ
る
 
こ
と
は
 
で
き
な
い
。
 

で
も
、
 

パ
 I 
ソ
ナ
 

ル
 コ
ン
ビ
 
ユ 1

夕
 

(
 パ
ソ
コ
ン
)
 

は
 違
つ
 
て
い
 

た
。
 
僕
た
ち
は
、
 

こ
れ
に
 触
れ
て
、
 

い
ろ
ん
な
 

情
報
を
 
入
れ
て
 
や
つ
て
、
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
使
い
方
 

を
す
 
る
 こ
と
が
で
き
る
。
 

か
つ
て
、
 
専
門
家
 
だ
 

け
が
 
触
れ
る
 
こ
と
を
 
許
さ
れ
て
 
い
た
 
コ
ン
ビ
 
ユ 

1 夕
が
 、
機
能
は
 そ
の
ま
ま
、
 僕
た
ち
に
 も
 使
 

え
る
 
ょ
ぅ
に
な
つ
 
た
ん
だ
。
 

コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
が
 こ
ん
な
に
 
身
近
に
 
な
つ
た
 

理
由
は
 
何
な
 
の
だ
ろ
う
。
 

ま
ず
、
^
 

I 化
さ
れ
て
、
 

安
価
に
 

な
つ
た
 

た
 

め
、
 

の
 

レ
ベ
ル
で
 

も
 

買
う
 

こ
ど
が
 

で
き
る
 

よ
う
に
な
つ
 
た
こ
と
。
 
二
つ
め
 
は、 

タ
イ
 ブ
ラ
 

イ
タ
 
ー 
型
の
 
キ
 I 

ボ
 ー 

ド
と
 
テ
レ
ビ
の
 

よ、 っ
な
 

モ
ニ
タ
 

(
デ
 ィ
ス
 
ブ
レ
イ
と
 

も
 零
っ
)
 
が
 付
い
 

て、 
入
力
、
 
出
力
が
 
簡
単
に
 
で
き
る
 
よ
う
に
な
 

つ
た
こ
と
。
 

も
う
 
少
し
く
 

わ
し
く
 

説
明
す
 

る
と
、
 

ひ
と
 昔
 前
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 は、 

テ
—
 ブ
に
情
 

報
を
 
打
ち
込
ん
で
 

そ
れ
を
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
に
 記
 

憶
 さ
せ
、
 
処
理
さ
れ
 

た
 情
報
 
も
 テ
—
 
ブ
で
 
出
て
 

き
て
、
 
さ
ら
に
 
そ
れ
を
 
解
読
し
て
、
 

と
い
う
 
面
 

倒
く
 
さ
い
 
も
の
だ
っ
た
 
け
ど
、
 
キ
 ー ボ

—
 
ド
で
 

簡
単
に
®
 

を
 入
れ
る
 
こ
と
が
で
き
 
る
し
、
 

モ
 

二 夕
に
 
現
れ
る
 
闽
 像
で
'
 
 

与
え
た
 
assJ や

 返
っ
 

て
く
 
る
 答
え
 
$
 
ぐ
に
 
確
認
で
 
き
る
。
 
間
違
っ
 

た
 情
報
を
 
与
え
て
 
し
ま
つ
た
 
場
合
で
 
も
 訂
正
は
 

す
ぐ
に
で
 
き
る
 
と
い
う
 
わ
け
。
 
三
つ
め
 
に
は
、
 

B 
 

A 
 

s
 

I 
C
 

と
い
う
 

初
心
者
に
 

も
 

理
解
し
 

や
す
 

い
ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ミ
ン
グ
 

M
 

語
が
 

使
え
る
 

と
い
う
 

こ
 

と
が
 

あ
げ
ら
れ
る
。
 

(
後
で
 

説
明
す
 

る
)
 

パ
ソ
コ
ン
の
 すごい ところは、 ソ

フ
ト
 ウ 

エア 

9
 
ログ 
ラム) 

次
第
で
 

い
ろ
ん
な
 

使い 

がで 
きる 
こと。 

では 
ど
ん
な
 

使
い
方
が
 

でき 

るの 
か、 
次の 
ぺ I 
ジで 
紹
介
し
て
 

み
ネ
 

っ。 

13 



- 

ソ
 コ
ン
と
 
ワ
—
 
プ
ロ
は
 

ど
っ
ち
が
 
偉
い
？
 

■ 

ワ
 ー ド

 ブ
ロ
 
セ
ツ
 
サ
 (
ワ
 ー ブ

ロ
)
 
は
 パ
 ソ
コ
 

ン に
か
た
ち
 
が
と
 
っ
て
も
 
よ
く
 
似
て
 
い
る
け
 
ど
 

ど
こ
が
 
違
、
 っ
ん
だ
ろ
う
。
 

ワ
 I プ

ロ
は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
機
能
を
 
生
か
 

し
て
、
 

文
#
^
 

成
 や 保存
、
 

デ
 

ー タ
処
理
 

専
用
 

に
 作
ら
れ
た
 
マ
シ
ン
で
 
あ
る
。
 
普
通
の
 
タ
ィ
プ
 

ラ
ィ
タ
—
 
の
 場
合
、
 
間
違
っ
て
 
一
行
 抜
か
し
ち
 

や
っ
た
、
 
な
ん
て
い
 
う
と
き
、
 
最
後
ま
で
 
打
ち
 

終
わ
っ
 
て
い
た
と
 
し
て
も
、
 
始
め
か
ら
 
や
 i
 

さ
な
け
れ
ば
 
い
け
な
か
っ
た
 
が
、
 
ワ
—
 ブ
ロ
 
だ
 

っ
た
ら
、
！
 

用
の
 
キ
—
が
 
あ
る
か
ら
 
ミ
ス
に
 

気
づ
け
ば
 
修
正
は
 
す
ぐ
に
で
 
き
る
。
 
文
章
を
 
削
 

っ
た
り
、
 

i
 rf 
を
 入
れ
 
か
え
た
り
 

な
ん
て
い
、
 

っ 

こ
と
.
^
 
単
。
 
ミ
ス
が
な
い
 
と
わ
 
か
つ
た
 
時
点
 

で
 で
き
あ
が
っ
た
 
文
 f
 
ブ
リ
ン
ト
 
す
れ
ば
 
い
 

い。 ロ ー
 マ
 字
で
 入
力
し
、
 そ
れ
を
 漢
字
 カ
ナ
 
ま
 

じ
 吴
 
に
 自
動
^
^
な
ん
 
て
こ
と
 
も
 朝
メ
シ
 
前
。
 

だ
け
ど
、
 

ワ
 

ー 
ブ
ロ
は
 

ワ
 

ー 
ブ
ロ
と
 

し
て
 

使
 

う
こ
と
 

が
 

で
き
る
だ
け
。
 

ワ
ー
 

ブ
ロ
で
 

ゲ
 

^ 

は
で
き
 

な
 

い
ん
だ
。
 

こ
れ
が
 

パ
ソ
コ
ン
だ
っ
た
 

ソ
コ
ン
 

つ 
て
な
ん
 

だ
 

7
 

0 
ら 、
ワ
 ー ブ

ロ
と
 し
て
は
 も
ち
ろ
ん
 の
こ
と
、
 

他
に
 
も 
い
ろ
ん
な
 

使
い
方
が
 

で
き
る
。
，
 

S% 

グぅ
 

•
 
 

3
 

藿
 

_ 

ソ
 コ
ン
は
 

な
ん
で
も
で
き
る
 
|? : 

ソ
 
コ
ン
に
 
で
き
る
 
こ
と
は
、
 
入
れ
て
 
や
つ
 

P へ 
た
 

を
 記
憶
す
 
る
 こ
と
と
、
 
別
な
 情
報
に
 
変
 

換
 す
る
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
バ
リ
エ
 
ー 
シ
 
ヨ
ン
 

で
い
 
ろ
ん
 
な
 使
い
方
が
 
で
き
 
る
ん
だ
。
 

で
は
、
 

い
っ
た
い
 

何
が
 

で
き
る
 

の
か
。
.
 

ま
ず
は
 

_
 

の
 

機
能
。
 

簡
単
な
 

も
の
だ
っ
た
 

ら
 

電
卓
の
 

ほ
ぅ
が
 

手
軽
 

だ
け
ど
、
 

複
利
 

式
の
 

利
 



變 11 

f
 

躁
 

欲！
！！
 

1 

^
0
 

: , ̂
 ̂
 
-
>
 

子
の
 

な
ん
て
い
 
う
と
き
 
に
 便
利
。
 

ワ
 ー ブ

ロ
^
 
£
 っ
て
い
 
る
 機
能
で
、
 
デ
—
 
夕
 

処
理
 
や
 記
憶
。
 
項
目
と
 
日
付
け
、
 
金
額
を
 
打
ち
 

込
ん
で
 

お
け
ば
、
 

ど
う
い
う
 

こ
と
に
い
 

く
ら
 

使
 

っ
た
 
か
が
 
ひ
と
め
で
 
わ
か
る
 
家
 4
5
^
 
今
月
は
 

食
费
^
 

い
 過
ぎ
た
'
 
 
な
ん
て
い
 
う
 チ
ェ
ッ
ク
 

が
 簡
単
に
 で
き
る
。
 同
窓
会
の
 名
簿
 作
り
な
ん
 

か
に
 
も
 f
 
を
§
 
し
そ
、
 
っ だ

。
 

画
像
処
理
 
も
 お
 手
の
 
も
の
。
 
物
理
的
に
 
存
在
 

す
る
 
は
ず
の
 
な
い
 
物
質
の
 
軌
道
を
 
描
き
出
す
な
 

ん
て
 
い
う
 
こ
と
 
だ
っ
て
 
可
能
 
だ
。
 

各
種
の
 
ゲ
ー
ム
 
が
で
 
き
る
 
の
は
 
ご
存
じ
の
 
通
 

り。 
シ
ン
セ
 
サ
 V
V
1
 
の
 自
動
 
演
奏
 
も
で
 
き
る
。
 

また
、！
 

W
 

公
社
で
は
 

パ
ソ
コ
ン
^
:
 

用し
 

た 

キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
 

(文
字 

図形
 

霞
ネ
 

ッ 
トワ
 

ー 

ク 

シス
テム
ー 
 

Ch
ar
ac
te
r 
 

An
d 

Pa
tt
er
n 
 

Te
le
ph
on
e 
 

Ac
ce
ss
  

Inf
  

or
— 

ma
ti
on
  

Ne
tw
or
k 
 

sy
st
em
) 

の 

開
発
を
 

進め
て 

いる
。 

これ
は 

電
話
回
線
^
^
っ
て
 

情 

報 

セン
タ 

1 

の 

コン
ビ 

ユ—
夕 

と 
家
庭
を
 

結び
 

リ
ク
エ
ス
ト
に
 

応
じ
て
い
 

ろい
 

ろな
 

を 

画 

面に
 

映
し
出
す
 

とい
う 

シ
ス
テ
ム
 

だ。
 

キ
ャ
ブ
 
テ
ン
 
シ
ス
テ
ム
が
 
実
現
 す
れ
ば
、
 
空
 

席
の
 
状
況
を
®
:
 
面
で
 確
か
め
な
が
ら
 
飛
行
機
 
や
 

コ
ン
 
サ
—
卜
 
の
 §
の
 
予
約
が
 
で
き
た
り
#
 

る
し
、
 

い
つ
で
も
 

い
ち
ば
ん
 

新
し
い
 

天
気
予
報
 

や
！
 ーユ ー 

ス、 
株
の
 相
場
な
ん
 
か
を
 知
る
 
こ
と
 

も
で
 
き
る
。
 
銀
行
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ I タ

 セ
ン
タ
—
 

を
 呼
び
出
せ
ば
、
 
預
金
 
残
高
 
や
 振
込
み
 
状
況
の
 

照
会
が
 
自
宅
で
 
で
き
る
。
^
 
T
 
ゲ
 ー 

ム、 占
い
、
 

ク
ィ
ズ
な
 
ど
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
自
由
に
 
呼
び
出
 

す
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
ょ
う
に
な
る
 
だ
ろ
、
 っ。 

や
が
 

て
は
 
会
社
 
や
 学
校
に
 
行
か
な
く
て
も
、
 
自
分
の
 

家
で
 
仕
事
を
 
し
た
い
、
 
勉
強
を
 
し
た
い
っ
 
て
こ
 

と
が
 
可
能
に
な
る
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 

こ
の
ほ
か
 
に
も
 パ
ソ
コ
ン
は
 
ア
 

ア
し
だ
 
い
 

で
も
っ
 
と
い
 
ろ
ん
 
な
 使
い
方
が
 
で
き
る
 
は
ず
 
だ。 で

も
、
 ど
ん
な
 

ふ
う
に
 

使
っ
て
も
、
 

そ
れ
は
 

入
 

力
し
た
 
デ
 1
 
夕
を
 
何
 か
の
 
か
た
ち
で
^
^
 
さ
せ
 

て
 出
力
 
す
る
と
い
 
う
こ
と
の
 
応
用
 
だ
つ
 
て
こ
と
、
 

党
え
 
て
 お
こ
う
ね
。
 

0,. 



V 
部 ン

ピ
ユ
 

—
夕
は
 

素
直
で
 

忠
実
な
 

部
下
で
 

あ
る
 

X 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
が
 

よ
う
や
く
 

積
み
 

木
を
 

マ
ス
タ
—
 

し
た
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

い
ろ
い
ろ
な
 

こ
と
が
で
き
 

る
の
 

は、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

人
間
が
 

与
え
 

て
い
る
 

か
ら
だ
。
 

こ
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
っ
 

て
い
う
 

の
は
 

w
s
 

会
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

な
ん
か
と
 

同
じ
 

意
 

味
で
、
 

手
順
を
 

示
し
た
 

も
の
の
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

人
 場
，
 s
 
が
 あ
っ
て
、
 
開
会
式
が
 
あ
っ
て
、
 

一 

年
生
の
 
網
 引
き
の
 
次
は
 
三
年
 
生
の
 
パ
ン
く
 
け
 競
 

走
で
、
 
と
い
う
 
具
合
に
、
 
決
め
ら
れ
た
 
順
番
 
通
 

り
に
 
進
 ，仃 し

な
い
と
 

会
は
 
メ
 チ
ヤ
 
ク
チ
 
ヤ
 

に
な
つ
 
ち
 
や
う
よ
 
ね
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 何
を
 

し
た
ら
 
い
い
 
か、 

順
番
 
通
り
に
 
示
し
て
 
あ
る
の
 

が
 コ
ン
ビ
 ユ 1 夕

の
 ブ
ロ
 グ
ラ
ム
 だ
。
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
は
こ
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
で
 
指
示
し
た
 
通
り
 

に
奏
に
 
働
い
て
 
く
れ
る
。
 
絶
対
に
 
指
示
に
 
逆
 

ら
つ
た
 
り
し
な
い
 
し、 

バ
カ
 
正
直
つ
 
て
 言
わ
れ
 

る
 ほ
 

な
 ヤ
ツ
な
ん
 
だ
。
 
お
ま
け
に
 
仕
事
 

が
 速
い
。
 
そ
の
 昔
、
 
一
生
を
 
か
け
て
、
—
 

率
 

を
 七
〇
七
 
桁
ま
で
；
 m
 
し
た
 
数
学
者
が
 
い
た
が
、
 

ボ
ケ
 
コ
ン
 
だ
つ
 
て
 そ
ん
な
 
こ
と
 
数
秒
で
 
や
つ
て
 

の
け
て
 
し
ま
う
。
 

だ
け
ど
、
 

時
々
 

思
っ
た
 

通
り
に
 

働
い
て
 

く
れ
 

な
い
 

こ
と
が
あ
る
。
 

故
障
 

か
な
？
 

い
い
や
 

こ 

れ
は
 

、
た
い
が
い
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

マ
ズ
イ
 

と
き
 

な
ん
だ
。
 

つ
ま
り
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
^
:
 

つ
た
 

人
 

の
 

ミ
ス
つ
 

て
わ
け
。
 

こ
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
^
:
 

る
つ
 

て
 

^
 

は
と
 

. 
\ 

つ
て
も
 

難
し
く
 

つ
て
、
 

僕
た
ち
が
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕
と
 

仲
良
く
 

な
れ
な
 

い
で
い
る
 

原
因
は
 

ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
に
 

あ
る
と
 

言
 

つ
て
も
 

い
い
と
 

甲 
V
 

っ。
 

プ
ロ
 

グ
 

ラ
ミ
ン
グ
 

lu
l 

a
 

g 
 

(
後
に
 

説
明
す
 

る
)
 

の
 

文
法
が
 

理
解
で
 

き
て
も
、
 

そ
れ
だ
け
で
は
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

を
 

作
る
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
 

何
を
 

さ
せ
た
い
 

か
を
 

十
分
に
 

理
解
し
、
 

論
理
的
 

に
 

分
析
し
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
が
 

で
き
る
 

よ
ぅ
に
 

細
分
 

化
し
て
、
 

¥
 

だ
て
る
 

と
 

い
ぅ
 

こ
と
が
 

ヤ
 

ツ
カ
 

ィ
な
 

S
 

な
ん
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
っ
て
 
な
ん
だ
 
ろ  う

？
 

ユ
ン
 
ビ
ユ
 
ー
タ
は
 

難
し
く
て
、
 
ち
つ
と
 
も
 

融
通
の
 

き
か
な
い
 

ヤ
ツ
で
 

あ
る
。
*
 

曖
 
味
な
 

♦
と
 

か
"
 蕾
に
〃
 

な
ん
て
い
、
 示
は
 理
解
し
て
も
 

ら
 え
な
い
。
 
き
ち
ん
 
き
ち
ん
と
 
シ
ヤ
 
ク
シ
 
ジ
ョ
 

ウ
ギ
に
 
く
わ
し
く
 
説
明
し
て
 
や
ら
な
い
 
こ
と
に
 

は
 働
い
て
 
く
れ
な
い
。
 
だ
か
ら
 
も
と
も
と
 
論
理
 

的
な
 
数
学
 
や
 物
理
が
 
得
意
な
ん
 
だ
。
 

か
つ
て
は
 
数
式
の
^
^
 
な
ど
、
 
専
門
家
の
 
や
 

る
 系
統
だ
っ
た
 

こ
と
し
 
か
で
 
き
な
 
か
つ
た
 
コ
ン
 

ピ
ュ
 
ー 
タ
が
、
 
研
究
が
 
進
む
 
に
つ
れ
 
て
镇
み
 
木
 や
 絵
 あ
わ
せ
な
ん
 
て
い
う
、
 

T- 供
 
っ
ぽ
い
 
こ
と
 

が
で
 
き
る
 
よ
う
に
な
っ
 
た
と
い
、
 
i
 
矣
は
 
、
コ
 

ン
ビ
ユ
 
ー タ

の
 
特
色
を
 
よ
く
 
表
わ
し
て
 
い
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
る
 

の
は
 

な
か
な
か
 

楽
し
い
 
作
業
で
は
 

あ
る
け
れ
 

ど
：
 

>
 

と
に
か
く
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
走
ら
せ
る
 
の
が
 趣
 

味
、
 
な
ん
て
い
 う
 マ
ニ
ア
 も
た
く
 さ
ん
い
る
。
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
内
容
は
 
な
ん
で
も
 
い
い
。
 
ブ
ロ
 



コンビ ユ 

グ
ラ
ム
を
 
自
分
で
 
作
っ
て
 
み
て
 
そ
れ
を
 
実
行
 
さ
 

せ
る
、
 
と
い
ぅ
 
こ
と
 
だ
け
で
 
も、 

パ
ソ
コ
ン
は
 

十
分
 
楽
し
む
 
こ
と
が
で
き
る
。
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 

作
る
 
こ
と
は
 
と
つ
て
^
^
 
し
い
 
こ
と
 
だ
し
、
 
論
 

理
 的
な
 
甲 *
 另
を
養
 
、
っ
の
に
 
も
っ
て
こ
い
の
 
訓
 

練
 法
で
 
も
 あ
る
。
 と
こ
ろ
が
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
何
 か
に
 
役
立
て
た
い
 

と
 思
っ
 
た
と
 
き
が
 
問
題
な
 
の
で
 
あ
る
。
 

4 コ
ン
ビ
 
ユ ー タ

に
 
何
が
 
で
き
る
 
か
は
、
 
ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
に
 
か
か
っ
 
て
い
る
。
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
っ
て
 

い
ぅ
の
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
^
:
 
の
：
^
 
と
 同
じ
く
 

ら
い
、
 
も
し
か
し
た
ら
 
そ
れ
 
以
上
に
 
大
切
な
 
も
 

の
な
ん
 
だ。 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
冬
 作
る
 
人
間
の
 
能
力
 

が
 コ
ン
ビ
 
ュ ー タ

の
 能
力
を
 限
定
す
 
る。 

そ
れ
 

も
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
ー 
タ
に
 
関
す
る
 
知
識
 
だ
け
 
じ
 
や
な
 

い。 
た
と
え
ば
、
 
ゴ
ル
フ
の
 
シ
 ミ
ュ
レ
 
I 
シ
ヨ
 

ン
ゲ
 
—
ム
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
^
:
 
る
と
 
し
た
ら
、
 

ゴ
ル
フ
に
 
つ
い
て
 
く
わ
し
く
な
け
れ
ば
 
い
け
な
 

い
し
、
 
蓋
 
g が
わ
か
ら
 
な
い
 
人
に
は
 
蓋
 
g の
教
 

育
 用
 ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
は
 
作
れ
な
い
。
 

い
い
 
ブ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
^
 
&
 る
 
こ
と
は
、
 
曲
^
!
^
^
 
い
 手
 も
 良
 

く
て
、
 
そ
の
う
え
 
録
音
 状
態
 も
す
 
ば
ら
し
い
 
レ
 

コ ー ド
 冬
 作
る
 
こ
と
と
 
同
じ
く
 
ら
い
に
 
難
し
い
 

こ
と
な
の
 
で
あ
る
。
 





，一 

n 

/
 コ
ン
 ピ
ュ
 

ぐ
 シ
ン
 is 

ンピ
ュ 

I 
夕
に
 

わ
か
る
 

の
は
 

語
 

だ
け
 

I 

パ
ソ
コ
ン
に
 
ち
ょ
つ
 
と
で
 
も
 興
味
の
 
あ
る
 
人
 

だ
つ
 
た
ら
、
 
B
A
S
I
C
 
 
(ベ ー 

シ
ッ
ク
)
 

と
 

い、 っ 一 H 葉
を
 
耳
に
 
し
た
 
こ
と
が
あ
 
る
と
 
思
う
 

0 

こ
の
 
B
A
S
I
C
 
を
 
マ
ス
タ
 
ー 
し
な
い
 
こ
と
に
 

は
 
コ
ン
ビ
 
ユ ー 

タ
は
 
扱
え
な
い
 
と
い
う
"
 

B
A
S
I
C
 
と
い
う
の
は
 
 
B
i
g
i
n
e
r
-
S
 
 
A
l
l
 

•c ur -o ose  Simbolic  Instructl 
c n 

o
 ode 

の
 略
で
、
"
 
初
心
者
 
向
き
の
 
ど
ん
な
 
目
的
に
 も
 使
 

え
る
 命
令
 
語
"
 
と
い
、
 っ 意

味
 
冬
 持
つ
 
て
い
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

タ
は
 

実
際
に
は
 

マ
シ
ン
 

語
と
 

呼
 

ば
れ
る
 

〇 
と
 

1 
の
 

組
み
合
わ
せ
 

し
か
 

理
解
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
 

i
 

が
 

通
っ
て
 

い
る
か
、
 

い
な
い
 

か
で
 

こ
れ
を
 

判
断
す
 

る。
 8 

ビ
ッ
ト
 

だ
と
 

か
 

1
6
 

ビ
ッ
ト
と
 

い
う
 

H
 

葉
に
 

も
 

聞
き
覚
え
が
 

f
 

ん
じ
 

や
な
い
 

か
な
。
 

こ
の
、
 

"
b
i
t
 
 

(
ビ
ッ
ト
 

r
 

と
い
う
の
は
 

情
報
 

#
.
 

の
 

単
 

位
で
、
 

Bi
na
ri
y 
 

Di
gi
t 

H
 

つ
の
 

数
字
)
 

翕
 

し
た
 

も
の
 

だ。
 

こ
の
 

単
位
は
、
 

C
P
 

U 
05
 

処
理
 

装
置
—
 

後
に
 

説
明
す
 

る)
 

と 
メ
モ
リ
 

(後
 

に
 

説
明
す
 

る)
 

の
 

能
力
を
 

表
わ
す
 

と
き
に
 

使
う
。
 

1 
ビ
ッ
ト
な
ら
 

〇 
か
 

1 
か
の
 

二
つ
を
 

区
別
で
 

き 

て、
 

2 
ビ
ッ
ト
 

あ
れ
ば
 

00
 

、 
01
 

、 
10
 

、 
11
 

の
 

四
 

つ
を
 

区
別
し
、
 

8 
ビ
ッ
ト
は
 

2^
 

IL
 

二
 

五
六
の
 

区
 

別
 

か
て
き
 

る
と
 

い
う
 

こ
と
で
'
 
 

C
P
 

U 
の
 

区
別
 

で
き
る
 

数
が
 

多
け
れ
ば
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
は
 
_
 
な
 仕
事
が
 
で
き
る
 
し、 

メ
モ
 

リ
の
 
SIN rl だ

つ
 
た
ら
た
 
く
さ
ん
 
の
こ
と
 
を
 

覚
ぇ
ら
れ
る
 

つ
て
 わ
け
。
 
人
 r の

 パ
ソ
コ
ン
で
 

は
 8 ビ

ッ
ト
を
 

1 
つ
の
 情
報
 
単
位
と
 
し
て
 
一
つ
 

の
 文
字
を
 
表
す
の
 
が
 
一
般
的
で
、
 
(
た
と
ぇ
ば
 

〇 

1
0
0
0
 
 
0
0
1
 
は
 A
 を
 表
す
と
 
い
う
 
ふ
う
な
 

カ
ン
ジ
)
 
 
8 
ビ
ッ
 

バ
ィ
ト
と
 
呼
ぶ
。
 

し
か
し
、
 

〇 
と
 

1 
だ
け
の
 

組
み
合
わ
せ
は
 

人
 

間
に
と
 

つ
て
は
 

ち
ょ
つ
 

と
や
つ
 

か
い
な
 

シ
ロ
 

モ
 

BA
SI
C 

つて
な 

に？
 

ノ
だ
 

。
そ
こ
で
、
 

マ
シ
ン
 

語
を
 

あ
る
 

ま
と
ま
つ
 

た
 

動
作
^
-
る
ょ
ぅ
 

に
い
く
 

つ
か
 

組
み
合
わ
せ
 

て
 

配
列
し
、
 

そ
の
 

ま
と
ま
り
 

ご
と
に
 

务
刖
专
 

つ
 

け
て
、
 

人
間
に
 

も
 

わ
か
り
や
す
 

く
し
た
 

も
の
が
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

言
語
な
ん
 

だ。
 

B
A
S
I
C
 

も
 

そ
の
 

1 
つ
で
、
 

他
に
 

F
O
R
T
R
A
N
、
 

P
 

A
S
C
A
L
、
 
 

P
L
\
1
 

な
ん
て
い
 

ぅ
 

言
語
が
 

あ
る
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
ー 

タ
は
ブ
 

ロ
グ
 

ラ
ミ
ン
グ
 

言
語
を
 

マ
シ
ン
 

語
に
 

自
分
で
 

翻
訳
し
て
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

る
の
で
 

あ
る
。
 

B
A
S
I
O
i
 

初
心
者
 
用
の
 
言
語
で
 
あ
 

る
)
 

B
A
S
I
C
 
は
も
と
 
も
と
 
大
型
機
 
用
の
 
言
語
 

で
、
 
初
心
者
が
 
ブ
 
ロ
グ
 ラ
ミ
ン
グ
を
 
理
解
す
 
る
 

た
め
の
 
練
習
 
用
の
 
言
語
と
 
し
て
 
開
発
さ
れ
 
た。 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
に
は
 
ミ
ス
が
 
つ
き
も
の
 

C 
専
門
家
 

が
 作
っ
た
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
に
 
も
 初
め
は
 
ま
ち
が
い
 

が
た
 
く
さ
ん
 
あ
る
。
 
ど
こ
が
 
違
っ
て
 
い
る
の
 
か
 

を
 見
つ
け
 
出
し
て
 
修
正
す
 
る
の
は
 
ブ
ロ
に
 
と
っ
 

て
 も
た
い
 
へ
ん
な
；
^
 
だ。 

B
A
S
I
C
 
は
 ミ 

ス
を
 
見
つ
け
 
出
し
 
や
す
い
よ
 
う
に
 
工
夫
さ
れ
 
た
 

言
語
な
 
の
で
 
あ
る
。
 

こ
れ
を
 
初
め
て
 
パ
ソ
コ
ン
で
^
 
g
 え
る
 
よ
う
 

に
し
た
 
の
が
 
マ
ィ
ク
ロ
 
ソ
 

長
の
 
ビ
ル
.
 

ゲ
—
ッ
 
。
彼
は
 
十
九
 
歳
の
と
 
き
 (
一
九
 
七
 五
 年
)
 

配
線
図
 
だ
け
を
 
た
よ
り
に
、
 
大
型
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 

夕
を
 
使
っ
て
 
架
空
の
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
組
み
立
て
て
 

• 

パ
ソ
コ
ン
 
用
 B
A
S
I
C
#
 
つ
て
し
 
ま
つ
た
 

と
い
う
 
天
才
 
だ
。
 
そ
の
後
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

用
の
 
B
 

A
S
I
C
 
は
い
く
つ
 
か
 開
発
さ
れ
 
た
け
 
ど
、
 
ビ
 

ル
 
•
ゲ
 —
ツ
の
 
開
発
し
た
 
B
A
S
I
C
 
が
 壶
 

を
 占
め
て
 
い
て
、
：
 H 本

で
 
も
 日
立
、
 
富
士
通
、
 

N
E
C
 
な
ど
の
 
パ
ソ
コ
ン
で
 
使
わ
れ
て
 
い
る
。
 

, 
• 





>-
 

v
 

砂
 
^
 
r 

B 

人
間
の
 
す
る
 
こ
と
は
、
 

す
べ
て
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
 
あ
る
 

) 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

見
つ
か
ら
な
い
 

) 

般
に
 

A ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
，
 ，
と
言
う
と
、
 
フ 

ロ 
ツ
ビ
 

ー 
デ
 

イ
ス
 

ク
や
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
 

ー 
ブ
 

(
後
 

に
 

説
明
す
 

る)
 

に
 

記
憶
 

さ
せ
た
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

こ
と
を
 

さ
す
 

場
合
が
 

多
い
 

■
よ
う
 

だ
 

»-o 

専
門
家
が
 

i
 

つ
た
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

(
ソ
フ
ト
 

ウ
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
い
ろ
ん
 

な
 

こ
と
が
で
き
る
 

の
は
'
 
 

使
、
 

っ 
人
間
が
 

い
ろ
い
ろ
な
 

使
い
方
を
 

指
 

示
で
 

き
る
 

と
い
う
 

こ
と
 

だ。
 

こ
の
 

指
示
が
 

前
に
.
 

説
明
し
た
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
で
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

中
で
 

も.
 

| 
番
重
 

要
な
 

部
分
で
 

あ
る
。
 

ソ
フ
}
 
ウ
ェ
ア
つ
 
て
 
•
い
つ
た
い
 
を
ん
だ
 
ろ
 

、飞 

大
き
 

N>
 

ff
 

、 っ
と
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
を
働
 

か
せ
 

る
た
め
に
人
間
が
す
る
こ
と
の
全
部
が
ソ
フ
ト
 

ウ
ェ
 

T
 

と
い
う
 

か
た
ち
で
 

と
ら
え
ら
れ
 

て
い
る
 

0 

レ
コ
-
 

— 
ド
 

ブ
 

V
 

イ
ヤ
 

— 
が
 

ハ
 

I 
ド
ウ
 

エ
ア
で
 

レ 

コ
—
 

ド
に
 

録
音
さ
れ
 

て
い
る
 

皆
 

楽
を
 

ブ
ロ
 

ブ
ラ
 

ム
 だ
と
す
 
る
と
、
 

レ
コ
 
ー ド

 も
 含
め
て
、
 

レ
コ
 

ブ
レ
イ
 
ヤ
—
に
 
セ
ツ
.
^
 
る
 
こ
と
'
 
 
ス
 

イ
 

ツ
チ
を
 

入
れ
る
 

こ
と
、
 

ボ
リ
 

ユ 
ー 

ム
の
調
 

節
 

な
ん
か
が
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
つ
 
て
い
う
 
こ
と
に
な
 

る。 

ゲ
 

ー 
ム
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
で
 

遊
ぶ
 

と
き
 

.'
 

モー
 

ー 

夕
の
 
画
面
を
 
見
な
が
ら
 
キ
—
を
 
押
し
た
り
 
ジ
ョ
 

イ
ス
 

テ
イ
 

ツ
ク
 

(
後
に
 

説
 

用
す
 

る
)
 

❖
勤
 

か
し
 

た
り
、
 

と
い
う
 

操
作
 

も
 

y
 

フ
ト
 

ウ
ェ
ア
の
 

{
部
 

と
い
う
 
わ
け
。
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 
ほ
し
い
 

ェ
ァ
)
 
は
 
マ
ィ
コ
ン
 

r シ
ョ
ッ
プ
な
 
ど
で
 売
ら
れ
 

て
い
る
。
 
と
こ
ろ
が
、
 
現
在
 
こ
の
 
既
製
の
 
ソ
フ
 

ト
ウ
 
ェ
ア
は
 曲 #

 田
と
 付
 R
-
 え
な
い
 状
態
 だ
。
 
そ
 

れ
は
ど
 
う
し
て
 
な
の
か
。
.
 
 

：
.
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
ハ
—
 ド
ウ
 
エ
ア
は
 
機
種
 
ご
と
に
 

使
わ
れ
て
 
い
る
 部
品
 
&
 
導
っ
 し、 

性
能
 
だ
っ
て
 

A
 ま
ざ
 
ま
だ
 

C 
そ
の
た
め
に
 
同
：
 J
B
 
-A S

I
C
 

で
も
、
 
少
し
ず
つ
 <tg<p -(7) 受：

^
 が
 違
っ
て
 い
 

る。
 

現
在
、
 

日
本
で
 

売
ら
れ
て
 

い
る
 

パ
ソ
コ
ン
 

の
 i
 
は
 W
 種
 以
 A
 
そ
れ
ぞ
れ
に
 
別
な
 ブ
ロ
 

グラ
ムを
 

r£v 私 計し
 

なけ
れば
 

なら
ない
 

の だか
 

ら
 

、
有
 

分
の
 

持
つ
 

て
い
る
 

機
種
の
 

も
の
と
 

い
う
 

こ
と
に
な
る
と
、
 

ど
う
し
て
も
 

数
が
 

限
ら
れ
て
 
しま
う。
 

欲
し
い
 

と 
®'
 

つた
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

自
分
の
 
パ
ソ
コ
ン
に
 
使
え
な
く
て
、
 
じ
だ
ん
だ
 

を
 踏
ん
だ
 
人
-
^
 
い
ん
 
t
 
や
な
い
 
か
な
。
 

以
前
は
、
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

エ
ア
の
 

お
ま
け
ぐ
 

ら
い
 

に
し
 
か
 考
え
ら
れ
て
 
い
な
か
つ
た
 
ソ
フ
^
 
> ェ 

ア
だ
が
 

、
現
在
は
 

そ
の
 

重
！
^
 

が
 

認
識
さ
れ
 

つ
 

つ
 

あ
る
。
 

マ
シ
ン
を
 

選
ぶ
 

前
に
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

め
て
、
 

そ
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

使
用
で
 

き
 

る
 

機
 

M
 

を
 

選
ぶ
 

と
い
、
 

も
い
 

る
く
 

ら
い
、
 

ソ
 

フ
ト
 

ウ
ェ
ア
つ
 

て
 

大
切
な
 

も
の
な
ん
 

だ
。
 



變 

ソ
 

コ
ン
の
 

世
界
が
 

広
が
っ
た
 

^ 

^
 
 

.. .^
-.
w 

• - 

と
の
 

レ
 

i 
ベ
 

^
 

か
ら
 

出
て
 

い
る
 

レ
コ
 

j.
% 

も
、
 

•■
 

ど
ん
な
 

メ
—
ヵ
 

ー
の
才
 

I 
デ
イ
 

ォ
で
 

だ
っ
て
 

聴
 

く
こ
と
 

が
で
 

き
る
 

け
ど
、
 

み
ん
な
 

そ
ん
な
 

こ
と
 

は
 

当
然
の
 

こ
と
 

だ
と
 

思
つ
 

て
い
る
。
 

好
き
な
 

ミ 

ユ
—
ジ
 

シ
ヤ
ン
が
 

レ
コ
 

ー 
ド
 

会
社
を
—
 

し
た
 

ら、
 

e
 

分
の
 

才
—
デ
 

ィ
オ
で
は
 

聰
 

け
な
く
な
 

っ 

ち
 

や
つ
た
、
 

な
ん
て
 

こ
と
に
な
 

っ
た
ら
、
 

ほ
ん
 

と
 

困
っ
 

て
し
 

ま
ぅ
。
 

才
—
デ
 

イ
オ
の
 

組
み
合
わ
 

せ
 

だ
っ
て
、
 

デ
ッ
キ
、
 

ス
ピ
—
 

力
—
'
 

ブ
レ
イ
 

■
画
 

ン
彰
っ
 

て
き
た
 

W 

0 國 

こ' 

0 S 

ヤ 
 

ー
，
，
 

2
 

分
の
 

好
み
で
 

違
う
 

メ
—
 

カ
ー
の
 

も
の
 

1
口
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
 

^
 

、 

に
 

思
わ
な
 

ぃ
 
 

1
 
 

、 

と
こ
ろ
が
 パ
ソ
コ
ン
：
！
；
 5 そ
う
じ
 や
な
 か
つ
 
だ。 

機
 M
 
に
よ
つ
て
'
 
 

使
え
る
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
 

限
 

定
さ
れ
 
て
い
る
 
し、 

周
辺
機
器
 

も 機
 穐
 ご
と
に
 

だ
い
た
 

い. 決
め
ら
れ
て
 

いる。 
こ
れ
は
 

パ， ツ
コ
 

ン
^
^
う
 

人
に
 
と
つ
て
 
は
ず
い
 
ぶ
ん
 
不
便
な
 

之- 

と  だ
よ
 
ね。  

ソ
フ
卞
 
ウ
ェ
ア
の
 

数
が
 
限
ら
れ
て
 

い
れ
ば
、
 

使
え
る
 

範
 

M
 

が
 

限
ら
れ
て
 

く
る
，
 

r-
i 

•分
でブ
ログ
ラム
を作
れな
い 

<. &分
の思
 

ぃ通 りには
 

使 ぇなぃ
 

。 •，緣
 

M w ^: . 

み
ん
な
が
 

G
 

I1
J 

に
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

使
え
る
 

よ
う
 

に
な
る
 

と
い
い
 

な
 

あ。
 

そ
ん
な
 

願
い
か
ら
 

M
s
 

k
.
.
l
 
生
し
 
だ
'
 
#
 
f
f
i
 藝
詹
 
藝
 

い
く
つ
も
の
.
 

ハ
 

i 
ド
メ
—
 

カ
 

ー 
が
 

同
じ
 

規
格
 

の
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

エ
ア
 

集
る
。
 

こ
の
 

ハ
ー
 

ド
ウ
 

ェ 

ア
の
 

シ
ス
テ
ム
が
 

M
S
X
 

と
^
:
 

け
 

1ら
 

れ
 

^
 

M
S
X
 

用
に
 

作
ら
れ
た
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ら
、
 

ど
の
 

メ
—
カ
 

ー 
の
 

M
S
 

X
 

に
 

I
、
 

つ 
こ
と
が
 

で
 

き
る
。
 

才
—
デ
 

ィ
オ
の
 

よ
う
に
 

違
う
 

メ
ー
カ
 

ー
 

の
 

®
 

iu
 

機
器
と
 

コ
ン
ポ
—
 

ネ
ン
 

ト
す
る
 

こ
と
 

も
 

で
き
る
。
 

规
恪
を
 

決
め
て
 

し
ま
え
ば
、
 

VN
 

—
ド
 

ウ
ェ
ア
の
 

性
 

さ
せ
る
 

こ
と
は
 

難
し
い
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為 ビ 

コン ピユ ー タに つ
い
て
の
 歴史、 原 

理 
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
 

そ
し
て
 

M
S
X
 

の 

概
念
と
 

話を 
進
め
て
 
き
た
と
 

ころで、 

次 
に 
一般的 

ハ— 
ドウ 

エアと 

M
S
X
 

の 
ハ 

I
 

ド
ウ
 

エ
ア
に
 

つ
い
て
 

触
れ
て
 

み
よ
う
。
 

ハ
 

ー 
ド
ウ
 

ヱ
ア
 

と
は
 

前
の
 

部
分
で
 

述
べ
 

た
よ
う
に
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

と
い
う
 

_
 

を
 

利
用
す
 

る
た
 

め
に
 

用
い
ら
れ
る
 

情
報
 

機
 

器
の
 

こ
と
 

だ
。
 

具
体
的
に
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

場
 

に
は
、
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

本
体
と
 

キ
 

ー 
ボ
 

ー 

ド
な
 

ど
の
 

人
力
 

装
置
、
 

デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
ィ
 

C
 

R
T
 

な
ど
の
 

出
力
装
置
 

、
フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
 

ス
ク
 

な
ど
の
 

外
部
 

記
憶
装
置
の
 

周
辺
機
器
 

が
 

ハ
 

ー 
ド
ウ
 

エ
ア
と
 

い
う
 

こ
と
に
な
る
 

0 

エ
ア
 

た 
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C
P
U
 

は
 

テ
—
 

夕
の
 

演
算
 

お
よ
 

ひ
 

制
御
 

を
 

行
う
 

と
こ
ろ
と
 

い
つ
た
 

け
れ
ど
、
 

結
局
 

は
 

情
報
を
 

扱
う
 

部
分
と
 

い
え
る
」
 

こ
の
 

C 

ド 
U 

の
 

能
力
の
 

違
い
は
、
 

I
 

度
に
 

ど
れ
 

だ
 

け
の
 

情
報
量
を
 

扱
え
る
 

か
と
い
 

う
こ
と
 

で
 

決
ま
つ
 

て
く
 

る。
 

並
 日 通
 コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
の
 
場
合
、
 
そ
の
 
情
 

報
 量
は
 
8 ビ

ッ
ト
、
 

16 ビ
ッ
ト
、
 

32 ビ
ッ
 

卜
な
 
ど
と
 
分
類
さ
れ
 
て
い
て
、
 
現
在
の
 
パ
 

ソ
 
コ
ン
で
は
 
8 ビ

ッ
ト
が
 
主
流
と
 
な
つ
て
 

い
る
。
 
M
S
X
 
も
も
ち
 
ろ
ん
 
そ
の
 
情
報
量
 

は
 8 ビ

ッ
ト
 
だ
。
 

さ
ら
に
 また 8 ビッ トの c  p  U に！^ く 

Z
 

8
0
 

A
,
 
 

6
8
0
9
 

,
 
 

6
5
0
2
 

な
ど
の
 

種
類
が
 

あ
 

る
が
、
 

M
S
X
 

は
 

Z
8
0
A
 

を
 

用
い
て
 

い
る
'
 

こ
れ
は
 

現
在
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

C
P
U
 

の
 

多
 

く
は
 

Z
8
0
A
 

が
 

使
わ
れ
て
 

い
て
、
 

た
く
さ
 

ん
の
ユ
 

I 
ザ
—
 

に
 

親
し
ま
れ
て
 

い
る
た
 

め
 

だ
。
 

ユ
—
 

ザ
—
 

が
 

多
い
 

と
い
う
-
 

f:
 

と
は
、
 

す
な
わ
ち
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

技
術
者
 

も
 

多
い
 

と
ぃ
ぅ
こ
と
で
、
^
5
>
<
で
は
当
然
良
質
 

の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

た
く
さ
ん
 

で
て
 

く
る
。
 

う
れ
し
い
 

ね
。
 

周
辺
機
器
の
 
説
明
を
 
す
る
 
前
に
、
 
ま
ず
 

知
つ
 
て
 お
か
な
く
て
 
は
な
ら
な
い
 
こ
と
が
 

あ
る
。
 そ
れ
は
 コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 の
 中
身
、
 

つ
ま
り
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
本
体
は
 
い
つ
た
い
 
ど
 

I
 
な
つ
て
 
い
る
の
 
か
つ
て
 
こ
と
 
だ
。
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
本
体
は
 
大
ま
か
に
 
分
け
る
 

と
 
C
P
U
 
 
(
中
央
処
理
装
置
)
 
と
い
う
 
デ
 

I
 
夕
の
 
演
算
 
ぉ
ょ
び
 
制
御
を
 
行
う
 
部
分
と
、
 

そ
の
 デ
 I 
夕
と
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 記
録
す
 る
 

メ
モ
リ
 
装
置
と
 
で
で
 
き
て
い
る
。
 
C
P
U
 

と
 メ
モ
リ
 装置
は
、
 ど
ち
ら
が
 

欠
け
て
も
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
し
て
の
 
機
能
を
 
は
た
さ
 

な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
う
。
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▲フロッピー ディスク 

薄
い
 
円
 板
 状
の
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
に
 
塗
ら
 

れ
た
 
磁
気
に
 
読
み
 
害
き
 
を
 行
ぅ
 
情
報
の
 

記
憶
 
S
 
で
、
 
こ
れ
に
は
 
マ
イ
ク
ロ
 
 
•
フ
 

ロ 
ッ
ビ
 
デ
ィ
ス
ク
 

(
3
 イ
ン
チ
、
 

3.5 イ
ン
 

チ
)
、
 
ミ
ニ
 
•
フ
ロ
ッ
ピ
 
デ
ィ
ス
ク
 

(
5
 イ
 

ン
 チ
)
、
 
標
準
 
フ
ロ
ッ
ピ
 
デ
ィ
ス
ク
 
(
8
 イ
 

\ チ
)
 
が
 あ
る
。
 
こ
れ
は
 
サ
イ
ズ
、
 
容
量
 

の
 違
い
で
 
決
め
ら
れ
 
て
い
て
、
 
M
S
X
 
は
 

ど
れ
と
 
で
も
つ
な
 
げ
ら
れ
 
る
よ
ぅ
 
に
な
つ
 

て
い
る
。
 

ま
た
、
 
フ
ロ
ッ
ピ
 
デ
ィ
ス
ク
は
 

3
—
 
ド 時

間
が
 
短
い
 
の
で
、
 
す
ぐ
に
 
コ
ン
 

こ ユ
—
夕
 
を
 使
い
 
始
め
る
 
こ
と
が
で
き
'
 

記
传
蓉
量
も
ホ
—
ム
ユ
—
ス
と
し
て
は
十
 

分
な
 
量
を
 
も
っ
て
い
 
る
の
で
、
 

今
、
 
も
っ
 

と
も
 
ポ
ピ
 
ユ
ラ
—
 
な
 記
憶
装
置
と
 
な
つ
て
 

い
る
。
 
た
と
え
ば
 
住
所
録
な
 
ど
を
 
記
憶
 
さ
 

せ
て
 
お
き
、
 
そ
れ
を
 
呼
び
出
す
 
場
合
、
 

力
 

1
2
 
ッ
ト
 
テ
—
 
プ
 
レ
コ
—
 
ダ
—
 
だ
と
 
数
十
 
分
 

か
か
つ
 
て
し
 
ま
う
 
こ
と
 
も
 あ
る
が
、
 

フ
ロ
 

ツ
ビ
 
デ
ィ
ス
ク
な
ら
 
数
秒
で
 
出
し
た
い
 
と
 

こ
ろ
を
 
呼
び
出
せ
 
る
の
で
 
便
利
 
だ
。
 

音
楽
を
 
聞
い
た
り
 
す
る
 
の
に
い
 
つ
も
 
使
 

つ
て
い
 
る
 あ
の
 
カ
 セ
ツ
 
ト
は
、
 
も
つ
 
と
も
 

簡
単
で
 
安
価
な
 
記
憶
装
置
 
で
あ
る
 
こ
と
か
 

ら
 
ょ
く
 
使
わ
れ
て
 
い
る
ん
だ
。
 

し
か
し
、
 

記
憶
す
 
る
 
ス
ピ
—
 
ド も、 

記
憶
し
て
 
い
た
 

も
の
を
 
呼
び
出
す
 

(
口
—
 
ド
)
 
ス
ピ
—
 
ド
 

も
 遅
い
 
と
い
う
 
欠
点
が
 
あ
り
、
 
記
憶
で
 
き
 

る
 量
 も
 そ
れ
ほ
ど
 
多
く
な
い
。
 

い
よ
い
よ
 
周
辺
機
器
の
 
話
に
 
入
る
 
わ
け
 

だ
け
れ
 
ど
、
 
メ
モ
リ
 
装
置
の
と
 
こ
ろ
で
 
外
 

部
 記
憶
装
置
の
 
こ
と
が
 
で
て
 
き
た
の
で
 
こ
 
• 

れ
 か
ら
 
話
を
 
進
め
る
 
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
 

さ
つ
き
 
も
い
 
つ
た
よ
ぅ
 
に、 

プ
ロ
 
グ
ラ
 

ム
や
 
デ
—
 
夕
を
 
保
存
し
て
 
お
く
た
 
め
の
 
も
 

の
が
 
外
部
 
記
憶
装
置
 
だ
。
 
そ
の
 
種
類
と
 
し
 

て
は
 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 
プ
 
レ
コ
—
 
ダ
—
、
 

フ
 

ロ 
ツ
ビ
 
デ
ィ
ス
ク
 
'
ハ
—
 
ド
 デ
ィ
ス
ク
な
 

ど
が
 
あ
る
。
 

I 
一 I 
 

1 0 



•  SH  I  FT キー 
この キーを 押しながら 各 キーを 
押す と 別の 機能になる。 たとえ 

ば 二 段に 表不さ れ ている キ ー の 
場合は 上段の 機能になる。 

零 スペース キー 
一文字 空白を 作る。 

•GRAPH キニ この キーを 押しながら 別 

図を 見て 各 キーを 押す と 
グラフィックが でる。 

•RETURN キー 改行す る。 

ソル キー 

カーソル （白い 四角 

で 次に 指示を 与える 
ところ） を 上下 左右 

に 移動させる。 

STOP  キー 
実行を 中断す る 
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キ
—
 

ほ
ど
 

打
ち
 

や
す
い
：
^
 

ii
 

に
あ
る
 

と
い
 

、つ
 

J
I
S
 

配
列
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

M
S
X
 

の
 

場
合
、
 

キ
—
ボ
 

I
 

ド
に
は
 

ア
 

ル
 

フ
ァ
 

ベ
ッ
ト
の
 

他
に
 

平
が
 

な
や
 

片
 

か
な
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
記
号
 

ま
で
 

表
示
し
て
 

あ
る
 

も
の
 

も
あ
リ
 

、
今
ま
で
の
 

よ
う
に
 

対
応
 

図
 

を
 

調
べ
て
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
 

記
号
を
 

捜
し
た
 

り
す
る
 

め
ん
 

ど
く
 

さ
さ
が
 

な
く
な
つ
 

て
き
 

て
い
る
 

ま
た
、
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

憤
れ
て
 

い
 

な
い
 

人
で
 

も
 

文
字
を
 

簡
単
に
 

見
つ
け
 

出
せ
 

る
よ
う
 

に
と
、
 

か
な
 

文
字
は
 

五
-
 

H
I
 

日
 

順
 

配
 

'
こ
な
つ
 

て
い
る
 

も
の
 

も
 

あ
る
。
 

▼
キ
 

—
ボ
—
 

ド
は
 

入
力
装
置
の
 

王
様
 

だ
 

人
間
が
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

命
令
を
 

出
す
 

と
き
 

に
 

必
要
に
 

な
つ
て
 

く
る
の
 

が
 

入
力
装
置
 

だ
。
 

こ
の
 

入
力
装
置
に
は
 

実
に
 

様
々
 

な
 

も
の
が
 

あ
り
、
 

そ
の
 

形
、
 

方
法
は
 

よ
り
 

簡
単
な
 

方
 

向
へ
 

と
 

向
か
い
つ
つ
 

あ
る
‘
 

。
今
の
と
こ
ろ
 

入
力
装
置
 

と
し
て
も
つ
 

と
も
よ
く
 

使
わ
れ
 

て
い
る
 

の
は
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
と
 

い
え
る
。
 

キ I 
ボ
—
 

ド
の
 

を 
見
て
 

みよ
、 

っ。
 

ボ
—
 

ド
の
 

上
に
 

電
卓
の
 

よ
う
に
 

ボ
タ
ン
が
 

い
く
つ
 

も
 

並
ん
で
 

い
る
の
 

が
わ
 

か
る
 

だ
ろ
 

う
。
 

こ
の
 

ボ
タ
ン
が
 

キ
 

I 
だ
。
 

こ
の
 

キ
 

I 

を
 

押
す
 

と
 

情
報
を
 

イ
ン
プ
ッ
ト
 

で
き
る
 

と
 

い
う
 

わ
け
 

だ
。
 

電
卓
と
 

同
じ
 

だ
ね
。
 

た
だ
 

電
卓
と
 

違
う
 

の
は
、
 

キ
ー
の
 

数
が
 

キ
—
ボ
 

I
 

ド
の
 

方
が
 

電
卓
よ
り
 

多
い
 

と
い
う
 

こ
と
。
 

つ
ま
り
、
 

電
卓
の
 

上
に
は
 

数
字
と
 

記
号
し
 

か
 

載
っ
 

て
い
な
い
 

け
れ
ど
、
 

キ
—
 

ボ
ー
ド
 

の
 

上
に
は
 

数
字
、
 

記
号
は
 

も
ち
ろ
ん
 

¢7
) 

こ
 

と
、
 

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
 

、
か
な
 

文
字
、
 

漢
 

字
ま
で
 

載
る
 

よ
う
に
な
 

つ
て
い
 

る
の
 

だ
。
 

こ
の
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
の
 
キ
—
 
配
列
は
、
 
ア
ル
 

フ
ア
 
ベ
ッ
ト
の
 
場
合
、
 
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
-
 

と
 
ほ
と
ん
ど
 
同
じ
で
、
 
 
使
う
 
頻
度
の
 
高
い
 

，ト
 

リ
ッ
ジ
っ
て
，
.
 M
S
 

X
 

の
 

キ
ー
ボ
 

I 
ド
の
 

右
 

脣
の
 

部
分
 

を
 

E
 

て
 

も
ら
い
た
い
。
 

ち
よ
う
 

ど
 

カ
 

セ
ツ
 

卜
く
ら
 

い
の
 

大
き
さ
の
 

も.
 

の
が
 

入る
. 

と
こ
 

ろ
が
 

あ
る
よ
 

ね。
 

こ
れ
は
々
ー
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

4 塞
し
 

込
む
 

場
所
 

{
ス
ロ
ッ
ト
)
 

だ。
 

M
 

S
X
 

で
は
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
、
 

テ
 

ー 
ブ
よ
 

ひ、
. 

R
O
 

M
 

が
 

内
臓
さ
れ
 

た
 

R
O
M
 

力
 

丨 

ト
リ
ッ
ジ
を
多
く
明
い
て
い
る
。
0
:
:
〇
;
^
 

力
ー
ト
リ
 

ッ
ジ
は
 

テ
ー
 

プ
の
場
 

合、
 

口
一
 

ド 
す
る
 
 

の
に
 

数
 

分
 

問
 

か
か
り
、
 
 

エ
ラ
ー
 

も
 

多
か
っ
た
 

の
に
 

比
べ
て
'
 
 

差
し
込
む
 

と 
同
 

時
に
 

ゲ
ー
ム
 

や
 

教
育
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
が
 

め
ん
 

ど
う
 

ハ-
 

^
^
な
 

し
に
 

行
え
る
 

よ
う
に
な
つ
 

て
い
る
。
 

コ
ン
 

11
 

ユ 
1 

夕
も
い
 

よ
い
よ
 

力 

セ
ッ
ト
 
•
ポ
ス
 時
代
な
 の だ。 
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 
画
面
の
 
光
を
 
感
じ
と
 

つ 

て
、
 

そ
の
；
 

*
1
 

を
 コン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
 伝え
 

る
 装
置
で
、
 

ペ
ン
先
で
 触
れ
る
 だ
け
で
 メ
 

ニ
 
ュ
—
の
 
選
択
が
 
で
き
た
り
、
 
ま
た
 
絵
 や
 

図
形
を
 
描
い
た
り
 
も
で
 
き
る
。
 
最
近
で
は
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
で
 
メ
ニ
ュ
 

I 
を
 選
ん
だ
り
 
で
 

き
る
 
寿
司
 
屋
も
 
あ
り
、
 
人
気
を
 
よ
ん
で
 
い
 

盤
の
 
上
に
 
描
い
た
 
グ
ラ
フ
 
や
 図
な
 
ど
を
 

デ
ジ
タ
ル
 
信
号
に
 
直
し
て
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

一 

に
 送
る
 
装
置
で
、
 
こ
れ
 
だ
と
 
複
雑
な
 
絵
 も
 

な
ぞ
る
 
だ
け
で
 
簡
単
に
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

(
次
べ
—
 
ジ
 参
照
)
 
画
面
 
上
に
 
描
き
出
す
 
こ 

と
が
で
 き
 る
ん
だ
。
 ま
た
 描
い
 •/! もの

は
 

記
憶
さ
せ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
：
 

1 B S
 管 ̂

 

一 〇い
  

1 D 
l
^
 

ls
 

ぶ
 

入
力
を
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
に
 
代
わ
つ
 
て
 人
間
 

の
 声
で
 
行
う
 
装
置
で
、
 
銀
行
の
 
入
金
 
通
知
 

な
ど
で
 
使
わ
れ
て
 
い
る
。
 

.
街
の
 
ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
—
 
な
ど
の
 
ゲ
—
厶
 

機
に
 
つ
い
て
い
る
 
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
(
操
作
 棒
)
 

の
こ
と
。
 
ゲ
—
ム
 
の
 主
人
公
で
 
あ
る
 
キ
ヤ
 

ラ
 ク
タ
—
 
を
 動
か
し
た
り
、
 
弾
を
 
発
射
し
 

た
り
 
す
る
と
き
 
に
 使
う
。
 
M
S
X
 
に
こ
れ
 

を
つ
 
け
れ
ば
 
ゲ
—
ム
 
も
 グ
—
ン
 
と
 本
格
的
 

に
で
 
き
る
 
ね
 

輸
入
 
商
品
な
 
ど
に
 
つ
い
て
い
る
 
価
格
 
や
 

商
品
を
 
表
わ
す
 
バ
ー
 
コ ー 

ド
を
 
読
み
と
 
る
 

*
1
 
で
、
 

S 取
 近
で
は
 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
.
 

ス
ト
ア
の
 

レ
ジ
な
 ど
で
.
 も
 使
わ
れ
て
 

き
て
 

い
る
。
 

デ 

球
を
 
操
作
し
て
 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 
画
面
 
上
 

の
 点
を
 
動
か
す
 
こ
と
に
よ
 
r
 て
、
 
図
 や
 絵
 

を
 自
由
に
 
描
く
 
こ
と
が
で
き
る
 
装
置
。
 
ゲ
 

I
 
ム
 
セ
ン
タ
 

I
 
の
 ゴ
ル
フ
 
ゲ
 
I
 
ム
や
 
ボ
ウ
 

リ
ン
グ
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
か
に
 
使
わ
れ
て
 
い
る
。
 

▼
い
ろ
い
ろ
つ
 
け
れ
ば
 
お
も
し
ろ
：
 

さ
て
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
の
 
他
に
は
 
ど
ん
な
 

入
力
装
置
が
 
あ
る
の
 
だ
ろ
、
 っ。 

こ
こ
で
ち
 

よ
つ
 
と
 紹
介
し
て
 
み
よ
う
。
 

電
話
回
線
を
 
使
っ
 
て
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
を
つ
な
 
ぎ
、
 
デ
 ー 

タ
 通
信
 

を
 行
ぅ
 
装
置
で
、
 
一
連
い
 
と
こ
ろ
で
 
も
 情
報
 

の
 や
り
と
り
が
 
で
き
る
。
 
大
型
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

1
 
夕
と
 
つ
な
い
で
 
デ
—
 
夕
を
 
も
ら
っ
 
た
り
、
 

友
人
と
 
手
紙
を
 
書
く
 
か
わ
り
に
 
使
っ
た
り
 

し
た
ら
、
 
楽
し
い
 
ね
。
 

磁
気
 
力
—
 
ド
に
 
書
き
込
ま
れ
 
て
い
る
 
デ
 

I
 
夕
を
 
読
み
と
 
る
 
装
置
で
、
 
銀
行
の
 
キ
ャ
 

ッ
シ
 
ユ
カ
—
 
ド
で
は
 
も
ぅ
 
お
な
じ
み
 
だ
し
、
 

最
近
で
 
て
き
た
 
力
—
 
ド
を
 
入
れ
る
 
だ
け
で
 

曲
が
 
ひ
け
る
 
ょ
ぅ
に
な
つ
 
て
い
る
 
キ
—
ボ
 

I
 
ド
な
 
ど
も
 
力
—
 
ド
リ
 
ー
 
ダ
を
 
使
つ
 
た
も
 

の
な
ん
 
だ
。
 

力
—
 ド
リ
ー
ダ
 

■
 
ト
 ラ
 ツ
ク
ボ
 
I ル
 
 
_
 
 ' ハ
—
 
コー' ド

リ
ー
 
ダ
 

デ
ジ
 
タ
イ
 ザ
|
 

音
響
 
カ
ブ
 ラ
 

ラ
イ
 ト。 ヘ

ン
 

音
声
 
入
力
装
置
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 





ア
が
 
ど
れ
 
だ
 

の
 説
明
は
 
終
わ
る
 
け
れ
ど
 

少
し
は
 
わ
か
 

う
わ
け
 
だ
 

と
は
な
い
 

_ 

れ
ば
 
あ
る
 
ほ
ど
 
い
ろ
い
ろ
な
 
使
い
方
 
か
で
 

す こ
と
が
、
 ハ
ソ
コ
 

と
、
 

つ
 

力
な
 

多
く
の
 
機
能
を
 
備
え
て
 
い
る
か
で
 
そ
の
 
能
 

力
は
 
決
ま
 

の
 周
辺
機
器
に
は
 
実
に
 
た
く
さ
ん
の
 
も
の
 

れ
ら
の
 
周
辺
機
器
を
 
そ
れ
 
ぞ
 

れ
の
 
目
的
に
 
合
わ
せ
て
 
上
手
く
 
使
い
 

の
 上
手
な
 
使
い
方
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3 

青
年
 
社
長
 
妄
 
实
生
 
の， 

バ
リ
 
パ
 r
m
 
ン
ピ
ユ
 
—
 

体
験
 
B
O
 

ビ
ジ
ネ
ス
し
て
も
 

大
丈
夫
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
 

ァ
—
 

•
安
積
 

銀
 

倉
 

橋
浩
 

一
の
 

卷
 

21 世紀を 待た
ず
 して、 SF にで も 

出て 
き
そ
ぅ
な
 

素
晴
ら
し
い
 

f
 

社会が 

実現す 

るので 

はない 

か。 

そ
ん
な
 

こ
と
を
 

期
待
し
て
 

し
ま
い
そ
ぅ
 

な
く
ら
 

い、
 

何
 

か
の
 

形
で
 

先
端
技
術
と
 

関
 

わ
り
な
が
ら
 

仕
事
を
 

し
て
い
る
 

人
た
ち
 

が
、
 

近
頃
 

身
の
回
り
に
 

増
え
て
 

い
る
、
 

学
生
時
代
に
は
 

波
乗
り
 

ば
か
り
し
 

て
い
 

た
 

ア
ィ
ツ
 

や
、
 

機
械
 

オ
ン
 

チ
だ
っ
た
 

は
ず
 

の
 
恋
人
が
、
 

久
し
ぶ
り
に
 

会
っ
 

て
み
 

る
と
、
 

し
っ
 

か
り
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

な
ん
か
と
 

結
構
 

サ
 

マ
に
 

な
っ
て
 

格
闘
し
て
 

る：
 

ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
 
 

一 •
夏
へ
の
 

扉』
 

じ 
や 

な
い
 

け
ど
'
 
 

来
た
る
べ
き
 

新
時
代
へ
の
 

扉
 

を、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

仕
事
の
 

中
で
 

探
し
 

始
め
 

て
い
る
 

人
た
ち
 

が
い
る
 

の
か
な
。
 

吉
祥
 

寺
で
 

『
ス
カ
ィ
.
 

シ
ス
テ
ム
ズ
』
 

と
い
ぅ
 

独
立
 

系
 

シ
ス
テ
ム
 

•
ハ
ウ
ス
を
 

始
 

め
た
、
 

21
 

歳
の
 

倉
橋
浩
 

I
 
君
に
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
と
の
 

出
会
い
か
ら
 

現
在
ま
で
を
 

聞
 

い
て
み
 

た
"
 

「
初
め
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

出
会
つ
 

た
の
 

は
、
 

高
校
—
 

年
の
 

頃
。
 

『
マ
ィ
ク
ロ
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
の
 

活
用
 

法.
 

I 一
つ
て
 

い
ぅ
 

本
を
、
 

偶
 

然
 

手
に
入
れ
た
 

あ
た
 

り
か
な
—
。
 

で
も
 

専
 

門
 

用
語
 

ば
か
り
で
 

し
ょ
、
 

全
然
 

わ
か
ら
な
 

か
つ
た
 

「
お
ま
け
に
 

マ
シ
ン
は
 

高
く
て
 

手
 

に
 

入
ら
な
い
 

し。
 

た
だ
 

そ
れ
か
ら
 

時
々
、
 

入
門
 

者
 

向
け
の
 

マ
イ
コ
ン
 

雑
誌
な
ん
 

か
を
 

買
つ
 

て
き
て
、
 

掲
載
さ
れ
 

て
い
る
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
を
 

指
で
 

な
ぞ
つ
 

た
り
し
て
 

は
い
 

た
 

r 
コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
つ
 

て
问
 

な
ん
だ
ろ
う
 

って 思いな がらね。 まあ、 せいぜい 

そんな 

ことくら 

いし 

かで 

きな 

かつた 

ん 
だ」 

今
で
は
 

何
処
の
 

デ
バ
—
 

卜
に
 

行
っ
て
も
 

パ
ソ
コ
ン
が
 

置
い
て
 

あ
つ
た
り
 

し
て
、
 

ど
 

う
 

も
 

「
未
知
の
 

モ
ノ
」
 

に
 

遭
遇
す
 

る
っ
て
 

い
う
 

感
じ
 

じ
 

ゃ
な
い
 

け
ど
、
 

当
時
の
 

彼
に
 

し
て
 

み
れ
ば
 

「
冒
険
へ
の
 

誘
い
」
 

み
た
い
 

な
 

も
の
を
、
 

予
感
せ
 

ず
に
は
 

い
ら
れ
な
 

か
 

っ
た
の
 

か
も
 

知
れ
な
い
。
 

「
ま
あ
 

そ
ん
な
 

あ
る
 

日、
 

新
 

宿
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
タ
 

セ
ン
タ
—
 

で
 

マ
シ
ン
に
 

触
ら
せ
て
 

く
れ
る
、
 

っ
て
い
 

う
ん
で
 

出
か
け
て
 

行
っ
 

た
 

ヮ
ヶ
。
 

と
こ
ろ
が
 

こ
れ
 

も、
 

の
つ
 

け
か
ら
 

何
を
 

ど
う
 

す
れ
ば
 

い
い
の
 

か
わ
か
ら
な
く
て
'
 

そ
こ
 

ォ
ジ
 

サ
ン
に
 

必
死
で
 

い
ろ
い
ろ
 

聞
 

き
な
が
ら
、
 

雑
誌
に
 

出
て
 

い
た
 

「
i
 

て
 

ゲ
 

ー 
ム
」
 

み
た
い
 

な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

や
っ
 

と
こ
 

さ
 

入
力
し
て
 

み
た
。
 

馬
鹿
み
 
た
い
な
 
ゲ
—
ム
 
だ
っ
た
 
け
ど
、
 

そ
れ
が
 動
い
た
 
と
き
に
は
、
 
$
 
に
 う
れ
 

し
か
つ
た
。
 わ
—
 い
'
 
 動
い
た
/
っ
て
。
 

そ
れ
か
ら
っ
 

て
い
う
 

も
の
、
 

学
校
が
 

終
 

わ
る
と
 

毎
日
 

電
車
に
 

乗
っ
て
 

マ
シ
ン
に
 

会
 

い
に
 

行
っ
た
。
 

マ
シ
ン
を
 

手
に
入
れ
 

た
の
 

は、
 

忘
れ
 

も
し
な
い
 

高
校
 

2 
年
の
 

夏。
 

セ
 

ブ
ン
 

•
ィ
レ
ブ
ン
で
—
 

年
く
 

ら
い
、
 

夕
方
 

か
ら
 

深
夜
ま
で
 

3
5
0
円
 

の
 

バ
ィ
ト
 

を
 

や
っ
て
 

お
金
を
 

作
っ
 

た。
 

当
時
は
 

今
の
 

ゲ
—
ム
 

マ
シ
ン
み
 

た
い
な
 

レ
ベ
ル
の
で
'
 

30
 

万
円
か
ら
 

70
 

万
円
し
て
 

た
ん
で
、
 

30
 

万
円
 

位
の
 

マ
シ
ン
を
 

買
う
 

の
 

が
 

や
つ
と
。
 

で
も
、
 

と
に
か
く
 

嬉
し
く
て
'
 

レ
コ
ー
 

ド
の
 

整
理
と
 

か
 

身
の
回
り
 

の
こ
と
 

を
 

管
理
す
 

る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

な
ん
か
を
、
 

必
 

死
に
 

な
っ
て
 

作
っ
て
 

み
た
。
 

正
直
 

言
っ
て
、
 

あ
ま
り
 

役
に
は
 

立
た
な
 

か
つ
た
ん
 

だ
け
ど
 

ね
 

(笑
)」
 v 

そ
の
後
、
 

彼
は
 

大
学
 

受
験
に
 

失
敗
す
 

る
 

'
高
く
て
 

手
の
 

出
な
い
 

周
辺
機
器
を
 

使
 

わ
せ
て
も
 

ら
い
に
 

行
つ
 

て
い
た
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

タ
 

セ
ン
タ
 

I
 

で
、
 

コ
 

I
 

デ
 

ィ
ン
グ
 

フ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

書
く
 

こ
と
)
 

の
 

仕
事
を
 

引
き
 

受
け
る
 

こ
と
に
な
る
。
 

ど
う
や
ら
、
 

こ
の
 

あ
た
り
か
ら
 

本
格
的
に
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

と
し
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

関
わ
つ
 

て
い
つ
 

た
ょ
う
 

だ
。
 

「
実
は
 

そ
の
 

頃
ま
で
に
 

は
、
 

運
 

も
 

良
 

か
っ
 

た
ん
で
 

し
ょ
う
け
 

ど
、
 

月
 

20
 

万
円
ず
 

つ
は
 

稼
ぎ
 

出
せ
る
 

程
度
の
 

実
力
が
、
 

独
学
で
 

つ
 

い
て
た
ん
 

だ
。
 

情
 

i
 

理
の
 

専
門
学
校
 

に
も
 

行
っ
て
 

は
 

み
た
ん
だ
 

け
ど
、
 

実
務
に
 

比
べ
る
 

と
 

あ
ま
 

リ
 

役
に
立
ち
そ
う
 

も
な
い
 

こ
と
ば
 

か
り
や
 

つ
て
た
ん
 

で
、
 

途
中
で
 

や
め
ち
 

や
つ
た
。
 

あ
の
 

ま
ま
 

通
い
 

続
け
て
 

い
た
ら
、
 

き
つ
と
 

便
利
屋
の
 

サ
 

ラ
リ
—
 

マ
ン
に
 

な
つ
て
 

い
た
 

か
も
 

知
れ
な
い
。
 

何
と
な
く
 

そ
れ
が
 

嫌
 

だ
 

つ
た
ん
で
、
 

あ
つ
ち
 

こ
っ
ち
で
 

ソ
フ
ト
 

や
 

ハ
—
 

ド
の
 

開
発
 

や
'
 
 

シ
ス
テ
ム
 

ア
ド
 

バ
イ
 

ス
を
フ
 

リ
—
で
 

始
め
た
ん
 

だ
け
ど
ね
」
 

>
>
 

-
 

オ
 

昨
年
、
 

彼
は
 

そ
れ
ま
で
に
 

蓄
積
し
た
 

収
 

入
を
 

資
本
金
に
 

し
て
'
 
 

ス
カ
イ
 

•
シ
ス
 

テ
 

ム
ズ
を
 

設
立
し
た
。
 

_
 

は
 

順
調
、
 

今
年
 

度
の
 

売
上
げ
 

は
 

億
 

単
位
な
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
、
 

と
い
う
 

嗜
も
 

あ
る
 

ほ
ど
。
 

「
ス
カ
イ
 

•
ベ
—
 

ス
 

と
い
う
 

非
 

定
形
 

型
 

デ
 

—
夕
 

•
ベ
—
 

ス
 

と
、
 

ス
カ
イ
 

•
ネ
ツ
 

ト
と
 

い
う
 

口
—
 

カ
ル
 

•
ネ
ッ
ト
 

ワ
—
ク
 

の
ソ
フ
 

ト 
ウ
ェ
ア
を
 

作
っ
 

と
い
た
の
 

ね
。
 

実
は
 

こ 

れ
ら
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

ポ
ク
の
 

武
器
で
'
 

注
文
が
 

あ
つ
'
 

た
 

ソ
フ
ト
を
 

作
る
 

と
き
の
 

開
 

発
ッ
—
 

ル
に
 

な
っ
て
 

い
る
 

ヮ
ヶ
 

。
数
千
 

万
 

円
 

ク
ラ
ス
の
 

ソ
フ
ト
ま
で
、
 

た
い
が
い
の
 

も
の
な
ら
 

こ
れ
で
 

作
れ
ち
 

や
う
ん
だ
」
 

ス
カ
イ
 

•
シ
ス
テ
ム
ズ
は
 

、
ソ
フ
ト
 

t
 

も
 

ハ
ー
 

ド
で
 

も
 

才
—
ル
 

マ
イ
テ
ィ
、
 

と
 

彼
 

は
 

胸
を
 

張
っ
て
 

笑
っ
 

て
み
 

せ
る
。
 

「
社
会
が
 

ね
'
 
 

今
ま
で
ず
 

っ
と
 

ヒ
ス
 

テ
リ
 

ッ
ク
に
 

進
ん
で
 

き
ち
 

や
っ
た
 

と
 

思
う
。
 

個
 

人
と
 

い
う
 

も
の
が
 

相
当
 

消
耗
し
て
 

る
で
 

し
 

ょ。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

セ
カ
ン
ド
 

•
ブ
レ
イ
 

ン
と
 

考
え
れ
ば
、
 

煩
雑
に
な
る
 

|
 

方
の
 

情
 

報
 

や
 

デ
—
 

夕
の
 

事
務
的
な
 

処
理
は
 

そ
っ
ち
 

に
 

任
せ
て
、
 

自
分
の
 

脳
 

ミ
ソ
を
 

も
っ
と
 

開
 



放
し
て
 
や
る
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

パ
 ー 

ソ
ナ
 

ル
な
 部
分
で
、
 

思
考
の
 
ス
ヶ
—
 
ル
を
 広
け
 

て
い
く
 
余
裕
が
 
必
要
 
だ
と
 
思
 ぅ
ん
だ
。
 

そ
 

ぅ
で
 も
な
け
れ
ば
、
 
い
ず
れ
 
手
詰
ま
り
 
に
な
 

つ
て
、
 
$
 
な
ん
か
 
考
え
ら
れ
 
な
く
な
つ
 

て
し
 
ま、 つ 

が
 あ
る
ん
 
じ
 や
な
い
 
か
な
」
 

I
 般
 
的
に
 
見
れ
ば
、
 

か
な
り
の
 

速
度
で
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
I
 
夕
 
と
い
う
 
も
の
に
 
適
応
し
て
 

い
つ
た
 
倉
 橋
 君
で
は
 
あ
る
。
 
そ
れ
は
 
コ
ン
 

ピ
ュ
 
—
夕
の
 
方
が
、
 
何
時
で
も
 
ク
リ
エ
 
イ
 テ

 
ィ
ブ
な
^
^
 

を
 

自
分
に
 

与
え
て
 

く
れ
る
 

か
ら
 

じ
 

や
な
い
 

か
、
 

と
 

彼
は
 

言
つ
 

た
。
 

先
端
技
術
は
 
ま
だ
 
幼
年
期
、
 
あ
る
い
は
 

青
年
で
 

あ
り
、
 

本
番
は
 

こ
れ
か
ら
 

だ
と
 
言
 

わ
れ
て
 
い
る
。
 
焼
鳥
 
ハ
ウ
ス
の
 
片
隅
で
、
 

「
パ
—
 
口
—
'
 
ォ
レ
 
独
り
の
 
力
で
 
世
の
中
 

が
 変
わ
つ
 て
た
 ま
る
 か
よ
—
」
 な
ど
と
 ク
 

ダ
を
 
卷
 い
て
る
 
場
合
 
じ
 
や
な
い
 
か
も
 
知
れ
 

な
い
 

0 

楽
し
 

豪
 

暗
が
 

ロ
ス
す
 

る
の
で
 

す
/
 

イ
ン
タ
 
ビ
 
ユ
ア
—
 
 
#
 ビ
ッ
 
ト
た
 
け
し
 

「も
、 

っ、
 

加
 

歳
に
 

な
っ
て
 

し
ま
い
ま
し
た
 

ょ
 

お
」
 

と
い
う
 

鈴
 

木
絵
理
 

ち
ゃ
ん
は
、
 

華
 

の
 

大
学
—
 

年
生
。
 

入
 

初
は
、
 

音
楽
 

系
 

の
サ
—
 

ク
ル
に
 

入
ろ
う
と
 

思
っ
て
 

い
た
の
 

だ
が
、
 

「
あ
ん
ま
り
 

面
白
い
 

と
こ
ろ
が
 

な
く
 

て
。
 

で
、
 

ス
 

ポ
—
ツ
 

な
ん
て
 

他
で
 

も
で
 

き
 

る
か
ら
、
 

だ
っ
 

た
ら
 

勉
強
 

っ
ぽ
く
て
 

面
白
 

い
と
こ
ろ
 

に
 

入
ろ
う
」
 

と
い
う
 

わ
け
で
、
 

入部
した
 

のが
、 

コン
ビ 

ュ—
夕 

研究
会 

で
あ
り
ま
し
た
。
 

結
局
、
 

入
部
し
た
 

動
機
は
 

会
費
が
 

安
い
 

っ
て
 

こ
と
と
 

資
格
が
 

取
れ
る
 

っ
て
 

こ
と
。
 

あ
と
は
 

土
日
が
 

拘
束
さ
れ
 

な
い
 

と
い
う
 

こ 

と
。
 

こ
の
 

他
に
 

も、
 

も
う
 

ひ
と
つ
 

別
の
 

活
 

動
を
 

や
っ
て
 

い
る
か
ら
、
 

土
日
に
 

時
間
を
 

取
ら
れ
る
 

の
が
 

嫌
だ
っ
た
 

の
ね
 

—
—
 

だ
か
 

ら
 

、
動
機
は
 

わ
り
と
 

不
純
 

(笑
)。
 

女
の
子
の
 
友
 だ
ち
 
に
 
「
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
や
 

っ
て
る
」
 

っ
て
 
言
う
 
と、 

や
っ
ぱ
り
 

「
え
 

丨 
っ」 

と
か
 
言
わ
れ
る
。
 

で
も
、
 
1
 
は
 

「
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
で
 
き
た
ら
い
 
い
な
 
あ
」
 

と
か
 

「
ワ
—
 

プ
ロ
 

使
え
た
ら
 

い
い
な
」
 

と
 

思
っ
て
 

い
る
の
 

ね
、
 

女
の
子
 

も。
 

だ
け
ど
 

「
私
に
は
 

で
き
な
い
」
 

っ
て
 

決
め
込
ん
で
 

し
ま
っ
て
 

い
る
 

わ
け
。
 

私
の
場
合
は
、
 
勸
 誘
の
と
 
き
に
 
「
絶
対
 

で
き
る
/
.
」
 

っ
て
 
言
わ
れ
て
。
 

r1 r
 —
 
ん
、
 

ど
—
 
し
ょ
—
 
か
な
 
あ
」
 
っ
て
 

(笑)。 

コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
 
研
究
会
の
 
部
員
は
、
 

4 

年
生
ま
で
 
全
員
で
 
40 人

く
 
ら
い
。
 
高
校
の
 

鈴
 

木
 

絵
 

理
の
卷
 

と
き
か
ら
 
パ
ソ
コ
ン
 
や
つ
て
 
る
 
マ
ニ
ア
が
 

多
い
で
す
。
 

女
の
子
は
 

や
っ
ぱ
り
 

少
な
い
 

で
す
 
ね
え
。
 

8 人
 か
な
。
 

I
 

年
生
に
は
、
 

3
 

年
生
と
 

4
宝
 

が
つ
 

い
て
'
 
 

5 
人
く
 

ら
い
の
 

班
 

単
位
で
 

教
え
て
 

く
れ
る
 

の
ね
。
 

週
に
—
 

回
、
 

勉
強
 

会
が
 

9 

時
半
か
ら
 

12
 

時
ま
で
 

あ
っ
て
 

(
休
憩
が
 

10
 

分
し
 

か
な
い
/
)
、
 

そ
こ
で
ま
ず
 

初
め
に
 

B 

A
s
—
 

C
 

か
ら
 

教
え
て
 

く
れ
 

る
ん
だ
 

け
ど
、
 

な
か
な
か
 

キ
ビ
 

シ
ク
て
。
 

復
習
の
 

テ
ス
ト
 

も
 

毎
回
 

や
ら
さ
れ
 

る
し
、
 

点
数
が
 

悪
い
 

と
 

補
習
が
 

待
っ
 

て
い
ま
す
 

(笑
)。
 

で
も
、
 

と
に
か
く
 

わ
か
る
 

ま
で
 

親
切
に
 

教
え
て
 

く
れ
る
 

か
ら
、
 

そ
ぅ
い
、
 

は
、
 

や
る
 

気
 

さ
え
 

あ
れ
ば
 

ス
ゴ
ク
 

い
い
 

—
—
 

H
 

く 
『3
 

日
で
 

で
き
る
 

B
A
S
I
C
 

教
室
 

3= 

と
か
い
ぅ
 

の
が
 

あ
る
け
れ
 

ど
、
 

機
械
の
 

売
 

り
 

込
み
 

ば
か
り
で
、
 

中
身
を
 

は
し
ょ
 

る
ら
 

し
い
の
 

ね
。
 

ク
ラ
ブ
は
 

そ
ん
な
 

こ
と
な
い
 

か
ら
ね
。
 

今
は
、
 

B
A
S
I
C
 

を
 

ひ
と
 

通
り
 

や
つ
 

た
と
 

こ
ろ
。
 

セ
ン
 

パ
イ
に
 

「
こ
れ
で
 

君
た
 

ち
 

も、
 

|
 

応
 

B
A
S
I
C
 

を
 

マ
ス
タ
—
 

し
 

た
わ
け
 

だ
」
 

と
言
わ
れ
た
ん
 

だ
け
ど
、
 

み
 

ん
 

な
は
 

「
エ
 

ー
 

1?
 

:」
 

な
ん
て
 

不
安
が
 

っ 
て
い
ま
す
 

ね
え
 

(
笑
)
 

私
 

も
ま
 

だ
ち
 

ょ
つ
 

と
 

I
F
 

文
が
 

11
 

へ 力
 

手
 

0 

でも、 コンビ ユ—夕 やつて ると、 

必然的に 

数学の 

考え方を 

する 

でしよ 

う。 

数学は 

嫌いだつ 

たんだけ 

ど、 

や 

っ
て
る
 
う
ち
に
 
だ
ん
だ
ん
 

1111 染
ん
 
で
き
て
、
 

わ
り
と
 
好
き
に
 
な
つ
て
 
き
た
な
ん
 

て
こ
と
 

が
 あ
る
 ^
 ̂
 め
は
、
 「
や
っ
て
 お
け
ば
 就
 

職
に
 も
 有
利
 だ
し
」
 と
、
 不
純
な
 動
機
で
 入
 

部
し
た
 
け
れ
ど
、
 
今
は
、
 
逆
に
 
面
白
く
な
 

っ
て
き
 
て
ね
。
 
だ
か
ら
 
絶
対
 
早
く
 
ユ
—
ザ
 

I
 
に
な
り
た
い
。
 
中
古
で
 
も
い
 
い
か
ら
 
P
 

C
 
 —
 
8
0
0
1
 
を
 
買
う
 
ぞ
と
 
決
心
し
て
 
る
。
 

ク
ラ
ブ
に
 
入
る
 
前
は
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

の
 前
に
 
何
時
間
 
も
 座
っ
て
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド 

叩
い
て
 
い
る
 
男
の
子
 
見
て
、
 
「
バ
カ
 
じ
 
や
な
 

い
か
？
」
 

と
 
信
じ
ら
れ
な
い
 
気
が
し
た
。
 

で
も
、
 
い
ざ
 自
分
で
 や
っ
て
 み
る
と
、
 

3 

時
間
く
 ら
い
 
「
ア
ツ
」
 と
い
う
 間
に
 過
ぎ
 

ち
ゃ
う
。
 
特
に
、
 
自
分
で
 
作
っ
た
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
が
 
う
ま
く
 
R
U
N
 
し
た
と
 
き
は
、
 
本
.
 

当
に
 
機
械
と
 
対
話
し
て
 
い
る
み
た
い
 
な
感
 

覚
 に
な
る
 
の
ね
。
 

そ
の
か
わ
り
、
 
上
手
く
 
行
か
な
い
 
と、 

も
う
ね
 
え
 .
 
落
ち
込
み
 
ま
す
ょ
、
 

ホ
ン
 

卜。
 

機
械
を
 

殴
っ
て
 

や
り
た
 

く
な
る
 

(笑
)。
 

前
に
 

| 
度、
 

ど
う
し
て
も
 

動
か
な
い
 

と
き
 

が
 

あ
つ
て
、
 

お
昼
 

も 
食
べ
ず
に
、
 

半
分
 

ノ 

イ
ロ
—
 

ゼ
 

み
た
い
 

に
な
つ
 

た
も
の
 

(
笑
)
。
 

目
は
 

チ
カ
 

チ
カ
し
て
 

く
る
し
、
 

肩
は
 

凝
つ
 

J! 

て
 く
る
し
ね
 
…
…
 
暗
く
な
 
り
ま
す
 
よ
 お
、
 

ホ
ン
 
ト
に
。
 

集
中
し
て
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
作
っ
 
て
い
る
 
と、 

回
り
に
 
対
す
る
 
感
覚
が
 
な
く
な
っ
 
て
く
 
る
 

ん
で
 
す
ね
。
 
時
間
 
も
 取
ら
れ
る
 
し。 

だ
か
 

ら
 
マ
イ
コ
ン
 
•
ク
ラ
ブ
の
 
人
っ
て
、
 
服
は
 

ダ
 
サ
イ
し
、
 

音
楽
は
 

ニ
 ユ—
ミ
 

ユ
—
ジ
 

ッ 

ク
 と
い
う
よ
 
う
な
 
人
が
 
多
い
 
の
ね
。
 
ホ
ン
 

卜
に
 
多
い
 

(笑)。 

こ
の
間
、
 

某
 

雑
誌
の
 

企
画
で
 

大
学
 

対
抗
 

の
 

マ
イ
コ
ン
 

•
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

大
会
が
 

あ
っ
 

て
、
 

そ
こ
の
 

編
集
部
に
 

行
っ
 

た
ん
だ
け
 

ど
、
 

中
 

i
 

の
 

投
稿
 

(
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
 

が
、
 

ダ
 
ン
ボ
—
 

ル
 

3 
箱
に
 

ギ
ッ
 

シ
リ
き
 

て
い
る
 

の
 

ね
。
 

「
ポ
ク
は
、
 

こ
れ
 

だ
け
の
 

時
間
を
 

か
け
 

て
、
 

こ
の
よ
う
 

に
し
て
 

ゲ
—
ム
 

を
 

作
り
 

ま
 

し
た
」
 

っ
て
。
 

確
か
に
 

ゲ
—
ム
 

は
 

ス
ゴ
イ
 

ん
 

だ
け
ど
、
 

中
学
生
が
 

他
の
 

こ
と
に
は
 

全
 

然
目
も
 

く
れ
な
い
で
、
 

こ
ん
な
 

こ
と
ば
っ
 

か
り
や
っ
 

て
る
な
ん
 

て
 

考
え
る
 

と、
 

「
ひ
た
 

す
ら
 

暗
い
/
」
 

っ
て
 

気
に
な
っ
 

た
 

(
笑
)
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

は
 

確
か
に
 

面
白
い
 

け
ど
、
 

14 〜 
15 歳

く
 
ら
い
か
ら
 
や
る
 
の
 も
、
 
ど
う
 

か
ナ
と
 
思
つ
 
て
し
 
ま' つ。 

そ
れ
と
'
 
 大
学
の
 
サ
—
 ク
ル
っ
て
'
 
 他
 

の
 学
校
と
 
交
流
が
な
い
 
か
ら
'
 
 結
局
 
「
井
の
 

中
の
 
蛙
」
 
に
な
つ
 
て
し
 
ま
う
 
の
ね
。
 
い
い
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
作
っ
て
も
 
外
に
 
出
す
 
所
が
な
 

い
か
ら
、
 
や
つ
て
 
い
る
 
こ
と
 
だ
け
で
 
自
己
 

満
足
し
て
 
し
ま
う
 
わ
け
。
 
だ
か
ら
 
逆
に
、
 

マ
ィ
コ
ン
 
少
年
が
 
暗
く
 
な
っ
て
 
行
く
 
の
 も
 

よ
く
 
わ
か
る
な
 
^
 
機
械
と
 
し
か
 
お
話
し
 

で
き
な
い
 
カ
 タ
ワ
に
 
な
つ
て
 
し
ま
う
 
と、 

現
実
の
 
人
間
関
係
 
と
か
、
 
絶
対
に
 
耐
え
ら
 

れ
 な
く
な
っ
 
て
、
 ま
た
 
機
械
に
 
走
っ
 
ち
ゃ
う
。
 

そ
う
い
う
 
意
味
で
は
'
 
 サ
—
 
ク
ル
 
同
士
 

の
 交
流
と
 
か、 

今
回
の
 
某
 雑
誌
の
 
よ
う
な
 

企
画
が
 
も
っ
と
 
日
常
 
的
に
 
な
っ
て
、
 
単
な
 

る
 自
己
満
足
で
は
 

な
く
な
つ
 
て
き
た
 
と
き
 

が
、
 

^^01 に、 
み
ん
な
が
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

を
 や
る
 
と
き
な
ん
 

じ 
や
な
い
？
.
 

浓
 
 

※
 

か
よ
う
に
 
語
っ
て
 
く
れ
た
 
鈴
理
 
さ
ん
は
、
 

「
ワ
—
 プ
ロ
 
も
 マ
ス
タ
—
 し
た
い
し
'
 
 情
 報
 処
理
 
2 種

の
 
資
格
 
も
 取
り
た
い
」
 
と
そ
 

の
 触
手
を
 
伸
ば
し
て
 
行
く
 
の
で
す
。
 

近
頃
は
、
 

「
ラ
イ
ブ
 

•
ハ
ウ
ス
の
 

人
」
 

を
 

自
称
す
 

る
 

彼
女
。
 

ム
 

產
、
 

女
の
子
 

だ
け
で
 

ビ
—
卜
 

•
ポ
ッ
プ
 

•
バ
ン
ド
を
 

や
る
 

の
 

だ
 

と
 

教
え
て
 

く
れ
ま
し
た
。
 

a 

■ 

J 

a 

s  0 
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大
型
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

•
シ
ス
テ
ム
の
 

仕
 

*
 

な
ど
 

を
経
て
、
现
在
片
貝
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
畏
。
 

業
界
 

新
聞
 

『
パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

•
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

• 
_ 

ュ 
—
ス
』
 

に
 

「
私
の
 

理
 

雄
」
 

を
 

適
 

載
す
 

る
か
た
 

わ
 

ら
 

、
パ
ソ
コ
ン
の
 

評
価
 

•
評
 

it
 

な
ど
に
 

も
 

活
 

B
 

中
。
 

二
極
化
し
て
 
来
た
 

パ
ソ
コ
ン
 

R
 

さ
ん
は
 

. 
1
 

ハ
ー
ソ
 

ナ
ル
 

コ
，
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

-I
 

ユ
—
ス
 

』 
な
ど
の
 

業
界
 

新
聞
 

を
 

始
め
、
。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
に
 

関
す
る
 

評
価
 

や
批
 

評
 

記
事
を
 

た
く
さ
ん
 

41
: 

日
い
て
 

い
ら
つ
 

し
や
 る
。 

そ
こ
で
、
 

ま
ず
 

IM
 

状
 

確
認
か
ら
 

ス
タ
 

1 
卜
し
 

た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
.
 

シ
 

ー 
ン
は
 

'
現
在
 

ど
の
よ
う
な
 

状
況
 

(:
 

あ
 

る
の
で
 

し
？
 

フ。
 

片
貝
 

日
本
で
は
、
 

N
E
C
 

の
 

P
C
 
 

8 

0
0
1
 

あ
た
り
か
ら
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

に
も
 

ゲ
 

—
ム
 

に
も
、
 

両
方
 

使
え
る
 

機
械
と
 

し
て
 

パ
 

ソ 
コ
ン
が
 

出
て
 

来
ま
し
た
 

が
'
 
 

現
在
で
は
 

遊
び
の
 

分
野
と
 

仕
事
の
 

分
野
と
、
 

完
全
に
 

二
 

極
 

分
化
し
て
 

来
て
 

い
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
 

で
も
 

ホ
—
 

厶
 

パ
ソ
コ
ン
 

と
い
う
 

形
で
、
 

ゲ
 

—
ム
 

機
と
 

し
て
 

家
庭
に
 

入
り
込
ん
で
 

い
る
 

| 
方
、
—
 

B
M
 

の
—
 

B
M
 
 

P
C
 

や
 

ア
ッ
 

プ
ル
の
 

L
I
S
 

A 
な
ど
は
 

完
全
に
 

ビ
ジ
 

ネ
 

ス 
向
け
に
 

な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

要
す
る
に
、
 
ビ
ジ
ネ
ス
で
 

使
っ
 

て
い
る
 

人
は
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

に
し
 

か
 

使
い
ま
せ
ん
 

し、
 

ゲ
—
厶
 

に
 

使
う
 

人
は
 

ゲ
ー
ム
 

で
し
 

か
 

使
わ
な
い
 

と
い
う
 

こ 

と
で
す
 

か
ら
、
 

や
は
り
、
 

機
械
の
 

方
も
自
 

然
に
二
 

極
 

分
化
し
て
 

い
る
 

傾
向
に
 

あ
る
よ
 

う
で
す
 

ね
。
 

^
 -
 
そ
う
な
 
つ
て
 来
る
 
と、 

ま
た
 
ソ
フ
 

ト
ウ
 
エ
ア
の
 
問
題
が
 
出
て
 
f
 
す
よ
 
ね
。
 

よ
り
 
良
い
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 
作
ら
れ
な
い
 

と
 
困
つ
 
て
し
 
ま
う
。
 

片
貝
 

え
え
。
 
私
の
場
合
'
 
 仕
事
柄
 
ビ
ジ
 

ネ
ス
に
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
使
つ
 
て
い
る
 
の
で
す
 

が
、
 
そ
れ
だ
け
で
 

は
な
く
、
 
遊
び
の
 
方
に
 

も
 パ
ソ
コ
ン
を
 
使
い
た
 
い
ん
で
す
。
 

で
す
 

が
、
 
自
分
で
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
作
っ
て
 
楽
し
 む
だ
け
 
の
 時
間
 
的
な
 
余
裕
 
も
な
い
。
 
で
き
 

れ
ば
 
市
販
の
 
良
い
 
も
の
を
 
買
つ
て
 
そ
れ
を
 

使
い
た
い
 
-
 
で
す
か
ら
、
 
み
な
さ
ん
が
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

豊
富
な
 

機
種
を
 

買
う
 

の
 

も、
 

当
然
で
 

し
よ
う
。
 

0
 

—
 

V
 

も、
 

こ
れ
ぞ
 

決
定
版
/
と
 

一：：
 

え
る
 

ゲ
ー
 

ム
ゾ
フ
 

ト
は
、
 

や
つ
ぱ
り
 

ま
だ
 

ま
だ
 

少
な
 

い
の
も
 

事
実
の
 

よ
う
で
す
。
 

片
貝
 

ア
メ
リ
カ
な
 
ど
で
は
、
 

シ
ミ
 
ユ
レ
 

—
シ
 
ョ
ン
 
•
ゲ
 —
ム
 
と
い
つ
て
 
遊
び
 
終
る
 

の
に
 
1
 $
 
か
か
る
 
よ
う
な
 
も
の
 
も
 あ
り
 

ま
す
が
 
—
 

0 

私
は
 
こ
う
 
思
い
ま
す
。
 
ゲ
—
厶
 
を
つ
 
く 

る
 
こ
と
に
 
知
識
が
 
あ
る
 
人， 

：
そ
 
、
つ
い
う
 

人
が
 
作
つ
た
 
ソ
フ
ト
と
 
い
う
の
は
、
 

つ
ま
 

ら
な
 
い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
。
 
プ
 
ロ
グ
 ラ
ミ
ン
 

グ
 
•
テ
ク
ニ
ッ
ク
 

だ
け
に
 
走
つ
 
て
い
る
 
人
 

が
 作
る
 も
の
は
、
 

結
局
 底
が
 浅
い
 も
の
に
 

な
る
。
 

じ
 
や あ

、
 
い
い
 
も
の
を
 
つ
く
る
 
に
 

は
ど
う
い
 
つ
た
こ
と
 
が
 必
要
 
か
と
い
 
う
と
、
 

例
え
ば
 
音
楽
に
 
秀
で
た
 
人
で
す
 
と
か
 
あ
る
 

い
は
 

歴
史
に
 

強
い
 

人
、
 そう
い
つ
た
 

各
 分 

野
の
 
人
た
ち
 
が
 お
の
お
の
の
 
専
門
知
識
を
 

生
か
し
て
 
作
る
 
こ 

—
—
 
こ
れ
か
ら
 
出
て
 

く
る
 
優
れ
た
 
ソ
フ
ト
は
、
 
そ
う
な
 
つ
て
く
 

る
と
 
思
 う
ん
で
す
。
 
と
い
う
 
か
、
 
そ
う
 
あ
 

つ
て
 
欲
し
い
 
と
 希
望
し
 
ま
す
ね
。
 

0
 -
 
い
わ
ゆ
る
 
ト
ッ
プ
 
•
ダ
ウ
ン
 
田^' 

と
い
う
 
や
つ
で
す
 
ね
 
0 

片
貝
 

今
の
 
ソ
フ
ト
 
ウ
 
I ア

 と
い
う
の
は
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
 
趣
味
で
 
や
つ
て
 
い
る
 

人
が
 
作
つ
 
て
い
ま
す
：
：
：
 
パ
ソ
コ
ン
が
 

一
 

般
に
 
普
及
し
て
 
来
た
の
は
、
 

こ
の
 
三
、
 
四
 

年
。
 
そ
れ
 
以
前
は
'
 
 
ハ
ム
 
(
ア
マ
チ
ュ
ア
 

無
線
)
 
な
ど
と
 
同
じ
 
も
の
で
 
T
*
 !
 
だ
か
 

ら
 

、
も
う
 

二、
 

三
年
た
 

つ
た
ら
、
 

す
ご
く
 

面
白
い
'
 
 

良
質
な
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

出
て
 

来
る
 

だ
ろ
う
と
 

期
待
し
て
 

い
る
ん
で
 

す
よ
。
 

^
 

-
 

パ
ソ
コ
ン
は
 

モ
 

ー 
タ
—
 

の
よ
う
 

な
 

も
の
 

だ
、
 

と
お
つ
 

し
や
つ
 

て
い
る
 

坪
 

FH
 

も
 

そ
の
 

辺
に
 

あ
る
の
で
 

す
か
。
 

片
貝
モ
 

I 夕
—
 は、 

エ
ネ
 ル
 ギ
—
を
 仕
 事
に
 
変
換
す
 
る
 動
力
源
で
 
す
が
'
 
 
素
材
と
 

し
て
 
付
加
価
値
を
 

つ
け
る
 
こ
と
で
、
 
I
M
 

.
機
 や、 

カ
セ
ッ
ト
 
デ
ッ
キ
、
 
ク
—
 
ラ
—
 な
 

ど
の
 
製
品
に
な
り
ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

も、 

丁
度
 
こ
の
 
モ
ー
 
タ
—
 
と 
同
じ
 
だ
と
 
思
 う
ん
 

で
す
 
ね。 今

ま
で
の
 
パ
ソ
コ
ン
は
、
 
初
め
か
ら
 
こ
 

れ
は
 
扇
風
機
で
す
、
 
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
で
 

す
と
 
言
っ
 
て
 売
ら
れ
て
 
来
た
。
 
し
か
し
、
-
 

買
っ
 
た
 人
は
 
結
局
 
使
い
こ
な
せ
ず
に
、
 

部
 

屋
の
 
ス
ミ
で
 
ホ
コ
リ
を
 
か
ぶ
っ
て
 
い
る
。
 

パ
ソ
コ
ン
と
 
い
う
の
は
 
、
ソ
フ
ト
と
 
い
つ
 

し
よ
 
で
、
 
ひ
と
つ
の
 製
品
に
 な
 る
ん
で
 す
。
 

パ
ソ
コ
ン
は
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
 

可
能
性
を
 
持
 

っ
た
 
素
材
で
す
 
が
、
 
素
材
と
 
い
う
の
は
、
 

付
加
価
値
を
 
つ
け
な
け
れ
ば
 
製
品
に
は
 
な
 

り
ま
せ
ん
。
 そ
う
い
う
、
 ふ
た
つ
の
 §
 

で、 
パ
ソ
コ
ン
は
 
モ
—
 
夕
—
 
だ
と
 
言
っ
 
た
 

わ
け
で
す
。
 

•
 —
—
 
。ハ ソ

コ
ン
 
は
 素
材
 
だ
と
 考
え
る
 
と、 

や
た
ら
と
 
技
^
:
 g
t
 
門
 用
語
が
 
飛
び
 
か
 

う
 
現
状
と
 
い
う
の
 
も
 
理
解
で
 
き
ま
す
 
ね
 0 

と
こ
ろ
で
、
 

そ
の
 

ソ
フ
ト
 

ウ
ヱ
ア
 

の
 

現
 

状
は
 

ど
う
で
 

し
よ
う
 

か
。
 

片
貝
 

あ
ま
り
に
 
も
 
二
—
 
ズ
が
 
強
す
 
ぎ
る
 

と
い
う
の
 
が
 現
状
で
す
 
。
と
り
あ
え
ず
 
作
 

れ
ば
 
売
れ
て
 
し
ま
う
 
と
い
、
 っ 状

況
な
 
の
で
、
 

評
価
の
 
し
よ
う
が
な
い
 
の
で
す
。
 
良
い
 
も
 

の
 

も
 
悪
い
 

も
の
 

も
、
 

い
っ
し
よ
 

く
た
 

に
な
 

っ
て
い
 
る
 状
態
で
す
 
ね
。
 

私
の
 

知
人
で
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ソ
フ
ト
に
 

百
 

万
円
 

以
上
つ
 

ぎ
 

込
み
な
が
ら
、
 

こ
と
ご
と
 

く
 

裏
切
ら
れ
て
、
 

最
後
に
は
 

ア
メ
リ
カ
 

ま
 

で
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

求
め
に
 

行
つ
 

た
 

人
が
 

い
ま
す
が
、
 

こ
れ
は
 

時
間
が
 

解
決
し
て
 

行
 

く
で
 

し
よ
う
。
 

淘
汰
さ
れ
 

て
 

行
く
 

と
 

思
い
 

ま
す
ね
 

—
—
 

や
が
て
、
 

一
般
の
 

人
は
、
 

ブ
 

ラ
ン
ド
 

名
で
 

ソ
フ
ト
を
 

選
ぶ
 

よ
う
に
な
る
 

と
 

思
 

う
ん
で
す
。
 

そ
う
な
 

つ
て
 

来
ま
す
 

と
 

ソ
フ
ト
 

メ
—
 

力
—
 

側
 

も
、
 

水
準
 

以
上
の
 

も
 

の
を
 

出
し
て
 

行
か
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
 

か
ら
ね
。
 

•
 —
 

で
の
 
や
り
方
で
は
、
 
そ
の
う
 

ち
に
 
4
^
 
な
つ
て
 
来
る
、
 

と。 

片
貝
 

特
に
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
の
 
場
合
、
 

f
 
り
 
次
第
に
 
買
い
 
ま
く
つ
て
、
 
こ
り
た
 

と
い
う
の
 
が
 現
実
で
 
し
よ
う
。
 

ユ
—
 
ザ
|
 

は
悲
吊
 
に
 慎
重
に
 
な
つ
て
 
来
て
 
い
ま
す
。
 

0 ——
 

一時
は 

雨
後
の
 

竹
の
子
の
 

如く
 

あ 

つ
た
 

マ
ィ
コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
 

や、
 

B
A
S
I
 

C
&
 

至
 

も
ず
い
 

ぶ
ん
 

姿
を
消
し
て
 

し
ま
い
 

ま
し
た
ね
。
 

片
貝
 

え
え
。
 

た
だ
 

私
は
 

B
A
S
I
C
 

が
 
見
直
さ
れ
 

る
と
 

き
が
も
う
 

一
回
 

来
る
 

と
 

思
 

つ
て
い
 

ま
す
。
 

|
 

時
は
、
 

「
B
A
S
I
C
 

は
 

千
 

人
に
 

六
 

人
」
 

し
か
 

出
来
な
い
 

と
い
う
 

こ 

と
が
 

盛
ん
に
 

言
わ
れ
ま
し
た
 

け
れ
ど
ね
。
 

実
は
、
 

先
日
 

あ
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

•
コ
ン
 

テ
ス
 

ト
の
 

審
査
員
を
 

や
つ
た
ん
 

で
す
。
—
 

0
0
0
 

行
 

以
内
の
 

B
A
S
I
C
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
 

と
い
う
 

条
件
の
 

コ
ン
 

テ
ス
 

ト
で
し
た
 

が
'
 

非
常
に
 

優
秀
な
 

も
の
が
 

多
か
っ
た
で
す
 

ね
。
 

例えば、 漢字、 グ
ラ
フ
 ィッ クス、 計

 

算
の
 
三
つ
の
 

要
因
を
 

組
み
合
わ
せ
て
、
 

計
 

§
果
 

を 
数
値
 
混
リ
の
 

文
書
で
 

出して、 

同
時
に
 

そ
れ
を
 

グ
ラ
フ
 

化
し
た
 

もの 
も 
出 

す
と
 

い、 っ プ
ロ
グ
ラ
ム
 

な
ど
が
 

あつた。 

こ
う
い
う
の
は
 

B
A
S
I
C
 

が 
I 番 

得
意
 

と
し
て
 

い
る
も
の
な
 

の
で
す
。
 

F
O
R
T
 

R 
A
N
 
で
も
 

C
O
B
O
L
 

で
も
で
 

き
な
い
。
 

B
A
S
I
C
 

だ
か
ら
 

こ
そ
で
き
 

る
。
 

パソ n ンの 環
境
 

整
備
が
 

必
要
 

だ 

0
 —
—
 
取 近
は
 
コン ピュ 

ー タ
の
コ
 

ー 
ス 

を
 取
つ
 
て
い
る
^
:
 
系
の
$
 
も
た
く
 
さ
 

ん
 
い
る
し
、
。
 
ハ
ゾ
 
コ
ン
 
検
定
な
 
ど
も
 
盛
ん
 

で
す
。
 
ユ
—
ザ
 
I 
の
 側
の
 
基
盤
が
 
変
化
し
 

て
 米
て
 
い
る
と
 
思
い
ま
す
。
 

^
 然
 '
メ
ー
 

カ  ー  な
ど
の
 
方
 も
 そ
れ
に
 
合
 ̂
 せ
て
 
変
化
 

し
な
い
-
^
 —
 

^ 例
え
ば
、
 
今
の
 
よ
う
な
 
マ 

ニ 
ュ ア

ル
で
は
 
困
り
ま
す
。
 

片
貝
 

普
通
の
 
言
葉
で
 
も、 

コ
ン
 
ピ
ュ
ー
 

夕
 用
語
に
 
な
る
と
 
意
味
が
 
違
い
ま
す
 
か
ら
。
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
 、
デ
ィ
 ス
ケ
ッ
ト
を
 コ
ピ
 

I
 
し
て
 
お
く
よ
う
 
に
と
 
書
か
れ
て
 
い
る
の
 

を
 読
ん
で
、
 
複
写
機
に
 
か
け
て
 
し
ま
つ
た
 

と
い
う
 
例
 も
 あ
る
ん
で
 
す
。
 
電
話
で
 
相
談
 

さ
れ
て
も
 
話
が
 
全
然
 
通
じ
な
い
 
わ
け
で
す
。
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「
コ
ピ
 
IJ 

の
 意
味
が
 
違
ぅ
 
の
 だ
か
ら
。
 

あ
る
い
は
、
 

デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
を
 
袋
か
ら
 
出
 

し
て
 
デ
ィ
ス
ク
 
ド
ラ
イ
ブ
に
 
差
し
込
む
 
と
 

い、 っ
の
で
、
 
デ
ィ
ス
ク
の
 
プ
ロ
テ
ク
ト
 
カ
 

パ
—
 
を
 
ハ
サ
 
ミ
で
 
切
つ
 
て
$
 
を
 取
り
出
 

し
て
し
 
ま
つ
た
 
と
い
ぅ
 
例
 も
 あ
る
。
 

余
談
で
す
 
が
、
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
は
 
ま
 

つ
た
く
 
関
係
の
 
な
い
 
あ
る
 
講
習
会
で
 
で
す
 

ね
、
 
講
師
の
 方
が
 
「
話
し
は
 突
然
 変
わ
り
 

ま
す
が
、
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
と
い
 

う
の
は
 
わ
か
り
ま
せ
ん
 
ね
え
。
 
あ
れ
は
 
わ
 

か
ら
な
い
 
よ
う
に
 
わ
か
ら
な
 
い
よ
う
に
 
作
 

つ
て
あ
り
ま
す
 
ね
え
」
 
と
お
つ
 
し
や
つ
 
た
 

た
ょ
。
 
や
っ
ぱ
り
 
皆
さ
ん
そ
う
 
思
っ
 
て
い
 

る
ん
で
 
す
。
 

ア
メ
リ
ヵ
で
は
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 
書
く
 
の
 

に
 
I
 年
 か
か
る
 
と
い
い
 
ま
す
。
 
製
品
が
 
出
 

来
て
か
ら
 
そ
れ
を
 
使
い
込
ん
で
、
 

エ
ラ
 
ー 

を
 修
正
し
て
 
行
き
な
が
ら
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

書
く
 
と
い
う
。
 
こ
う
い
っ
た
 
機
械
と
 
マ
ニ
 

ュ ア
ル
の
 
フ
ィ
—
 
ド
 バ
ッ
ク
を
 
怠
っ
て
、
 

現
在
の
 
ょ
う
な
 
サ
ィ
ク
ル
で
 
や
っ
て
 
行
く
 

と、 い
つ
ま
で
 

た
つ
て
も
 

追
い
つ
け
 

ま
せ
 ん
 し、 
$
 
の
 意
味
で
の
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

の
 生
産
性
と
 
い
う
の
 
も
 備
わ
れ
な
 
い
と
 
思
 

思
い
ま
す
 
よ
。
 

と
こ
ろ
、
 
皆
さ
ん
が
 
ド
—
 
ツ
と
 
笑
い
 
ま
し
 
 
カ
メ
ラ
 
や
 ビ
デ
オ
な
 
ど
の
、
 
良
く
で
 
き
 

た
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
 
研
究
な
 
ど
も
 
必
要
で
 
し
 

ょ
う
。
 

私
は
'
 
 

ま
ず
 

順
番
に
 

読
ん
で
 

行
っ
 

て
 わ
か
る
 
よ
う
に
、
 
そ
し
て
 
リ
フ
 
ア
レ
ン
 

ス
に
 
、
つ
ま
り
 
問
題
に
 
ぶ
つ
か
つ
 
た
と
 
き
 

に
 即
座
に
 
わ
か
る
 
よ
う
に
と
 
い
う
、
 

二
つ
 

の
 観
点
が
 
必
要
 
だ
と
 
思
い
ま
す
。
 

#
 -
 

メ 
ー 
カ
 

〇 ユ
ー
ザ
 
ー
の
 
間
で
、
 

い
ろ
い
ろ
と
 
i
 
を
 整
備
す
 
る
—
 
が
 今
 

ま
で
 
以
ヒ
に
 
必
要
で
す
 
ね
 0 

片
貝
 

個
人
的
に
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
と
 
関
わ
 

る
 人
々
 
に
対
し
て
、
 
下
か
ら
 
上
へ
 
押
し
 
上
 

げ
て
 
や
る
 
よ
う
な
 
教
育
と
 
い
う
の
を
 
や
り
 

た
い
で
す
 
ね
。
 

電
子
 
的
な
 
情
報
処
理
を
 
や
る
 
人
た
ち
 
の
 

教
育
と
 
い
う
の
を
、
 
下
か
ら
 
ア
ブ
 
ロ
—
 
チ
 

し
て
み
た
い
。
 O
 
 A
 
フ
ィ
ー
パ
—
 
の
 渦
中
で
、
 
「
ベ
—
 
パ
 

丨 
レ
ス
 
•
オ
フ
 
イ
ス
」
 
と
い
う
 
も
の
が
 
言
 

わ
れ
ま
す
 
が
、
 
や
は
り
、
 
将
来
は
 
ベ
—
 
パ
 

I
 
レ
ス
 
•
オ
フ
 
イ
ス
に
 
な
つ
て
 
行
く
 
と
 
思
 

う
ん
で
す
。
 

ま
ず
、
 
紙
 そ
の
も
の
が
 
高
く
 

な
る
 
の
で
は
 
な
い
か
と
 
い
う
 
こ
と
。
^
 
11 

で
も
 
や
た
ら
と
 
木
が
 
切
れ
な
く
な
る
 
と
い
 

っ
た
 
場
合
、
 

当
然
'
 
 

紙
の
 
メ
デ
ィ
ア
よ
り
 

電
子
の
 
メ
デ
ィ
ア
の
 
方
が
 
コ
ス
 
ト
が
 
安
い
。
 

そ
れ
と
、
 

I
 度
 紙
に
 
情
報
を
 
落
と
し
て
 
し
 

ま
う
 
と、 

距
離
と
 
時
間
が
 
か
か
り
ま
す
 
か
 

ら
 。
そ
う
な
 
つ
た
と
 
き
に
、
 
電
子
 的
な
 情
 

報
を
 
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
 
す
る
 
オ
ン
 
チ
を
 
な
く
 

さ
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 

—— 
そ
の
た
め
に
 

一
番
 良
い
 
道
具
が
 
パ
ソ
コ
ン
 
な
ん
で
す
。
 

0
 -
 

目べ 体
 的
に
は
、
 
ど
の
よ
う
な
？
 

片
貝
 

ク
ル
 
マ
を
 
運
転
す
 
る
に
は
、
 
自
動
 

車
 教
習
所
に
 
行
っ
て
、
 
運
転
に
 
必
要
な
 
知
 

識
と
 
技
能
は
、
 

ツ
—
 
力
—
 
で
 憶
え
ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
 
も、 

あ
る
 
程
度
の
 
専
門
用
語
は
 

そ
の
ま
ま
 
覚
え
て
も
 
ら
う
し
 
か
な
い
と
 
思
 

う
ん
で
す
。
 

た
だ
'
 
 教
え
る
 
方
は
、
 
そ
れ
 

が
ど
う
い
 
う
 働
き
を
 
す
る
 
か
と
 
か
、
 
あ
る
 

い
は
 
他
の
 
言
葉
と
の
 
関
連
を
 
体
系
的
に
 
説
 

明
す
 
る
な
 
ど
、
 
複
数
の
 
視
点
か
ら
 
解
説
す
 

る
 必
要
が
 
あ
る
で
 
し
よ
う
。
 

基
本
的
に
は
、
 
人
間
が
 
変
わ
る
 
必
要
は
 

な
い
。
 
道
具
の
 
方
が
 
人
間
に
 
近
づ
い
て
 
来
 

る
よ
う
 
に
し
な
 
く
ち
 
や
ダ
メ
 
で
す
。
 
西
 和
 

彦
 氏
は
、
 
ワ
—
 
プ
ロ
を
 
使
っ
 
た
ら
 
そ
の
 
ワ
 

I
 
プ
ロ
で
の
 
技
術
が
 
生
き
て
 
来
る
 
よ
う
な
 

パ
ソ
コ
ン
を
 
作
る
べ
き
 
だ
と
い
 
う
 発
言
を
 

し
て
い
 
ま
す
が
、
 
や
は
り
、
 
そ
の
 
通
り
な
 

ん
 で
す
。
 
多
く
の
 
家
電
 
製
品
は
 
買
っ
 
て
せ
 

い
ぜ
い
 
二、 

三
日
 
も
い
 
じ
っ
て
い
れ
ば
 
使
 

え
る
 
よ
う
に
な
 
リ
 ま
す
よ
 
ね
。
 
パ
ソ
コ
ン
 

も
そ
う
 
あ
る
べ
き
 
な
ん
で
す
。
 

今
一
度
 
道
具
 

の
 見
直
し
を
 

•
 —
—
 

り 手
と
 
使
い
手
と
の
 
ギ
ヤ
 
ッ
ブ
 

が
 あ
ま
り
 

(: も
 大
き
 
過
ぎ
る
 
と
い
う
 
現
実
 

が
 あ
る
と
 
思
い
ま
す
。
 
東
芝
で
 
電
気
 
ガ
マ
 

を
 開発
し
た
，
，
 

家
電
 

王
々
 

の
 山 田 
正
 
吾
 
さ
 

ん
は
 '
「
技
術
者
と
 い
う
の
は
 放
つ
 
て
 お
く
 

と、 
自
分
の
 
持
っ
て
 
い
る
 
技
術
 だ
 

-- 
(f で

 モ
 

ノ
^
^
:
 

う
と
す
 
る
か
ら
 
い
け
な
い
」
 

と
 

•:一 一口つ て
い
ま
す
 
が
。
 

片
貝
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
—
 
が
 銀
行
の
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
を
 
作
っ
 
て
い
て
も
、
 
銀
行
の
 
こ
と
は
 

知
り
ま
せ
ん
。
 
$
 
は
 知
ら
な
 
く
ち
 
や
い
 

け
な
 
い
ん
で
す
。
 
こ
れ
は
 
何
も
 
コ
ン
ビ
 

ユ 

I
 
夕
に
 
限
っ
 
た
こ
と
 
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 
が
。
 

例
え
ば
、
 
私
は
 
左
利
き
 
な
ん
で
す
 
が
、
 左
 

利
き
の
 
人
間
と
 
い
う
の
は
、
 

あ
る
 
意
味
で
'
 

ず
い
ぶ
ん
 
道
具
に
 
疎
外
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 

ズ
ボ
ン
な
 
ど
の
 
フ
 
ァ
ス
ナ
—
 
は
'
 
 左
利
 

き
に
は
 
と
て
も
 
扱
い
に
 
く
い
。
 
あ
る
い
は
 

草
を
 
切
る
 
カ
マ
で
す
 
ね
。
 
あ
れ
は
 
左
手
で
 

握
る
 
と
 刃
の
 
角
度
が
 
逆
に
な
り
ま
す
 
か
ら
、
 

力
を
入
れ
 
る
と
 
根
元
が
 
切
れ
な
い
で
 
上
に
 

滑
っ
 
て
し
 
ま
っ
て
 
非
常
に
 
危
険
な
ん
 
で
す
 

よ
。
 
そ
れ
で
す
 
と
か
、
 
お
茶
を
 
入
れ
る
 
急
 

須
 。
あ
れ
は
 左
手
で
は
 使
い
よ
う
 が
 あ
り
 

ま
せ
ん
 
よ
ね
。
 

人
間
と
 
い
う
の
は
、
 
機
械
と
 
違
っ
て
 

I
 

様
で
は
 
な
い
。
 
個
人
<
 
多
様
な
 
ヮ
ケ
で
 

す
。
 
そ
の
、
 
多
様
 さ
に
 
対
応
で
 
き
る
 
の
が
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

I 
夕
な
ん
 
で
す
。
 
ト
フ
ラ
 

ー 
の
 

『
第
三
の
 
波
』
 
に
、
 
i
 
が
、
 
初
め
は
 
注
 

文
 服
で
あ
っ
た
 
の
が
、
 
既
 制
服
に
 
な
り
、
 

今
度
は
 
も
う
 
|
 度
、
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
 
に
よ
 

つ
て
、
 

既
 
制
の
 

注
文
服
に
な
る
 

と
い
う
く
 

だ
り
 
が
あ
り
ま
す
。
 
セ
ン
サ
—
 
に
よ
っ
て
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
が
 
サ
イ
ズ
を
 
ピ
 タ
リ
と
 
測
 

り、 
自
動
的
に
 

裁
断
、
 

仕
立
て
上
げ
る
 

わ
 

け
で
す
。
 

•
 —
—
 
I
B
M
 
ゃ
 バ
ロ
—
、
、
 ス と

ぃ
っ
た
 
会
 

社
が
、
 
最
近
 
「
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
 

と
 

い
う
 
こ
と
を
 
提
唱
し
 
出
し
て
 
い
ま
す
。
 

エ
 

ル
ゴ
 
ノ
ミ
ッ
 
ク
ス
は
、
 

ヨ I  ロ
ッ
パ
 
を
 
ル
 

—
ツ
 
に
し
た
 
大
変
 
古
く
か
ら
 
あ
る
、
 
人
間
 

と
 仕
事
の
！
 
か
ら
、
 
道
具
を
 
作
つ
 
て
 行
 

こ
う
」
 
と
す
る
 
田
 心
 相
 心
 潮
流
で
す
。
 
そ
れ
が
 

コ
ン
ピ
 

ユ ー 
タ
の
 
設
計
に
 
取
り
込
ま
れ
 
始
 

め
て
 
い
る
と
 
い
う
の
は
、
 
非
常
に
 
明
る
い
 

材
料
で
す
 

。 

片
貝
 

今
ま
で
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
利
用
は
、
 

効
率
 
I
 辺
 倒
で
、
 
人
間
性
を
 
無
視
し
て
 
来
 

た
。
 
あ
る
 意
味
で
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 夕
の
 専
 

門
 家
が
、
 
他
の
 
職
業
の
 
専
門
家
に
 
対
し
て
、
 

ど
う
 
仕
事
を
 
す
る
 
の
か
を
 
指
示
し
て
 
来
た
 

と
 言
え
ま
す
。
 
こ
れ
は
 
考
え
て
み
れ
ば
 
お
 

か
し
な
 
話
で
す
。
 
例
え
ば
、
 
大
工
さ
ん
 
に
 

あ
あ
し
ろ
 
こ
う
し
ろ
 
な
ん
て
 
言
う
 
の
は
 
ナ
 

ン
 
セ
ン
ス
で
 
し
よ
、
 
っ
。
 

や
は
り
、
 
道
具
を
 
こ
う
 使
 う
ん
だ
 と
い
 

う
こ
と
 
を
 
教
え
る
 
の
で
は
な
く
て
、
 

使
い
 

易
い
 
道
具
を
 
作
る
 
こ
と
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕 技
術
者
の
 
仕
事
で
す
 
か
ら
ね
。
 

•
 —
—
 
^
 後
に
、
 
M
S
X
 
に
つ
い
て
 
ひ
と
 

こ
と
 

0 
片
貝
 

00 ビ
ッ
ト
を
 
使
っ
た
 
の
は
 
正
解
 
だ
 

と
 思
い
ま
す
。
 

8 ビ
ッ
ト
は
、
 
技
術
的
に
 

こ
れ
 
以
上
 
発
展
す
 
る
 
こ
と
は
 
な
い
か
ら
 
で
 

す
。
 

16 ビ
ッ
ト
 
や
 32 ビ

ッ
ト
な
 
ど
、
 
ま
だ
 

茬
 だ
 発
展
す
 
る
 も
の
を
 
統
一
し
て
 
し
ま
う
 

の
は
、
 

あ
る
 
意
味
で
は
 

邪
道
 
だ
と
 
思
う
 

の
 

で
す
。
 

M
S
X
K
、
 
8
ビ
ッ
ト
な
が
ら
^
4
^
!
!
に
 

ソ
フ
ト
で
 
勝
負
で
 
き
る
 
も
の
で
す
。
 
各
社
 

腰
を
 
落
ち
つ
け
て
 
ソ
フ
ト
が
 
作
れ
ま
す
 
か
 

ら
〇
 

そ
れ
と
、
 
私
は
 
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
無
線
と
 
ド
 

ッ キ
ン
グ
し
た
ら
 
面
白
い
 
と
 思
っ
 
て
：
^
 る
 

ん
で
 
す
よ
。
 
あ
る
い
は
'
 
 
V
A
N
 
の
よ
う
 

な
ネ
ッ
 
ト
ワ
—
 
ク
に
 
期
待
し
た
 
い
で
す
 
ね
。
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「
私
、
 

小
さ
い
 

頃
か
ら
 

機
械
が
 

好
き
だ
っ
 

た
ん
で
す
。
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

と
か
、
 

ス
 

イ
ッ
チ
が
 

い
っ
 

ぱ
い
つ
 

い
て
い
る
 

も
の
を
 

見
て
 

い
る
と
、
 

も
う
 

う
れ
し
く
 

つ
て
と
 

い
 

、っ
 

ヵ
ン
ジ
。
 

人
が
 

見
て
 

わ
か
ら
な
 

い
も
の
 

を
 

使
う
 

こ
と
が
 

と
に
か
く
 

楽
し
 

い
ん
で
す
」
 

と
い
う
 

水
口
さ
ん
 

は
、
 

立
石
電
機
に
 

入
 

社
し
て
 

今
年
で
 

ち
ょ
う
 

ど
 

五
 

年
 

目。
 

今
や
 

社
内
で
は
 

押
し
 

も
 

押
さ
れ
ぬ
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

第
一
人
者
 

だ
。
 

も
と
も
と
 

通
訳
に
 

な
り
た
 

く
て
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ス
ク
—
 

ル
に
 

通
い
、
 

英
文
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
 

I 
の
 

勉
強
な
 

ど
を
 

し
て
い
 

た
 

水
口
さ
ん
 

は
、
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
に
 

対
し
て
 

は
 

最
初
か
ら
 

ま
っ
た
く
 

抵
抗
が
な
か
っ
た
 

と
い
う
。
 

水
口
さ
ん
 

と
 

パ
ソ
コ
ン
と
の
 

出
会
い
は
 

入
社
し
て
 

三
年
 

目、
 

半
樣
 

販
売
 

素
 

部
 

総
務
 

室
に
 

部
署
が
 

移
っ
 

た
と
 

き
に
 

始
ま
っ
 

た
。
 

そ
れ
ま
で
 

物
流
 

セ
ン
タ
—
 

の
 

総
務
課
 

に
い
た
 

水
口
さ
ん
 

の
 

仕
事
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
の
 

端
末
 

器
を
 

た
だ
 

機
械
的
に
 

•
叩
く
 

こ
 

と
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

こ
と
な
 

ど
ま
つ
 

た
 

く
わ
か
ら
 

な
く
て
も
 

で
き
る
 

作
業
だ
っ
た
。
 

「
会
社
へ
は
 

一
応
 

社
会
 

勉
強
を
 

す
る
 

つ
も
 

り
で
 

入
っ
た
 

の
で
、
 

そ
ん
な
 

仕
事
で
 

も
不
 

満
 

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
れ
に
、
 

物
 

流
 

セ
ン
タ
—
 

の
と
き
 

は
、
 

同
じ
年
 

頃
の
 

女
 

の
コ
 

た
ち
が
 

大
勢
い
 

ま
し
た
の
で
、
 

た
だ
 

も
う
 

み
ん
な
で
 

ワ
ィ
 

ワ
ィ
 

や
っ
て
 

い
て
 

楽
 

し
か
っ
た
ん
 

で
す
」
。
 

と
こ
ろ
が
 

三
年
 

目
に
 

し
て
 

部
署
を
 

変
わ
 

っ
て
み
 

る
と
、
 

そ
こ
は
 

男
子
 

社
 

D
C
 

は
か
り
、
 

そ
の
う
え
 

仕
事
の
 

内
容
は
、
 

ほ
と
ん
ど
 

他
 

の
 

人
と
 

接
す
る
 

こ
と
の
な
 

い
も
の
だ
っ
た
。
 

「
あ
の
 

時
は
 

も
う
 

毎
日
 

寂
し
く
 

っ
て
 

寂
し
 

く
っ
て
。
 

自
分
は
 

ど
う
し
て
 

こ
ん
な
に
 

狐
 

独
な
ん
 

だ
ろ
う
 

な
ん
て
、
 

す
ご
く
 

悲
観
的
 

に
な
つ
 

て
い
ま
し
た
 

J。
 

そ
の
 

時
期
、
 

立
石
電
機
で
は
 

パ
ソ
コ
ン
 

|
 

千
 

台
 

導
入
と
 

い
う
 

こ
と
で
、
 

ち
ょ
う
 

ど
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

講
習
会
を
 

行
っ
 

て
い
た
。
 

水
 

口
さ
ん
 

は
 

上
司
の
 

勧
め
で
 

そ
の
 

講
習
会
へ
。
 

そ
の
と
 

き
に
 

講
習
会
へ
 

出
席
し
た
 

女
性
は
 

パ
ソ
コ
ン
 

は
 

女
性
の
 



立石電機 

制御機 器 事業本部 

電子 部品 事業部 

冏 
コネクター 販売促進 課 

た
つ
た
 
二
人
き
 
り
だ
つ
た
。
 

「
講
習
会
は
 
四
日
 
間
 だ
つ
 
た
ん
で
す
 
が
、
 

B
A
S
I
C
 
の
 説
明
な
 
ど
は
 
ほ
と
ん
ど
 
何
 

も
 わ
か
ら
な
 
い
ま
ま
で
 
終
わ
つ
 
て
し
 
ま
い
 

ま
し
た
。
 
理
解
 
す
る
ど
 
こ
ろ
 
か
、
 
た
だ
 
も
 

ぅ
ノ
 
I 
卜
を
 
と
る
 
の
が
 
精
 
I 杯

」
。
 

そ
れ
か
ら
 
水
口
さ
ん
 
の
 パ
ソ
コ
ン
 
独
学
 

は
 始
ま
つ
 
た
。
 
休
み
 
時
間
 
や
ア
 
フ
タ
—
 
フ
 

ア
イ
プ
を
 
利
用
し
て
、
 
総
務
課
か
ら
 
テ
キ
 

ス
 ト
を
 
借
り
て
 
き
て
 
は
 パ
ソ
コ
ン
に
 
向、 っ。 

最
低
で
 
も
 
|
 日
に
 

|
 時
間
は
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 

を
 叩
い
て
 
い
た
。
 

「
と
に
か
く
 
寂
し
 
か
つ
た
 
か
ら
、
 
う
ち
 
込
 

め
る
 
も
の
が
 
ほ
し
 
か
つ
た
ん
 
で
す
。
 
あ
の
 と
き
は
 
パ
ソ
コ
ン
に
 
か
け
て
 
い
ま
し
た
」
。
 

そ
の
と
 
き
に
 
利
用
し
て
 
い
た
 
パ
ソ
コ
ン
 

は
 S
O
R
D
 
の
 M
A
R
K
5
、
 
ソ
フ
ト
は
 

P
I
P
S
 
だ
っ
た
。
 
P
I
P
S
 
は
、
 
俗
に
 
簡
 

易
 言
語
と
 
呼
ば
れ
る
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
の
 

ひ
と
つ
で
、
 

コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
の
 
し
て
く
 
る
 質
問
に
 
答
え
な
が
ら
 
デ
—
 
夕
を
 
イ
ン
 
プ
ッ
 

卜
し
て
 
い
け
ば
、
 

一
覧
表
な
 
ど
の
 
必
要
な
 

資
料
を
 
作
成
す
 
る
 こ
と
が
で
き
る
。
 

I
 ぺ
 

—
ジ
 
ご
と
の
 
独
立
し
た
 
1
 
に
な
っ
 
て
い
 

て
、
 特別
な
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 

夕
の
 
知
識
が
 

な
 

く
て
も
 
利
用
で
 
き
る
。
 
P
I
P
S
 
は
 評
価
 

の
 高
い
 
簡
易
 
ソ
フ
ト
の
 
ひ
と
つ
で
 
あ
る
。
 

水
口
さ
ん
 
の
 仕
事
は
、
 

こ
の
 
便
利
な
 
ソ
フ
 

卜 
P
I
P
S
 
を
 最
大
限
に
 
活
用
し
て
'
 
 
よ
 

リ
 質
の
 
高
い
、
 
よ
り
 
わ
か
り
や
す
い
 
資
料
 

作
り
だ
っ
た
 
と
い
ぅ
わ
け
だ
。
 

そ
れ
 
以
前
 

の
 何
も
 
考
え
ず
に
 
数
字
を
 
打
ち
込
む
 
と
い
 

ぅ
 仕
事
と
は
 
違
い
、
 
自
分
の
 
ア
イ
 
デ
ィ
.
 ア、 

工
夫
 
次
第
で
、
 

は
い
く
ら
 
で
も
 
質
の
 

高
い
 
も
の
、
 
わ
か
り
や
す
い
 
も
の
に
な
る
。
 

彼
女
は
 
が
ぜ
ん
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
が
 
面
白
く
 

な
つ
た
。
 

「
あ
の
 
頃
は
：
#
 C
 で
 パ
ソ
コ
ン
を
 
使
っ
て
 

い
る
の
は
 
私
し
 
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

だ
 

か
ら
'
 
 何
 か
 私
が
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
に
 命
を
 

与
え
て
 
い
る
ょ
う
 
な
 気
が
し
て
 
い
ま
し
た
。
 

私
が
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
前
に
 
座
 わ
る
と
 
バ
ソ
コ
 

ン
が
 
動
き
 
出
 す
ん
で
 
す
か
ら
」
。
 

そ
の
 
当
時
 
使
っ
 
て
い
た
 
五
 台
の
 
バ
ソ
コ
 

ン
 に
は
 
全
部
 
名
前
が
 
つ
い
て
い
た
。
 

マ
ン
 

ガ
の
 
主
人
公
か
ら
 
と
っ
た
 
名
前
で
'
 
 
ハ
ッ
 

ト
リ
 
く
ん
、
 

0
 
ち
ゃ
ん
、
 

ア
ト
ム
。
 
そ
れ
 

か
ら
 
課
長
の
 
名
前
か
ら
 
ア
キ
 
ォ
 。
そ
し
て
 

彼
氏
の
 
名
前
で
 
コ
ゥ
ィ
チ
 
く
ん
だ
。
 

今
、
 
水
口
さ
ん
 
の
 仕
事
で
 
パ
ソ
コ
ン
は
 

欠
か
せ
な
い
。
 
立
石
電
機
で
 
開
発
し
た
 

U 

F
O
 
と
い
う
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
を
 
使
つ
 
て
、
 

商
品
の
 
売
上
 
集
計
、
 
在
庫
管
理
 
な
ど
す
 
ベ
 

て
を
 
パ
ソ
コ
ン
で
 
こ
な
し
て
 
い
く
。
 

「
み
ん
な
が
 
私
の
 
作
っ
た
 
リ
ス
 
ト
を
 
使
っ
 

て
 く
れ
る
 
と
き
は
^
 

fH に
 う
れ
し
い
で
す
 

ね
。
 
午
前
中
に
 

を
 頼
ま
れ
て
、
 
午
後
 

に
は
も
う
 
い
ら
な
い
 
な
ん
て
い
 
わ
れ
た
 
と
 

き
は
 ガ
ッ
 
カ
リ
で
す
 J。 

現
在
で
は
 
水
口
さ
ん
 
の
 講
習
に
 
よ
っ
て
 

•CV ノ コ
ン
を
 使
え
る
 よ
う
に
な
 つ
た
 女
子
 

社
員
が
 
増
え
て
 
き
た
。
 
水
口
さ
ん
 
の
 前
で
 

は
 先
輩
 
も
 生
徒
の
 
ひ
と
り
 
と
い
う
わ
け
だ
。
 

今
年
の
 
六
月
に
は
 
立
石
電
機
の
 
バ
ソ
コ
 

ン
 
I
 千
 台
 導
入
に
 
関
し
て
 
本
が
 
出
版
さ
れ
 

た
の
を
 
記
念
に
 
講
演
会
が
 
1
 
足、 

大
阪
、
 

名
 古
屋
で
 
開
か
れ
た
。
 

そ
の
 
講
演
会
で
 
も
 

水
口
さ
ん
 
は
 唯
 
I
 の
 女
性
 
講
師
と
 
し
て
 
出
 

席
し
て
 
い
る
。
 

最
初
は
 
社
会
 
勉
強
の
 
た
め
に
 
入
っ
た
 
会
 

社
だ
っ
た
 
が
、
 
水
口
さ
ん
 
の
 仕
事
に
 
対
す
 

る
 意
識
は
 
パ
ソ
コ
ン
と
 
出
会
、
 っ こ

と
に
よ
 

っ
て
 
大
き
く
 
変
わ
っ
た
よ
 
う
だ
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
が
 
女
性
の
 
地
位
を
 
上
げ
た
 
と
 

今
は
 
思
っ
 
て
い
ま
す
。
 
今
ま
で
は
 
お
茶
く
 

み
と
い
 
わ
れ
て
 
い
た
 
女
子
 
社
員
で
す
 
が
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 
使
う
よ
う
 
に
な
つ
 
て
、
 
や
つ
 

と
 
I
 人
前
の
 
独
立
し
た
 
仕
事
を
 
与
え
ら
れ
 

る
よ
う
 
に
な
つ
 
た
ん
じ
 
や あ

な
い
で
 
し
よ
 

う
か
。
 
こ
れ
は
 
と
つ
て
も
 
い
い
こ
と
 
で
す
 

よ
ね
 

1- 〇 

水
口
さ
ん
 
は
た
 
だ
の
 
腰
か
け
 
O
L
 
か
ら
 

し
つ
 
か
り
と
 
意
識
を
 
持
っ
 
た
 会
社
に
 
と
っ
 

て
 必
要
 
不
可
欠
な
 
O
L
 
へ
と
 変
身
を
 
と
げ
 

/C- 。 
そ
の
 自
信
は
 今
、
 
水
口
さ
ん
 を
 キ
ラ
 

キ
ラ
と
 
輝
か
せ
て
 
い
る
。
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''コンピュータ？ 僕は 数学って 苦 

手 だから、、'' 機械 オン チなん だよ ね、、 

というよ うな 具合に、 自分を 文系の 

人間と 定義 づけて しまっ た 人は コン 
ビュー タ を 先入観の みで 敬遠 してし 

まいが ちた。 

文系 人間の コン ビュー タコン ブレ 
ッ クス も 除々 に 薄れて きている 昨今 

だが、 大学の コン ビュー タ系 サーク 
ルは やっ ばり 理系の 学生が 主体のと 

ころが ほとんど。 

一橋 大学は 経済学 部、 社会学 部、 

商学 部、 法学部と 文系の みの 大学で 

ある。 そこに 創立 昭和 40 年、 18 年の 

伝統を 誇る コン ビュー タの サークル 

が あると いう。 その 一橋 大学 電子 計 

算機 研究会 （駱 して 電算 研） を 訪ね 

てみ た。 

1 

Computer 
キャンパス 編——第 1 回 

社会学 部 2 
(商学 部 2 年）  t 上 窪 智惠子 さ t 角 田 順 子 さ f 大谷智 子 さ 

部
員
は
 

現
在
 

四
 

二
 

名
。
 

う
ち
 

女
性
は
 

六
 

名
。
 

こ
の
 

日、
 

部
会
に
 

参
加
し
て
 

い
た
 

上
 

窪
智
惠
 

子
さ
ん
 

(
社
会
学
 

部
 

二
 

年
)
 

大
谷
 

智
 

子
さ
ん
 

(
商
学
 

部
 

二
 

年
)
 

角
 

田
 

順
 

子
 

さ
 

ん
 

S
 

会
 

学
部
 

一
年
)
 

の
 

三
人
に
 

話
を
 

き
 

い
て
み
 

た
。
 

大
 

谷
さ
ん
 

は
 

次
期
 

幹
事
長
 

だ
 

そ
う
で
 

あ
る
。
 

i
 

-(7) 子
で
 
I
 橋
 
大
学
 
行
っ
て
 
て
、
 
サ
 

I
 
ク
ル
で
は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 
や
っ
て
 
る
な
 

ん
て
 
言
っ
た
ら
 
み
ん
な
び
 
っ
く
り
す
 
る
ん
 

じ
 
ゃ
な
い
？
 

大
 

谷
そ
う
 

な
ん
で
す
 

ょ
ね
。
 

学
校
 

名
言
 

っ
た
 

だ
け
で
 

イ
ヤ
な
 

顔
さ
れ
 

た
り
す
 

る
。
 

(
笑
)
 

そ
れ
で
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

ち
ょ
っ
 

と
 

. なんて 言う と、 とくに おじさん、 

お
ば
さ
ん
は
 

無
条
件
で
す
 

ご
い
/
.
 

っ
て
。
 

で
も
、
 

そ
ん
な
に
 

で
き
る
 

わ
け
 

じ
 

や
な
い
 

か
ら
、
 

あ
ん
ま
り
 

く
わ
し
く
 

き
か
れ
た
 

リ
 

す
る
と
 

ヤ
 

バ
イ
な
 

あ
 

…
…
 

な
ん
て
。
 

(
笑
)
 

上
 窪
—
 私
 も
そ
う
。
 
す
ご
い
 
な
っ
て
、
 
だ
 

け
ど
、
 
そ
ん
な
 
ふ
う
に
 
言
わ
れ
て
も
 

困
っ
 

ち
 
や
う
。
 
テ
ニ
ス
 
な
ん
か
 
だ
っ
た
ら
 
べ
つ
 

に
サ
 
I 
ク
ル
に
 
入
ら
な
く
て
も
 

で
き
る
 
で
 

し
よ
？
 

趣
味
で
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
が
 
で
き
 

た
ら
い
 

い
な
と
 

思
つ
 

て
 

5
 

研
に
 

入
つ
 

た
 

ん
 

だ
け
ど
、
 

や
つ
 

ぱ
リ
 

難
し
い
 

し
 

…
…
 

。 

—
—
 

ど
ぅ
い
ぅ
 

こ
と
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

使
い
た
い
 

と
 

思
つ
 

て
る
？
 

角
 田
 
私
は
 
ま
だ
 
入
つ
 
た
ば
か
り
 
だ
し
、
 

ま
だ
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

作
れ
な
 
い
ん
で
す
。
 

い
く
ら
 
や
つ
て
も
 
エ
ラ
—
 
が
 出
る
 
し。 

コ 

ン
 
マ
と
 
ピ
リ
オ
ド
を
 
間
違
え
た
 
だ
け
で
 
動
 

か
な
い
と
 
か
ね
。
 
理
想
と
 
現
実
の
 
ギ
 
ャ
ツ
 

プ
に
 
苦
し
ん
で
 
る" 

電
算
 
研
に
 
入
る
 
前
 か
 

ら、 
B
A
S
I
C
 
を
 覚
え
た
い
 
な
と
 
思
つ
 

て
 

カ
シ
オ
の
 

P
B
 

-
 

0
0
 

つ
て
い
 

う
ポ
 

ケ
 

コ
ン
を
 

持
つ
 

て
い
た
ん
 

だ
け
ど
、
 

そ
れ
 

t
 

電
算
 

研
の
 

メ
ン
バ
—
 

た
ち
。
 

最
前
列
 

右
端
が
 

幹
事
長
の
 

平
 

見
 

俊
樹
 

く
ん
 

n 
ンピ
ユ 

—夕
一 

n
e
 

人
 

it
 

た
け
の
 

も
の
 

じ
 

や
な
 

2 



は
 四
 則
 計
算
に
 
使
っ
た
り
 
、
ほ
ん
と
 
に
簡
 

単
な
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
る
 
ぐ
ら
い
。
 

ま
あ
、
 

こ
れ
か
ら
 
二
 年
く
 
ら
い
 
修
業
し
て
'
 
 
調
査
 

の
 分
析
な
ん
 
か
に
 
利
用
で
 
き
た
ら
、
 

と
 思
 

っ
て
い
 
る
ん
で
 
す
が
 
…
…
 

。 

上
 窪
 
私
は
 
音
楽
を
 
や
り
た
い
 
と
 思
っ
て
、
 

こ
の
 

前
、
 

音
楽
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
っ
た
 

ん
で
 す
ょ
、
 
今
ま
で
に
 
あ
る
 曲
を
 
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 
に
 覚
え
さ
せ
て
、
 
新
し
い
 
曲
を
 
作
 

ら
せ
 
る
っ
て
 
い
ぅ
。
 
そ
れ
が
 
¥
 
で
不
都
 

合が 生じて . 。とにかく エラ— が 

出ち やつて …… 。あの、 あんまりく 

わしく 

きかないで 

ください。 

大
谷
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
作
る
 
だ
け
で
 
お
も
 

し
ろ
い
 
し、 

思
つ
 
た
と
 
お
り
に
 
動
い
て
 
く 橋
 
大
学
 
電
子
計
算
機
 
研
究
会
 

れ ると す
ご
い
 う
れ
し
い
。
 もう 少
し
覚
 

え
た
ら
、
 

グ
ラ
フ
 

イツ 
クを 

や
り
た
い
 

と 

思
つ
 
てます。 

I
 橋
 
大
学
に
 
通
う
 
才
女
た
ち
 
も
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
に
は
 
少
 々
手
 
こ
ず
つ
 
て
い
る
 
様
子
。
 

少
し
 
安
心
し
た
り
 
も
す
 
る。 

と
は
 
言
え
、
 

現
 幹
事
長
の
 
平
 見
 く
ん
の
 
話
に
 
よ
る
と
'
 

彼
女
た
ち
、
 
も
の
す
ご
く
 
キ
レ
 
ル
ん
だ
 
そ
 

う
で
、
 
i
 
研
の
 
中
で
 
も
 評
価
が
 
高
い
 
と
 

い
う
。
 
三
人
と
 
も
 
恋
人
は
 
い
な
い
と
 
の
こ
 

と
 0 「

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
が
 
亦
 欠
？
」
 

と
 尋
ね
 

る
と
、
 
「
そ
れ
で
は
 
暗
い
 
も
ん
」
 
と
い
、
 
つ
 i
 合
 

え
が
 
返
つ
 
て
き
た
。
 

中
な
ん
 
だ
そ
う
 

だ
。
 
も
し
'
 
 恋
人
が
 
で
き
て
も
、
 

二
人
で
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
す
 
る
よ
り
、
 
ド
ラ
イ
ブ
の
 

ほ
う
が
い
 
い
な
'
 
 な
ん
て
い
 
う
 発
言
 
も。 

参
考
ま
で
に
、
 

一
橋
 大
学
の
 
女
子
学
生
が
 

合
同
コ
ン
パ
を
 
す
る
 
相
手
は
 
東
大
、
 
東
エ
 

大
 、
早
稲
 
田
 あ
た
り
の
.
 i
 
な
の
 
だ
そ
う
 

で
あ
る
。
 

電
算
 

研
の
 

活
動
の
 

主
体
は
 

言
語
の
 

勉
強
 

会
。
 

I
 
 

は
ま
ず
 

全
 

01
 

DT
 

か
 

F
O
R
T
R
 

A
 
 

N
 

と
い
、
 

つ
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

11
 

P
 

語
の
 

文
 

法
を
 

習
う
。
 

そ
れ
が
 

夏
休
み
ま
で
。
 

そ
の
 

後
は
 

B
A
S
I
C
 

や
 

P
L
\
—
 

な
ど
の
 

言
 

語
の
 

勉
強
'
 
 

ゲ
—
厶
 

や
 

経
済
 

統
計
の
 

研
究
 

を
 

グ
ル
—
 

プ
に
 

分
か
れ
て
 

行
う
。
 

現
在
、
 

i
 

研
が
 

所
有
し
て
 

い
る
の
は
 

日
立
の
 

L
E
V
E
L
S
 
 

(
1
 
 

参
照
)
 

の
 

み
。
 

そ
れ
 

も
 

本
体
と
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

だ
け
 

だ
が
、
 

学
校
の
 

計
算
 

セ
ン
タ
—
 

の
 

大
型
機
 

(
F
A
C
O
M
 
 

M
 

-
 

8
0
 

n
A
D
)
 

を
 毎
日
 
使
わ
せ
て
 
も
ら
う
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

T
S
S
 
と
い
う
 
シ
ス
テ
ム
 

(
I
 
ム
 a
 の
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
を
 
複
数
の
 
人
が
 
I
 度
に
 
使
用
で
 

き
る
 
処
理
の
 
し
か
た
の
 
ひ
と
つ
)
 

を
 利
用
 

し
て
い
る
 
と
き
、
 
時
間
が
 
き
て
 
し
ま
い
 
打
 

ち
 込
ん
で
 
お
い
た
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
が
 
消
え
て
 

し
ま
つ
た
り
、
 
機
械
が
 
止
ま
ら
 
な
く
な
つ
 

た
り
、
 
な
ん
て
い
 う
 ミ
ス
 も
 あ
る
そ
う
 だ
。
 

小
！
^
 
に
あ
る
 
教
養
部
に
は
 
N
E
C
 
の
 P 

C
:
 
 
8
8
0
 
〇
、
 

R
C
 
 
—
 
9
8
0
0
 
 

P
 

C
 
 

—
 

8
0
0
1
 

，
コ
モ
 

ー4
 

-
 

ル
の
 
 

P
E
T
 

と、
 

パ
ソ
コ
ン
 

も
 

揃
つ
 

て
お
り
、
 

設
備
に
 

不
自
由
は
 

な
い
。
 

年
間
の
 
活
動
は
、
 
ま
ず
 春
の
 
合
宿
。
 
活
 

動
 方
針
を
 
決
め
る
 

ミ 
ー 
テ
 ィ
ン
グ
を
 
す
る
。
 

六
月
に
は
 
教
養
部
で
 
行
わ
れ
る
 

『
小
 平
 

奴
 不』。 こ

の
と
 
き
 
I
 年
生
は
 
四
月
か
ら
の
 
勉
 

強
の
 
成
果
、
 
F
O
R
T
R
A
N
 
で
 作
っ
た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

発
表
す
 
る
、
 
二
年
生
 も
 そ
 

れ
ぞ
れ
 
に
 各
自
が
 
作
っ
た
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
 

あ
る
い
は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 現
代
 
社
会
に
 

■
お
け
る
 
役
割
 
や
 応
用
を
 
テ
—
 
マ
に
 
し
た
 
レ
 

ポ
—
 
卜
を
 
発
表
す
 
る
。
 

夏
の
 

合
宿
は
 

サ
—
 

ク
ル
 

内
の
 

親
睦
を
 

図
 

る
 

(
は
や
い
 

話
が
 

お
遊
び
)
 

た
め
の
 

も
の
。
 

今
年
は
 

黒
 

部
か
ら
 

上
 

高
地
を
 

旅
行
し
た
 

そ
 

う
だ
。
 

, 

I
 

号
が
 

発
売
さ
れ
 

る
 

こ
ろ
に
は
 

終
わ
つ
 て
い
る
 

二
 

(
 

11
 

月
 

5 
日
〜
 

I I
 

月
 

7 
日
)
 

で
は
 

占
い
 

喫
茶
を
 

開
い
た
 

は
ず
 

だ
。
 

占
い
 

の
 

内
容
は
 

星
占
い
、
 

血
液
型
 

占
い
、
 

バ
ィ
 

オ
 

リ
ズ
ム
 

、
お
み
く
じ
 

な
ど
。
 

そ
れ
を
 

グ
 

ル
—
 

プ
に
 

分
か
れ
て
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
 る
。
 

デ
—
 

夕
を
 

入
力
す
 

る
 

だ
け
で
 

も
た
い
 

へ
ん
な
 

作
業
で
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

の
い
 

い
 

勉
強
に
な
る
 

と
い
う
。
 

そ
の
他
'
 
 

オ
フ
 セ
ッ
ト
 

印
刷
の
 

五
〇
 

ぺ
—
ジ
 

ほ
ど
の
 

小
冊
 

子
 

『
I
 

研
 

レ
ポ
—
 

卜
』
 

で
 

個
人
 

研
究
の
 

発
表
を
 

行
う
。
 

個
人
 

研
究
は
 

計
算
 

セ
ン
タ
—
 

を
 

利
用
し
 

て
 

自
由
に
 

行
わ
れ
て
 

い
が
る
、
 

ゲ
 

—
厶
プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

分
析
し
て
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

の
 

技
法
を
 

研
究
す
 

る
 

人
'
 
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

を
 

使
つ
 

て
 

絵
を
 

描
く
 

人
と
 

さ
ま
ざ
ま
で
、
 

と
く
に
 

経
営
 

分
析
 

や
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ゲ
 

—
ム
、
 

統
計
な
 

ど、
 

自
分
た
ち
 

の
 

専
門
分
野
の
 

応
 

で
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
を
 

活
用
し
て
 

い
る
 

人
が
 

多
い
 

と
い
う
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

関
係
の
 

サ
—
 

ク
ル
と
 

言
 

う
と
、
 

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
 

マ
ィ
コ
ン
 

少
年
の
 

集
ま
つ
 

て
い
る
 

サ
—
 

ク
ル
 

か
、
 

ブ
—
ム
 

に
 

乗
じ
た
 

テ
ニ
ス
 

同
好
会
 

風
 

お
遊
び
 

サ
—
ク
 

ル
の
 

両
極
端
が
 

多
い
 

が
、
 

こ
こ
 

一
橋
 

大
学
 

電
子
 

計
 

i
 

研
究
会
は
 

研
究
の
 

レ
ベ
ル
が
 

高
く
、
 

か
つ
、
 

大，
 

学
生
ら
 

し
い
 

な
ご
や
か
 

な
サ
—
 

ク
ル
 

活
動
を
 

し
て
い
る
 

と
い
う
 

印
 

象
を
 

受
け
た
。
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3 インチ コン パク ト フロッピーディスク 

M
S
X
 

シ
ス
テ
ム
に
 

新
 

だ
に
 

強
い
 

味
方
が
 

加
わ
つ
 

だ
。
 

9
 

月
 

1
9
 

日
に
 

発
表
さ
れ
 

だ
 

M
S
X
 

D
 

〇
 

s
&
D
i
s
k
B
A
S
I
C
 

。
バ
ソ
コ
 

ン
 

に
は
な
 

<
 

て
 

は
な
ら
な
い
、
 

フ
 

□
ッ
ビ
 

— 
デ
ィ
ス
ク
が
 

M
S
X
 

で
も
 

使
え
る
 

よ
/
つ
に
 

な
つ
 

だ
。
 

教
育
に
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
に
、
 

ゲ
—
ム
 

に
 

M
S
X
 

が
大
 

活
躍
す
 

る
 

こ
と
は
 

ま
ち
が
い
な
い
 

R
O
M
 

力
—
 

卜
 

U
 

ッ
ジ
の
 

ソ
フ
 

ト
と
は
 

一
味
 

違
/
つ
 

ソ
フ
 

ト
が
 

ゾ
ク
 

ゾ
ク
と
 

開
発
さ
れ
 

る
 

こ
と
 

受
 

合
い
。
 

ち
な
み
に
、
 

フ
 

□
ッ
ビ
ー
 

デ
ィ
ス
ク
と
は
、
 

コ
 

ン
ピ
ュ
 

ー
タ
の
 

外
部
 

記
憶
装
置
で
、
 

デ
ー
 

タ
 

や
 

フ
 

□
グ
ラ
ム
の
 

保
存
、
 

活
用
に
 

と
て
も
 

便
利
で
 

役
立
つ
 

機
械
の
 

こ
と
。
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
ス
ク
つ
 

て
な
ん
 

だ
？
 
 

い
が
、
 

デ
—
 

夕
 

や
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

保
存
し
 
 

O
M
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
で
は
、
 

味
わ
え
な
 

* N 

I
 

九
 

七
 

二
 

年
に
 

米
—
 

B
 

M
 

社
が
 

コ
ン
ビ
 
 

て
 

お
く
た
 

め
の
 

便
利
な
 

機
械
の
 

一
つ
 

だ
。
 
 

つ
た
 

ソ
フ
ト
が
 

增
え
 

る
と
 

思
ぅ
。
 

ネ
白
 

(
 

な
る
。
 

ユ
—
 

夕
の
 

外
部
 

記
憶
装
置
 

と
し
て
、
 

8 
イ
 

ン
チ
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
ス
ク
 

(
以
下
 

デ
ィ
 

ス
ク
と
 

略
)
 

を
 

採
用
し
て
 

か
ら
、
 

約
 

M
 

年
 

に
な
る
。
 

当
初
は
、
 

ミ
ニ
コ
ン
、
 

オ
フ
コ
ン
 

な
ど
 

の
 

高
級
 

機
で
 

使
用
さ
れ
、
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

本
 

格
 

的
に
 

使
わ
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
て
 

4 
年
に
 

な
る
。
 

デ
ィ
ス
ク
に
は
、
 

8、
 

5、
 

3.
5 

、 

_
 
 

3
 
 

(
 

米
—
 

B
M
 

社
で
は
、
 

4 
ィ
 

ン
チ
 

マ
イ
ク
ロ
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

が
 

使
わ
れ
て
 

ぃ
る
)
 

の
 

4 
讀
の
 

大
き
さ
が
 

あ
り
、
 

そ
れ
ぞ
れ
 

形
状
が
 

少
し
ず
つ
違
う
。
 

デ
 

ィ 
k
 

ク
 

の
 

大
き
さ
に
 

よ
っ
 

'
記
 

震
 

体
 

も
 

そ
れ
に
 

©
 

£
 

,
 

応
じ
た
 

大
き
さ
で
、
 

基
本
 

_
 

的
な
 

霞
は
 

ど
れ
 

も
 

同
 

じ、
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

ポ
ピ
 

ユ
ラ
—
 

な
の
は
、
 

5 
イ
 

ン
 

チ
で
 

最
近
で
は
、
 

3、
 

i
^
^
 

3
.
5
 ィ
ン
 
チ
の
 
マ
ィ
ク
ロ
 

_
 
フ
ロ
ッ
ピ
—
 

も 
使
わ
れ
 

る
ょ
ぅ
 
に
な
っ
て
 

ぃ 

r
 
一
彦
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

基
 

本
 

機
能
は
、
 

外
部
 

記
憶
装
置
、
 

と
 

言
、
 

つ
と
 

堅
苦
し
 

デ
ィ
ス
ク
に
は
 

デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
ト
と
 

呼
ば
れ
 

る
 

記
憶
^
:
 

(
 

メ
デ
ィ
ア
)
 

そ
う
す
る
 

に
、
 

カ
 

セ
ッ
 

ト 
テ
 

I 
プ
 

の
よ
う
 

な
 

働
き
を
 

す
る
 

も
の
で
、
 

円
盤
状
の
 

フ
ィ
ル
ム
に
 

磁
気
を
 

利
用
し
て
 

記
憶
さ
せ
る
。
 

つ
ま
り
、
 

カ
 

セ
 

ツ
ト
 

テ
—
 

プ
に
 

音
楽
を
 

録
音
す
 

る
の
と
 

同
 

じ
 

原
理
で
 

あ
る
。
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

カ
 

セ
ッ
 

ト 
レ
コ
—
 

ダ
で
 

あ
 

り、
 

デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
ト
が
 

カ
セ
ッ
ト
 

テ
—
 

プ
 

と
い
う
 

ィ
メ
—
 

ジ
で
覚
 

え
て
 

お
い
て
 

ほ
し
 

N 
 

0 

カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 
プ
と
 
大
き
く
 
違
う
 
の
は
、
 

ラ
ン
ダ
ム
 
ア
ク
セ
ス
が
 
で
き
る
 
と
い
、
 7 こ

 

と
、
 
そ
れ
は
、
 
好
き
な
 
場
所
の
 
デ
—
 
夕
の
 

出
入
れ
 
が
 簡
単
に
 
で
き
る
。
 
_
 

M
S
X
 

と
 

デ
ィ
ス
ク
 

M
S
X
 

シ
ス
テ
ム
で
 

サ
ポ
 

ー
 

ト
 

さ
れ
る
 

デ
ィ
ス
ク
は
、
 

8、
 

5、
 

3.
5 

、 
3 

ィ
ン
チ
 

の
 

4 
種
類
で
、
 

ど
の
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

選
ぶ
 

か
 

は
、
個
人
の
自
由
、
M
S
X
で
は
、
デ
ィ
 

ス
ク
の
 

ィ
ン
タ
—
 

フ
 

H 
ィ
ス
が
、
 

各
 

マ
シ
 

ン
 

共
通
な
 

た
め
、
 

ど
の
 

デ
ィ
ス
ク
 

で
も
 

接
 

続
で
 

き
る
、
 

友
 

だ
ち
 

と
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

交
換
 

で
き
る
 

の
は
、
 

画
期
的
で
 

お
も
し
ろ
い
。
 

ま
た
、
 

デ
ィ
ス
ク
.
 

に
よ
っ
て
 

ソ
フ
ト
 

ウ
 

エ
ア
の
 

種
類
 

も
'
 
 

R
O
M
 

力
—
 

ト
リ
 

1
 

ジ
 

で
、
 

難
 

か
し
か
っ
た
 

ア
ド
 

ベ
ン
 

チ
ヤ
 

一
 

ゲ
—
ム
 

や
 

本
格
的
 

デ
—
 

夕
べ
—
 

ス
 

な
ど
 

R
 

◦ 
 

M
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
で
は
、
 

味
わ
え
な
 

か
 

つ
た
 

ソ
フ
ト
が
 

增
え
 

る
と
 

思
う
。
 

M
 

s
 
 

X
 

の
 

遊
び
が
 

変
る
 

の
を
 

期
待
し
た
 

\ 
 

〇 

M
S
X
 

シ
ス
テ
ム
で
 

こ
れ
か
ら
 

多
く
 

用
 

い
ら
れ
る
の
は
、
 

3.
5 

、
3
イ
ン
チ
の
マ
イ
 

ク
ロ
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
ス
ク
に
 

な
る
と
 

思
 

わ
れ
る
。
 

デ
ィ
ス
ク
 

自
体
が
 

コ
ン
 

パ
ク
 

ト 

で
、
 

場
所
を
 

取
ら
ず
、
 

持
ち
運
び
に
 

便
利
 

で
、
 

扱
い
 

易
い
 

の
が
い
 

い。
 

ま
た
'
 
 

デ
ィ
 

ス
 

j
 

ッ
ト
 

が
よ
く
で
 

き
て
い
て
、
 

デ
 

ィ
ス
 

ケ
ッ
ト
 

自
体
が
、
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
 

ケ
-
 

ス
に
 

し
つ
 

か
り
 

お
さ
ま
つ
 

て
い
て
、
 
 

デ
—
 

夕
や
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

*
 

き
 

込
み
を
 

行
う
 

と
 

こ
ろ
に
 

シ
ャ
ッ
 

タ
—
 

が
 

取
り
付
け
ら
れ
て
 

f
 

い
る
。
 

ユ
—
 

ザ
—
 

が
む
 

や
み
に
 

デ
—
 

夕
を
 

壊
さ
な
い
 

よ
う
 

親
切
な
 

設
計
に
 

な
っ
て
 

い
 

る
。
 

M
S
X
 
 
D
O
S
 
&
 
D
i
s
k
 

B
A
S
I
C
 

f
e
 

M
 

s
x
—
D
O
S
 
 

は
、
 

M
S
X
 
 

マ
シ
ン
 

用
の
 

ソ
フ
ト
 

開
発
の
 

た
め
の
 

デ
ィ
ス
ク
.
 

オ
ペ
 

レ
—
 

テ
 

ィ
ン
グ
.
 

シ
ス
テ
ム
 

で
あ
る
。
 

2
2
>
<
—
〇
〇
£
/
5
は
米
|
0
0
:
5
を
は
じ
 

め
、
 

日
本
の
 

16
 

ビ
ッ
ト
 

マ
シ
ン
で
、
 

採
用
 

さ
れ
て
 

い
る
 

M
S
—
D
O
S
 

の
 

8 
ビ
ッ
ト
 

版
で
、
 

M
S
I
D
 

-0
 

S 
と
は
、
 

フ
ァ
イ
ル
 

コ
ン
パ
チ
ブ
ル
 

に
な
つ
 

て
い
る
。
 

と
 

言
つ
 

て
 

も
 

良
く
 

わ
か
ら
な
い
で
 

し
よ
う
が
、
 

D 

O
S
 

と
は
、
 

デ
 

ィ
ス
 

ク
を
働
 

か
せ
る
 

た
め
 

0 
ノ
心
 

る
よ
ぅ
 

ぃ
 と
 
^
 ̂
!
^
^
^
 
 

纟 
：、• 

デ
ィ
，
 

ル
の
 完
全
な
 互
換
：
 

D
i
s
K
B
A
S
I
C
 

は
 
 

M
S
X
 

マ
 

シ
ン
に
 

内
蔵
さ
れ
 

て
い
る
 

B
A
S
I
C
 

に
 

コ
マ
ン
ド
が
 

用
意
さ
れ
 

て
い
る
 

一。
 

し
か
し
、
 

D
i
 

s
k
B
A
S
I
C
 

を
 

吏
ぅ
た
 

め
 

r
 

の
 

ソ
フ
ト
が
 

必
要
で
、
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

炉
 
 

買
え
ば
 

付
属
さ
れ
 

て
い
る
 

で
し
 

.
よ
う
。
 

ト
ゥ
 

ェ
ァ
、
，
，
 

こ
れ
が
な
ぃ
と
れ
ユ
^
^
^
 

ぃ
 

く
ら
 

コ
ン
ビ
 

^
 

J
m
l
l
 

ュ
—
夕
 

に
 

デ
ィ
，
^
 

ス ク
を
讓
 
し
^
^
^
^
^
^
/
 

て
も
何
に
も
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

M
S
X
—
D
O
S
 

は
、
 

C
P
\
M
 

で
 

作
 

成
さ
れ
た
 

多
く
の
 

ア
プ
リ
 

ケ
—
 

シ
ョ
 

ン
ソ
 

フ
ト
が
2
$
>
<
 
 

— 
 

0 
 

0
<
/
3
で
利
用
で
き
る
。
 

C
P
/
 

M
 

も
 

8
 

ビ
ッ
ト
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

の
 

D
O
S
 

の
 

一
つ
で
、
 

C
P
\
M
 

の
ソ
フ
 

卜
は
 

数
多
く
 

販
売
さ
れ
 

て
い
る
。
 

要
は
'
 

C
P
\
M
 

で
 

作
ら
れ
た
 

デ
—
 

夕
や
 

ソ
フ
ト
 

が
 

M
S
X
—
D
O
S
 

と
 

互
換
性
が
 

と
れ
て
 

い
る
と
 

い
う
 

こ
と
、
 

ま
た
、
 

M
S
X
-
D
 

O
S
 

を
 

使
ぅ
 

と
、
 

各
種
 

高
級
 

言
語
 

(
F
O
 

R
T
R
U
N
'
 
 

C
O
B
O
L
)
 

簡
易
 

言
語
 

の
 

M
U
L
I
 

-
I
 

P
L
A
N
、
 

マ
シ
ン
 

語
 

開
発
 

の
た
 

め
の
 

ア
セ
ン
ブ
ラ
が
 

利
用
で
 

き
る
 

よ
 

、
っ
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

但
し
、
 

自
分
で
、
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

開
発
し
 

な
い
 

方
に
は
、
 

あ
ま
 

り
 

必
要
と
 

し
な
い
の
 

も
 

W
K
 

で
'
 
 

初
心
者
 

の
 

方
は
、
 

次
に
 

説
明
す
 

る
 

D
i
s
k
B
A
 

S
I
C
 

を
參
考
 

に
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

D
i
s
k
B
A
S
I
C
S
、
M
S
X
 

—
 

D
O
S
 

で
は
、
 

難
し
い
 

初
級
 

ュ
—
 

ザ
—
 

に
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

容
易
に
 

使
え
る
 

よ
う
に
 

考
え
 

ら
れ
 

て
い
る
。
 

g
 
 

D
i
 
s
k
B
A
S
I
C
 

_
 
の
プ
 
□
グ
ラ
ム
は
、
 

い
ま
 

ま
で
の
 
 
Q
Q
A
S
,
I
C
 
 
+
 

デ
ィ
 
ス
ク
 
専
用
 
コ
マ
 

1
1
1
1
1
1
 ̂
 
 A
 
ド
で
 
構
成
さ
れ
 
ま
 

w
 ̂
 

す
 。 

D
i
 
 
s
k
B
A
 

•ハ 
M
-
 

^
 

S
I
C
 

を
 

使
っ
 

て
い
る
 

1
 
 

う
ち
に
、
 

デ
ィ
 

ス
ク
の
 

1
 

基
本
 

構
造
が
 

へ
す
 

こ
し
は
 

わ
か
 

る
よ
う
 

に
な
る
 

で
し
ょ
う
。
 

ま
た
'
 
 

M
S
X
!
D
O
S
 

と
 

D 

.
1
 
 

s
 
 

k
 
 

B
 
 

A
 
 

s
 
 

I
 

C
 
 

は
、
 

-
7
 

ア
イ
 

ル
の
 

完
全
な
 

互
換
性
が
 

あ
リ
 

ま
す
の
で
、
 

D
O
S
 

を
 

持
っ
 

て
い
る
 

人
で
 

も
、
 

D
i
s
 

k
 

B
A
S
 

1
C
 

が
 

使
え
る
 

ょ
う
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
は
 

便
利
/
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

市
場
に
 

お
 

目
見
え
す
 

る
の
 

は
、
 

来
年
 

も
 

3 
月
に
 

な
っ
て
 

各
社
か
ら
 

ア
 

ナ
ウ
 

ン
ス
が
 

あ
る
と
 

思
う
 

が
 

.
 

。 
デ
ィ
ス
ク
は
、
 

と
て
も
 

便
利
な
 

機
械
で
、
 

| 
度
 

手
に
 

す
る
と
、
 

も
う
 

放
す
 

こ
と
が
 

で
 

き
な
く
な
る
 

ほ
ど
で
、
 

そ
の
 

価
値
は
 

使
っ
 

て
 

見
て
 

初
め
て
 

実
感
す
 

る
と
 

思
い
ま
す
。
 

ア
ド
 

ベ
ン
 

チ
ヤ
ー
 

ゲ
—
厶
 

や
 

教
育
 

用
ソ
 

フ
ト
 

ウ
ェ
ア
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

用
に
 

簡
易
 

作
 

表
 

シ
ス
テ
ム
 

に
と
'
 
 

幅
広
く
 

活
用
で
 

き
る
 

こ
 

と
は
 

ま
ち
が
い
 

あ
リ
 

ま
せ
ん
。
 

来
年
の
 

三
月
に
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

皆
様
の
 

前
 

に
 

登
場
し
た
 

頃
、
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
で
は
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

活
用
 

法
な
 

ど
、
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

使
っ
 

た
た
の
 

し
い
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

紹
介
し
 

た
い
と
'
 
 

今
か
ら
 

策
を
 

練
っ
 

て
お
り
ま
す
。
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輊 くて フ アツ シヨ ナブルで、 キヤ リングが 楽しく なる H 立の パソコン、、 H 
カセ感 党で 手 経に 持ち 逆び できる のが 特徴 0 友 だち のと ころに 持って いって ソフト 

の 遊び 方を 教えて あげる、 な〜 んて ときに {±1 触 W) マシン だ。 RF コンパ、 

作 装備して いるから 家庭 用 テレビが あれ^、 どこでも コン ヒュー ティング できる， 
さて、 これで キミの 評判 もす こしは アップす るかな？ 

1、 ラジ 
rC ソフト 

《一夕を 標 

，できる。 

會 前面に フ アンク シヨ ン キ^ ■の 使 ▲表示が し そ‘ るから、 
憶 力の 悪い という 人に も、 簡単に 操作で きる から ご 安心を！ 

會 キャ リング ハン ドルを 手前に 引く と、 持ち運びが 自由自在 0 
まさに ヤング 向けと いえそう。 c デザインは、 まさに ヤング 向 ( 

會 本体に ワン タ ッチで 着脱で き る 電源 ユニット 。 

. 

ぞ
く
ぞ
く
 

M  s  X 
マ
シ
ン
が
 
デ
ビ
 
ユ
—
 
す
る
 

な
か
、
 

デ
ザ
イ
ン
 

的
に
 

目
立
つ
 

て
い
る
 

の
が
、
 

日
立
の
 
パ
ソ
コ
ン
"
 
H
1
 
%
 
A
4
 
サ
イ
ズ
と
 
い
 

ぅ
 コ
ン
パ
ク
ト
な
 ボ
 デ
イ
に
、
 
引
き
出
し
 式
キ
 

ヤ
リ
ン
グ
 
ハ
ン
ド
ル
が
 
な
ん
と
い
 
つ
て
も
 
画
期
 

的
。
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
が
 
本
体
 
n I 

ナ
 I 
ぎ
り
ぎ
り
 

ま
で
き
 

て
い
る
 

た
め
、
 

ス
マ
 

ー トに
 

ま
と
ま
つ
 

て
い
る
 
の
が
 
特
徴
 
だ
。
 

H
1
 

に
は
、
 

日
立
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 

サ
ウ
ン
ド
 

プ
レ
イ
と
 

ス
ケ
ッ
チ
 

(
お
 

絵
描
き
)
 

の
 

ソ
フ
ト
 

が
 

内
蔵
さ
れ
 

て
い
る
 

の
で
、
 

ス
イ
 

ツ
チ
を
 

入
れ
 

る
と
 

す
ぐ
に
 

メー
 

I 
ュ
—
 

画
面
が
 

表
示
さ
れ
 

る。
 

サ
ウ
ン
ド
 
プ
レ
イ
を
 
楽
し
み
た
い
 
人
は
、
 
キ
 

0 

•
ボ
—
 
ド
が
 
鍵
盤
に
 
早
が
 
わ
り
し
て
 

❶ 
を
；
 
 
2、 
8
0
0
円
 

押す と々 ド" の 音が 出たり と 手軽に 楽し 

める という 
わけ ネ。 才—デ ィオ 出力

端
子
 

内蔵 
だから 

手持ちの 

アンプと 

スピ— 

力— 

で、 
迫力 
ある 
コンビ 

ユ—タ 

サ
ウ
ン
ド
が
 

プ 

レイで 

きる。 

ス
ケ
ッ
チ
 

も
 

簡
単
 

操
作
。
 

色
と
 

位
置
を
—
 

し
て
 

あ
げ
る
 

だ
け
で
、
 

お
 

絵
描
き
 

も
 

自
由
自
在
。
 

1
6
 

色
 

カ
ラ
—
 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
、
 

動
画
が
 

可
能
 

な
 

ス
プ
ラ
 

イ
ト
 

機
能
 

も
つ
 

い
て
い
る
 

と
い
う
 

パ
 

ワ
 

フ
ル
な
 

設
計
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

フ 
ア
ツ
 

シ
ョ
 

ナ
ブ
ル
な
：
 

ハ
ソ
 

コ
ン
を
 

と
い
う
 

人
に
は
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
間
5
>
<
マ
シ
 

ン
 

だ
。
 

11
 

月
 

21
 

日
 

発
売
 

予
定
。
 

本
体
 

価
格
 

6 
万
 

ラ
ジ
カ
セ
 

で
 

手
鼷
 

U
S
 

ベ
る
 

日
立
 

パ
 

■
ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ
占
 

1
-
.
 
 

. 
J
s
n
a
 

4? 
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ソニー HB  55 は、 同社の SMC  777  (ス リー セブン） と 合わせて、 ひとびとの HIT  BIT という コン セプ ト でつく られ た。 だれに でもす ぐ 

使える、 簡単で 便利な パソコン 入門 機と して 設計され ている ため、 データ カートリッジを 系し 込む だけで、 すぐに コンピュータ として 

働き はじめる。 キーボードは ひらがな カタ カナ 対応で、 使いやすい 50 音 配列を 採用した、 ビギナー 向けの わかりやすい バソコ ン である。 
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SONY. 
•ユニークな 形の ジョイスティック。 左右 ト リガー の 切り かえが  攀 HB-55 の メイン ボード。 BASIC  ROM  2 つの F に、 住所録な ど 

でき、 どちらの 手で も 操作が 可能 0  を 焼き 込んだ、 ソニー 独自の ROM が ある- 

•プリンタ インターフェイスと、 電源 コンセント。 スイッチと 連  黍 ジョイス ティ ック 接続 端子 2 人で 楽しめる ように'  2 本つな 

動して いるので、 モニターの 消し 忘れが なくなった。  げる のが ウレ シイ。 

隱川 mm 川 mmm 川 II 

涵: ， .. aB —  •! 

r  1 
•ひらがな 対応の キーボード。 アルファベットは どうも ニガ テと  零 右から 順に、 RF 出力、 チ ゃンネ 刀り かえ、 ビデオ 出力、 オー 

いう 人には うれしい マシン だ。  デ ィオ 出力、 カセット インター フェイス， 

m'TT'TT  m  m  i  f  f  y  1  1 
______________  ^ 
______________  < 

flilMMHHMHHieiMi' 

攀 

H
B
 

5
5
 の
 
最
大
の
 
特
徴
は
 
何
と
い
 
つ
て
も
 

ス
ケ
ジ
 
ユ
—
ル
 
管
理
か
ら
 
住
所
録
 
作
成
、
 
そ
し
 

て
 伝
言
板
な
 
ど
 用
途
に
 
合
わ
せ
て
 
活
用
で
 
き
る
、
 

独
自
の
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 
内
蔵
し
て
 
い
る
 
点
で
 あ
る
。
 
初
心
者
で
 も
 キ
—
ボ
 I 
ド
を
 た
た
く
 だ
 

け
で
、
 
簡
単
に
 
ス
ケ
ジ
 
ユ
—
ル
 
や
 住
所
録
を
 
作
 

成
、
 
検
索
す
 
る こ

と
が
で
き
る
 
わ
け
 
だ
。
 

家
族
 
同
士
の
 
連
絡
 
も、 

パ
ソ
コ
ン
に
 
打
ち
 
こ 

ん
ヤ
 
メ
モ
が
 
わ
り
 
ぬ
す
れ
ば
、
用
紙
が
 

^
 -< 今

し
 

つ
た
と
 
か、 

字
が
 
わ
か
り
に
く
 
い
と
い
つ
 
た
こ
 

と
も
な
く
、
 

正
確
に
 
伝
え
る
 
こ
と
が
で
き
 

る
と
 

い
う
 
わ
け
。
 
な
に
し
ろ
 
ひ
ら
が
な
 
対
応
 
だ
か
ら
、
 

わ
か
り
や
す
 
い
こ
と
は
 
こ
の
 
上
な
い
。
 

バ
ッ
 
テ
リ
—
 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
 
機
能
で
、
 
電
源
 

を
 切
 つ
て
も
 
デ
—
 
夕
は
 
そ
の
ま
ま
 
力
—
 
ト 
リ
ツ
 

ジ
に
 
残
る
 
の
 も
 特
徴
の
 
ひ
と
つ
。
 
う
つ
か
り
 
電
 

源
を
 
切
 
つ
て
も
 
あ
わ
て
る
 
必
要
は
 
な
い
。
 

デ
ザ
イ
ン
は
、
 

か
た
く
な
ら
な
い
 

よ
う
に
と
 

い
う
 

i
 

か
ら
、
 

わ
り
と
 

才
—
 

ソ
ド
ツ
 

ク
ス
な
 

ボ
デ
ィ
に
 

な
つ
た
。
 

前
面
に
 

丸
み
が
 

あ
り
、
 

な
 

か
な
 

か
 

親
し
み
や
す
い
の
 

だ
。
 

色
は
、
 

シ
ル
バ
 

I
 
と
 
レ
ッ
ド
が
 

あ
る
が
、
 

や
は
り
 

女
性
に
は
 

赤
 

を
 

お
す
す
め
し
た
い
 

。
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ツ
ク
 

は、
 

T
 

を
 

思
わ
せ
る
 

ユ
ニ
 

—
ク
な
 

形
で
、
 

本
体
と
 

組
み
合
わ
せ
た
 

デ
ザ
イ
ン
 

も
な
か
な
 

か
い
い
。
 

フ ト
ウ
 
エ
ア
 
も
 今
か
ら
 
迪
營
 
で、 

ゲ
 —
ム
、
 

ジ
 ネ
ス
、
 
教
育
と
 
今
後
 
も
 楽
し
み
な
 
マ
シ
ン
 

で
あ
る
。
 発
売
！
 M
W
 11 月

 21 日。 
本
体
 
価
格
 
5 
万
 4、 8

0
0
 
円
。
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ia 、お付き あ t 、かてき るハソ コンを h 指して 

:签 から 発 衣され た MSX マシン ML  80000 

キミの ハソ コン レベルに 合わせて 打ち出され 

た 尚 辺 機器は、 拡張 性を 広げ、 買った その II 

から ハソ コンを mil  g 在に 楽 しませて く れ る。 

丛本 構成に 欠 力せ ない データ レコーダ、 ディ 

スフ レイから 各 神 オプションまで、 デザイン、 

操作 性 を 統一し、 ： .凌の 総合 技術は、 キミの 

ハソ コン ライフ を 完全に バツ ク アツ ブ する。 

周
辺
機
器
の
 
ユ
 I II ク

&
で
 
は
 ト
 ッ
プ
 

_u
ir
 

八
—
 

ソ
ナ
ル
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

ー
タ
 

_
 

—
©
 

回
 

回
 

回
 

三
菱
の
》
5
>
<
マ
シ
ン
は
何
と
い
つ
て
も
そ
 

の
 周
辺
機
器
の
 
お
も
し
ろ
さ
 
を
ま
ず
 
説
明
し
た
 

い。 
オ
プ
シ
ョ
ン
の
 
テ
ン
 
キ
—
 
は、 

家
計
簿
の
 

数
値
 
入
力
な
 
ど、 

キ
—
ボ
 
I 
ド
に
 
慣
れ
て
 
い
な
 

い
 人
に
 
も
す
 
ぐ
に
 
使
い
こ
な
せ
 
る
し
、
 
テ
レ
ビ
 

プ
リ
ン
タ
は
、
 

任
意
の
 
T V 画

面
 f
 ワ
ン
 
タ
ッ
 

チ
で
 
コ
ピ
—
 
で
き
る
 
の
で
、
 
料
理
番
 
組
の
 
放
送
 

画
面
を
 
コ
ビ
—
 
し
て
 
活
用
す
 
る
と
 
い
ぅ
の
 
も
 
可
 

能
な
 
わ
け
 
だ
。
 
い
ち
い
ち
 
メ
モ
を
 
と
ら
な
く
て
 

す
む
 

か
ら
、
 

利
用
 

度
は
 

高
い
。
 

ダ
ィ
ヤ
 
ト
！
 
ン
の
 
音
楽
 
ロ
ボ
ッ
ト
 

"
ロ
ボ
 
テ
 

ィ "
と
 
シ
ス
テ
ム
 
化
す
る
 
と
 今
ま
で
 
以
上
に
 
ミ 

ユ
—
 
ジ
ツ
ク
 
ラ
ィ
フ
を
 
広
げ
る
 
こ
と
が
で
き
る
 

し、 
ミ
ニ
 
ロ
ボ
 
ツ
ト
 
々
ム
 I 

ブ
 
マ
ス
タ
—
々
 
を
 操
 

作
し
て
、
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

上
の
 

二
次
元
の
 

世
界
 

か
ら
、
 

三
次
元
 

シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

シ
 

ョ
ン
を
 

楽
し
む
 

な
ど
、
 

他
社
て
 

は
 

み
ら
れ
な
い
 

も
の
が
 

あ
る
 

こ
の
 
一 台
か
ら
 
広
が
る
 
パ
ソ
コ
ン
 
ラ
イ
フ
は
、
 

ま
さ
に
 
ひ
と
り
よ
り
 
家
族
 
み
ん
な
で
 
使
え
る
 
パ
 

ソ
 n 

ン 
へ
と
、
 
三
菱
の
^
 
H
t
 体
技
 
術
、
 
才
—
デ
 

ィ
オ
 
技
術
、
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
 
技
術
、
 
通
信
 
技
術
、
 

メ
カ
 
ト 

ロ
ニ
 
ク
ス
 
技
術
と
、
 
す
べ
て
の
 
技
術
が
 

周
辺
機
器
に
 
活
か
さ
れ
て
 
い
る
。
 

シ
ス
テ
ム
 

コ
ン
ボ
 

感
覚
で
、
 

さ
ら
に
 

高
次
 

元
 

へ
と
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

組
み
上
げ
て
 

い
き
た
い
 

キ
ミ
 

に
は
、
 

ま
さ
に
 

必
需
品
と
 

い
つ
て
も
 

過
言
で
は
 

な
い
 

は
ず
 

だ。
 

11
 

月
 

21
 

日 
発
売
 

予
定
。
 

本
体
 

価
 

格
 

一〇
 

万
 

9、
 

8
0
0
 

キ
キ
い
 
に
の
で
 
時
 
^
 

ン
 
。
て
ち
 
簿
に
厶
 
可
 

テ
ン
れ
 
た
計
黾
 

ラ
 
も
 

の
 
ョ
慣
ん
 
家
 
齡
グ
ぷ
 

自
シ
 
に
さ
。
 
が
 
口
久
 

独
ブ
ド
 
母
め
 
カ
ブ
—
 

菱
才
一
 
お
す
 
A
 

.
進
 

ホ
ぃ
 す
 胤
る
 16 

I
 
な
お
 
数
き
 
の
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會 右に あるのは テンキーの インタ— フェイス。 マシン 
が 楽になる u ジョイスティックは 2 本まで 接続 可能 0 

語 入力 
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バ |
 |
 |
 :
ヒ
ク
タ
|
八
>
パ
ソ
コ
ン
醫
〇
0
®
 

才
—
デ
 

ィ
オ
と
 

ビ
デ
オ
の
 

専
門
 

メ
—
 

力
—
 

で
 

あ
る
 

ビ
ク
タ
 

I 
が
 

発
表
し
た
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
は
 

や
は
り
 

A 
V
 

を
 

n 
ン
ト
 

ロ
—
 

ル
 

コ
ン
 

だ
。
 

ビ
 

ク
タ
—
 

で
 

開
発
し
た
 

ビ
デ
オ
 

デ
ィ
 

ス
ク
 

シ
ス
テ
ム
 

口
—
 

ル
す
 

る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
、
 

実
写
の
 

映
像
を
 

i
 

に
し
て
 

高
度
な
 

ゲ
—
 

ム
^
*
 

し
む
 

こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
 

い
う
か
ら
、
 

リ
ア
 

リ
テ
 

ィ 
の
な
い
 

ゲ
—
 

ム
に
不
 

鴉
を
 

も
つ
 

て
い
た
 

キ
ミ
 

に
は
 

何
と
も
 

う
れ
し
い
 

限
り
 

だ
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

か
ら
の
 

文
字
 

や
 

図
形
を
 

テ
 

レ 

ビ
 

、
ビ
デ
オ
、
 

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
の
 

画
像
と
 

合
 

成
し
、
 

ビ
デ
オ
の
 

タ
イ
ト
ル
 

編
集
な
ん
 

か
に
 

活
 

用
し
た
ら
 

ど
う
か
な
。
 

音
で
 

楽
し
む
な
ら
、
 

M
I
D
I
 

を
 

接
続
し
て
、
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 

I 
や
 

ス
テ
レ
オ
 

キ
 

I 
ボ
—
 

ド
と
 

結
び
、
 

R
O
M
 

力
—
 

ト
リ
 

ツ
ジ
に
 

自
動
 

演
奏
 

や
 

作
曲
な
 

ど
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

差
し
込
め
ば
、
 

簡
 

単
に
よ
り
 

創
造
的
な
 

ミ 
ユ
—
ジ
 

ツ
ク
を
 

楽
し
む
 

こ
と
 

だ
つ
 

て
で
 

き
る
。
 

才
 
1 
デ
イ
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
 

同
社
で
は
 

4
^
用
ビ
デ
ォ
 

"-1
 

>
:
1
:
5
方
式
」
 

の
 

開
発
を
 

契
機
に
、
 

音
と
 

映
像
で
す
 

ば
ら
し
い
 

発
展
を
 

し
て
き
た
 

が
、
 

今
後
の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

に
も
、
 

ビ
ク
タ
 

I 
独
自
の
 

パ
ッ
 

ケ
—
ジ
 

型
 

ニ 
ユ 

I
 

メ
デ
ィ
ア
の
 

|
 

環
と
 

し
て
、
 

そ
の
 

特
徴
を
 

A
 

V
 

に
お
い
て
 

い
る
 

こ
と
が
、
 

ビ
 

ギ
ナ
—
、
 

マ
ニ
 

ア
を
 

問
わ
ず
 

浸
透
し
て
 

い
く
こ
と
 

が
 

間
違
い
な
 

い
と
 

思
わ
れ
る
。
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mmi  _ 

音と 映像を 自由に あやつる まったく 新しい パソコン。 ビクターが 待 

望の A V ゾーンへ 向けて 開発した AV パーソナル コンピュータ ''H 

C-5、、。 ゲーム や ビジネス、 学習 だ {尺 なぐ テレビ、 ビデオ、 V 

HD、 そして ステレオ、 キーボードな どと 結びついて、 豊かな AV 

ライフが、 今、 ここに 始まろうと している。 今回、 紹介す る マシン 

および 周辺機器は すべて 参考 出品で ある こと も 付 (伽え て おこう 0 
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•ぶた 丸 パンツ 
主人公は 子豚の ぶた 丸！？ い じ わるな 「雷の パンツ 君」 
が 落とす 卵を どんどん 受けと めて、 赤い 卵なら 投げ返 

して やっつけよう/  でも 卵に 熱中して いると 今度は 

横から 「ちりとり オジ サン」 が …… 。 卵の 毅 と一 緒に 
掃除され ないように ジャンプ/  ハラハラ ド キドキ の 

ギャグ ゲーム。 

•フルーツ サーチ 
どの 女の子の お 皿に、： 

どの フルーツが 載って 
いるか？ ヒントを 手 

がかり に、 銳い 推理で 

正解を 探し出そう/ 

順序よ く 考えて いかな 
いと、 もう 頭の 中は メ 

チャ クチャ。 これで 頭 

を 訓練 すれば、 学校の 

成績 もどん どん 上がる？ 
楽しくて ためになる、 

おも しろ 推理 ゲ ー ム。 

•ピクチャー パズル 

ブタ 君、 ウマ 君、 ワニ 

君、 ゾウ 君、 ネコ 君、 き 
数字、 ひとつ 選んで 16 

分割の 画面に 入れよう < 

意地悪な コンピュータ 
に バラ バラに されて し 

まった 絵を、 君は 何分 

で 復元で きる か？  刻 

々 と 時間は 過ぎて いく 

世界記録を めざして 急 

げ/  君の 知能の 限界 

に 挑戦す る、 パズル ゲ 

ームの 傑作。 

〇 



焱办 舔戏脊 彰资眘 3 
移舔 璩移焱  焱 

你*  ms 
崁许焱  资蹵 

•スペース • メイズ •アタック 

君達の 畚陸 船が 「迷路 惑星」 に 迷い こんで しまった。 

さあ、 マ ザ ー シップ （母船） に 乗って 仲間を 救い出 そ 
う/  恃 ちかまえ る 敵戦閜 機の 攻擊を かわし、 迷路を 

く ぐり 抜け、 最後に 者 陸 船に ドッキング できる まで、 

運動神経と 推理 力が 同時に 必要な、 スリ ル あふれる レ 
スキ ニ 

-ゲ .ー ム。 

.スーパー スネ ー ク 

君は ドン 欲な へビ だ/  四角い ジャングルの 中で、 ど 

ん どん 「得点 エサ」 に カ ミつ いて ハイス コアを めざ そ 
う/  壁 や 自分の) IH 体に ぶつかる と 死んで しまう から、 

ぐるぐ る ト グロを 巻いて 逃げ場が なくなったり しない 

ように 注意す る こと。 スピード 感も バッチり の 傑作 反 

射 ゲーム 0 

IH 料 IL の G23 ワンダ 
ー ラン ドに、 たく さん ソフ 

が勢ぞ ろい/  いずれ 劣 らぬ名 キヤ 

ラク ターが、 スリルと ス ピー ドで あなたの 心を とりこに します c 

# ドラゴン アタック 

恐るべき 生命力を 持つ 

ドラゴン 軍団が 攻めて 

くる/ 君の 武器は、 ユーモラスな カ ニ 型 戦 

車 1 台 だけ だ。 おぞま 
しい ドラゴンは、 胴体 

を 撃ち 抜いても 分裂し 

てす ぐ 生き返って しま 

敵の 弱点は どこな のか？ 君の 反射神経 

を 鍛えな おす、 興奮と 

緊迫の バトル ゲーム/ 



映画の 中 じ や、 • 
コン ピュ づ に 強いんだ けど ね_~ 「酔 拳 （ド ランク •モンキー） j で 日本に デビューして 以来、 確実に 日本の フアンを 増やし 続けて い / 
る ジャッキー. チェン。 日本で 公開され だ 主演 映画 もす でに 十二 本。 きわめて 優秀な 興業 成績を あげ 

ている し、 テレビ 上映での 視聴率 も 高い。 少し ばかり 映画の タ イブは 違 ラ かもしれ ない が、 フ ルース 

• リー 亡き あとの 香港 カン フー 映画界を しよ つて 立つ 一大 明星で ある。  一 、  〆 4 

今年の 暮れから 来年 お 正月に かけても、 「龍 拳」 （12 月 17 日より 東 映 系 公開）、 「キャノン ボール 2」 

「プ ロジェ クト A  (仮題）」 と 3 本の 映画で 彼の 活躍ぶ りを たつぶ り 楽しめる はす だ。  *  ^ 

「キャノンボール 2」 では 再び、 日本人 レーサー 役で 出演。 まだ もや、 コンピュータ 装置を いつ ばい  \ 

積み込んだ 日本製 スポーツ カ— で レースに 参加す る。 前回よりも 見せ場は 多い とか。 香港の スタジオ  H  ' 、遍 

を 訪ねて、 「ブ ロジェ クト A」 の 監督 主演で 大 忙しの ジャッキー •チェンに コンピュータ について 語  / 
って もらった。  T 「 

マ
イ
 n ン

は
 1
 

で
 矣
流
行
 
だ
よ
 

日
本
で
 
も、 

た
く
さ
ん
の
 
中
学
生
 
や
 高
校
生
 

た
ち
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 
夢
中
に
 
な
っ
て
 
る
 

で
し
ょ
。
 香
港
で
 も、 最
近
、
 マ
イ
コ
ン
が
 

中
 

学
生
 
や
 高
校
生
た
 
ち
の
 
間
で
す
 
ご
く
 
流
行
し
て
 

る
み
た
い
。
 
日
本
の
 
秋
 葉
 原
に
 
匹
敵
す
 
る
 ぐ
ら
 

い
の
 
マ
イ
コ
ン
 
•
シ
ョ
ッ
プ
 
街
が
 
香
港
に
 
も
 あ
 

る
し
 
ね。 

僕
 自
身
 
も
、
 
そ
う
い
う
 
マ
イ
コ
ン
 
•
シ
ヨ
 

ッ
 

プ
に
 

I 度
 顔
を
 
出
し
て
 
み
た
い
 
と
は
 
思
っ
 
て
い
 

る
ん
だ
 
け
れ
ど
、
 
忙
し
く
て
 
な
か
な
か
 
行
け
 
そ
 

う
 も
な
い
。
 

だ
か
ら
、
 

残
念
な
が
ら
 

ま
だ
 コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 
タ
の
 
キ
ー
ボ
 
I ド

に
、
 
触
れ
た
 
こ
と
 
も
 

な
 い
ん
だ
。
 
映
画
 
(
キ
ャ
ノ
ン
 
•
ボ
—
 
ル) 

の
 

中
 じ
 
や、 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 
強
い
つ
 
て
こ
と
 
に
 

な
っ
て
 
い
る
け
 
ど
ね
。
 
も
と
も
と
 
メ
カ
は
 
大
好
 

き
で
、
 
な
に
し
ろ
 ク
ル
 マ
は
 四
ム
ロ
 持
っ
て
 い
る
 

し
 
(
ポ
ル
シ
ェ
、
 

ベ
ン
ツ
、
 

ホ
ン
ダ
、
 

オ
ペ
 
ル)、 

I
 階
か
ら
 
三
階
ま
で
 
家
中
 
才
—
デ
 
ィ
オ
 
だ
ら
け
 

っ
て
い
 
う
 生
活
 
だ
か
ら
ね
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 

受
け
 
い
れ
る
 
要
素
は
 
十
分
に
 
か
ね
そ
な
え
 
て
る
 

と 思
っ
 
て
る
ん
だ
 
け
ど
 
…
…
 

。 

あ
つ
、
 
そ
う
そ
う
、
 
少
し
 
話
し
が
 
横
道
に
 
そ
 

れ
る
 
け
れ
ど
、
 

わ
が
 
家
の
 

I 階
か
ら
 
三
階
ま
で
 

を
 埋
め
つ
 
く
す
 
電
化
製
品
 
た
ち
は
、
 
電
気
釜
 
か
 

ら
 最
新
 
才
—
デ
 
イ
オ
ま
で
 
な
ん
で
も
か
ん
で
も
 

日
本
製
た
 
よ。 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
 
で
し
よ
、
 

ソ
ニ
 
I 

で
し
よ
、
 

ア
 カイ
で
 

し
よ
、
 

卜
—
シ
 

パ
で
 

し
よ
、
 

ヒ
 
タ
チ
で
 
し
よ
 
…
…
 

(
笑
)
。
 

よ
く
 
友
達
と
 
冗
談
で
 
言
 
う
ん
だ
 
け
ど
、
 

も
し
、
 

ま
る
ま
る
 

I 日、 
家
で
 
日
本
製
 
品
を
 
使
わ
な
い
 

こ
と
に
し
た
ら
、
 

ま
ず
 
議
 
の
 ほ
と
ん
ど
の
 
家
 

の
 家
庭
生
活
が
 
麻
痺
 
し
ち
や
う
 
だ
ろ
う
 
っ
て
 
(笑)。 

雲
 

C
 

ビゲ
 

A
 

ISKB? き 。
パ
ッ
ク
 

マ
ン
の
 ウ
テ
は
 
畫
 

一 じ
 

や
な
い
 

か
な
 

話
を
 
元
に
 
戻
さ
な
 
く
っ
ち
 
や
い
 
け
な
い
 
ね
。
 

初
め
て
 
日
本
に
 
行
っ
た
 
と
き
、
 
ち
よ
う
 
ど
 イ
ン
べ
 

I
 
ダ
—
 
ゲ
—
ム
 
の
 最
盛
期
で
 
ね
、
 
僕
 も
 随
分
 
夢
 

• 

中
に
 
な
っ
た
。
 
あ
あ
い
 
う
の
っ
て
 
得
意
な
ん
 
だ
。
 

長
い
間
 
カ
ン
 
フ
ー
 
習
っ
 
て
き
て
、
 

ケ
ン
 
カ
に
 
役
 

立
っ
 
た
こ
と
 
は
な
い
け
 
ど、 

あ
あ
い
 
う
 も
の
に
 

は
 役
に
立
 
つ
ん
だ
よ
 
ね
。
 
な
に
 
か
 新
し
い
 
こ
と
 

を
 習
お
う
と
 
す
る
と
 
必
ず
 
人
よ
り
 
早
く
 
身
に
 
つ
 

け
る
 
こ
と
が
で
き
る
 
み
た
い
、
 
パ
ッ
ク
マ
ン
 
(
ア
 

メ
リ
 
カ
と
 
同
様
、
#
！
^
 
で
も
 
パ
ッ
ク
マ
ン
は
 
超
 

人
気
 ゲ
—
ム
 な
の
 だ。 

日
本
と
 同
じ
よ
う
な
 ゲ
 

—
ム
 
セ
ン
タ
—
 
が
 繁
華
街
の
 
ア
チ
 
コ
チ
に
 
あ
る
)
 

な
ん
か
は
 
得
意
 
中
の
 
得
意
で
、
 
多
分
 
香
港
で
 
も
 

I、 
二
位
の
 実
力
を
 持
っ
 
て
い
る
 と
 思
う
よ
。
 

38
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パ
ソ
コ
ン
 

as
ss
 

を 
や
 

〇
て
く
 

S
 

い
か
な
 

そういう 
わけで、 同じ コン ピユ— 夕で 

も 
テレビ 

ゲーム 

の 
方は 

得意なん 

だけど、 

パソコンの 

方は 

なんだか 

ムツ 

カシィ 

よう 

な 
気がして 

ね。 

なかなか 

手が 

出せないで 

いるんだ 

よね。 

パソコンで 

パックマン 

ば 

かりして 

いる 

わけには 

いかない 

ものね。 

一
〇
 

年
後
 

か
二
〇
 

年
後
に
は
 

必
ず
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

世
の
中
に
 

な
っ
ち
 

や
う
で
 

し
よ
。
 

そ
れ
 

ま
 

で
に
、
 

な
ん
と
か
し
 

な
く
ち
 

や
い
 

け
な
い
 

よ
ね
。
 

誰
か
 

家
庭
 

_
 

で
も
つ
 

け
て
 

く
れ
て
、
 

正
式
に
 

パ
ソ
コ
ン
 

教
え
て
 

く
れ
な
い
 

か
な
 

…
…
 

。 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

具
体
的
な
 

使
用
方
法
っ
て
 

こ
と
に
な
る
 

と
よ
く
 

わ
か
ら
な
い
。
 

ま、
 

映
画
 

で
 

使
う
 

っ
て
 

こ
と
に
 

な
れ
ば
、
 

特
撮
に
 

使
う
 

だ
 

ろ
う
ね
。
 

リ
ア
ル
な
 

画
面
が
 

撮
れ
る
 

だ
ろ
う
と
 

思
う
よ
。
 

ま
だ
、
 

具
体
的
な
 

計
画
 

は
な
い
け
 

ど
 

ね
。
 

カ
ン
 

フ
—
 

自
体
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

導
入
 

す
る
 

つ
て
 

こ
と
に
な
る
と
、
 

今
の
と
こ
ろ
、
 

見
 

当
 

も
つ
 

か
な
い
な
。
 

と
に
か
く
、
 

こ
れ
か
ら
 

も
ど
ん
 

ど
ん
 

楽
し
い
 

映
画
を
 

作っ
 

て
い
く
 

から
、 

日
本
の
 

皆
さ
ん
 

期 

待
し
て
 

ち
よ
う
 

だ
い
ね
 





•ウ エイブして い 't ゴメン ね 0  私 

•
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
と
 

音
楽
の
 

こ
と
を
 

い
つ
し
ょ
 

に
 

話
そ
う
と
 

す
る
と
、
 

ど
う
し
て
も
 

シ
ン
セ
 

サ
 

イ
ザ
 

ー 
•
ミ
ユ
 

ー 
ジ
ッ
ク
 

に
い
つ
 

ち
 

や
う
と
 

い
 

、
つ
の
は
、
 

ま
つ
た
 

く
も
つ
て
 

ゾ
ツ
 

と
し
な
い
。
 

そ
う
い
い
な
が
ら
、
 

デ
 

ペ
ッ
シ
ュ
 

•
モ
—
 

ド
を
 

聴
き
、
 

ス
パ
イ
ス
 

の
き
い
た
 

ポ
テ
ト
 

チ
 

' y.
 

プ
ス
 

の
 

お
か
け
で
 

焼
け
そ
う
 

な
 

舌
を
、
 

丸
い
 

コ
ッ
ブ
 

に
 

入
っ
た
 

3 灰
 

酸
 

水
で
 

な
だ
め
て
 

い
る
 

ア
 

•
夕
-
 

シ
。
 
 

さ
あ
、
 
 

い
く
 

ぜ
。
 

後
の
 

神
話
 

だ
 

も
ん
。
 

本
音
と
 

ポ
ー
ズ
 

が
め
 

ま
ぐ
 

る
し
 

い
ほ
 

ど
 

交
錯
し
て
 

い
て
、
 

可
愛
い
 

っ
た
 

ら
あ
リ
 

や
し
な
い
。
 

彼
が
 

や
た
ら
 

音
に
 

ぅ
る
さ
 

い
の
は
 

有
名
で
、
 

確
か
 

彼
の
 

誇
る
 

才
—
デ
 

ィ
オ
 

•
シ
ス
テ
ム
は
、
 

ナ
ヵ
 

ミ
チ
の
 

ア
ン
プ
 

/ 
.)
 

を
 

中
心
に
 

ほ
と
ん
ど
 

日
本
製
だ
っ
た
 

け
ど
'
 
 

ス
ピ
 

— 
力
，
—
 

だ
け
は
 

英
国
 

製
だ
っ
た
。
 

ニ
ュ
ア
ン
ス
 

は
 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
 

じ
 

や
な
い
 

つ
て
 

二
と
 

か
な
。
 

「P
.I
. 

L.
 

ラ
イ
ブ
 

•
イ
ン
 

•
ジ
ヤ
 

パ
ン
」
 

も
 

30
 

cm
 

45
 

回
転
 

2 枚
 

組
 

32
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
 

p 
 

c 
 

M デ
 

ジ
タ
 

ル
 

録
音
で
、
 

メ 
チ
ヤ
 

ク
チ
ャ
に
 

音
が
 

い
い
。
 

ラ
イ
ブ
 

盤
と
 

し
て
は
 

驚
異
の
 

音
 

だ
ね
。
 

.
ッ
プ
 

は、
 

「
D
E
S
S
H
 
 

M
O
D
E
 
 

co
n¬
 

st
  

ru
ct
io
n 
 

Ti
me
  

Ag
ai
n 
 

」 
 

彼
ら
の
 
 

3 
 

枚
 

目
の
 

ア
ル
バ
ム
。
 

前
 

作
 

同
様
 

と
て
も
よ
 

い
 

出
来
。
 

デ
 

ベ
ッ
シ
ュ
 

•
モ
—
 

ド
の
 

音
っ
て
、
 

ほ
と
ん
ど
 

マ 

シ
ン
に
 

よ
っ
て
 

成
り
立
っ
て
 

る
の
に
'
 
 

何
故
か
 

ト 
ラ
ッ
ド
の
 

香
り
が
 

漂
よ
ぅ
 

の
よ
 

ね。
 

機
械
と
 

人
間
の
 

や
さ
し
い
 

関
係
が
 

成
立
し
、
 

人
 

も
 

機
械
 

も
 

淡
々
 

と 
生
き
ら
れ
る
 

時
代
、
 

そ
ん
な
 

時
代
の
 

音
楽
を
 

思
わ
せ
る
 

。
コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

時
代
の
 

卜 

ラ
ッ
ド
 
.
 
な
ん
て
い
 
ぅ
と
 
^
 す
か
し
い
 
ね」 

書
い
て
 
る
 方
が
 
恥
ず
か
し
 
い
ん
だ
 
介
ら
、
 
キ
ミ
 

は
 別
に
 
恥
ず
か
し
が
ら
ん
で
 
よ
ろ
し
。
 

A(—： 一の 

リ
ズ
ム
の
 
ズ
 
レ
な
ん
 
か、 

機
械
の
 
揺
れ
動
く
 
感
 

情
っ
て
 
感
じ
。
 
お
す
す
め
。
 

•
 今
、
 
音
楽
を
 
語
る
な
ら
、
 

P. I. L. か
ら
 始
め
 

る
の
 
が
い
い
。
 
ジ
ョ
ン
 
•
ラ
イ
ド
ン
 

つ
て
、
 
最
 

.賛 3 裏 

て
 
•
議
,
 

と
こ
ろ
で
'
 
 
こ
こ
に
も
う
 
ひ
と
つ
 
P
.
L
L
 
の
 

ラ
ィ
ブ
 
•
テ
ー
 
プ
が
 
あ
っ
て
、
 
こ
っ
ち
の
 
方
が
 

ず
—
 
っ
と
 
リ
ア
ル
に
 
日
本
 
公
演
を
 
伝
え
て
 
い
る
 

わ
け
」
 
と
い
う
の
 
も、 

こ
れ
を
 作
っ
た
 
K 氏

は
 

尋
常
 
じ
 
や
な
く
 
 P. —.し が

 好
き
で
、
 

こ
つ
 
そ
り
 

と
っ
た
 
テ
ー
プ
 
を
 編
集
し
て
 
レ
—
 
ベ
ル
ま
で
 
作
 

っ
ち
 や
っ
た
 の
 だ。 

も
ち
ろ
ん
、
 儲
け
る
 つ
も
 

り
じ
 や
な
く
て
 

だ
よ
。
 好
き
 も
こ
 こ
ま
で
 く
る
 

と リ
ツ
 
パ
で
す
。
 
お
が
み
た
お
し
/
 

•
 

「
T
H
E
 
 

G 
r 

O
V
E
 

CD
 

c 
e 
 

su
ns
hi
ne
」 

何
 

を
 隠
そ
う
、
 

ス I 
ジ
 I 

& バ
ン
シ
 
1 .スの 

ス
テ
 

ィ
ー
ブ
 
•
ゼ
ブ
 
リ
ン
と
 
キ
ュ
ア
の
 
ロ
バ
ー
 
ト
.
 

ス
ミ
ス
が
 

2 人
で
 
作
っ
た
 
レ
コ
ー
 
ド。 

こ
れ
で
 

期
待
す
 
る
な
 
つ
て
 
方
が
 
無
理
な
ん
 
だ
け
ど
、
 

ジ
 

ヤ
ケ
ツ
 ト
が
 ひ
ど
く
て
 ね。 

那
ず
 か
し
い
 く
ら
 

い
な
 
わ
け
。
 
で
も
 
中
身
は
 
期
待
に
 
反
せ
ず
 
ス
ジ
 

バ
ン
 
ML 、 

キ
ュ
ア
 
虱
 と
り
ま
ぜ
て
 

美
し
い
で
 

き
 な
の
で
す
 

最
後
の
 
曲
に
 
「
何
が
 
な
ん
で
も
 
井
 

筒
屋
 
か
ら
 
銭
を
 
も
ら
わ
 
な
き
や
」
 
「
へ
い
」
 
と
い
 

う
 日
本
の
 
時
代
劇
か
ら
 
と
つ
て
 
き
た
だ
ろ
う
 
フ
 

G
A
N
G
^
l
r
-
 

, 

^
0
^
 •

 
「
G
A
N
G
 
 
O
F
 
 4
 
 
Hard」 

や
れ
 
デ
ィ
ス
コ
 

だ、 
軟
弱
 
だ
と
け
 
な
さ
れ
た
 
前
 作
 
「song  of 

T
h
e
 
 Free 

」 
だ
い
た
い
ね
 
え
、
 
昔
の
 
ソ
 リ
ツ
 

ド
な
 
ギ
タ
 
ー 
ワ
 ー 

ク
 と
か
を
 
求
め
る
 
の
が
 
間
違
 

つ
て
，
^
 よ。 

fcfc 日 ̂
 
ノ
ノ
 

(^.' よら
 ±t 日 7) 尸 |1/ ベ

ム
を
 

聞
け
ば
 

よ
い
。
 

と-
 

j ろ
が
、
 

今一
 

j 4
1
 

の
 

音
の
 

片
鱗
を
 

う
か
が
わ
せ
る
。
 

そ
し
て
 

こ
の
 

2 
年
 

ほ
ど
 

ア
ブ
 

ロ
—
 

チ
し
て
 

き
た
 

音
が
 

う
ま
く
 

調
和
し
て
 

い
て
、
 

本
当
、
 

す
て
た
 

も
ん
じ
 

や
な
い
 

レ
—
 
ズ
が
 
、
リ
ズ
ム
が
 
わ
り
に
 
使
わ
れ
て
 
い
て
、
 

よ。 

Eye 

不
思
議
な
 
効
果
を
 
生
ん
で
 
い
る
。
 
イ
ギ
リ
ス
 
人
 

に
と
 
つ
て
は
 
音
の
 
つ
な
が
り
な
ん
 
だ
ろ
う
 
け
ど
、
 

日
本
人
に
は
 
意
味
が
 
耳
に
 
つ
い
て
 
変
な
ん
 
だ
よ
 

ね
-
で
も
 こ
れ
は
 う
ま
く
 処
理
し
て
 あ
つ
て
、
 

す
ん
な
り
 
聞
け
た
。
 

満
足
、
 
満
足
。
 

•
 「
M
O
N
S
O
O
N
 
 
Third  Eye」 イ

ン
ド
の
 
二 

ュ ー 
ウ
 
H イ

ブ
。
 
シ
タ
 
I 
ル
の
 
音
と
 
女
性
の
 
声
 

が
 美
し
い
 
モ
ン
ス
—
 
ン
 。
先
日
、
 
私
の
 
友
人
が
 

イ
ン
ド
の
 
レ
コ
—
 
ド
屋
で
 
「
モ
ン
ス
—
 
ン
 あ
り
 

ま
す
 
か
」
 「
そ
ん
な
の
 
知
ら
ん
」
 
や
っ
ぱ
り
ね
。
 

•
で
も
ね
、
 
今
年
の
 
最
高
 
作
は
 
ア
ズ
 
テ
ッ
ク
.
 

カ
メ
ラ
の
 

12 イ
ン
チ
 
•
シ
ン
グ
ル
 

「walkout 

in  winter」 
だ
と
い
 
う
こ
と
 
だ
け
は
 
強
く
 
い
つ
 

て
 お
く
せ
。
 
元
気
に
 
な
り
た
い
 
人
は
 
聴
い
て
 
み
 

b
t
/
っ
 
こ
。
 

二
 
や
.
^
 

〇 
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濟
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キ
ミ
よ
 
曾
 略
を
 
駆
使
し
た
 

次
代
の
 
M
S
X
 
戦
士
 た
れ
 

敵
の
 
追
跡
 
•
攻
撃
を
 
フ
ッ
ト
 
ヮ
—
ク
 
良
く
 
か
わ
し
、
 
機
 

を
 見
て
 
攻
撃
に
 
転
じ
る
。
 
判
断
力
と
 
俊
敏
な
 
コ
ン
 
ト 

ロ 

— 
ル
が
 
要
求
さ
れ
 
る
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
 
I 
ム
 r 

胸
 ド
キ
、
 

の
 乙
女
心
で
 
待
ち
わ
び
 
て
い
た
 
M
S
X
 
ソ
フ
ト
、
 
そ
の
 

中
で
 
ダ
ン
ト
ツ
に
 
多
い
 
の
が
、
 
こ
の
 
ジ
ャ
ン
ル
 
だ
。
 さ
あ
 

心
を
引
き
締
め
、
§
5
>
<
の
戦
場
に
ィ
ザ
出
陣
/
 

ア
 ク
シ
 
3 
ン
 
•
ゲ
—
 
ム
の
ォ
 
モ
シ
 
ロ
味
を
 
一
言
で
 
表
現
す
 
る
と
、
 
や
 

つ
ば
"
 
_
 
さ
"
 
つ
て
 
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
ぅ
 
ネ
 。
と
に
か
く
 
_
 

さ
に
 
欠
け
る
 
ゲ
—
ム
 
つ
て
い
 
ぅ
の
は
 
楽
し
く
 
も
な
ん
 
と
も
な
い
。
 

そ
 

の
 点
 こ
の
 
ゲ
—
ム
 
'
キ
ミ
の
 
い
る
 
卜
—
 
チ
ヵ
に
 
攻
め
て
 
来
る
 
敵
を
 
片
 

つ 端
か
ら
 
機
銃
掃
射
 
し
て
い
く
 
だ
け
の
 
ガ
ン
 
タ
ン
な
 
ゲ
—
厶
 
な
が
ら
'
 

照
準
の
 
効
き
 
具
合
と
 
い
い
、
 
ダ
.
 
ダ
 
•
ダ
 
•
ダ
.
 
ダ
の
 
銃
声
と
 
い
い
 

実
に
 
リ
ア
ル
で
 
心
地
良
い
'
 
 
こ
の
 
音
を
 
聞
い
て
 
い
る
 
だ
け
で
 
も
 充
分
 

に
 痛
快
に
 
な
つ
ち
 
や
え
る
-
 

オ
モ
 
シ
ロ
い
 
の
は
、
 
チ
ヨ
コ
 
マ
 カ
し
た
 

®
 
の
 大
将
み
た
い
 

の
が
い
 
る
ん
だ
 
け
ど
、
 

コ
 イ
ツ
を
 
射
殺
し
ち
 

や
え
ば
 
卜
—
 
チ
カ
め
 

が
け
 
必
死
の
 
カ
ク
 
ゴ
 

で
攻
擊
 
を
し
 
か
け
て
 

来
て
 
い
た
 
兵
隊
た
ち
 

は
、
 
全
員
 
白
旗
を
 
上
 

げ
て
 
1
 
し
て
し
 
ま
 

う
こ
と
。
 

こ
の
辺
 

も
 

変
に
 
リ
ア
ル
で
 
オ
モ
 

シ
ロ
い
。
 
初
心
者
 
も
 

楽
し
め
る
 
ゲ
 ー 

ム
 

眠
れ
な
い
 
夜
は
、
 
羊
が
 
I
 匹
.
 
羊
が
 
二
 匹
っ
て
 
数
え
る
 
と
 
眠
り
に
 
入
 

リ
 や
す
い
っ
 
て
い
う
 
じ
 
や
な
い
で
 
も
さ
'
 
 羊
を
 
数
え
て
 
い
る
う
 
ち
 

に
 そ
の
 
羊
が
 
才
 才
カ
 
ミ
に
 
狙
わ
れ
て
 
い
な
く
な
 
っ
ち
 
や
っ
た
ら
 
ど
う
 

し
よ
う
 
$
 
に
 眠
る
 
こ
と
が
で
き
 
な
く
な
つ
 
ち
 
や
う
よ
，
 
•
て
な
 
ワ
 

ケ
で
 
羊
を
 
守
っ
て
 
や
ろ
う
 
…
…
 
と
い
う
の
 
が
 
こ
の
 
ゲ
 ー 
ム
牧
 
場
に
 

い
る
 
羊
た
ち
 
を
 太
陽
の
 
沈
む
 
前
に
 
柵
の
 
中
に
 
入
れ
て
 
や
ら
な
く
て
 
は
 

羊
は
 
オ
オ
カ
 
ミ
に
 
さ
ら
わ
れ
て
 
し
ま
う
'
」
 

で
も
'
 
 羊
を
 
柵
に
 
入
れ
る
 

こ
と
 
だ
け
を
 
考
え
て
 
い
れ
ば
、
 
そ
の
 
ス
キ
に
 
才
 才
カ
 
ミ
が
 
柵
を
 
開
け
 

て
 羊
を
 
逃
が
し
て
 
し
 

ま
う
 
と
い
う
 
わ
け
。
 

油
断
で
 
き
ま
せ
ん
 
な
 

ぁ。 
で
も
、
 
全
部
の
 

守
り
 
き
れ
ば
、
 

可
愛
い
 
i
 
が
 お
礼
 

を
し
て
 
く
れ
る
 
の
で
 

苦
労
の
 
し
が
い
は
 
あ
 

る
ね
-
、
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
 

I 
は
 み
ん
な
 
メ
ル
へ
 

ン
 チ
ッ
ク
で
 M
 
い
 

よ
'
 
 不
眠
症
の
 
人
 向
 

き
の
 
ゲ
 I 

ム
。
 

巨
大
な
 
へ
ビ
"
 
ニ
 
ョ
ロ
 
ル
ス
，
 

と
 §
 

く
 光
る
 
人
魂
が
 
飛
び
交
う
 
廃
 

虚
に
 
繰
り
 
/ A け

ら
れ
る
 
エ
ロ
エ
 
ム
 
エ
ッ
 
サ
エ
ム
の
 
世
界
 

ニ
 
ョ
ロ
 
ル
 

ス
と
 
人
魂
を
 
退
治
す
 
る
 人
間
に
は
 
分
身
 
(
ク
ロ
ー
 
ン
)
 
能
力
が
 
あ
る
 

ブ
ロ
ッ
ク
に
 
囲
ま
れ
た
 
迷
路
の
 
ょ
う
な
 
道
で
、
^
 

f ム
 ー 

ド
が
 
タ
ッ
 

プ
リ
な
 
戰
 
い
が
 
始
ま
る
 
の
 だ
 = 
f
 
と
く
れ
ば
、
：
 
H
：
 子
 架
が
 
当
然
め
 

こ
と
な
が
ら
 
登
場
す
 
る
"
 
こ
の
-
 K
 1
 K
 に
 触
れ
る
 
こ
と
で
、
 
人
間
が
 

ク
ロ
ー
 
ン
 能
力
を
 
持
つ
 
こ
と
が
で
き
た
り
、
 
f
 
退
治
す
 
る
 パ
ワ
|
 

を
 身
に
 
つ
け
る
 
こ
と
が
で
き
る
 

そ
う
、
-
 
H
 子
 架
が
 
こ
の
 
フ
 
ァ
イ
ト
 

の
 キ
—
ポ
 
イ
ン
 
ト
に
 

な
っ
て
 
い
る
の
 
だ
。
 

ル
—
 
ル
 &
 得
点
 
方
法
 

は
か
な
り
 
一
^
で
、
 

完
全
に
 
マ
ス
タ
—
 
す
 

る
に
は
 
時
間
が
 
か
か
 

る
。
 
し
か
し
、
 

そ
の
 

ぶ
ん
 
の
め
り
込
み
 
度
 

は
 高
い
。
 
サ
ウ
ン
ド
、
 

色
、
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
—
 

に
も
つ
と
 
迫
力
が
 
あ
 

れ
ば
 
'
こ
れ
は
 
i
 

■に 怖
い
 
ゲ
—
ム
 
だ
。
 

ビ
ル
に
 

仕
掛
け
ら
れ
た
 

階
段
を
 

上
が
り
'
 
 

屋
上
の
 

宇
宙
船
に
 

た
ど
り
 

付
く
 

ゲ
—
ム
 

。
も
ち
ろ
ん
、
 

次
々
 

に
 

II
 

つ
て
く
 

る
 

敵
は
 

い
る
 

わ
け
で
'
 

こ
い
つ
ら
 

の
 

動
き
 

か
や
つ
 

た
ら
め
 

つ
た
ら
 

早
い
：
 

こ
ん
な
 

連
中
に
 

ち
 

ょ
つ
 

と
で
 

も
 

触
れ
ら
れ
ち
 

や
う
と
、
^
;
 

れ
 

主
人
公
は
 

ビ
ル
か
ら
 

落
下
 

硬
い
 

地
面
に
 

叩
き
つ
 

け
ら
れ
 

死
ん
で
 

し
ま
う
 

…
…
 

と
い
う
 

ヮ
ケ
 

ね
。
 

ジ
ャ
ン
プ
 

•
キ
ー
 

を
 

上
手
く
 

使
う
 

の
が
 

ハ
ィ
 

•
ス
コ
ア
を
 

上
げ
る
 

コ 

ツ
 

。
で
も
、
 
 

7
F
 

か
ら
 

現
わ
れ
る
 

毒
グ
モ
 

型
の
 

モ
ン
 

ス
タ
—
 

に
は
 

要
 

注
意
。
 

こ
い
つ
ら
 

の
 

動
き
は
 

ィ
ヤ
 

ら
し
い
 

ぐ
ら
い
に
 

速
く
つ
 

て
、
 

す
 

ぐ
に
 

落
と
さ
れ
 

て
し
 

ま
う
 

の
で
す
 

ョ
 

。
キ
 

ヤ
ラ
 

ク
タ
—
 

は
 

そ
れ
 

ぞ
れ
 

か
な
り
 

細
か
く
 

描
か
れ
て
 

い
て
、
 

な
 

か
で
 

も
 

m
 

母
 

グ
モ
 

み
た
 

い
な
 

奴
は
 

色
 

使
い
が
 

バ
ツ
 

グ
ン
に
 

イ
ィ
。
 

で
も
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
—
 

ば
か
り
 

見
て
 

い
る
と
、
 

す
ぐ
に
 

ヤ
 

ラ
れ
 

ち
 

や 

う
か
ら
 

注
意
し
て
 

ネ。
 

か
な
り
 

難
し
い
 

ゾ
。
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今
 

も 
昔
 

も 
男
の
子
の
 

将
来
な
 

リ 
た
い
 

職
業
の
 

N0
. 

— 
は
 

パ
ィ
ロ
ッ
ト
 

で
も
、
 

な
か
な
か
 

な
れ
る
 

も
ん
じ
 

ゃ 
あ
な
い
'
 
 

そ
の
か
わ
り
、
 

気
分
 

だ
け
は
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

で
 

味
わ
え
ち
 

ゃ
う
と
 

い
う
 

わ；
！^
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

は
 

俗
に
言
う
 

華
 

墜
 

ゲ
—
厶
 

な
ん
だ
 

け
ど
、
 

ナ
ミ
の
 

ゲ
—
ム
 

と 
違、
 

っ
と
 

こ
ろ
は
 

右
に
 

左
に
、
 

上
に
 

下
に
、
 

す
べ
て
が
 

敞
 

機
と
 

同
じ
 

i
 

に 
来
 

な
く
て
 

は
 

敵
機
を
 

擊
ち
 

落
す
 

こ
と
が
で
き
な
い
 

点：
 

こ.
 

っ
な
ら
 

な
く
 

っ
ち
 

ゃ 
あ
 

本
格
的
な
 

パ
ィ
ロ
ッ
ト
の
 

気
分
な
ん
 

て 
味
わ
え
な
い
 

ネ 

お
ま
け
に
 

銃
声
 

や
 

爆
弯
 

落
下
 

音
 

な
ん
て
も
 

の
ま
で
 

か
な
り
 

本
物
に
 

近
く
っ
て
、
 

リ
ア
ル
 

さ
 

満
点
。
 

で
も
 

さ、
 

そ
の
 

分
 

ゲ
—
ム
 

は
 

難
 

し
く
な
 

っ
て
い
て
、
 

敵
 

や
 

高
度
計
 

ば
か
り
 

見
て
 

い
る
と
 

燃
料
 

切
 

れ
で
 

墜
落
な
ん
 

て
こ
 

と
に
 

も
な
 

リ 
か
ね
な
 

ぃ
 

昔
 

バ
ィ
 

ロ
ッ
ト
 

に
な
り
 

た
く
っ
て
'
 

今
 

じ
ゃ
あ
 

サ
ラ
 

リ
ー
 

マ
ン
 

し
て
い
る
 

お
 

父
 

さ
ん
 

向
き
の
 

ゲ
 

I 
ム
：
 

む
か
—
 

し
 

テ
—
 

ブ
ル
 

•
テ
ニ
ス
っ
て
 

ゲ
—
厶
 

が
 

あ
つ
た
 

け
れ
ど
、
 

ボ
 

I
 

ル
の
 

ス
ビ
—
 

ド
に
 

目
が
 

馴
れ
ち
 

ゃ
え
 

す
れ
ば
 

あ
ん
な
 

ゲ
—
ム
 

、
チ
 

ョ 
い
も
ん
だ
 

っ
た
 

じ
 

ゃ
な
い
で
 

も
さ
、
 

今
度
の
 

M
s
 
 

X 
版
の
 

3 

D
 

テ
ニ
ス
っ
 

て
'
 
 

そ
ん
な
に
 

ヤ
サ
 

し
く
な
い
 

の
 

立
体
 

だ
か
ら
 

ポ
—
 

ル
の
 

飛
ん
で
 

来
る
 

場
所
 

だ
け
 

じ
ゃ
あ
な
 

く、
 

高
さ
ま
で
 

正
確
に
 

見
 

分
 

け
て
 

い
な
け
れ
ば
、
 

強
烈
な
 

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
 

キ
メ
 

た
つ
 

も
 

U.
 

が
 

カ
ラ
 

振
り
と
 

な
つ
て
 

し
ま
う
 

ワ
ケ
 

だ
か
ら
 

ど
う
 

I'
- 

う
ボ
—
 

ル
は
 

ど
の
辺
 

に
 

飛
ん
で
 

来
る
 

の
か
 

ワ
カ
ら
な
い
 

よ
う
な
 

初
心
者
 

ク
ラ
ス
の
 

人
に
は
 

チ
ト
 
難
し
い
 
か
も
し
 

れ
 な
い
 
ネ
 。
逆
に
 
チ
 

ョ
ッ
と
 
テ
ニ
ス
が
 
で
 

き
ち
 
ゃ
う
っ
 
て
 人
な
 

ら
ば
、
 
家
で
 
プ
レ
ィ
 

も
 楽
し
め
る
 
し
、
 
練
 曾
に
な
る
 
ワ
ケ
 

j 

シ
ン
グ
ル
 
で
も
、
 
ダ
 

I
n
 ル
で
 
も
、
 
は
た
 
ま
 

た
 
マ
シ
ン
 
相
手
で
 
も
 

•
フ
レ
ィ
で
 
き
ち
 
ゃ
う
 

す
ぐ
れ
 
ゲ
—
ム
 

動
 

き
も
 
リ
ア
ル
 
だ
。
 

飛
行
機
で
 

空
を
 

飛
び
な
が
ら
 

、
向
か
っ
て
 

来
る
 

敵
を
 

片
っ
端
か
ら
 

擎
ち
 

落
し
て
 

い
く
 

ゲ
—
厶
 

っ
て
ょ
 

く
 

あ
る
け
れ
 

ど
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

の
 

ォ
モ
 

シ
ロ
い
 

と
こ
ろ
は
 

そ
の
 

飛
ん
で
 

来
る
 

モ
ノ
 

鳥
 

や
 

風
船
 

爆
弾
は
 

あ
た
り
ま
え
と
 

し
て
も
、
 

妙
に
 

イ
ジ
け
 

た
ネ
 

ク
ラ
な
 

H
 

イ
リ
 

ア
ン
 

や
 

か
み
な
り
 

坊
や
な
ん
 

て
 

H 
の
ま
で
 

現
わ
れ
て
 

来
ち
 

ゃ
う
 

ヮ
ヶ
 

で
'
 

相
手
が
 

そ
ん
な
 

S
 

な
 

連
中
な
ん
 

だ
か
ら
、
 

キ
ミ
の
 

ほ
う
 

も
 

マ
 

ト
モ
 

に
 

相
手
す
 

る
の
 

. 
ti
 

バ
ヵ
バ
ヵ
し
い
：
 

て
な
 

ヮ
ヶ
 

で
、
 

紙
 

飛
行
機
で
 

対
 

抗
 

し
ち
ゃ
お
う
 

た
か
が
 

紙
 

飛
行
機
 

な
ん
て
 

ナ
メ
て
 

か
か
っ
 

ち
ゃ
い
 

か
ん
 
ぞ
な
 
も
し
。
.
 

こ
 

れ
 だ
っ
て
 
当
れ
ば
 
敵
 

は
 落
ち
て
 
行
 く
ん
だ
 

か
ら
 

3 
で
も
 
向
か
っ
 

て
 来
る
 
も
の
 
全
部
を
 

落
し
て
 
い
た
の
で
は
 

ダ
メ
 
 た
ま
に
は
 ダ
 

ィ
ャ
 

が
 
1
 

ん
て
 

来
た
 

り
す
る
 か
ら
、
 こ
う
 

い
う
 
も
の
は
 
も
ら
わ
 

な
く
つ
 
ち
 
や
ネ
 
。
キ
 

ヤ
ラ
 
ク
タ
ー
は
 
3
 

く
て
 
女
の
子
 
向
き
 

5 ポ
ル
タ
—
 

ガ
イ
ス
 

ト
」
 

っ
て
い
 

ぅ
 

才
カ
 

ル
 

チ
ッ
ク
な
 

映
画
が
 

あ
っ
 

た
け
れ
 

ど
'
 
 

超
 

常
 

現
象
っ
て
 

よ
く
 

あ
る
ん
だ
 

っ
て
 

ネ-
 

で
、
 

な
ん
と
 

あ
の
 

超
 

常
 

現
象
 

か
つ
い
 

に
 

マ
イ
コ
ン
 

•
ゲ
 

—
ム
 

に
も
 

あ
ら
わ
れ
ち
 

ゃ
 

っ
た
と
 

い
ぅ
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

。
部
屋
 

ン
 

中
を
 

不
気
味
に
 

飛
び
回
る
 

フ
ァ
 

イ
ャ
ー
 

•
ボ
—
 

ル
 

(
早
い
話
が
 

人
玉
ネ
 

/.
) 

を
 

水
銀
 

銃
で
 

狙
い
 

擎
ち
 

。
で
も
、
 

こ
の
ぐ
 

ら
い
 

じ
ゃ
あ
 

フ
 

ァ
イ
 

ヤ
！
 

ポ
—
 

ル
は
 

消
ん
 

な
い
'
 
 

た
だ
 

小
さ
く
な
 

っ
て
 

床
下
の
 

冷
凍
室
に
 

逃
け
 

込
む
 

だ
け
.
'
 
 

そ
 

こ
で
 

入
口
を
 

シ
ャ
ッ
 

タ
ー
で
 

閉
め
て
'
 
 

么
晏
 

は
ム
 

溪
謹
 

の
 

発
射
 

P
 

で
 キ
ミ
は
 
ジ
ャ
ン
プ
 

n 

こ
の
 
ジ
ャ
ン
プ
の
 
夕
 

イ
ミ
 
ン
グ
 
が
む
 
ず
 か
 

し
い
ん
だ
 け
ど
、
、
 っ 

ま
く
灌
 

光
線
が
 

ぁ
 

た
れ
ば
 

フ
ァ
 

イ
ヤ
 

I 

ボ
—
 

ル
は
 

消
え
て
 

才
 

メ
デ
 

ト
さ
ん
 

つ
て
 

わ
 

け
。
 

い
ゃ
 

あ
、
 

実
に
 

タ
イ
ミ
ン
グ
を
 

つ
か
 

み
に
く
い
 

ゲ
—
ム
 

で
 

苦
労
し
 

ま
し
た
。
 

勘
 

の
 

イ
イ
 

人
 

向
き
。
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
 

ー 
ム
の
中
 

で
も
い
 

ち
は
ん
べ
—
 

シ
ッ
ク
な
 

ス
 

タ
イ
 

ル
の
 

ゲ
—
ム
 

と
い
え
ば
”
 

ブ
ロ
ッ
ク
 

崩
し
"
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

も
 

そ
の
 

バ
リ
エ
—
 

シ
 

ョ
ン
な
ん
 

だ
け
ど
、
 

ナ
メ
 

た
ら
 

ア
カ
ン
 

ぜ
 

よ
/
 
 

デ
ィ
 

ス
 

プ
レ
イ
の
 

バ
タ
—
 

ン
が
 

、
.
な
 

•
な
 

•
な
ん
と
 

|?
0 

バ
タ
 

ー
ン
も
 

あ
つ
 

て
'
 
 

達
人
を
 

自
負
 

し
ち
や
う
 

よ
う
な
 

人
 

だ
つ
 

て
ス
べ
 

テ
の
 

バ
タ
—
 

ン
 

を
 

{
i
i
 

に
 

消
す
 

こ
と
な
ん
 

か
 

不
可
能
で
は
'
 
 

と
 

思
つ
 

て
し
 

ま
う
 

の
で
 

す
よ
。
 

ま
ぁ
、
 

ゲ
ー
ム
 

に
 

限
ら
ず
 

ど
ん
な
 

モ
ノ
で
 

あ
つ
て
も
 

、
ベ
—
 

シ
ッ
ク
な
 

も
の
が
 

い
ち
ば
ん
 

离
か
深
 

い
と
い
う
 

こ
と
が
'
 
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム
 

で
も
 

II
 

明
さ
れ
 

る
 

の
で
は
 

な
い
か
 

し
ら
 

ん
？
 

ブ
ロ
ッ
ク
 

崩
 

し
の
！
®
 

た
か
ら
 

デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
イ
 

面
の
 

美
 

し
さ
は
 

当
然
 

そ
れ
 

に
加
え
て
 

ポ
—
 

ル
の
 

飛
ぶ
 

音
 

も 
心
地
 

ョ
イ
 

ゲ
—
厶
 

の
 

中
に
 

f
 

が
 

隠
さ
れ
て
 

い
て
、
 

そ
の
 

秘
密
 

さ
え
 

解
け
 

ば
 

自
分
で
 

バ
タ
—
 

ン 

を
 

デ
ザ
イ
ン
 

で
き
る
 

ク 

•
ソ
 

夕
 

ア
 

ー
 

ン ゴ ラ K 

宇
宙
の
 

か
な
た
か
ら
 

巨
大
な
 

ド
ラ
ゴ
ン
の
 

群
れ
が
 

攻
め
て
 

く
る
 

守
 

る
は
 

キ
ミ
の
 

戦
車
 

だ
け
，
 

で
も
'
 
 

不
思
 

謙
 

な
 

こ
と
に
 

胴
体
を
 

荦
ち
抜
 

か
れ
た
 

ド
ラ
ゴ
ン
は
 

分
裂
し
て
 

す
ぐ
 

生
き
返
る
 

だ
か
ら
 

下
手
を
 

す
 

る
と
 

頭
 

だ
け
の
 

ミ
ニ
 

•
ド
ラ
ゴ
ン
の
 

大
群
に
 

攻
擎
 

さ
れ
て
 

し
ま
う
 

と
 

い
う
 

ワ
ケ
 

'
ド
ラ
ゴ
ン
の
 

弱
点
は
 

ど
こ
か
、
 

そ
こ
を
 

見
つ
け
 

出
し
て
 

集
中
 

的
に
 

ミ
サ
ィ
ル
を
 

打
ち
込
め
ば
 

全
滅
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
ち
 

ゃ
う
 

要
は
 

か
つ
て
 

大
ヒ
ッ
 

ト
し
た
"
 

ィ
ン
べ
—
 

ダ
—
 

•
ゲ
 

ー 
ム
 

，
の
 

バ
リ
 

エ
—
シ
 

ョ
ン
。
 

で
も
'
 
 

ド
ラ
ゴ
ン
の
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
 

ー 
は
 

憎
々
 

し
げ
で
 

動
き
は
 早
い
 

コ 対
す
 

る
 
こ
ち
ら
の
 

戦
車
は
 

ユ
 ー 

モ
ラ
 
ス
な
 
型
で
、
 

や
っ
は
 
リ 
動
き
は
 
多
 

少
ス
 
ロ
—
 
モ
 
I。 

だ
 

か
ら
ち
 
ょ
っ
 
と 
馴
れ
 

る
 
ま
て
は
 
高
 
ス
コ
ア
 

I 
は
 
期
待
で
 

き
そ
う
 

に
な
い
。
 

藤
 波
 辰
 巳
 

に
や
ら
 
し
て
み
た
い
 

ゲ
—
ム
 
で
す
な
。
 

キ
 

ャ
ラ
 
ク
タ
—
 
の
 色
 も
 

か
な
り
 
美
し
っ
 
ぼ
い
。
 



ア
ク
シ
ョ
ン
 
•
ゲ
 —
ム
 
に
も
 
い
ろ
い
ろ
と
 
種
類
が
 
あ
る
け
れ
 
ど
、
 な
か
 

で
も
い
 
ち
ば
ん
 
才
 -fc シ

ロ
 
イ
の
 
が
ゥ
ォ
 
—
 
•
ゲ
 I
 
ム
 。
本
 チ
ャ
ン
の
 
戦
 

争
が
 
ヤ
 バ
イ
つ
 
て
 
一
と
は
 
十
分
 
ワ
カ
つ
 
ち
 
や
い
 
る
 け
れ
ど
、
 
男
な
ら
 

ば
 
(
え
っ
/
 
產
の
馨
 
も
い
 
る
っ
 
て
？
 

ま
ぁ
 
イ
イ
 
じ
 
や
ん
)
 
誰
し
 

も
 ¥
 
ゴ
ッ
 
コ
は
妤
 
き
な
ん
 
だ
 も
ん
 
ネ
 。
で
、
 
こ
の
 
ゲ
ー
ム
 
は
 思
う
 

f
 
空
中
戦
を
 
楽
し
め
ち
 
や
う
の
で
 
す
。
 
ル
—
 
ル
は
 
輩
。
 
攻
擎
し
 

ノ
て
 来
る
 
i
 
を
迎
犁
 
し
な
が
ら
、
 
ど
ん
ど
ん
 
先
へ
 
進
ん
で
 
行
く
 
だ
け
。
 

yi/ 
で
も
、
 先
に
 行
く
 に
し
た
が
っ
て
 

敵
機
の
 数
は
 多
く
な
る
 し
'
 
 敞
機
 

も
 

強
い
 

モ
ノ
が
 

登
場
 

し
て
 

来
る
。
 

軸
 

機
の
 

種
類
は
 

全
部
で
 

10
 

種
 

類
。
 

そ
れ
ぞ
れ
 

点
数
 

が
 

違
う
 

と
い
う
 

ワ
ケ
。
 

キ
ミ
の
 

ジ
ェ
ッ
ト
は
 全
部
で
 

8 
種
類
の
 

方
 

向
に
 

動
け
る
 

か
ら
、
 

ょ
り
 

臨
場
感
が
 

味
わ
 

え
ち
 

や、
 

つ。
 

音
 

も
な
 

か
な
 

か
に
 

迫
力
が
 

あ
 

る
よ
。
®
 

度
は
 

中
 

ぐ
ら
い
。
 

穴
か
ら
 
ピ
ョ
コ
 
ビ
ョ
コ
 
顔
を
 
出
す
 
モ
グ
 
ラ
を
、
 
手
に
 
し
た
 
ハ
ン
 
マ
ー
 

で
^
^
、
 
ご
存
じ
 

か モ
グ
ラ
 
叩
き
 
♦
の
 
M
S
X
 
版
 。
モ
ノ
の
 
見
事
に
 

モ
グ
 
ラ
を
 
叩
い
た
 
時
の
 
§
感
 
は
'
 
 古
典
的
 
ゲ
—
厶
 
コ
|
 
ナ
ー
 
タ
ィ
 

ブ
に
 
は
お
よ
 
ば
な
い
 
け
ど
、
 
な
か
な
か
 
叩
け
ぬ
 
ィ
ラ
 
立
ち
は
 
ホ
ン
 
モ
 

ノ
 以
上
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
 
あ
。
 
と
い
ぅ
の
は
、
 
M
O
L
E
 
は
ニ
ユ
 
ー
 タ
 

イ
プ
の
モ
グ
ラ
叩
き
だ
か
ら
。
ど
こ
が
ニ
ユ
|
か
 

|? :
と
申
し
ま
す
と
、
 

穴
か
ら
 
ピ
ョ
コ
 
ピ
ョ
コ
 
顔
を
 
出
す
 
モ
グ
 
ラ
が
 
8
 
匹
'
 
 す
べ
て
 
色
が
 
違
 

、つ。 
そ
し
て
、
^
^
 

ハ
ン
 

マ
—
 

の
 
色
 

も
 

8
 
色
に
 

変
化
す
 

る
。
 

ハ
ン
 

マ
 

I
 
と
 同
じ
 
色
の
 
モ
グ
 

ラ
を
 
叩
く
 と
大
 
ピ
ン
 

チ
に
な
る
。
 

i
 
い
 

顔
し
た
 
モ
グ
 
ラ
が
 
叩
 

か
れ
る
 
と
 
シ
カ
 
メ
ツ
 

面
に
な
る
 
の
が
 
楽
し
 

い
ネ
 。
も
ぅ
—
 
•
人
が
 

モ
グ
 
ラ
を
 
コ
ン
ト
 
ロ
 

I
 
ル
し
て
 
2
 
人
で
 
遊
 

ぶ
こ
と
 
も
 O
K
。
 
根
 

ア
 カ
に
 
キ
ヤ
 
ツ キ

ヤ
 

ツ
と
 
楽
し
め
る
 
お
 手
 

軽
な
 
ゲ
ー
 
ム
。
 

未
成
年
で
 
も
 ア
ル
中
に
な
る
、
 

と
い
、
 つ ゲ

—
ム
 
。
一
見
し
た
 
と
こ
ろ
 

家
の
 
ょ
う
な
 
画
面
 
(
実
は
 
街
な
 
の
で
 
あ
る
)
 
の
 そ
こ
 
か
し
こ
に
 
ツ
ボ
が
 

置
い
て
 
あ
る
。
 
中
に
は
 
種
類
 
や
 i
 
は
 定
か
で
は
 
な
い
 
が
、
 
酒
が
 
入
 

r
 
 X
 
 
つてい 

る。 
そ
れ
を
 す
べ
て
 飲
み
干
す
 
と、 

次の 街
 (画面) に 移

る
 

と
い
、
 つ
ワ
ケ
 。
た
だ
し
、
 
ア
ル
-
 

し
よ
う
と
 
ヤ
ツ
 
キ
に
 

な
つ
て
、
 ピ
コ
 ピ
コ
 追
い
 駆
け
る
 ボ
リ
ス
 マ
ン
に
 捕
ま
つ
 て
し
 ま
つ
 

た
ら
'
 
 
も
う
 
酒
は
 
飲
め
な
い
。
 
禁
酒
 
生
活
、
 
ジ
 •
エ
ン
ド
で
す
 
ョ
 。
画
 

一
面
の
 
右
側
に
〃
 
酔
つ
 
ば
ら
い
 
度
，
 が
 7 色

の
 
帯
で
 
袤
 
不
 さ
れ
、
 
走
る
 
速
 

度
が
 
制
限
さ
れ
 
る
。
 

最
^
!
 
 
く
 走
れ
る
 
の
 

が
 ホ
ロ
 
醉
 い
の
 
气
 

飲
む
 ほ
ど
に
、
 
ま
た
 

醒
め
る
 
ほ
ど
に
 
走
る
 

速
度
は
 
遅
く
な
る
。
 

コ
レ
、
 
な
か
な
か
 
事
 

実
を
 
と
ら
え
て
 
い
て
、
 

オ
モ
シ
 
ロ
イ
ね
 
一。 

フ
 ラ
フ
ラ
 

も
 

あ
る
と
 
|
 
 
ネ
 /. 

お
と
〜
 
さ
ん
に
 
も
@
 

単
に
で
 
き
る
 
ゲ
—
 
ム
。
 

一
言
で
 
言
ぅ
な
ら
ば
、
 

3
D
 
版
の
 

CVJ 人
 制
 バ
レ
！
 
ポ
—
ル
 
。
世
界
 

中
 探
し
た
 
つ
て
 
現
実
に
は
 
こ
ん
な
 
ゲ
—
ム
 
は
 i
 
し
な
い
 
け
れ
ど
、
 

本
物
の
 
バ
レ
—
 
•
ボ
—
 
ル
よ
り
も
 
ス
ビ
—
 
デ
ィ
で
 
ゲ
—
ム
 
の
 展
開
は
 早
い
 C 
そ
れ
で
い
て
、
 ー
 チ
—
 ム
に
 メ
ン
バ
—
 が
 2
 人
い
 る
の
 だ
か
 

ら
 時
®
 

だ
な
ん
 
て
 高
度
の
 
テ
ク
 
ニ
 
ツ
ク
^
^
っ
 
こ
と
 
も
 出
来
 

ち
 
や
ぅ
。
 
こ
ん
な
 
オ
モ
 
シ
ロ
い
 
ゲ
 I
 
ム
を
 
な
に
も
 
マ
イ
コ
ン
 
•
ゲ
 ー
 

ー
ム
 に
^
 M3 さ

せ
て
 
お
く
 
手
は
 
な
い
。
 

- 7 ジ
に
 
バ
レ
！
 
ポ
 ー 
ル
^
^
 

ネ
 
も
こ
の
 
ゲ
—
ム
 

め
て
 
み
て
も
 
イ
イ
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
と
さ
え
 
零
っ
 

ぐ
ら
い
だ
 

e 
ま
あ
、
 

そ
れ
は
 
そ
れ
と
 
し
て
、
 

パ
ス
 
ポ
—
 
ル
の
 
最
大
 

の
オ
 
モ
シ
 
□
さ
は
 
こ
 

の
 ゲ
—
ム
 
が
 平
面
で
 

は
な
く
 
3
D
 
に
な
つ
 

て
い
る
 
点
。
 
影
を
 頼
 

リ
に
ボ
 
I 
ル
の
 
S
 

を
 正
確
に
 
つ
か
ま
な
 

け
れ
ば
 
カ
ラ
 
振
り
 
も
 

あ
り
え
る
 。
糞
 
度
 

は- 
ら
い
。
 
音
楽
 

も
 楽
し
い
 

ヨ
 /
 

た
だ
 
単
な
る
 
力
 

•
レ
ー
 
ス
 •
ゲ
 —
ム
 
つ
ち
 
ゆ
う
の
は
 
ザ
 ラ
に
 
あ
る
け
 

ど
、
 
こ
れ
は
 
ス
ピ
 
ー
 
ド
^
^
う
 
と
い
う
 
こ
と
よ
り
 
も
 競
争
相
手
と
の
 

戦
い
 
J- 力

点
を
 
お
い
た
 
ゲ
 

相
手
は
 
銀
行
 
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
。
 

$
 

袋
と
 
ダ
イ
ヤ
を
 
满
 i
p
 
た
 ギ
ャ
ン
グ
 
た
ち
の
 
車
を
 
キ
ミ
の
 
車
は
 
追
い
 

か
け
る
。
 
キ
ミ
の
 
車
が
 ̂
 つ
く
と
 
ギ
 
ャ
ン
グ
た
ち
 
は
 ピ
ス
ト
ル
を
 
擊
 

つ
て
 
来
る
 
か
ら
 
反
擎
 
し
な
く
 
つ
ち
 
ゃ
 あ
"
 敵
を
 
倒
す
 
と
 
100 点

 
入
る
 
ゾ
。
 

さ
ら
に
、
 
ギ
 
ャ
ン
グ
た
ち
 
が
 次
々
 
に
 落
し
て
 
い
く
 
i
 
や
 ダ
イ
ヤ
 
モ
 

ン
 ド
を
 
拾
つ
 
て
い
け
ば
'
 
 
さ
ら
に
 
ボ
 ー 

ナ
ス
 
点
が
 
加
え
ら
れ
 
て
い
く
 

わけ。 ギ
ャ
ン
グ
 全 

員を 
倒
せ
ば
 

ステ 

ッ 

ブ 
アップ。 

でも、 

そ
こ
に
は
 

さ
ら
に
 

多 

くの 
敵
が
 

待
っ
て
 

い 

る 
わけで'  

銃 
華 
戦 

も
よ
り
 

I 層 
激し 
さ 

を 
増す 
と
い
う
 

仕
組
 

み。 

ガメ 

つい 
人 
ほ 

ど 
高 
ス
コ
ア
—
 

を 
記 

録 
する 

つてい 

うそ 

う
だ
け
 

ど、 

な
ん
で
 

か
 分
.
 

カ
エ
 
ル
 .*. ヒョ

 
コ
 ビ
ョ
コ
 
•
ミ
 ピ
ョ
コ
 
ビ
ョ
コ
 
、
カ
エ
 
ル
は
 
飛
ぶ
 
け
ど
 

空
は
 
飛
ば
な
い
 
と
い
う
の
 
が
 
I
 般
整
！
 
4
人
の
{
®
 
。
で
も
'
 
 
な
ぜ
か
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 主
人
公
 
力
 
H
 ル
 型
 
エ
イ
リ
ア
ン
は
 
卵
の
う
 
ち
か
ら
 
空
 

を
 飛
ぶ
 
こ
と
が
で
き
ち
 や
う
の
 ダ
/
 
そ
し
て
 
ミ
サ
イ
ル
が
 射
る
 
に
 

し
た
が
 
そ
 
卵
か
ら
 
f
 
マ
ジ
 
ヤ
 ク
シ
、
 
そ
し
て
 
カ
エ
 
ル
に
 
と
 変
態
 

し
て
 
7
 
わ
け
。
 
(
別
に
 
S
 
M
 で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

•
念
の
た
め
)
 
そ
し
て
 

カ
エ
 
ル
に
 
ミ
サ
イ
ル
が
 
射
っ
た
 
嬉
 
で
'
 
 始
め
て
 
カ
エ
 
ル
 型
 
X
 イ
リ
 

ア
ン
は
^
 
T
 
点
に
な
る
 
と
い
う
の
 
が
 こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 仕
組
み
な
 
の
 

で
す
。
 

エ
イ
リ
ア
ン
 

が
 

カ
エ
 

ル
 

型
 

だ
っ
て
 

い
う
の
 

が
ユ
 

ニ
ー
 

ク
 

で
す
な
 

ぁ。
 

で
も
、
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
ー
 

が
ユ
 

—
モ
 

ラ
ス
 

だ
か
ら
つ
 

て
 

ナ
メ
ち
 

や
 

ダ
メ
。
 

エ
イ
リ
ア
ン
の
 

ス
ピ
 

I 
ド
は
 

か
な
り
 

早
い
 

ん
 

だ
か
ら
。
 

生
物
が
 

大
好
き
 

だ
っ
て
 

人
に
 

は
お
 

勧
め
の
 

ゲ
 

—
ム
。
 

60 
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最
近
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

•
ゲ
 

—
ム
を
 

見
て
 

み
る
と
'
 
 

そ
の
ま
ん
 

ま
 

戦
場
に
 

持
っ
て
 

い
っ
 

^
 

も
 

え
ち
 

ゃ
う
よ
う
 

な
 

リ
ア
ル
な
 

ゲ
—
ム
 

も
 

多
い
 

け
れ
ど
、
 

も
ち
ろ
ん
 

コ
レ
 

も
 

そ
の
 

一
つ
。
 

戦
車
と
 

戦
車
の
 

実
戦
 

さ
な
 

が
ら
の
 

戦
い
な
 

ワ
ケ
'
 
 

タ
ン
ク
か
ら
 

発
射
さ
れ
 

た
 

ミ
サ
イ
ル
は
、
 

キ
 

ミ
の
 

i
 

で
 

敵
の
 

戦
車
め
 

が
け
て
 

飛
ん
で
 

行
く
。
 

で
も
、
 

こ
こ
で
 

発
 

射
し
た
 

ミ
サ
イ
ル
の
 

行
方
に
 

ば
か
り
 

目
を
や
っ
 

て
い
た
ん
 

じ
ゃ
あ
 

ヤ
 

バ
イ
"
 

相
 

f
 

っ
て
 

キ
ミ
の
 

戦
車
め
 

が
け
て
 

ミ
サ
イ
ル
を
 

発
射
し
て
 

い
る
の
 

だ
か
ら
。
 

か
く
し
て
 

敵
の
 

ミ
サ
イ
ル
の
 

追
求
を
 

か
わ
し
な
 

が
 

ら
 

、
ミ
サ
イ
ル
を
 

上
 

手
く
 

敵
の
 

戦
車
に
 

誘
 

導
し
て
 

い
く
と
い
、
 

っ、
 

要
は
 

ど
う
ど
う
 

め
ぐ
 

リ
 

◊
な
か
な
か
 

複
雑
 

で
オ
 

モ
シ
 

ロ
い
 

の
で
 

す
よ
"
 

ひ
と
 

リ
 

で
も
 

ふ
た
り
で
 

も
、
 

同
じ
 
よ
う
に
 

楽
し
め
ち
 

や
 

う
。
 

い
か
に
も
 

大
衆
 

の
 

喜
び
そ
う
 

な
ゲ
—
 

厶
 

で
す
な
。
 

馴
れ
る
 

ま
で
 

チ
ヨ
イ
 

難
し
い
。
 

M
 

S
X
 

ソ
フ
ト
の
 

中
で
、
 

最
も
 

多
く
 

開
発
さ
れ
 

て
い
 

る
の
 

が
/
ク
シ
 

ョ
ン
 

•
ゲ
—
 

ム
^
 

> 
画
面
 

夏
と
 

共
 

に
 

し
た
 

以
外
に
 

も
 

r 
ベ
ジ
タ
ブ
ル
 

•
ク
ラ
 

ッ
ン
 

ユ
 

j 
「
キ
ヤ
ノ
ン
 

ホ
 

1 
ル
」
 

r 
イ
タ
 

サ
ン
ド
 

リ
ア
ス
 

：-.
 

~| ヒ
 

ヨ
コ
フ
 

ァ
イ
 

タ
ー
％
 

ホ
ン
 

パ
！
 

マ
ン
 

U- 
(
以
上
 

H
C
L
 

研
究
所
)
 

や
 

「
ロ
ッ
ク
 

キ
ヤ
 

ッ
チ
 

ヤ 
J
 

?
 

ス
キ
—
)
 

ヲ
ギ
 

ウ
ギ
 

ジ
ャ
ン
グ
ル
 

J
?
 

ン
ブ
 

ル
)
 

r 
シ
 

ヤ
—
シ
 

ヤ
ー
 

キ
ッ
ド
」
 

(
ア
—
 

ト
サ
 

プ
ラ
イ
)
，
 

な
ど
 

多
数
 

揃
つ
 

て
い
る
 

ベ
 

ー 
ジ
 

教
の
 

都
合
で
 

紹
介
で
 

き
ま
せ
 

ん
で
 

し
た
！
 

せ
ひ
'
 
 

次
 

®
 

に
 

取
り
上
げ
た
 

い
と
 

思
い
ま
す
-
 

ス
ぺ
 

ー 
ス
 

シ
ャ
ト
ル
の
 

登
場
 

以
来
、
 

ち
ょ
っ
ぴ
り
 

影
の
う
 

す
く
な
っ
 

て
し
 

ま
つ
た
 

の
が
 

月
面
 

探
検
。
 

で
も
、
 

_
ら
 

ず
 

N
A
S
A
 

は
 

月
の
 

探
検
を
 

あ
き
ら
め
て
 

い
な
い
ら
 

し
い
—
 

と
い
う
と
 

こ
ろ
で
、
 

将
来
 

行
を
 

と
 

考
え
て
 

い
る
 

人
は
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

で
 

月
面
 

着
陸
の
と
 

き
に
 

そ
な
え
 

腕
を
 

磨
い
て
 

ち
ょ
う
 

だ
い
な
"
 

簡
単
に
言
う
と
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム
、
 

手
動
に
 

よ
る
 

姿
勢
の
 

制
御
と
 

ロ
ケ
 

ツ
ト
^
^
だ
 

け
で
 

月
 

着
陸
 

船
を
 

月
 

基
地
に
 

軟
着
陸
さ
せ
る
 

と
い
う
 

も
の
。
’
 

こ
れ
 

だ
け
 

科
学
の
 

3
 

し
た
 

今
日
で
 

も
 

現
実
の
 

月
 

は
、
 

こ
う
し
た
 

方
法
で
 

着
陸
し
て
 

い
る
 ん
 

だ
か
ら
、
 

こ
の
 

技
 

術
を
 

完
全
に
 

マ
ス
タ
 

I
 

し
て
 

お
け
ば
 

ィ
ザ
 

つ
て
と
 

き
に
は
 

役
に
 

立
つ
 

ネ
。
 

デ
ィ
 

ス
ブ
レ
 

ィ
に
 

登
場
す
 

る
 

着
陸
 

船
の
 

型
は
 

か
な
り
 

本
 

物
に
 近
い
し
、
 
音
 も 

シ
リ
ア
ス
。
 

で
も
、
 

ゲ
—
ム
 
の
®
 
は
 そ
 

れ
 ほ
ど
で
 
も
な
い
。
 

宇
 i
 
行
に
 
行
き
た
 

い
 人
 向
け
の
 
ゲ
—
ム
 

0 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
—
 

ム
の
醒
 

糊
 

味
は
'
 
 

な
ん
と
 

言
っ
 

て
 

も
 

そ
の
 

ス
ビ
 

—
ド
感
 

e 
動
き
の
 

ト
ロ
い
 

ア
ク
シ
ョ
ン
.
 

ゲ
ー
ム
 

だ
な
ん
 

て
'
 
 

な
ん
 

の
 

価
値
 

も
 

あ
り
 

や
 

あ
し
な
い
。
 

と
に
か
く
 

敵
ょ
り
も
 

素
早
く
 

行
動
し
 

て
、
 

そ
の
 

¥
や
 

つ
 

つ
け
ち
 

や
ぅ
と
 

い
ぅ
の
 

が
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
—
 

ム
の
 

楽
し
 

さ
な
の
 

ダ
。
 

で
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

の
ゥ
リ
 

は
こ
の
 

ス
ピ
—
 

ド
 

感
 

。
す
さ
ま
じ
い
 

ス
ビ
—
 

ド
で
 

キ
ミ
の
 

ロ
ケ
ッ
ト
に
 

向
っ
 

て
 

来
る
 

謎
 

の
 

U
F
O
 

を
 

片
っ
端
か
ら
 

擊
 

7
 

て
擊
 

っ
て
 

擊
 

ち
ま
く
 

る
。
 

な
に
、
 

簡
単
す
 

ぎ
る
 

っ
て
？
 

キ
ミ
は
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

讓
 

に
 

見
た
 

わ
け
 

じ
 

や
 あ
な
い
で
 
し
ょ
。
 

と
に
か
く
 
今
ま
で
の
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 
•
ゲ
—
 

ム
の
 
常
識
を
 
打
ち
破
 

る
 早
 さ
な
ん
だ
 
ゾ
。
 

お
ま
け
に
 
U
F
O
 
だ
 

っ
て
犟
 
ち
 返
し
て
 
く
 

る
ワ
ケ
 で
、
 コ
 ッ
チ
 

だ
っ
 
て
 逃
け
 な
き
や
 

な
ら
ぬ
"
 

よ
ほ
ど
 ゲ
 

—
ム
 
馴
れ
し
て
 
い
る
 

人
 じ
 
や
な
い
 
と
ス
グ
 

に
は
で
 
き
な
い
 
ゼ
。
 

M
 

S
X
 

の
 

特
徴
に
 

カ
ラ
！
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
 

美
し
 

さ
が
 

あ
る
け
れ
 

ど
、
 

そ
の
美
し
 

さ
を
 

十
分
に
 

生
か
し
た
 

ゲ
—
ム
 

が
 

コ
レ
。
 

使
用
 

カ
ラ
 

—
は
 

I6
 

<5
r 
 

M
S
X
 

の
 

グ
ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
の
 

可
能
性
を
 

す
べ
て
 

引
き
出
 

し
て
い
る
"
ゲ
|
厶
の
内
容
は
、
色
と
リ
ど
リ
の
力
 

5;
 

1
ボ
|
ル
を
 

魔
法
の
 

フ
ラ
イ
パ
ン
 

{
な
ぜ
か
 

ラ
ケ
ッ
ト
 

じ
ゃ
あ
な
 

い
の
で
す
 

が
)
 

で
 

打
っ
て
、
 

空
 

高
く
 

上
げ
る
。
 

打
ち
方
が
 

良
け
れ
ば
 

ボ
—
 

ル
は
 

上
空
 

の
 
気
流
に
 

乗
つ
 

て
し
 

ま
い
、
 

そ
れ
で
 

特
点
 

と
な
る
 

仕
組
み
。
 

気
流
に
 

乗
っ
た
 

ボ
—
 

ル
は
 

色
が
 

白
く
な
 

つ
ち
 

や
ぅ
。
 

と
に
か
く
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

は、、 色の 美し さが 

最大の 

特徴。 

つい 

つい 

ディスプレイ 

に 
目が 

行っ 

ち 
ゃい 

がちなん 

だけど、 

そんな 

ことを 

して 

いたんでは 

高い 

得 

点は 

のぞめない。 

それほどは 

難しく 

ない 
けれど、 

楽し 

い 
ゲ—ム 

"絵の 

好 

きな 

人 
向けの 

ゲ— 

ム 
なのです。 

飛
行
機
 

ポ
ロ
 

ロ
ン
 

号
が
、
 

ノ
ン
 

気
；
^
 

H
 

中
 

散
歩
を
 

し
て
い
た
 

と
 

思
い
 

ネ
 

エ 
ヤ
。
 

そ
こ
に
 

何
 

か
が
 

飛
ん
で
 

来
た
。
 

鳥
 

だ
/
飛
行
機
 

だ
/
 

い
や
、
 

あ
れ
は
 

…
…
 

ス
—
 

パ
—
 

マ
ン
 

じ
 

や
な
く
 

つ
て
 

タ
 

マ
ゴ
。
 

色
と
 

リ
ど
 

り
の
 

タ
 

マ
ゴ
の
 

大
群
が
 

ポ
ロ
 
 

ロ
ン
 

号
め
 

ざ
し
て
 

お
し
か
け
て
 

来
 

る
。
 

て
な
 

ワ
ケ
 

で
、
 

ポ
ロ
 

ロ
ン
 

号
の
 

バ
イ
 

ロ
ッ
ト
の
 

キ
ミ
は
 

次
々
 

に
 

飛
 

ん
で
 

来
る
 

タ
 

マ
ゴ
を
 

ミ
サ
イ
ル
で
 

犟
ち
 

落
と
さ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

な
 

ぁ
ん
だ
、
 

チ
ヨ
 

ロ
イ
な
〜
 

と
 

思
う
 

で
し
ょ
。
 

こ
れ
が
 

意
外
と
 

大
変
 

、
な
ん
だ
 

よ
ネ
 

。
タ
 

マ
ゴ
の
 

数
は
 

果
て
し
な
く
 

多
い
 

し
、
 

ポ
ロ
 
 

ロ
ン
 

01
 

p 

は
 

飛
行
 

中
 

だ
か
ら
 

地
 

形
 

も
ど
ん
 

ど
ん
 

変
る
。
 

う
か
う
 

か
し
て
い
 

る
 

と
 

山
に
 

ぶ.
 

つ
か
つ
 

て
 

し
ま
う
 

の
で
す
 

ヨ。
 

ミ
サ
イ
ル
で
 

破
壊
 

さ
 

れ
た
タ
 

マ
ゴ
か
ら
は
 

鳥
が
 

昇
天
 

? 
.)

 
し
 

て
い
 

く
ん
だ
 

け
ど
、
 

こ
れ
が
 

な
ん
と
も
 

可
 愛
イ
 

。
タ
 

マ
ゴ
の
 

色
 

は
 

カ
ラ
フ
ル
で
 

と
て
 

も
キ
 

レ
イ
で
す
。
 



•  CAR  RACE 
ROM  PACK  8K  4,800円 アンブル ソフト 

msx で キミは mm 
迫力 ぁふれる 夢 

の 体験が1 る 

バラ エティ に 富んだ ゲーム ソフ トの 中で も、 

シミュレーションは、 その 迫力 •無 中 度から 

いえば 最高 クラス 0  MSX を コン ト ロールす 
る だけで、 キ S はち 5 画面の 中の 主人公 だ 0 

ルールを 把握し、 英智を 傾け、 勝利に 向かって 

まい 進せ よ/ シミュレーションは 今後な お 

一層 に 充実 してく る MSX 期待の ゲーム だ。 

た
だ
 

ズ
ビ
 

—
ド
感
 

だ
け
を
 

味
わ
え
ち
 

や
 

ネ
 

ー 
ム
 

は
た
く
 
 

i
 

あ
る
。
 

こ
う
い
'
 

っ 
ゲ
—
厶
 

は
た
し
 

か
に
 

オ
 

モ
シ
 

D 
い
ネ
 

。
で
も
'
 
 

そ
の
 

興
奮
 

は
 

あ
ま
 

リ
長
続
 

き
し
な
い
 

と
い
う
の
 

も
_
 

。
要
は
 

_
れ
 

て
く
リ
 

や 

あ
つ
ま
ら
な
く
な
る
 

と
い
う
 

ワ
ケ
ね
 

e 
で
も
、
 

こ
れ
に
 

い
く
つ
か
の
 

要
素
が
 

加
わ
っ
 

ち
 

や
う
と
、
 

ゲ
 

ー 
ム
の
 

難
し
さ
が
 

数
 

段
 

ア
ッ
プ
す
 

る
 

と
共
に
、
 

オ
モ
 

シ
ロ
 

さ
も
 

增
 

し
て
く
 

る
 

之
い
 

う
の
は
 

_
だ
。
 

. と
い
 

う
わ
け
 

で、
 

普
通
の
 

力
—
 

レ 
ー
ス
ゲ
 

—
ム
に
 

燃
料
の
 

補
給
と
 

い
 

う
 

要
素
を
 

加
え
た
 

の
が
 

n 
レ。
 

ス
ピ
—
 

ド
を
 

上
げ
 

(
他
の
 

車
を
 

ビ
ユ
 ン
ビ
 

ユ
ン
 

ii
 

い
 

抜
き
 

な
が
ら
'
 
 

燃
料
を
 

適
 

当
に
 

S
 

し
つ
つ
、
 

走
行
距
離
を
 

競
う
 

ゲ
 

—
ム
 

な
の
 

ダ。
 

他
の
 

車
に
 

ば
か
り
 

目
を
 

ヤ
 

ツ 
て
い
る
 

と 
事
故
 

も 

起
き
 

や
す
い
し
、
 

燃
 

料
®
 

も
ま
 

ま
な
ら
 

な
い
。
 

1 
度
に
 

い
く
 

つ
も
の
を
 

ヤ
ツ
ち
 

や 

え
る
 

と
い
、
 

つ 
器
用
な
 

人
 

向
け
の
 

ゲ
 

—
ム
。
 

マ
ィ
コ
ン
を
 

使
つ
 

た
 

ゲ
—
ム
 

に
も
 

い
ろ
い
ろ
と
 

種
類
は
 

あ
る
け
れ
 

ど、
 

な
か
で
 

も
い
 

ち
ば
ん
 

オ
モ
 

シ
ロ
い
 

と
い
う
 

か、
 

ノ 
メ
リ
 

^
 

ん
じ
 

ゃ
い
 

が
ち
な
 

の
が
 

シ
ミ
 

ユ
レ
—
 

シ 
ョ
ン
ゲ
—
 

ム
 

。
な
に
せ
、
 

た
だ
 

戦
 

う
だ
け
 

じ
ゃ
あ
な
 

く、
 

い
ろ
い
ろ
と
 

自
分
の
 

置
か
れ
た
 

立
場
と
 

か
そ
 

の
 

条
件
を
 

変
え
て
 

戦
わ
な
 

く
つ
ち
 

ゃ 
あ
な
ら
な
い
 

わ
け
で
、
 

と
に
 

か
 

く 
ド 

，
シ
 

リ
ア
ス
。
 

ま
さ
に
 

仮
想
 

&
 

で
き
ち
 

や
う
の
で
 

す
よ
。
 

こ
れ
が
 

現
実
の
 

も
の
 

だ
け
 

じ
ゃ
あ
な
 

く、
 

ま
だ
 

現
実
に
は
 

な
い
 

空
想
 

の
 

武
器
で
 

戦
え
 

ち
ゃ
う
っ
て
 

い
う
の
 

が
 

マ
ィ
コ
ン
 

ゲ
—
厶
 

の
 

強
み
。
 

た
と
え
ば
 
宇
宙
が
 

舞
台
の
 
こ
の
 
ゲ
—
 

厶
 なん
か
、
 

現
実
の
 

社
会
 じ 

や あ
あ
り
 
得
 

な
い
 
宇
—
 
で
の
 戦
 

闘
 だ
 も
ん
 ネ
 。
い
や
 

ぁ、 
本
物
の
 

由 戦
 

な
ん
て
 
こ
ん
な
 
感
じ
 

じ
 や あ

な
い
 
か
つ
て
 

空
想
で
 
き
ち
 
ゃ
う
 
ス 

ゴ
〜
 
イ、 

ゲ
 .1 ム

な
 

の
で
す
。
 
ロ
マ
ン
 好
 

き
の
 
男
の
子
 
向
け
。
 

I ヴ K •
ソ
 

ミ 枝 男
の
子
な
 
ら
ば
た
い
 
て
い
の
 
人
は
 
戦
争
 
ご
っ
 
こ
が
 好
き
だ
っ
た
 
は
ず
。
 

大
人
に
 
な
り
 
か
か
っ
た
 
今
 だ
っ
 
て
 好
き
だ
っ
て
 
人
は
 意
外
と
 
多
い
 
み
 

た
い
だ
ね
。
 
そ
ん
な
 
人
は
 
f
 
な
ら
ば
 
み
ん
な
 
自
衛
隊
に
 
行
け
ば
 

し
あ
わ
せ
 
な
ん
だ
ろ
ぅ
 
け
ど
、
 
戦
争
 
ご
っ
 
こ 好

き
だ
っ
 
て
こ
 

と
で
 
本
物
の
 
戦
争
が
 
好
き
だ
と
は
 
か
ぎ
ら
な
い
。
 
そ
れ
に
 
本
物
の
 
戦
 

争
 好
き
な
 
人
 ば
か
り
 
自
衛
隊
に
 
入
ら
れ
た
ん
 
じ
ゃ
あ
 
物
騒
 
き
わ
ま
り
 

な
い
。
 
そ
ん
な
 
人
 向
け
の
 
ゲ
—
ム
 
が
 n レ。 

た
っ
 
セ
 3 機

の
 
飛
行
機
 

で、 
i
 
隊
を
 

し
て
い
く
 
と
い
ぅ
の
 
が
 カ
ン
 
タ
ン
な
 
こ 

. 
(7) 

\
l
f
.
 
 

^ 
i
 
-
 
 

ゲ
—
ム
 
の
 
シ
ナ
 
U
*
 才
 

な
ん
だ
 
け
ど
 
も'  こ 

の
 i
 
隊
が
 
な
か
な
 

か
 強
ぃ
。
 
で
も
、
 
味
 

方
の
 飛
行
機
 
も、 

敵
 

戦
艦
の
 
型
 も 動

き
 
も
 

音
ま
で
 

も、 本
物
 

ソ 

ッ
ク
リ
 

。
つ
ぃ
つ
 

ぃ
 

ゲ
—
ム
 

だ
と
い
 

ぅ
こ
 

と
を
 

忘
れ
 

ノ
〆
 

リ
込
 

ん
じ
 

や
う
の
 

ダ。
 

い
 

つ
ま
で
 

も
 

子
供
 

っ
ぽ
 

い
 

キ
ミ
 

向
け
 

ネ。
 L 

海
が
 

好
き
だ
っ
 

て
 

人
は
 

多
い
 

け
れ
ど
、
 

そ
ん
な
 

人
に
 

日 罪
 

や
つ
て
も
 

ら
い
た
い
 

の
が
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

。
キ
ミ
の
 

駆
逐
艦
は
 

敵
の
 

潜
水
艦
と
 

飛
 

行
 

機
に
 

囲
ま
れ
て
 

し
ま
つ
た
 

ゥ 
こ
の
 

窮
地
か
ら
 

逃
れ
る
 

た
め
に
は
 

攻
 

擎
 

し
か
な
い
。
 

そ
こ
で
 

キ
ミ
は
 

ど
ん
ど
ん
 

機
雷
を
 

落
と
し
て
 

潜
水
艦
を
 

ヤ
ツ
つ
 

け
て
、
 

そ
の
 

一
方
で
 

対
空
砲
火
で
 

飛
行
機
 

i
 

と
さ
ね
ば
 

な
 

ら
な
 

い
の
 

ダ。
 

も
ち
ろ
ん
 

ど
ち
ら
か
ら
 

も
攻
擎
 

は
 

受
け
る
 

わ
け
 

だ
し
、
 

飛
行
機
か
ら
 

落
ち
て
 

く
る
 

人
た
ち
 

は
 

人
道
 

上
み
 

す
て
て
お
 

く
わ
け
に
 

は
い
か
な
い
。
 

そ
ん
な
 

こ
と
を
 

し
な
が
ら
 

も、
 

気
に
な
る
 

の
は
§
"
 

敵
の
 
攻
翠
の
 
合
い
 
間
 

を
み
 
て
は
 
適
当
に
 
コ 

レ も
 i
 
し
て
 
お
か
 

な
い
 
と、 

敵
か
ら
の
 

攻
擊
を
 
か
わ
す
 
こ
と
 

が
で
 き
 な
く
な
っ
て
 

し
ま
う
 
.
 
と" 

や
 

た
ら
と
 
い
そ
が
し
い
 

ゲ
—
ム
 。
で
も
、
 飛
 

行
 機
か
ら
 
落
ち
て
 
く 

る
 人
の
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 

I
 
は
 i
 
く
つ
て
 
思
 

わ
ず
 
ニ
ヤ
 
リ
だ
 
ネ。 

オ
ジ
 
さ
ん
た
ち
 
の
こ
 
こ 数

年
の
 
ゴ
ル
フ
 
•
ブ
 —
ム
は
 
す
さ
ま
じ
い
。
 

で
 …
…
 
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
2
5
>
<
に
も
ゴ
 

ル
フ
 
•
ゲ
—
 ム
が
 登
場
し
た
 と
い
う
 _
 
。
こ
の
 ゲ
—
 ム
の
ス
 グ
レ
 

て
い
る
 点
は
 $
 
の
 ゴ
ル
フ
の
と
 
き
み
た
い
 
に、 ク

ラ
ブ
の
 
種
類
か
ら
 

力
の
 
入
れ
 具
合
い
'
 
 
そ
し
て
 
方
向
ま
で
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 
自
身
が
 
選
べ
る
 

と
い
う
と
 
こ
ろ
。
 
お
ま
け
に
'
 
 
こ
れ
 
も 本

物
 
並
み
の
 
バ
ン
 
カ
—
 
や
ゥ
 

才
—
夕
 I ハ ザ
—
 ド、 そ

し
て
 
立
 木
ま
で
 

も
ズ
 ラ〜
 リと
 あつ
て
'
 

な
か
な
か
の
 
難
コ
 
ー 

ス。 
ホ
—
 
ル
 数
 も
 9 と、 

こ
れ
 
も
 本
物
 
並
み
。
 

| 
向
に
 

ス
コ
ア
の
 

伸
 

び
な
い
 

お
父
さ
ん
に
 

は
 

§
 

の
シ
ユ
 

ミ
レ
 

丨
シ
 

ヨ
ン
と
 

い
え
る
 

ん
 

じ
ゃ
あ
な
 

い
か
な
。
 

(
っ
て
コ
ト
で
：
5
$
 

X
 

を
 

買
わ
 

し
ち
や
う
 

こ
と
 

も
 

出
来
る
 

ネ
)
 

で
も
、
 

お
父
さ
ん
と
 

プ
レ
イ
し
て
 

ギ
ヤ
 

フ 

ン
と
 

い
わ
せ
る
 

こ
と
 

は、
 

か
わ
い
 

そ
う
だ
 

か
ら
 

ヤ
メ
と
 

い
て
 

ネ。
 

•
 次
か
ら
 
次
へ
 
と
 開
発
さ
れ
 
て
い
る
 
M
S
X
 
ソ
フ
ト
の
 
中
に
 
あ
つ
て
、
 

シ
ミ
 
ユ
レ
—
 
シ
ョ
 
ン
は
 
そ
の
 
将
来
を
 
大
き
く
 
期
待
さ
れ
 
て
い
る
。
 
次
号
か
ら
は
 
画
面
 
f
 
ひ
と
つ
で
 
紹
介
す
 
る
の
で
 
は
な
く
'
 
ょ
り
 
具： 

な
 

で
 楽
し
み
 
方
を
 
紹
介
し
 
ま
す
。
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誰で t すぐに 遊 mmm 
ベて、 のめり込 mSm 
んじ やう 面白さ 

初めて キー ポー ドに 触 わる 人で も、 ルール さ 
え 知っていれば、 手軽に 楽しく 遊べち や 5〇 

テーブル •トツプは、 多くの フアンを 持つ ポ 

ビ ュラーな ゲーム を コンビ ュー タで楽 しめる 

よ 5 にした モノ。 コンピュータが 相手 だから 
1 人で も 気ままに 遊べる し、 実力に 応じて 相 

手 もして くれる。 じっく D 対戦で きる の だ。 
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_ 琴 琴， P 辱  a 

今
ま
で
 

あ
っ
た
 

ゲ
—
ム
 

っ
て
い
 

う
の
は
 

長
い
 

年
月
を
 

か
け
て
 

作
ら
れ
 

不
合
理
な
 

面
 

も
 

修
正
さ
れ
 

て
き
て
 

い
る
か
ら
、
 

い
つ
で
も
、
 

誰
で
も
 

が
 

楽
し
め
る
 

H
 

う
に
な
 

っ
て
い
 

る
。
 

逆
に
 

言
え
ば
、
 

ち
ょ
っ
 

と
や
 

そ
っ
と
で
は
 

新
し
い
 

ゲ
！
 

ム
は
 

作
れ
な
い
 

し、
 

な
か
な
か
 

普
及
 

も
し
 

な
い
 

の
 

ダ。
 

で
も
、
 

た
ま
に
は
 

例
外
 

も
 

あ
る
 

ヮ
ケ
 

で、
 

そ
の
 

代
表
と
 

も
い
 

え
る
 

の
が
 

日
本
で
 

さ
れ
た
 

オ
セ
ロ
 
 

•
ゲ
 

—
ム
 

。
わ
ず
か
 

fo
 

年
 

ほ
ど
 

前
に
 

出
来
た
 

ゲ
—
ム
 

な
の
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
'
 
 

今
や
 

プ
レ
イ
 

ヤ
 

ー 
の
 

数
は
 

世
界
中
に
^
^
 

人
 

も
い
 

る
と
 

い
う
。
 

も
ち
ろ
ん
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

•
ゲ
 

I 
厶
 

に
も
な
 

つ
て
い
 

る
ワ
ケ
 

で、
 

M
S
X
 

対
応
の
 

ゲ
|
 

ム
が
 

コ
レ
。
 

初
心
者
 

か
ら
 

有
段
者
ま
で
、
‘
 

誰
も
が
 

楽
し
め
る
 

ょ
 

う
に
、
^
!
^
 

度
 

も
 

4 

S
 

に
 

変
え
ら
れ
る
 

仕
組
み
に
 

な
っ
て
 

い
 

る。
 

こ
れ
か
ら
 

オ
セ
 

口
を
 

覚
え
た
い
 

つ
て
 

人
に
 

も
ピ
ッ
 

タ
シ
の
 

先
生
で
す
 

な
 

あ。
 

ト
ラ
ン
プ
 

•
ゲ
 

ー
ム
つ
 

て
い
つ
 

•
ど
こ
で
 

で
も
 

出
来
ち
 

ゃ
う
か
ら
 

手
 

軽
で
 

イ
イ
よ
 

ネ
 

、
•
で
も
、
 

ひ
と
り
つ
 

き
り
 

じ
ゃ
あ
 

当
然
 

ゲ
—
ム
 

に
は
 

な
ら
な
い
。
そ
ん
な
と
き
に
イ
イ
の
が
、
こ
の
：
5
5
>
<
用
の
ト
ラ
ン
ブ
.
 

ゲ
—
ム
 

な
の
で
す
。
 

で、
 

出
来
る
 

ゲ
—
ム
 

は
ポ
ー
 

カ
—
 

と 
ブ
ラ
ッ
ク
 

ジ
ャ
ッ
ク
の
 

2 
種，
 

こ
れ
な
ら
 

ば
た
い
 

て
い
の
 

人
が
 

出
来
る
 

は
ず
 

だ
 

し、
 

ま
た
、
 

一
流
の
 

カ
ジ
ノ
 

だ
 

つ
て
も
 

通
用
 

し
ち
ゃ
う
 

ゲ
—
ム
 

だ
か
 

ら
 

、
自
宅
に
 

い
な
が
ら
 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
 

ム
—
 

ド
が
 

味
わ
え
て
 

し
ま
え
 

る
と
 

い
う
 

わ
け
。
 

い
や
 

あ
'
 
 

一
^
で
す
な
 

あ
。
 

と
こ
ろ
で
 

問
題
は
 

M
 

S
X
 
の
 
カ
 
ー
 
ド
の
 
腕
 

ん
 だ
け
ど
、
 
こ 

れ
が
 
な
か
な
か
に
 
強
 

い。 セ
 ミ 

•
プ
ロ
を
 
自
 

認
 す
る
 
ギ
ャ
 
ン ブ

ラ
 

I
 
の
 卵
ぐ
 
ら
い
な
ら
'
 

も
の
の
一
 
時
間
で
 
ス 

ツ
カ
 
ラ
カ
ン
に
 
さ
れ
 

て
し
 
ま
う
 
ほ
ど
,
 
機
 

§
手
 
だ
と
い
 
う
こ
 

と
も
つ
 
い
 忘
れ
'
 
 熱
 

く
な
 
つ
ち
 
や あ

い
け
 

な
い
 
よ。 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
 

王
様
と
 

い
ぇ
ば
 

競
馬
 

c 
't)

 
ち 
ろ
ん
 

マ
イ
コ
ン
 

•ゲ
 

I 

厶
に
 

だ
っ
て
 

競
馬
 

ゲ
—
ム
 

は 
ある
。 

し
か
も
 

この
 

ゲ
—
ム
 

、
モ
 

/'
 

ホ 

ンの
 

競
馬
み
 

た
い
に
 

過
去
の
 

そ
の
 

馬
の
 

レ
—
 

スめ
 

デ
—
 

夕—
 

から
、 

オ
ッ
ズ
 

ま
で
 

わ
か
る
 

ょ
う
に
な
っ
 

て
い
て
、
 

こ
れ
 

だ
け
で
 

も 
十
分
に
 

ソノ
  

i!
 

5a
 

に
な
り
 

き
っ
て
 

し
ま
え
る
。
 

そ 
(7)

' 
うえ
、 

レ—
 

ス 
中
の
 

馬
 

だ 
つ
て
、
#
 

n の 
ビ
デ
オ
 

•ゲ
 

—ム
 

み
た
い
 

な
ギ
 

クシ
 

ャク
 

し
た
 

動
き
 

じ 

や 
あ
な
い
。
 

もっ
 

と
ず
 

J 
っと
、 

ず
〜
 

っと
 

本
物
に
 

近
い
 

走
り
 

方
な
 

の 
ダ。
 

こ
れ
で
 

わ
ざ
わ
ざ
 

競
馬
場
ま
で
 

足
を
琿
 

は
な
く
 

って
も、
 

本
 

物
っ
 

ぼ
い
 

競
馬
の
 

雰
 囲
 

気
が
 

味
わ
え
て
 

し 

ま
え
る
 

と
い
う
 

わ
け
 

ネ
 

。
い
っ
も
 

競
馬
で
 

ス
ッ
 

て
い
る
 

お
 

兄
ち
 

や
ん
 

も、
 

こ
れ
か
ら
 

は
 

自
宅
で
、
 

し
か
も
 

ソ
ン
し
 

な
い
で
 

競
馬
 

が
 

楽
-
^
 

ち
ゃ
う
 

弋
 

最
近
 

と
ん
と
 

予
想
の
 

当
ら
 

な
く
な
つ
 

た
 

巨
 

泉
さ
ん
 

に
も
 

教
え
て
 

あ
げ
な
く
 

つ
ち
 

や。
 

凝
リ
 

だ
し
た
ら
 

ヤ
 

マ
ら
な
い
 

の
が
 

ゲ
—
ム
 

の
 

特
徴
。
 

な
か
で
 

も
 

麻
雀
 

は
 

始
め
た
ら
 

2 
日
で
 

も、
 

3 
日
で
 

も
 

1
 

值
 

で
き
ち
 

や
う
ぐ
 

ら
い
 

オ
モ
 

シ
ロ
い
。
 

で
も
 

メ
ン
ツ
 

を
 

4 
人
 

集
め
な
 

く
つ
ち
 

や 
あ
な
ら
な
い
 

つ
て
 

い
う
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

の
 

最
大
の
 

欠
点
。
 

そ
れ
を
 

カ
バ
 

ー 
し
た
の
 

が
 

M
 

S
X
 

版
の
 

§
 

ゲ
—
ム
 

と
い
う
 

ワ
ケ
 

な
の
 

だ
。
 

ル
—
 

ル
は
 

場
を
 

東
 

の
み
と
 

し
て
、
 

5
^
 

な
し
'
 
 

裏
 

ド
ラ
 

あ
り
、
 

カ
ン
ド
ラ
 

な
し
で
、
 

嗅
 

い
 

タ
ン
 

あ
り
の
—
 

翻
 

縛
り
 

ゲ
—
ム
 

。
得
 

占 
it
 

算
は
 

ツ
モ
 

あ
が
り
を
 

し 

て
 

も
 

ロ
ン
 

あ
が
り
の
 

点
数
に
 

な
り
、
，
 

七
 

対
 

子
は
 

50
 

符
—
 

翻
と
 

し
て
 

計
 

一
一
!
 

算
 

さ
れ
て
 

し
—
 

あ
と
は
 

I 
般
の
ゲ
 

I 

ム
と
 

同
じ
 

ル
—
 

ル
 

だ
 か
ら
、
 

ビ
 

ギ
ナ
—
 

だ
 

つ
て
 

充
分
に
 

楽
し
め
 

ち
 

や
う
"
 

ま
た
、
 

本
 

当
は
—
 

人
 

用
の
 

ゲ
 

ー 

ム
 
だ
け
れ
 

ど
、
—
 

局
 

ご
と
の
 

を
 

と
れ
ば
 

複
数
の
 

人
と
 

ブ
レ
イ
す
 

る
 

こ
と
 

も
 

で
き
ち
 

や
う
 

ス 
グ
レ
 

ゲ
—
 

.ム
 

な
の
で
す
。
 

じ < I だ み H あ
-
 

■ 

タ
ケ
ち
 

や
ん
 

マ
ン
て
 

お
馴
染
み
の
，
 

オ
 

レ
た
ち
 

ひ
よ
う
 

き
ん
 

族
 

♦
つ
ち
 

ゆ
う
 

テ
レ
ビ
の
 

ひ
ょ
う
き
ん
 

番
組
が
 

あ
る
 

ネ
 

。
あ
の
 

番
組
か
ら
は
 

"
デ
ビ
ル
.
 

マ
ン
*
 

と
か
”
 

ホ
 

タ
テ
 

•
マ
ン
々
 

と
か
、
 

い
ろ
い
ろ
 

変
 

チ
ヨ
 

コ
リ
ん
 

な
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
—
 

を
 

持
つ
 

て
い
る
 

ス
タ
—
 

が
い
つ
 

ぱ
い
 

登
場
し
て
 

い
る
よ
 

ネ
 

。
そ
ん
な
 

変
 

チ
ヨ
 

コ
リ
ん
 

な
 

ス
タ
—
 

の
 

ひ
と
り
 

が
*
 

あ
み
だ
 

パ
 

バ
ア
，
。
 

昔
な
 

つ
か
し
い
々
 

あ
〜
 

み
〜
 

だ
く
 

じ，
 

を
 

唯
 

I
 

の
 

武
器
に
、
 

強
い
 

者
の
 

味
方
 

タ
ケ
ち
 

や
ん
 

マ
ン
と
 

戦
つ
 

て
い
る
 

あ
 

の
オ
バ
 

サ
ン
 

だ
-
で
、
 

こ
の
 

オ
バ
 

サ
ン
の
 

武
器
'
 
 

あ
〜
 

み
〜
 

だ
く
 

じ
を
 

M 

S
X
 

対
応
の
 

ゲ
—
ム
 

化
し
た
 
の
が
 
コ
レ
。
 

も
ち
ろ
ん
 
タ
 ダ
の
 
あ
 

み
だ
く
 
じ
で
あ
ろ
ぅ
 

は
ず
が
な
い
。
 ゲ
|
 

ム
の
 
$
 
に
は
 
イ
ロ
 

イ
ロ
と
 
ト
ラ
ブ
ル
が
 

つ
ま
つ
 
て
い
て
、
 
プ
 

レ
イ
し
た
 
人
な
ら
 
誰
 

も
が
 
思
わ
ず
 
ニ
ヤ
 
リ 

と
し
ち
 
や
ぅ
 
ワ
ケ
 

9 

ネ
 

ク
ラ
な
 

少
 

き
 

0
 

…：
 

〇
 

……
. 

: 

〇
…
 ̂

1
4
 し
：
 

の
ゲ
 
—
ム
。
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頭を 使わな くつ 

ち や ゲームは 5 
まく 運ばない ヨ 

M 人間は 考える 葦で ある" とは、 かの パス カ 
ル 先生の お 言葉。 たとえ ゲームで あろ 〇 とち 
この 教えを ないがしろに すると、 なかなか 思 

ラよ 5 にコ トは 運ばない。 それが シンク （思 

考） ゲーム だ。 反射 神柽や 咄嗟の 判断力が 要 

求され る ことが 多い ゲームの 中に あつて、 こ 
の ゲームは 冷静な 緦合的 思慮が 重視され る。 

夕 ス マ ン§
 

ヤ 

ギ
ー
 

愈 
ft 

この
 

ゲ—
ム 

'早
い話
が 

銀行
に 

押し
入つ
 

て 金を
 

奪い
、^
 

W に 

捕ま
らな
い 

ょう
に 

進け
 

ると
 

いう
 

ギ 

ヤン
グ 

物"
 

でも
 

さ、
 

最近
 

の 
銀行
は 

やた
ら 

警備
が 

厳重
で 

頭が
 

悪け
 

リゃ
ぁ 

金庫
に 

近づ
く 

こと
 

もま
 

まな
らな
い。
 

特に
 

キミ
の 

押
し
入
ろ
う
と
 

して
いる
 

銀 

行は
、 

金庫
に 

•た
どり
つく
 

まで
に 

いく
つも
の 

コマ
の 

場所
と 

色 

当て
の 

ゲ—
厶 

が 

あっ
て、
 

この
 

I 
つで
 

も 
解け
な 

けリ
や 

あ 
f
 

察に
 

通報
が 

入る
 

とい
う 

謹
み
に
 

なつ
て 

いる
。 

二の
 

色と
 

場所
 

当て
 

ゲ—
ム 

つて
い 

うの
が 

なか
なか
 

難し
 

いん
だよ
 

ネ 
。な
かで
 

も
い
 

ち
ば
ん
 

始
め
に
 

出
て
 
来
る
 
ゲ
ー
ム
 
が
 

難
問
 中
の
 
難
問
。
 
頭
 

で
 考
え
て
 
い
る
 
だ
け
 

じ や あ
ダ
メ
 で、 

あ
 

る 程
度
は
 
カ
ン
に
 
頼
 ら な

く
つ
 
ち
 や あ

な
 

ら
な
い
 。
で
も
、
 

こ 

れ
 さ
え
 
解
け
ば
、
 
あ
 

と
の
 
問
題
は
 
_
 
力
 

で
 解
け
る
 
は
ず
。
 
警
 

官
 サ
ン
 も
 
一
度
は
 体
 

験
す
べ
き
 
ゲ
 —
ム
。
 

マ
イ
コ
ン
 
•
フ
ア
ン
の
 
キ
ミ
、
 
キ
ミ
が
 
い
ち
ば
ん
 
大
切
に
 
し
て
い
る
 

マ
イ
 
•
コ
ン
を
 
作
動
さ
せ
る
 
う
え
で
、
 
な
に
が
 
い
ち
ば
ん
 
大
切
 
か
わ
 

か
る
 
か
な
 
あ
？
 

答
は
 
い
ろ
い
ろ
 
考
え
ら
れ
 
る
だ
ろ
う
 
け
れ
ど
、
 

こ 

こ
で
の
 
答
は
 
電
気
。
 
た
し
か
に
 
電
気
が
 
な
く
つ
 
ち
ゃ
 
あ
 
マ
イ
コ
ン
 

は
 作
動
し
 
な
い
 
よ
ね
 
夕 
で
も
、
 
こ
の
 
電
気
っ
て
も
 
の
の
^
 
i を ポ

ク
 

ら
 は
つ
い
 
忘
れ
が
ち
 
だ
 ◊
そ
こ
で
 
こ
の
 
電
気
の
 
あ
り
が
た
 
さ
を
 
改
め
 

て
 認
識
し
 
よ
う
と
い
 
う
の
が
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 狙
い
。
 
パ
 ッ
テ
リ
 
I 
か
 

ら
 研
究
所
に
 
電
力
を
 
送
る
 回
路
を
 
切
断
す
 
る
オ
ジ
 
さ
ん
が
い
る
"
 

こ 

の
オ
ジ
 
さ
ん
を
 
気
絶
 

さ
せ
て
、
 

断
^
 

一
所
 

を
 修
理
し
て
、
 
無
事
 

電
気
を
 
研
究
所
に
 
送
 

f
 
い
う
 ヮ
ヶ
。
 
断
線
 

$
理
 
す
る
と
き
 
は
 

ペ
ン
チ
、
 
オ
ジ
 さ
ん
を
 

8
 
さ
せ
る
 
と
き
は
 

ト
ン
カ
 チ
と
、
 
道
具
 

の
 使
い
 
わ
け
が
 
な
か
 

な
か
 
め
ん
ど
う
。
 

ハ
 

I
 
ド
に
 
強
い
 
人
に
は
 

ビ
ツ
 タ
シ
の
 
ゲ
 —
ム
。
 

好
き
な
 
人
と
 
同
じ
 
こ
と
を
 
や
つ
て
 
い
た
い
つ
 
て
 人、 

多
い
 
ょ
ネ
こ
 

れ
 は
そ
ん
な
 
人
 好
み
の
 
ゲ
 ー
厶
"
 

64 タ
イ
プ
 
あ
る
 
迷
路
に
 
一
組
の
 
力 

ッ ブ
ル
を
 
入
れ
て
、
 
そ
れ
ぞ
れ
 
違
う
 道
を
 行
か
せ
な
が
ら
 
も、 

一
緒
 

に
 ゴ
—
ル
 
イ
ン
 
さ
せ
ち
 
ゃ
う
と
 
い
う
 ゲ
—
ム
 
"
で
も
 
こ
の
 
カ
ッ
プ
ル
 

と
て
も
 
仲
が
良
く
 
つ
て
 対
称
に
 
し
か
 
動
い
て
 
く
れ
な
い
"
 
お
ま
け
に
 

迷
路
の
 
$
に
蜘
 
蛛
 が
い
て
、
 
見
知
ら
ぬ
 
人
間
を
 
つ
か
ま
え
て
 
し
ま
 

、 ?. 
カ
ッ
プ
ル
は
 
そ
れ
ぞ
れ
 
蜘
蛛
ょ
 
け
の
〃
 
ル
ン
 
ル
ン
ガ
ス
，
 
を
 持
 

つ
て
は
 
い
る
ん
だ
 
け
ど
、
 
靈
心
 
く パ

—
 
ト
ナ
—
 
が
 つ
か
ま
つ
ち
 
ゃ
つ
 

た
ら
 
ば
 助
け
に
 
行
か
 

な
け
 
リ
ゃ
 
あ
な
ら
 
な
 

い。 
時
間
ど
お
り
に
 

パ
—
 
ト
ナ
ー
を
 
救
ぃ
 

出
し
、
 
ふ
た
り
 
そ
ろ
 

つ
て
 ゴ
—
ル
 イ
ン
で
 

き
な
 
け
り
 
ゃ ぁ

ゲ
|
 

ム
 
•
才
 —
バ
—
 
な
の
 

ダ，： 
馴
れ
な
い
 
う
ち
 

は
 難
し
い
 
け
れ
ど
、
 

馴
れ
て
 
く
れ
ば
 
カ
ン
 

タ
ン
。
 
恋
人
の
 
い
る
 

人
 向
け
の
 
ゲ
ー
ム
 

* 

分 

ル
 細 ザ！

 •I 

ヤ
レ
ば
 
出
来
る
 
と
い
う
 
け
れ
ど
'
 
 
人
間
は
 
ヤ
ル
気
 
さ
え
 
出
せ
ば
 
な
ん
 

だ
っ
 
て
 出
来
ち
 
や
う
"
 

い
や
、
 
正
確
に
 
言
う
 
と、 

な
ん
だ
 
っ
て
 出
来
 

ち
 や
う
 
可
能
性
が
 
あ
る
っ
 
て
こ
と
 
な
ん
だ
ろ
う
 
な。 

と
に
か
く
、
 
訓
 

練
 す
れ
ば
 
ど
ん
な
 
力
 も
つ
 
く
わ
け
で
'
 
 
記
憶
力
 
だ
っ
て
 
そ
の
 
例
外
 
じ
 

や あ
な
い
。
 
と
い
う
 
ワ
ケ
で
 
出
来
た
 
の
が
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
.
早
い
 
話
し
 

が
'
音
と
光
を
頼
リ
に
し
た
5
5
>
<
版
の
篇
衰
弱
ゲ
ー
ム
。
ひ
と
 

り
で
 
も
 遊
べ
る
 
け
れ
ど
、
 
 
6 人

ま
で
 
プ
 レ
ー
 
ヤ
ー
の
 
数
は
 増
や
す
 
こ 

と
は
 
出
来
る
。
 
こ
う
し
た
 
8
 
を
 集
中
さ
せ
る
 
ゲ
—
ム
 
つ
て
い
 
う
の
 

は、
 

ひ
と
り
で
 

ネ
ク
 

ラ
っ
 

ぼ
く
 

遊
ん
で
 

い
 

"
る
よ
り
も
 

み
ん
な
で
 

ワ
イ
 

ワ
イ
 

•
ガ
ヤ
 

ガ
 

ヤ
 

や
っ
た
 

ほ
う
が
 

精
 

に
も
 

メ 
い
ら
な
 

い
で
す
 

む
か
ら
 

イ
イ
 

ょ
ネ
。
 

度
は
 

6 

段
階
に
 

変
え
ら
れ
る
 

か
ら
 

誰
で
も
 

出
来
ち
 

や
う
"
 

モ
ノ
 

忘
れ
の
 

激
し
く
な
 

つ
た
 

お
 

父
 

さ
ん
と
 

や
り
た
い
 

ナ
 

C 

世
の
中
に
は
 
ア
テ
 
に
な
ら
な
い
 
も
の
が
た
 
く
さ
ん
 
あ
る
け
れ
 
ど
な
 

か
で
 
も
い
 
ち
ば
ん
 
ア
テ
 
に
な
ら
な
い
 
の
が
 人
間
の
 
威
 覺
 〃
特
に
 
一
瞬
 

の
 出
来
事
 
だ
と
 
正
確
に
 
モ
ノ
を
！
^
 
す
る
 
こ
と
は
 
か
な
り
 
難
し
く
な
 

う
て
し
 
ま、 っ。 

で
も
 
さ
'
 
 こ
の
 
感
覚
つ
 
て
 ヤ
ツ
は
 
訓
練
す
 
る
 こ
と
に
 

よ
っ
て
'
 
 
か
な
り
 
銳
く
 
す
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
る
 
ぐ
た
 
と
え
ば
 
こ
の
 
ゲ
—
 

ム
が
ソ
 
レ。 

い
ろ
い
ろ
な
 
種
類
の
 
カ
タ
 
チ
 や〗 if®、 

遊
 ひ
 道
具
と
 
い 

っ
た
^
 3 の

が
、
 
ア
ッ
ト
 
ラ
ン
ダ
ム
な
 
カ
ッ
プ
ル
で
 
デ
 
ィ
ス
 
ブ
レ
イ
 

に
 現
れ
て
 
く
る
。
 

で、 
同
じ
 
仲
間
 
だ
っ
 
た
ら
 
ば
 

く キ
—
を
 
押
 

す。
 

正
解
な
ら
 

ば
ポ
 

イ
ン
 

ト 
と
な
る
 

ワ
ケ
。
 

早
 

さ
も
 

大
切
 

だ
け
ど
、
 

そ
れ
 

以
上
に
 

正
確
さ
 

が
 

重
視
さ
れ
 

る
と
 

い 

ぅ
の
は
 

あ
た
り
 

前
の
 

お
話
し
。
 

だ
か
ら
 

こ 

の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

続
け
て
 

い
け
ば
 

い 
自
然
に
 

感
 

覚
が
 

研
ぎ
す
 

ま
さ
れ
 

て
い
く
 

と
い
う
 

わ
け
 

ネ
 

'
斉
囊
 

六
に
 

ヤ
 

ラ
し
た
い
 
ゲ
 —
ム
。
 

參
 そ
の
他
に
 
も、 

マ
ス
タ
—
 
マ
イ
ン
ド
.
 
ゲ
—
ム
 
の
 要
領
で
 
3 人

の
 
女
の
子
の
 
手
 *
 I け
 ヵ
ゴ
の
 
中
に
 
入
っ
て
 
い
る
 
フ
ル
—
 
ッ
を
 
推
理
す
 
る
 
「
フ
ル
—
 
ツ
 
•
サ
ー
 
チ
」
 (
H
A
L
 
研
究
所
 

R
O
M
 
 
P
A
C
K
 
 
4、 8

0
0
円
 

j 
力
 発
売
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
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• 中学 必修 英単語 
テー ブ 3.800円 ストラット フォート*  •コン ピュ •■ター センター 

おしん 勉強は ち 
うイヤ / 楽しく 
な吉ゃ 覚えない 

忍 酎、 努力、 根性と いう 人生 論に 襄 うちされ 

た 勉学が 美と されて 去た 時代ち あった 0 二宮 

金 次郎は マキを 背負いながら 勉学した。 父 や 

母は 教科書に アンダーラインを 弓 I きながら 頑 
張った。 その 時代、 時代の 勉学 方法だった の 

だ。 これからは MSX を 使って 勉強す る 時代 0 

好奇心 タ ツプ U で 楽しく マスターで 去る ソ〇 

• 化学 •元素 記号 マスター テー ブ 3,800円 ストラット フオ- 卜 •.コンピュータ- •センター 

象 日本史 年表 
チープ 3 ,800 円 ストラット •: フオ- •  K ， コ ノピ ユー ター セ ン 

894 け 人と *50  01,0 

1036 い 人 せ い b  t-C 

1156 ぼ 少 す' んめ « 人 

1159 へしぐ め eA 

1185 
へし t  坊つ* T、 う 

1192 か* < み 

1221 し'、 雀 *53,5 め 

0  0  UlNFORMATION 

江
戸
時
代
の
 

昔
な
ら
 

ば
 

日
本
語
で
 

な
ん
で
も
 

コ
ト
が
 

足
り
た
 

か
も
し
 

れ
 

な
い
 

け
れ
ど
、
 

一 
た
 

現
在
の
 

社
会
で
は
 

最
^
^
 

英
語
 

ぐ
ら
 

い
し
や
べ
 

れ
 

な
く
っ
 

ち
 

や 
あ
 

生
き
て
 

は
い
け
 

な
い
 

ネ
〇
 

で
も
、
 

あ
る
 

言
語
 

雪
の
 

説
に
 

よ
る
と
'
 
 

英
文
が
 

普
段
 

日
常
 

羅
で
 

使
っ
て
 

い
 

る
よ
う
 

な
⑴
量
 

8
の
 

90
 

%
は
、
日
本
で
も
$
の
3
年
間
で
教
え
ら
れ
 

て
い
る
 

も
の
な
ん
 

だ
つ
 

て
 

さ"
 

と
い
、
 

っ 
こ
と
は
、
 

し
つ
 

か
り
 

中
学
の
 

英
語
を
 

学
ん
で
 

い
れ
ば
、
 

な
ん
と
か
 

英
米
に
 

行
っ
て
も
 

コ
ト
が
 

足
り
 

ち
 

や
う
っ
 

て
ワ
ケ
 

。
し
つ
 

か
り
 

お
 

勉
強
し
 

と
か
な
 

く
ち
 

や
 

あ
い
け
 

な
 

1
/
 
 

ぃ
ネ
 

。
で
、
 

ょ
リ
簡
 

単
に
 

英
一
®
 

を
 

覚
え
 

ら
れ
 

る
よ
う
 

に
つ
て
 

, 
開
発
さ
れ
 

た
の
が
 

こ 

の
 

ソ
フ
ト
。
‘
 

学
年
 

ご
 

と
に
 

ソ
フ
ト
は
 

3 
種
 

_
 
 

類
が
 

発
売
さ
れ
 

て
い
 

_
 
 

て、
 

そ
れ
ぞ
れ
が
 

短
 

時
間
で
 

暗
記
で
 

き
る
 

よ
う
に
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ミ
 

ン
グ
 

さ
れ
て
 

い
る
。
 

英
語
の
 

ニ
ガ
 

テ
な
 

人
 

y
 

に
は
 

寡
ぃ
 

ソ
フ
ト
。
 

勉
強
っ
て
 
い
う
 
も
の
に
 
も
 
い
ろ
い
ろ
な
 
種
類
の
 
も
の
^
^
る
 
け
れ
ど
、
 

す
べ
て
の
 
_
 
の
 基
本
に
 
な
っ
て
 
い
る
の
 
が
 基
本
的
な
 
事
項
を
 
暗
記
 

す
る
と
い
 
う
こ
と
。
 
基
本
的
な
 
事
項
を
 
喑
 記
し
て
 
い
な
け
れ
ば
、
 

そ
 

れ
以
 
後
な
 
に
を
 教
わ
っ
 
た
と
 
し
て
も
 
ナ
ン
の
 
こ
っ
た
 
か
わ
か
 
リ
っ
こ
 

な
い
 
ね" 

だ
か
ら
 
そ
の
 
基
本
的
な
 
事
項
 
だ
け
は
 
し
っ
か
り
 
暗
記
し
て
 

お
く
 
必
要
が
 
あ
る
。
 
た
と
え
ば
 
化
学
の
 
元
素
 記
号
 な
ん
て
も
 
の
も
是
 

裴
 
記
し
て
 
お
か
な
 
く
っ
ち
 
や あ

な
ら
な
い
 
事
項
の
 

一つ。 
こ
れ
を
 

覚
え
て
 
お
か
な
い
と
、
 
化
学
の
 
時
間
は
 
つ
ら
い
 
時
間
と
 
な
っ
ち
 
や
う
 

ヮ
ケ
 
な
の
で
す
 
ょ。 

こ
う
し
た
 
暗
記
 
モ
ノ
 

の
 i
f
 
に
バ
ツ
 
グ
ン
 

の
 力
を
 
発
揮
し
て
 
く 

れ
る
 

の
が
、
 

マ
ィ
コ
 

ン 。
ゲ
 
—
ム
球
 X
 見
で
 

M
 
S
X
 
を
い
 
じ
つ
て
 

い
れ
ば
—
 
に
 必
要
 

な
 コ
ト
を
 
身
に
 
つ
け
 

て
い
け
る
 
と
い
う
 
わ
 

け。 
今
い
 
ち
ば
ん
 
力
 

ン タ
ン
で
 
便
利
な
'
 学
 

習
 法
が
 
コ
レ
で
す
 
ョ。 

社 の
 

D 

児
 

I 幼
 

I 

幼
児
の
 
記
憶
力
つ
 
て
い
う
 
も
の
は
 
ス
ゴ
ィ
 
。
な
ん
に
も
し
 
や
べ
 
れ
な
 

い
 赤
ち
 
や
ん
だ
 
つ
て
 
4 年

 か
 5 年

 も す
れ
ば
 
日
本
語
が
 
ペ
ラ
べ
 
ラ
に
 

な
つ
ち
 
や
う
ん
だ
 
も
ん
 
ネ
 ◊
で
'
 
 こ
の
 
記
慷
 力
が
 
ス
ゴ
ィ
 
う
ち
に
 
英
 

語
を
 教
え
て
 
お
け
ば
、
 
日
本
語
と
 
同
じ
よ
う
に
 
英
語
 
だ
つ
 
て
 ペ
ラ
べ
 

ラ
に
な
る
 
は
ず
て
 
な
 ワ
ケ
で
 
開
発
さ
れ
 
た
の
が
 
幼
児
 向
け
の
 
英
 

語
 教
育
の
 
ソ
フ
ト
と
 
い
う
 わ
け
。
 
子
供
の
う
 
ち
か
ら
 
英
語
が
 
し
や
べ
 

れ
 た
ら
 便
利
だ
ろ
う
 な
 あ" 

も
ち
ろ
ん
 幼
児
 じ や

な
い
 •： M
 や
 大
人
 

だ
つ
 
て
こ
の
 
ソ
フ
ト
を
 
利
用
し
て
 
英
語
の
 
お
 勉
強
を
 
す
る
 
こ
と
は
 
で
 

き
る
 けれど'  ペ

ラ
べ
 

ラ
に
な
る
 

よ
う
に
な
 

i
 

で
に
は
、
 

赤
ち
 

や
 

ん
が
 

日
本
語
を
#
^
 

に
し
 

や 
ベ
れ
 

る
よ
う
 

に
な
る
 

ぐ
ら
い
の
 

時
 

『
 

4 
年
か
ら
 

5 
年
 

ぐ
ら
い
は
 

か
か
る
 

と 

ぃ
ぅ
 ヮ
ヶ
。
 
董
 
や
 

大
人
は
 
も
っ
と
 
上
級
 

の
 ソ
フ
ト
を
 
使
つ
 
た
 

ほ
う
が
 
上
達
が
 
早
い
 

ん
 じ
ゃ
あ
な
 
い
か
な
。
 

勉
強
っ
て
 

い
ぅ
の
は
 

1
 

に
 

ィ
ャ
 

だ
ね
。
 

楽
し
く
 

学
べ
 

KJ
 

—
 

な
ん
 

て
ゥ
リ
 

文
句
の
 

学
習
 

法
 

も
 

い
ろ
い
ろ
と
 

あ
る
ら
 

し
い
 

け
れ
ど
、
 

い
か
 

に
も
，
 

学
ぶ
*
 

っ
て
 

感
じ
な
 

の
が
 

ィ
ヤ
 

だ
ね
 

H。
 

も
つ
 

と 
楽
し
く
'
 

..?
• 

学
ん
で
 

い
る
ん
だ
"
 

っ
て
 

実
感
を
 

も
た
な
い
で
、
 

な
お
か
つ
 

効
率
 

良
く
 

学
べ
ち
 

や
ぅ
 

方
法
、
 

こ
ん
な
 

科
学
の
 

進
ん
だ
 

時
代
な
ん
 

だ
か
ら
 

出
て
 

来
て
も
 

イ
イ
ん
 

じ 
や
な
い
 

か
な
 

あ 
…
…
 

と 
思
つ
 

て
い
た
ら
、
 

案
 

の
定
 

'
出
て
 

来
ま
し
た
 

ネ
 

、
こ
ん
な
 

楽
し
い
 

ゲ
—
ム
 

、
じ
 

や 
あ
な
く
 

つ
て
 

学
習
 

法
が
。
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

•
ゲ
 

ー
ム
 

の
い
 

ち
ば
ん
べ
—
 

シ
ッ
ク
 な
 

型
 

♦
ブ
ロ
ッ
ク
 

崩
 

し
と
、
 

英”
 

'
量
 

g の
 

暗
 

記
が
 

同
時
に
 

出
来
ち
 

や
ぅ
と
 

い、
 

つ 
こ
の
 

ゲ
 

I
 

ム
 

、
ま
さ
に
 

ポ
ク
 

た
ち
の
 

考
え
て
 

い
た
 

，
楽
し
み
な
が
ら
 

覚
 

え
ら
れ
ち
 

や
ぅ
，
 

新
 

時
代
の
—
 

法
と
 

い 

ぅ
ヮ
ヶ
 

。
で
も
 

蠢
 

の
 

内
容
か
ら
 

考
え
る
 

と、
 

$
 

生
に
 

し
か
 

使
え
な
い
 

な
 

あ 
…
…
 

。 

昔
つ
 

か
ら
 

歴
史
の
 

年
代
つ
 

て
い
う
 

の
は
 

な
か
な
か
 

覚
え
ら
れ
ず
に
'
 

J
L
 

郎
 

さ
ん
 

花
の
 

お
 

江
戸
で
 

花
が
 

咲
く
一
 

6
0
3
 

年
 

江
戸
 

f
 

始
 

ま
る
*
 

て
な
 

具
合
い
に
 

ゴ
ロ
 

合
わ
せ
で
 

暗
記
し
て
 

い
た
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

こ
れ
が
 

似
た
 

よ
う
な
 

事
件
 

や
#
 

t：
 

が
 

あ
つ
た
り
 

し
て
 

頭
が
 

ゴ
 

チ
ャ
 

ゴ
 

チ
ャ
に
 

な
つ
て
、
 

か
え
つ
 

て
 

間
違
つ
 

て
し
 

ま
い
が
 

ち。
 

な
に
 

か
 

暗
記
 

し
や
す
い
 

学
習
 

法
は
 

な
い
か
し
 

ら
ん
 

…
…
 

と
い
う
の
 

が
大
 

か
た
の
 

受
 

験
 

生
の
 

悩
み
の
は
 

ず。
 

そ
の
 

悩
み
を
 

解
決
し
て
 

く
れ
る
 

ソ
フ
ト
が
 

早
 

く
も
出
て
来
た
ん
だ
よ
ね
。
2
$
>
<
を
使
つ
て
能
^
^
く
_
し
ち
 

ゃ
お
う
と
 

い
う
 

ワ
ケ
 

な
の
ね
。
 

こ
れ
な
ら
 

ば
 

ゴ
ロ
 

合
わ
せ
で
 

年
 

代
を
-
覚
え
る
 

な
ん
て
 

ム
リ
な
 

こ
と
を
 

し
な
 

い
で
す
 

む
し
、
 

そ
れ
 

に
 

M
S
X
 

を
 

買
つ
 

て
 

も
ら
う
た
 

め
の
 

い
い
 

口
実
に
 

も
な
 

つ
ち
 

ゃ 

う
ネ
 

◊
マ
ィ
 

•
コ
ン
 

を
 

使
つ
 

た-
: 

I
f
 

法
は
 

こ
れ
か
ら
 

も
ど
ん
 

ど
 

ん
ふ
 

え
て
 

い
く
は
ず
 

だ
 

0 

•
 

紹
介
し
た
 

以
外
に
 

も
*
 

楽
し
い
 

算
数
，
 

(
小
 

4 
〜 

6
)
 

が、
 

ス
ト
ラ
ツ
 

ド 
フ
ォ
—
 

ド
.
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
—
 

セ
ン
タ
—
 

か
ら
 

II
 

月
下
 

旬
に
 

発
#
^
 

い
ず
れ
も
 

テ
—
 

プ
で
 

価
格
は
 

3、
 

8
0
0
 

S
T
 
 

H
 

デ
ュ
 

ケ
—
シ
 

ョ
ン
 

•
ソ
フ
ト
の
 

分
野
は
、
^
#
 

に
は
、
 

次
々
 

と 
発
売
さ
れ
 

る
 

羞
 

し
だ
 

0 
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# ジグ ソ ー セツ ト ROM  PACK  /16K  4,800円  MIA 

• ピクチャー •パズル ROM  PACK  4.8Q0FR  HAL 砑究所 

MSX の 1 脃グ 
ラフィック 機能 mm 
を フルに 活用/  QU 

記憶力 もさる ことながら、 いわゆる ヒラメ キ、 
逆 方向 思考な ど ナナ メ から とらえる 頭の 回転 

がポ イン トと なる ゲーム 0 学校の 勉強が でき 
るから といって、 短 時 _ で 解ける って ワケに 

は イカない ソ。 ただし、 あまり 細かく 画面を 

分割して しまう と 目の タメに ワ ルイ、 と 思う 
けど、 と 〇 でしよ ろ かネ、 ソフト 八 ウスさん。 

胸 ワク ワクの 冒 
険者 気分を 満喫 
で 寺る かな あ!？ 

アドベンチャーには 危険と 障害が つき モノ。 

さあ、 とんな 新手の キャ ラク ターが、 どんな 
パワーを 持って行 手を さえぎる か!？ はた ま 
た 主人公の 秘密兵器は どこまで 通用す るの か 

な あ……!？ スリルと サスペンスと ロマンが 

織！ 3 なす 不思議 ワールド。 とい 5 謳い文句が 
いっぱいの ゲームが これら なんです よ。 

世
の
中
に
は
 
根
気
の
 
あ
る
 
人
が
 
い
る
ん
だ
 
な
 
あ、 

と
 思
わ
ず
に
 
は
い
 

ら
れ
 
な
い
 
の
が
 
ジ
グ
 
ソ
—
 
パ
ズ
ル
。
 

500 と
か
 
600 と

か
に
 
分
割
さ
れ
 
た
 

絵
を
'
—
 
力
 月
と
 
か
 2 

力
 月
と
 
か
、
 
ピ
—
ス
 
の
 数
の
 
多
い
 
も
の
は
—
 

年
ぐ
 
ら
い
か
け
 
て
 作
る
 
人
 も
 多
 い
ん
だ
つ
 
て
。
 
で
、
 
こ
の
 
ジ
グ
 
ソ
—
 

パ
ズ
ル
も
2
$
/
で
出
来
る
よ
う
に
な
0
た
わ
け
。
用
意
さ
れ
て
い
 

る
 絵
は
 
コ
ア
ラ
 
•
橋
.
 
蝶
の
 
3
I
W
 
あ
っ
て
'
 
 
プ
レ
ィ
ヤ
—
 
の
 実
力
 

に
よ
つ
 
て
、
 
絵
は
 
6
 
つ
か
ら
 
96 ま

で
 

に
わ
 
け
ら
れ
ち
 
や
う
。
 

こ
の
 
ピ
ー
ス
 
を
 
一
つ
ず
 
つ
、
 
本
物
の
 
ジ
グ
 
ソ
—
 
パ
ズ
ル
の
 
よ
う
に
 
組
 

み
 合
わ
せ
て
 
い
っ
て
 

元
の
 
絵
の
 
よ
う
に
 
完
 

成
さ
せ
ち
 
や
う
と
 
い
 

う
の
が
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 

の
 大
ま
か
な
 
仕
組
み
。
 

で
も
'
 
 時
間
 
以
内
に
 

出
来
な
け
れ
ば
 
絵
は
 

爆
発
 
し
ち
や
う
 
の
 ダ
。
 

始
め
に
 
ど
ん
な
 
絵
 だ
 

つ
た
 か
、
 ど
こ
に
 

ど
 

ん
な
 
色
が
 
使
わ
れ
て
 

い
た
か
 
記
憶
し
て
 
お
 

く
の
 
が
 勝
つ
 
コ
ツ
 
ね
，
 

バ
ズ
 
ル
つ
 
て
い
 
つ
て
も
 
い
ろ
い
ろ
な
 
種
 ̂
 か
 あ
る
け
れ
 
ど
、
 
こ
の
 
ゲ
 

i
 
ム
の
 
基
本
に
 
な
つ
て
 
い
る
の
は
 

1
5
 ゲ
—
ム
 
。
—
 
か
ら
 
1
5
 ま
で
、
 

夕
 

テ
 
•
ョ
コ
 
4 
段
す
 
つ
つ
ま
つ
 
た
 
コ
マ
を
'
 
 
コ
マ
—
 
つ
 分
 だ
け
 
空
い
た
 

ス
ぺ
 
ー 
ス
を
利
 
用
し
て
 
タ
テ
 
組
み
を
 
ョ
コ
 
組
み
に
 
変
え
て
 
行
く
 
と
い
 

、っ ア
レ
"
 
ア
レ
を
 
_
 
じ
 
や
な
く
 
つ
て
 絵
で
 
ヤ
ツ
ち
 
や
お
う
 と
い
、
 っ
 

ワ
ケ
 
な
の
で
す
。
 

で
、
 
出
て
 
来
る
 
絵
は
 
ブ
 タ
子
ち
 
や
ん
 
に
ゥ
 
マ
さ
ん
、
 

ダ
ン
 
デ
ィ
な
 
ワ
ニ
 
氏
と
 
ゾ
ゥ
 
君
、
 
オ
シ
 
ャ
 レ
な
 
ネ
コ
さ
ん
 
の
 5
 キ
ャ
 

ラ
 ク
タ
—
。
 
そ
れ
か
ら
 
数
字
 
も
 当
然
の
 
よ
う
に
 
あ
る
 
わ
け
。
 
こ
の
 
中
 

か
ら
 

' 
つ
を
 

選
ん
で
 

1
6
 

の
 

画
面
に
 

入
れ
て
 

バ
ラ
 

す
ん
だ
 

け
ど
、
 

難
し
さ
は
 

M
S
X
 

を
 

操
作
す
 

る
 

キ
ミ
 

自
身
 

で
 

勝
手
に
 

選
べ
る
 

と
 

い
う
 

ヮ
ケ
 

。
だ
か
ら
 

始
め
は
 

簡
単
な
 

モ
ノ
 

か
ら
 

や
ツ
 

て
い
け
ば
 

誰
で
も
 

出
来
ち
 

や
う
 

と
い
う
 

ワ
ケ
 

ね。
 

弟
 

や
 

妹
と
 

ヤ
 

ル
と
 

尊
敬
 

さ
れ
ち
？
 

つ
ゾ
〇
 

ネ
ズ
 
ミ
つ
 
て
 動
物
は
 
昔
は
 
皆
ん
 
な
に
 
嫌
わ
れ
て
 
い
た
の
に
、
 
ミ
ツ
キ
 

I
 
•
マ
ウ
ス
の
 
登
場
 
以
来
 
な
ぜ
か
 
可
愛
い
 
つ
て
 
こ
と
に
な
 
つ
て
し
 

ま
つ
た
。
 
そ
し
て
 
次
々
 
に
ネ
ズ
 
ミ
の
 
ヒ
—
 

口  — 
も
 登
場
し
て
 
来
 る
ん
 

だ
け
ど
、
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 主
人
公
 
チ
 
ユ
—
太
 
ク
ン
 
も
 そ
ん
な
 
ヒ
—
 
 口
 

•I の
 ひ
と
り
 
(
 I
 匹
 か
な
？
)
。
 
な
に
せ
 
彼
は
 
亜
 i
 
の
 城
に
 
忍
び
込
み
、
 

悪
魔
の
 
ダ
ィ
ヤ
を
 
盗
ん
 
じ
 
ゃ
お
ぅ
と
 
し
て
い
 
る
ん
だ
 
か
ら
、
 
ナ
ミ
の
 

ネ
ズ
 
ミ
で
 
あ
る
は
 
ず
は
 
な
い
。
 
と
こ
ろ
が
 
亜、 i
 
の
 方
 だ
つ
 
て
 黙
つ
 
て
 

そ
れ
を
®
^
 
し
は
 
し
な
い
。
 

の
 カ
エ
 
ル
 や
へ
 
ビ
を
 
使
つ
 
て
チ
ユ
 

\
 -
 

'
'
v
 
 
I 
太
を
 
や
つ
つ
 
け
ょ
 

ぅ
と
す
 
る
。
 
チ
ユ
ー
 太
は
 
大
好
物
の
 
チ
|
 

ズ
で
 
エ
ネ
 
ル
ギ
 
ー 
を
 

1
 
し
な
が
ら
 
唯
 
|
 

の
 
武
器
'
 
 

±
 

子
 
架
を
 

使
い
 
亜
 I
 
の
奚
と
 

戦
い
な
が
ら
、
 
い
く
 

つ
の
 
ダ
ィ
ヤ
を
 
盗
む
 

こ
と
が
で
き
 
る
か
な
 

? ♦
力
 
X
 ル
の
 
キ
ヤ
 

ラ
 ク
タ
—
 
は
と
つ
 
て
 

も
 3
 
い
。
 

い
た
ず
ら
 
坊
主
、
 
イ
ジ
 
メ
っ
 
子
っ
 
ち
ゆ
ぅ
の
 
も
 タ
チ
が
 
悪
い
 
け
れ
ど
 

も
っ
と
 
タ
チ
の
 
悪
い
 
の
が
 
お
て
ん
ば
な
 
女
の
子
。
 
な
ん
 
ぜ
ヤ
ル
 
こ
と
 

は
 荒
っ
ぽ
い
 
し
、
 
そ
れ
で
い
て
 
女
の
子
 
だ
か
ら
っ
 
て
こ
と
 
で
 甘
や
か
 

m
n
n
 

さ
れ
ち
 
ゃ
ぅ
。
 
い
ゃ
 
あ
、
 
オ
ジ
 
さ
ん
 
も
 
子
供
の
 
頃
は
 
お
て
ん
ば
な
 
娘
 

に
ょ
く
 
イ
ジ
 
メ
ら
れ
 
ま
し
た
 
一
 
な
ん
て
 
言
っ
 
て
た
ら
、
 
ま
た
し
て
 

も
 お
て
ん
ば
 
娘
の
 
登
場
。
 
彼
女
の
 
名
前
は
 
ベ
 
ッ
ギ
—
 
ち
ゃ
 
人
。
 
と
っ
 

て
 も
 
ヘ
ン
ナ
 
子
ち
 
ゃ
ん
で
、
 
エ
イ
リ
ァ
ン
の
 
住
む
 
家
の
 
探
偵
が
 
_
 

き
な
ん
 
だ
っ
 
て
。
 
こ
の
 
エ
イ
リ
ア
ン
、
 
も
ち
ろ
ん
 
突
然
の
 
訪
問
者
が
 

ジ
ャ
 
マ
な
 
ワ
ケ
 
で
、
 

彼
女
を
 
追
い
 ま
わ
す
"
 

ベ
ッ
キ
—
 
ち
ゃ
ん
は
 

穴
を
 掘
っ
て
、
 
そ
こ
に
 

X
 イ
リ
ア
 
ン
$
 
と
 落
と
さ
 

れ
た
 
エ
イ
リ
ア
ン
は
 

リ
ン
ゴ
に
 
変
身
。
 

ベ
 

ッ
キ
—
 
ち
 
ゃ
ん
 
が
そ
 

れ
を
 
食
べ
れ
ば
 
得
点
 

に
な
る
 
と
い
、
 
っ ゲ

|
 

ム
 。
食
い
し
ん
坊
 

向
 

け
の
 
ゲ
—
ム
 
で
す
％
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SOFTinformation 
小
学
校
の
—
 
年
の
 
頃
か
ら
 
音
楽
の
 
時
間
っ
て
 
い
う
の
は
 
あ
っ
た
 
は
ず
 

だ
け
ど
'
 
 現
実
に
 
譜
面
が
 
読
め
る
 
っ
て
 人
は
 
10 人

中
 
2 人

 か
 3 人

ぐ
 

ら
い
し
 か
い
な
 い
ん
じ
 や あ

な
い
，
 か
し
ら
ん
。
 で
も
 や
り
方
に
 よ
つ
 

て
は
誰
で
も
プ
ロ
の
ミ
ユ
|
ジ
ッ
シ
ャ
ン
並
み
に
立
 

1
 
¥
寧
又
る
こ
 

と
が
 
出
来
る
 
と
い
う
 
こ
と
を
 
証
明
し
た
 
の
が
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
。
 
な
ん
と
、
 

ゲ
—
ム
 
を
し
な
が
ら
 
知
ら
ず
 
識
ら
 ず
の
う
ち
 
に
 音
符
は
 
も
ち
ろ
ん
、
 

ど
ん
な
 
譜
面
で
 
も
 読
め
る
 
よ
う
に
な
っ
て
 
い
く
 
仕
組
み
な
 
の
で
す
 
ョ。 

も
ち
ろ
ん
 
ま
っ
た
く
の
 
音
痴
さ
ん
で
も
 
こ
の
 ゲ
—
ム
 
は
 出
来
る
 
よ
う
 

-r.,  >
,
 
 

3
 
y
 
 
に
な
つ
 
て
い
る
 
ワ
ケ
 

'
 

I
n
 

j
 
 で
、
 
多
少
で
 
も
 
音
楽
 

〇
 
 

の
 i
 
 
(
と
い
つ
 
て
 

U
S
1
 

も
 
学
校
の
 

授
業
 
だ
け
 

1/  だけど) をした こ 
T
-
o
r
 

I
n
 

と
の
 
あ
る
 
人
な
ら
 
ば
 

y
 i
t
t
 

c
s
 、
 
 
当
然
 
上
達
 
も
 早
く
な
 

る。 
で
も
 
1
 
は
ポ
 

8
3
 

ク
ら
 

よ
り
か
は
 

カ
ラ
 

■19 

オ
ケ
 狂
い
の
 お
 父
 さ
 

c
>
 

ん
 
.
お
母
さ
ん
た
ち
 

に 遊
ん
で
 
ほ
し
い
 
ゲ
 

广
 
 

y
 
 

I 
ム
 

で
す
な
 

ぁ。
 

音
楽
の
 
好
き
だ
っ
て
 
人
は
 
多
い
 
け
ど
、
 
そ
ん
な
 
人
 だ
っ
て
 
at #
 
が
 読
 

め
ち
 
や
う
っ
 
て
 人
は
 
立 思 外

と
 
少
な
 
い
ん
じ
 
や あ

な
い
 
か
な
。
 
こ
の
 
ソ 

フ ト
は
、
 
そ
ん
な
 

さ
え
 も
 読
め
な
い
 人
 だ
っ
て
 オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 

音
楽
を
 
作
れ
て
 
し
ま
え
る
 
と
い
、
 っ 魔

 可
 不
思
議
な
 
も
の
。
 
お
ま
け
に
 

お
好
み
の
 
リ
ズ
ム
、
 
テ
ン
ポ
の
 
曲
が
 
だ
ぜ
 
/ 

こ
り
 
や あ

ま
さ
に
 
20 

世
紀
の
 
キ
 セ
キ
な
 
の
で
す
。
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
を
 
差
し
込
ん
で
、
 

ス
ィ
 

ツ
チ
を
 
O
N
 
す
る
と
、
 
あ
と
は
 
お
好
み
の
 
伴
奏
 バ
タ
—
 
ン と

か
、
 

リ 

ズ
ム
'
テ
ン
ボ
、
キ
|
な
ど
を
：
5
5
>
<
は
聞
い
て
く
る
。
キ
ミ
は
そ
 

、
 
—
 
I
 
-
 
I
J
I
/
 
 

の
 中
か
ら
 
一
つ
を
 
選
 

へ
 

In 
ン
べ
 
ば
ぃ
ぃ
 
と 
ぃ
ぅ
ヮ
 

、
 
 
C
 
 

ケ 。そうすれば 全 

•
 
 
1
 

16 小
節
か
ら
 
な
る
 曲
 

N
'
J
 
 
が
す
ぐ
 
に
 
出
来
 
上
っ
 

4 

o
r
 l N 

て
し
 
ま
う
 
の
 ダ
。
 
気
 

t
l
 

. _
_
 
-
 
 
t
s
 
 

に
 
入
ら
な
い
 
と
こ
ろ
 

x
 
 

b
p
n
 
 

が
 
あ
っ
た
ら
 
後
で
 
修
 

M
 
 

k
r
 
 ̂
 
 

正
す
 
る
 
こ
と
 
も
 
出
来
 

I
 

1
9
 

る
。
 
ま
さ
か
と
は
 

思
 

^
 
 

■
ぅ
 け
ど
、
 
本
物
の
 
作
 

曲
 家
 先
生
は
 
コ
レ
 使
 

V
 
 

y
 

つ
 

ち
ゃ
 

い
な
い
よ
 

ネ
〇
 

ギ
タ
—
 

を
 

弾
き
な
が
ら
 

自
分
 

だ
け
の
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

曲
を
 

作
る
 

1
 

な
 

ん
て
 

、
カ
ツ
コ
が
 

イ
イ
ね
。
 

で
も
'
 
 

そ
の
ま
ま
 

だ
と
 

人
に
 

聴
か
す
 

に
 

は
 

チ
ト
 

失
礼
に
 

あ
た
る
。
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

曲
と
 

い
 

-9
: 

か
ら
に
は
 

最
低
限
 

伴
奏
ぐ
 

ら
い
は
 

付
け
な
 

く
つ
ち
 

や
あ
ネ
 

。
そ
こ
が
 

独
学
の
 

悲
し
い
 

と
 

こ
ろ
。
 

メ
ロ
 

デ
イ
ぐ
 

ら
い
は
 

な
ん
と
か
 

作
れ
る
 

も
の
の
、
 

伴
奏
と
 

な
 

る
と
 

多
少
は
 

音
楽
の
 

知
識
が
 

必
要
と
 

な
る
 

わ
け
で
、
 

は
っ
き
 

り 
言
つ
 

て
 

作
れ
な
い
。
 

そ
ん
な
と
 

き
に
 

使
ぅ
 

と
®
 

な
の
が
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
な
 

の
で
す
 

よ。
 

な
ん
と
 

メ
ロ
 

デ
イ
を
 

入
れ
る
 

だ
け
で
'
 

そ
の
 

メ
ロ
 

デ
イ
に
 

N
\
 
 

i
 
 

I
 
 

合
っ
た
 

伴
奏
を
 

作
っ
 

，
 
 

f
 
 

.
1
 

て
 

く
れ
 

1
 

. 
Jfffl 

ic 
l
 
 がら。 

でも 注意し 

US
 

,:4
. 

なく
つ 

ち や あい
け 

. 
 

なぃ 

点は、
 

メロ 

デ 

*

 

 

0
1
 
 

イを 

入れ
る 

にしろ
、 

才
 
 

y 
itt

 
cs 

n— 

ドを 

選ぶ
 

にし 

sx
 

b
s
 
 

ろ、
 

この
 

ソフ
トを
 

83
 

使ぅ
た 

めに
は 

譜面
 

1
 
 

ぐら
いは
？ 

551 
める 

音 

c> 

楽 力が
 

必 IT 
その
 

力の
 

ある
 

人な
ら 

ば 

V
 
 

y 
便利な

 
ソフト

 
だ。 



9 月 30 日 現在 •ソフ ト ウェア 八 ウスの 動向# 
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会社  名 住  所 ぉょび 電話番号 開発 予定 内  容 発売 予定 

㈱ ァィ 企画 
想 530 大阪市 北 区 同心 2-5- 1 6 岡 本 ビル 
Tel  06(352)7137 あり 

未定 ㈱ アイク •コンピュータ 
—542 大阪市 南 区 嫌 谷 西 之 町 4陳 邦 ビル 1 3  F 
Tel  06(245)5921 

あり ビジネス にも、 教育に t 使用で きる もの 

年内 
1C ランド •ラスター 

•260千葉市綠《1卜30-3 
Tel  0472 (47)  1311 あり 

未定 
㈱ アスク 講談社 热 162 新 宿 区 下 宮比町 1 第一 ビル 4  F 

Tel  03(267)7341 
あり 

教育. ゲーム 

年内？ 

ア ド コム 電子 想 101 千代 田 区 外 神 田 3- 卜9 赤 塚 ビル 201 
Tel  03(255) 丨 206 あり 

ゲーム 中心 

近日 発売 

アンプル ソフ ト ウェア㈱ 忝 151 渋 谷 戈々? W 14-3 ワ コービル 4  F 
Tel  03(466)3170 

あり 

ゲ ー ム 中心 
10 月 中旬 

イ マージ ェ ソフト 恧 1 83 府中 市 八幡 町 3-6-37 
Tel  0423(31)7338 

あり 

ゲ ー ム 中心 

㈱ ウス ヰ パソコン センター 
赍 930 富 山 市 総 曲 輪 3-6-3 
Tel  0764(21)4181 

あり 
ゲ ー 厶 中心、 

近日 発売 

近畿 コンピュータ サービス 
㈱ ハヤ カ デン キ 

®668 豊岡市 生 法 寺 672 
Tel  07962 (3)5806 あり 

20 種 ほど 進行 中 

来春 

熊 本 マイコン㈱ 想 860 熊 本 市本荘 町中 ノ坪 723-3 
Tel  0963(71)691 1 

計画 中 

ホビー & ゲーム 

未定 
コーラル㈱ 暴 1 07 港 区 南 青山 5- 1 0-5 青山 ハイツ 704 

Tel  03(486)0231 あり 

未定 

: - 

光栄 マイコン システム 忝 326 足 利 市 通 1  -2677 
Tel  0284(41)5911 

あり ゲーム （ドラ ゴン & プリンセス） 年内 

㈱高電 社 •546 大阪市 東 住 吉区杭 全 7 - 10-15 
Tel  06(719)1131 あり 

— 

未定 

㈱ コンピュータ アプリ ケー 
シヨ ンズ 

想 160 新 宿 区 西 新 宿 2-4-1 
Tel  03(345)0541 

.  なし 

事務 用が 中心な ので… 

- - 

CS  K ソフ トウ I ア プロ ダ 

クツ 

®I60 新 宿 区® If 宿 2-6- 1 新 宿 ビル 1 6  F 
Tel  03(342)1771 

あり 

ゲーム （6 本ぐ らい） 
II 月 上旬 

ストラツ ドフ オード • コン 

ピュー タ 

想 >336 浦 和 市 南 浦 和 2-36- 1 5 
Tel  0488(85)5222 あり 教育 用 

10 月 2 旧 

㈱デ ィダ ック 
憑 1 50 渋 谷 区 神 南 1-21-1 日本 生命 ビル 6  F 
Tel  03(496)7621 あり 

教材 用の もの 
かなり 先に なりそう 

㈱ テク ノ ソフト 
费 857 佐 世 保 市 福 石 4  14 
Tel  0956(33)5555 

あるが… まだ 作 

業に かかって い 

なぃ  _ | ゲーム 中心になる 予定 

テ レシ ステ ムス •556 大阪市 浪速 区 惠美須 西 卜 2-5 
マウンテン ビル Tel  06(631)0925 

あり 

ゲーム & 教育 

' 
す こ し 先に 
なりそう 

㈱ 東海 クリェ ィト 
■  108 港 区 芝 5-I3-8MTC ビル 6  F 
Tel  03(456)4611 

あるが …… 

周辺機器み 発売 時期を 見てから 本腰を 入れたい 

^ (㈱ 内外 データ システム
 

热 103 中央 区 日本 橋 本 町 卜 1 共同 ビル （新 日 

本 橋)  7  F  Tel  03(241)5281 あり 

ゲーム 

年内 

㈱ 日本 ソフト & ハード 社 
剔 71 豊島区 高 田 3-丨 卜 14 
Tel  03(232)0541 なし 

H A L 研究所 m\\0 台 東 区 台 東 2- 1 9- 1 0 木村屋 ビル 4  F 
Tel  03(834)7671 

あり 

ゲ ー 厶 • その他 
10 月 中旬 

ハ ド ソン ソフト —062 札 幌市豊 平 区 平 岸三条 5-4-1 7 コロナ ー 
ド 平 岸 II  Tel  011(821)1538 

あり 
ゲーム 

10 月 中旬 

ビジネス ソフト㈱ 赍け 0 豊島区 東 池 袋 卜 20-5 池 袋 ホワイト ハ 
ウス ビル 917 号  Tel  03(982)6095 なし 

ディスク 化が はかられれば 考えて いきたい 

㈱ポ ニー
 

愚 1 02 千代 田 区 九 段 北 4-3-3 1 
Tel  03(265)6377 あり 

ゲ ー ム 

II 月頃 

㈱ マイクロ キャビン 四日 市 暴 5 1  〇 四日 amm  ノ森卜 2- 1 5  メ ゾ ンヴァ ンべ 
ー ル 2  F  Tel  0593(51)6482 

あり 
ゲーム 

II 月 上旬 

㈱ マイクロ ラブ 想 850 長 崎 市 五島町 7- 丨 7 高 島 ビル 
Tel  0958  (27  )3725 

予定の み 
mm 

— 

㈱リッ トーミュージック 
忝 1 60 新 宿 区 四 ツ谷卜 5 新 四ツ谷 駅前 ビル 

7  F  "fel  03(359)0266 
あり 

音楽 物 

II 月 上旬 
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_  _  テキスト 

自然と 文化を 見つめる ための 2冊 の 本 

マイ > ド ストーム 

S. パパート 矜 

奥 村 敗 世子 択 

ぅ
 

修
正
 

す
れ
ば
 

よ
い
の
 

か
を
、
 

ま
さ
に
 

身
 

体
を
 

使
っ
て
 

覚
え
る
。
 

子
供
は
 

こ
の
よ
ぅ
 

に
し
て
、
 

自
分
を
 

夕
 

1-
 

ル
に
 

「
自
我
 

同
 

調
」
 

し
な
が
ら
 

二
 

身
体
 

同
調
」
 

的
に
 

数
学
 

を
 

学
ん
で
 

い
く
。
 

数
学
$
 

ぶ
 

自
分
の
 

イ
 

メ 
1 

ジ
^
:
 

り
 

上
げ
て
 

い
く
。
 

ロ
ゴ
の
 

日
本
語
 

版
 

も
 

先
日
 

発
売
さ
れ
、
 

好
評
の
 

よ
ぅ
 

だ
。
 

ロ
ゴ
と
 

い
ぅ
 

強
力
な
 

ア
 

ィ
デ
ア
に
 

内
包
さ
れ
 

た、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

の
 

新
し
い
 

可
能
性
 

f
 

疋
非
 

と
も
 

体
験
し
て
 

欲
し
い
。
 

•
イ
チ
カ
 

ワ
 

マ
サ
 

ヒ
ロ
 

「
昼
と
 

夜
の
 

自
然
」
 
 

R 
 

•ア
ダム
ス 

他 

自
然
を
 

あ
つ
か
っ
た
 

本
で
は
 

ある
が、
 

「昼
と 

夜
の
 

自然
」 

は、
 

我々
 

の 
分
類
 

規 

準
で
は
 

測り
 

難い
 

不
思
議
な
 

本 
だ。
 

ィ
ギ
 

リ
ス
を
 

代
表
す
 

る 
自然
、 

ヒ—
 

ス
や
ム
 

1 

アを
 

舞台
に、
 

そ
の
 

一日
の 

移
ろ
い
を
、
 

作家
、 

画家
、 

NS
 

物 
学
者
の
 

共
同
 

i
 

で 

描
き
出
す
。
 

真
っ
先
に
 

目
^
#
、
 

っ、
 

D 
 

• 
 

A 
 

•
ゴ
ダ
 

1 
ド
の
 

細
密
 

風
景
画
を
 

見
れ
ば
、
 

自
然
 

画
 

集
 

泰
 

る
。
 

美
し
い
 

カ
ッ
ト
を
 

ま
じ
え
た
、
 

M
 

•
フ
—
 

パ
—
 

の
 

生
物
の
 

話
に
 

注
目
 

す
れ
 

ば
、
 

自
然
 

親
 

察
の
 

ガ
ィ
ド
ブ
ッ
ク
 

と
い
え
 

よ
ぅ
。
 

各
 

章
は
、
 

R 
 

•
ア
ダ
ム
ス
の
 

エ
ッ
 

セ
ィ
て
 

始
ま
る
。
 

「
ウ
ォ
 

ー 
タ
ー
 

シ
ッ
プ
 

ダ
ウ
ン
の
 

ぅ
さ
ぎ
た
ち
」
 

で
、
 

ス
ト
—
 

リ 

I
 

テ
ラ
 

ー
 

と
し
て
 

卓
抜
し
た
 

腕
の
冴
え
を
 

見
せ
た
 

彼
が
、
 

こ
こ
で
は
 

ひ
た
す
ら
 

ヒ
 

ー
 

評
論
 

社
 

1
5
0
0
円
 

の
 

世
界
に
 

思
い
を
 

馳
せ
 

、
あ
る
い
は
 

ジ
ョ
 

ン
 

•
ク
レ
ア
の
 

詩
の
 

一
節
を
 

引
用
し
、
 

ふ
 

と、
 

人
生
に
 

深
い
_
 

を
視
 

か
せ
る
。
 

じ
 

つ
く
り
と
 

読
ま
せ
る
、
 

素
晴
 

し
い
 

エ
ツ
 

セ
 

ィ
集
 

で
も
 

あ
る
の
 

だ。
 

三
者
 

三
 

様
な
が
ら
、
 

そ
こ
に
は
 

「
自
然
 

皇
寸
れ
 

/
」
 

と
い
ぅ
 

声
高
で
 

性
急
な
 

叫
び
 

は
 

微
塵
 

も
 

見
ら
れ
な
い
。
 

近
頃
、
 

自
然
を
 

テ
 

ー 
マ
に
 

し
た
 

入
門
 

書
、
 

ガ
ィ
ド
ブ
ッ
ク
 の
 

類
が
 

ハ
ン
 

ラ
ン
 

気
味
 

だ
。
 

し
か
し
、
 

自
 

然
を
 

い
と
お
し
む
 

心
は
、
 

手
と
 

り
 

足
と
 

り
 

教
え
 

教
わ
る
 

も
の
で
は
 

な
か
ろ
ぅ
。
 

必
要
 

な
の
は
、
 

身
近
に
 

あ
る
 

も
の
を
 

あ
る
が
 

ま
 

ま
に
 

見
つ
め
る
 

姿
勢
で
は
 

な
い
か
。
 

そ
ん
 

な
 

こ
と
を
 

考
え
さ
せ
て
 

く
れ
る
、
 

寡
钱
に
 

し
て
 

多
弁
な
 

一
冊
、
 

R
 

•
ア
ダ
ム
ス
と
 

想
 

い
を
 

同
じ
く
 

す
る
 

人
に
は
、
 

目
が
 

し
ら
の
 

ス
 

の
 

丘
$
 

き、
 

目
に
 

触
れ
る
 

も
の
を
 

淡
 
 

熱
く
な
る
 

本
で
 

も
 

あ
る
。
 

淡
と
 

書
き
 

綴
る
。
 

時
に
 

シ
エ
 

ー 
ク
ス
 

ピ
ア
 
 

•
久
 

島
弘
 

子
供
の
 

学
習
 

環
境
と
 

し
て
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

「 マ
イ
ン
ド
 

ス
 

ト
—
 

ム
 

f 
供 

コン
ビ 

ュ—
夕 

、そ
して
 

強力
な 

アイ
デア
 

I 
 

S.
.C
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全
く
 

新
し
い
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

言
語
と
 

し
 

て
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

関
係
は
 

お
ろ
か
、
 

教
 

育
 

関
係
の
 

分
野
か
ら
 

も
 

注
目
を
 

浴
び
て
 

い
 

る
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

1
 

夕
 

言
語
が
、
 

M
I
T
 
 

(
マ
 

サ
チ
 

ュ
ー
 

セ
ッ
 

ッ
州
立
 

工
科
大
学
)
 

で
 

開
 

発
さ
れ
た
、
匕
〇
0
3
〇
(
ロ
ゴ
)
だ
。
 

ロ
ゴ
は
、
 

子
供
が
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

で
 

遊
 

び
な
が
ら
 

絵
を
 

描
い
て
 

い
く
 

中
で
、
 

数
学
 

的
な
 

考
ぇ
方
と
、
 

学
習
の
 

方
法
 

そ
れ
 

自
体
 

(
も
の
ご
と
を
 

ど
う
 

解
決
す
 

る
か
。
 

そ
し
 

て
 

ど
う
 

学
ん
で
 

い
く
か
)
 

を
 

身
に
 

つ
け
て
 

い
く
、
 

い
わ
ば
'
'
 

学
習
の
 

環
境
，
 

と
い
う
 

べ
き
、
 

画
期
的
な
 

コ
ン
ビ
 

ュ
ー
タ
 

言
語
な
 

の
 

だ
。
 

ロ
ゴ
の
 

生
み
の
親
、
 

M
I
T
 

の
 

S 
 

•
パ
 

パ
 

ー 
ト
^
 

K
 

は、
 

本
来
 

数
学
者
で
 

あ
る
の
 

だ
が
、
 

一
九
 

六
 

四
 

年
に
 

M
I
T
 

に
 

移
る
 

ま
 

で
の
 

5
 

年
間
を
、
 

ス
ィ
ス
の
 

ジ
ュ
ネ
—
 

ブ
 

に
あ
る
、
 

心
理
学
者
 

ジ
ャ
ン
 

•
ピ
ア
ジ
ェ
 

の
 

発
生
 

認
識
論
 

セ
ン
タ
ー
 

で
 

過
し
た
。
 

パ
 

パ
 

ー 
ト
は
 

こ
こ
で
、
 

ピ
ア
ジ
ェ
 

と
共
に
、
 

子
供
の
 

知
性
の
 

研
究
 

(
子
供
が
 

ど
の
よ
う
 

に
 

考
え
、
 

認
識
し
、
 

ひ
と
り
の
 

思
考
 

者
と
 

な
っ
て
 

い
く
の
 

か)
 

を
 

行
っ
て
 

い
た
の
で
 

あ
る
。
 

そ
し
て
、
 

こ
こ
で
 

得
た
 

知
性
の
 

理
 

論
を
 

モ
デ
ル
 

化
す
る
 

た
め
に
、
 

M
I
T
 

の
 

人
工
知
能
 

研
究
室
に
 

そ
の
®
 

S
 

の
 

場
を
 

求
 

め
た
 

の
 

だ
。
 

と
こ
ろ
で
 

こ
の
 

新
し
い
 

研
究
 

の
た
め
に
は
、
 

既
 

在
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
言
 

語
で
は
 

不
充
分
と
 

い
う
 

こ
と
で
、
 

開
発
 

さ
 

れ
 

た
の
が
 

ロ
ゴ
な
 

の
で
 

あ
る
。
 
ロ
ゴ
に
は
 

、
「
夕
 

1 
ト
ル
 

(
カ
メ
)
」
 

と
 

呼
 

ば
れ
る
 

三
角
形
の
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
—
 

が
 

登
場
 

す
る
。
 

夕
 

I 
ト 

ル
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
の
 

世
界
に
 

住
む
、
 

サ
ィ
バ
ネ
 

テ
 

ィ
ッ
 

ク
な
小
 

動
物
で
 

あ
る
。
 

子
供
は
 

こ
の
 

タ
 

ー 
ト
ル
に
 

言
葉
を
 

教
え
る
 

よ
う
に
し
て
 

絵
を
 

描
か
せ
 

る
。
 

「
前
へ
 

10
 

進
め
」
 

「
右
へ
 

90
 

度
 

回
転
」
 

と
 

い、
 

z
 

z
 

'-p
 

を
 

4
 

回
く
 

り
 

返
さ
せ
る
、
 

と
 

正
 

方
形
が
 

描
け
た
。
 

家
の
 

絵
を
 

描
く
 

に
は
、
 

こ
の
 

正
方
形
の
 

上
に
 

三
角
^
 

g
 

け
ば
い
 

い。
 

で
は
 

も
し
も
 

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
ら
 

-
 

自
分
で
 

や
っ
て
 

ご
ら
ん
、
 

と 
パ
パ
 

ー 

卜
は
言
 

う
の
 

だ
。
 

自
分
が
 

夕
—
ト
 

ル
に
 

な
 

っ
て
 

絵
の
 

通
り
に
 

歩
く
 

わ
け
 

だ
。
 

や
が
て
 

子
供
は
、
 

間
違
い
を
 

発
見
し
、
 

そ
れ
を
 

ど
 

自
分
を
 

見
つ
め
る
 

姿
勢
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お
歳
暮
 
用
に
 
タ
 ク
シ
！
 

力
—
 
ド
が
 
大
 

変
な
 
人
気
ら
 
し
い
。
 
実
は
 
私
 も
 
一
 1
 

っ 

て
い
る
。
 
ゴ
ル
フ
 
•
コ
ン
ペ
の
 
賞
品
で
 
あ
 

る
。
 
貰
っ
 
た
と
 
き
は
 ま
た
 電
子
 便
利
 商
品
 

か
と
 
い
さ
さ
か
 
う
ん
ざ
り
し
 
た
も
の
 
だ
が
、
 

こ
う
い
う
 
便
利
 
商
品
の
 
常
で
、
 
使
い
 
始
め
 

る
と
 
手
放
せ
 
な
く
な
り
そ
う
 
で
あ
る
。
 
考
 

え
て
 
み
れ
ば
、
 

そ
の
#
！
!
 キ
ャ
ッ
シ
ュ
 
カ
—
 

ド
が
 
出
た
 
と
き
 
も、 

商
売
を
 
や
つ
て
 
い
る
 

わ
け
 
じ
 
や
な
し
、
 
そ
ん
な
に
 
た
び
た
び
 
銀
 

行
に
 
行
き
は
 
し
な
い
の
に
、
 

力
—
 
ド
で
 
金
 

，
が
 下
ろ
せ
て
も
、
 
ど
う
つ
 
て
こ
と
は
 
な
か
 

ろ
う
、
 
な
ど
と
 
思
っ
 
た
も
の
 
だ
。
 
実
は
 
金
 

を
 引
 3
3
^
 手
続
き
が
 
面
倒
臭
 
か
っ
た
 
か
ら
、
 

あ
ま
り
た
 
び
た
 
び
 銀
行
に
 
行
か
な
か
っ
た
 

わ
け
 
だ
。
 
今
ま
で
 
だ
つ
 
て
 無
線
 
タ
 ク
シ
ー
 

と
い
う
 
も
の
は
 
あ
つ
た
が
、
 
あ
れ
を
 
い
ち
 

い
ち
 
呼
び
出
す
 
と
い
う
の
 
も
 お
っ
く
 
う
な
 

も
の
で
、
 
そ
れ
が
 
こ
の
 
力
—
 
ド
 だ
と
 
道
端
 

に
 立
っ
て
 
力
—
 
ド
の
 
表
の
 
タ
ッ
チ
 
•
ス
イ
 

ツ
チ
を
 
押
す
 
だ
け
で
 
タ
 ク
シ
—
 
の
 呼
び
出
 

し
も
で
 
き
れ
ば
、
 
車
を
 
洚
り
 
る
と
 
き
に
は
 

こ
れ
で
 
支
払
い
 
も
で
 
き
る
 
の
 だ
か
ら
、
 

つ
 

い
つ
い
 
タ
 ク
シ
—
 
の
 使
用
 
回
数
が
 
増
え
て
 

し
ま
う
。
 

タ
 ク
シ
—
 
会
社
の
 
陰
謀
に
 
完
全
 

に
 引
っ
掛
か
 
っ
た
 
か
っ
こ
う
 
で
あ
る
。
 

も
つ
 
と
も
、
 
こ
の
間
 
乗
つ
 
た
 タ
 ク
シ
—
 

の
 運
転
手
の
 
話
で
は
、
 

タ
 ク
シ
！
 
力
—
 

ド
は
 
プ
ロ
の
 
運
転
手
 
不
足
の
 
副
産
物
な
 
の
 

だ
そ
う
 
で
あ
る
。
 
ロ
ン
ド
ン
の
 
タ
 ク
シ
—
 

の
 運
転
手
は
 
番
地
を
 
言
っ
て
 
や
る
 
だ
け
で
 

そ
こ
へ
 
ピ
 タ
リ
と
 
着
け
る
 
と
い
 
つ
て
も
、
 

東
京
と
 
ロ
ン
ド
ン
で
は
 
広
さ
が
 
ケ
タ
 
違
い
 

で
あ
る
。
 

「
パ
リ
の
 

方
が
 

ロ
ン
ド
ン
ょ
り
も
 

広
い
で
：
 

一
 

す
が
ね
、
 

そ
の
 

パ
リ
で
 

も
 

山
手
 

線
の
 

内
 

佩
 

i
l
 

に
 

収
ま
っ
 

て
、
 

ま
だ
 

お
釣
り
が
 

来
ま
す
 

か
 

ら
。
 

」 
と
 

運
転
手
 

氏
は
 

説
明
し
た
。
 

「
そ
れ
 

に
 

住
居
 

表
示
の
 

問
題
 

も
 

あ
る
し
 

ね
。
 

ほ
ら
 

西
洋
は
^
 

日
か
ら
 

馬
 

や
 

馬
車
が
 

走
っ
て
 

た
か
 

ら
ね
 

、
道
路
に
 

名
前
が
 

付
い
て
い
て
'
 
 

そ
 

れ
が
 

町
名
な
ん
 

で
す
 

よ
ね
。
 

シ
ャ
—
 

ロ
ッ
ク
.
 

ホ
—
 

ム
ズ
が
 

住
ん
で
 

た
の
は
 

ベ
—
 

力
！
 

ス
 ト
リ
—
 
卜
の
 
何
番
 
地
と
 
か
っ
て
 
具
合
で
 

し
ょ
ぅ
。
 
そ
れ
が
 
日
本
 
じ
 
や
 朝
日
 
台
 何
番
 

地
 だ
か
ら
ね
。
 
ど
の
 
道
に
 
面
し
て
 
る
か
 
ま
 

る
で
 
分
か
ら
な
い
。
 

大
体
、
 
道
に
®
 
刖
も
 

付
い
て
 
な
い
し
ね
」
 

タ
 ク
シ
—
 
の
 運
転
手
に
は
 
極
端
に
 
無
 愛
 

想
な
 
の
と
 
極
端
に
 
お
し
や
べ
 
り
な
の
に
 
分
 

か
れ
る
。
 
無
愛
想
な
 
の
 も
 困
る
 
が
、
 
お
し
 

や
べ
 
り
に
 
も
 参
る
 
こ
と
が
あ
る
。
 
芸
能
人
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亍! V ズ 7 。レで 

レシ - 

詳
し
い
 

目
的
地
を
 

ま
た
 

タ
ッ
チ
 

入
力
す
 

る
畢
 

'
地
図
の
 
画
面
に
 
タ
ツ
 
チ
す
 
る
と
 
そ
の
 

部
分
が
 
拡
大
 
表
示
さ
れ
 
る
。
 

の
 

ゴ
シ
ッ
プ
ぐ
 

ら
い
な
ら
、
 

へ
え
と
 

か
は
 

あ
と
 

か
 

答
え
て
 

い
れ
ば
す
 

む
か
ら
 

い
い
が
、
 

運
転
手
 

巧
 

か
 

サ
ツ
キ
と
 

か
へ
 

ラ
 

鮒
 

釣
り
と
 

か
に
 

造
 

I
I
 

か
 

深
い
 

場
合
は
 

厄
介
で
 

あ
る
。
 

、
つ
つ
か
り
、
 

う
ん
 

う
ん
'
 
 

な
ど
と
う
 

な
ず
 

い
て
い
る
 

と
、
 

こ
つ
ち
 

も
 

同
好
の
 

士
 

で
あ
 

る
と
 

み
な
さ
れ
て
、
 

話
題
は
 

ま
す
ま
す
 

專
 

門
 

的
 

方
面
の
 

深
み
に
は
 

ま
つ
て
 

い
く
。
 

こ 
つ
ち
 

も
 

I
 

度
 

生
返
事
を
 

し
て
し
 

ま
つ
た
 

弱
 

み
で
、
 

今
 

さ
ら
 

そ
れ
は
 

知
ら
な
い
 

と
も
 

言
 

え
ず
、
 

話
に
 

つ
い
て
い
 

く
の
に
 

大
 

汗
を
 

流
 

す
 

こ
と
に
な
る
。
#
 

n は
 

運
転
手
の
 

趣
味
 

も
 

ヘ
ラ
 

鮒
 

釣
り
の
 

よ
ぅ
な
 

比
較
的
 

牧
歌
的
な
 

も
の
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

そ
れ
で
も
 

何
と
か
 

な
っ
た
 

が
、
 

最
近
は
 

油
断
が
 

な
ら
な
い
。
 

件
の
 

タ
 

ク
シ
！
 

ド
ラ
ィ
バ
—
 

氏
の
 

趣
味
 

は
 

「
タ
 

ク
シ
—
 

業
の
 

現
状
と
 

$
」
 

に
つ
 

い
て
の
 

講
演
で
 

あ
る
 

こ
と
が
 

判
明
し
た
。
 

「
あ
た
し
は
 

こ
の
 

商
売
 

一
 

五
 

年
 

や
つ
て
 

ま
 

す
け
 

ど
ね
、
 

そ
れ
で
も
 

惠
眾
の
 

北
の
方
は
 

全
然
 

駄
目
で
す
 

よ
。
 

何
々
 

町
ぐ
 

ら
い
ま
で
 

は
 

分
る
 

け
ど
 

何
 

丁
目
と
 

く
る
と
 

も
う
 

分
ら
 

な
い
。
 

ま
し
て
 

駆
け
出
し
の
 

若
い
者
 

じ
 

や、
 

話
に
 

な
ら
な
い
で
 

す
よ
。
 

だ
け
ど
 

こ
の
 

週
 

休
 

二
日
と
 

か
 

フ
レ
ッ
ク
ス
 

•
タ
イ
ム
と
 

か
 

の
 

御
一
^
に
 

誰
も
 

夜
勤
 

だ
の
 

体
 

日
勤
 

だ
の
 

は
し
た
く
な
い
 

し
ね
。
 

ど
ぅ
し
て
 

も
や
ら
 

せ
よ
ぅ
 

っ
て
え
 

な
ら
 

そ
れ
な
り
に
 

払
っ
て
 

も
ら
わ
 

な
き
や
ね
 

え
。
 

え
え
、
 

あ
た
し
 

も
 

土
日
は
 

し
っ
 

か
り
 

休
ま
せ
て
 

も
ら
っ
 

て
ま
 

す
よ
。
 

…
…
 

そ
れ
は
 

と
に
か
く
、
 

安
く
 

人
 

を
 

確
保
す
 

る
に
は
 

ア
ル
 

バ
イ
 

ト
を
 

使
う
 

し
 

か
な
い
。
 

と
こ
ろ
が
 

ア
ル
バ
イ
ト
 

じ
 

や 
道
 

を
 知
ら
な
い
。
 

ま、 

所
番
地
 
だ
け
 
じ
 
や
な
 

く
て
 ね
、
 
ム
眞
 ハの 時

 

間
 だ
と
 
こ
こ
は
 
混
む
 

か
ら
こ
つ
 
ち
を
 
回
ろ
 

う
と
 
か
、
 
い
ろ
い
ろ
 

と
 
ノ
ウ
ハ
ウ
 
つ
て
 
や
 

つ
が
 あ
る
 わ
 -(t です

 

よ
。
 

そ
れ
で
 

ア
ル
 

バ
イ
 

ト
さ
ん
 

用
に
 

例
の
 

『
ド
ラ
イ
バ
！
 

エ
—
ド
 

J 
が
 

開
発
さ
れ
 

た
 

。.
1 

「
へ
え
？
」
 

「
こ
ん
な
で
 

か
い
 

や
つ
で
ね
」
 

と
 

運
転
手
 

氏
は
 

助
手
席
の
 

上
に
 

ポ
—
 

タ
ブ
 

ル
.
 

テ
 

レ
 

ビ
 

ぐ
ら
い
の
 

大
き
さ
の
 

物
体
を
 

手
 

ま
ね
で
 

示
し
た
 

0 
「
キ
—
 
 

.
ボ
—
 

ド
か
ら
 

目
的
の
 

地
名
を
 

入
 

れ
 

る
と
、
 

現
在
地
か
ら
 

目
的
地
ま
で
の
 

地
 

図
が
 

順
番
に
 

出
て
 

く
る
ん
だ
 

ね
。
 

プ
ロ
 

連
 

中
は
 

馬
鹿
に
し
 

て
た
 

け
ど
、
 

あ
た
し
は
 

新
 

.し
 

物
好
き
な
 

タ
チ
 

だ
か
ら
 

モ
ニ
タ
—
 

に
な
 

っ
て
み
 

た
ん
で
す
 

よ
。
 

そ
う
す
る
 

と
こ
れ
 

が
 

意
外
に
 

便
利
で
し
て
。
 

そ
れ
で
、
 

お
も
 

し
ろ
 

い
ん
だ
よ
 

ね
。
 

I
 

度
こ
う
 

や
っ
て
 

コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
を
 

載
せ
る
 

と、
 

こ
れ
を
 

や
ら
 

し
た
ら
 

便
利
だ
ろ
う
 

と
か
 

あ
れ
 

も
で
 

き
る
 

じ
 

や
な
い
 

か
と
 

か
ね
、
 

ど
ん
ど
ん
 

ア
イ
デ
 

ィ
ア
が
 

出
て
 

く
る
わ
け
 

で
す
 

よ
。
 

ま
ず
、
 

1
 

庁
の
 

総
合
 

交
通
 

f
 

シ
ス
テ
ム
 

と
つ
 

な
い
で
 

道
路
 

情
報
を
 

入
れ
よ
う
 

っ
て
 

こ
と
 

に
な
っ
 

て
、
 

そ
れ
か
ら
 

料
金
 

計
算
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
と
 

レ
シ
 

I 
卜
の
 

プ
リ
ン
タ
 

I 
が
 

付
く
'
 

運
転
手
が
 

キ
！
 

ボ
—
 

ド
を
 

叩
く
 

の
は
 

面
 

倒
 

だ
か
ら
、
 

お
客
さ
ん
に
 

地
図
の
 

上
で
 

直
 

接
 

目
的
地
を
 

選
ん
で
も
 

ら
う
た
 

め
に
 

客
席
 

用
の
 

タ
ッ
チ
 

•
パ
ネ
ル
 

•
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

が
 

付
く
。
 

お
客
さ
ん
、
 

こ
の
 

車
を
 

呼
ぶ
 

の
 

に
 

力
—
 

ド
を
 

使
っ
 

た
で
し
 

よ
う
。
 

あ
れ
 

も
 

ね
、
 

こ
れ
か
ら
 

も
っ
と
 

複
合
 

機
能
に
な
る
 

わ
け
。
 

お
客
さ
ん
、
 

ち
よ
っ
 

と
 

力
—
 

ド
 

貸
し
 

て
く
だ
 

さ
い
。
」
 

運
転
手
は
 

前
の
 

シ
—
 

卜
の
 

背
か
ら
 

体
を
 

乗
り
出
し
て
'
 
 

テ
レ
ビ
.
 

ス
ク
リ
 

—
ン
の
 

横
の
 

{
八
に
 

力
—
 

ド
を
 

差
し
込
み
、
 

ス
ク
リ
 

—
ン
 

に
さ
 

さ
つ
と
 

指
を
 

走
ら
せ
た
。
 

す
る
 

と
'
 
 

ス
ク
 

リ
—
ン
 

反
対
側
か
ら
 

カ
 

チ
ン
と
 

い
う
 

音
と
 

同
時
に
 

電
話
の
 

受
話
器
が
 

飛
び
 

出
し
て
 

き
た
。
 

「
デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
ィ
を
 

見
て
 

く
だ
さ
い
。
 

プ
 

ッ
シ
ユ
 

ホ
ン
の
 

パ
ネ
ル
の
 

絵
が
 

出
て
 

る
で
 

し
ょ
う
。
 

そ
れ
で
 

番
号
を
 

押
せ
ば
 

い
い
ん
 

で
す
 

。.
1 

•
「
す
る
と
、
 

こ
い
つ
は
 

本
物
の
 

電
話
 

か
い
 

?
」
 

「
自
動
車
電
話
で
 

す
ょ
。
 

技
術
的
に
は
 

簡
 

単
な
 

こ
と
な
ん
 

で
す
 

け
ど
、
 

今
ま
で
 

タ
ク
 

シ
—
 

•
力
—
 

ド
に
 

テ
レ
ホ
ン
 

•
力
—
 

ド
の
 

機
能
を
 

持
た
せ
る
 

許
可
が
 

下
り
な
く
て
 

ね
。
 

や
っ
と
 

試
験
的
に
 

—
—
 

」 

運
転
手
が
 

体
 

ご
と
 

後
向
き
に
 

な
っ
て
 

テ
 

レ
ビ
の
 

ス
ク
 

リ
—
ン
 

を
い
 

じ
つ
て
 

い
る
、
 

そ
の
 

I 眉
 

越
し
に
 

ふ
と
 

フ
ロ
ン
 

ト 
•
グ
ラ
ス
 

を
 

見
や
っ
 

て、
 

心
臓
が
 

止
ま
っ
た
。
 

い
つ
 

の
 

間
に
 

か
 

車
は
 

首
都
 

高
の
 

上
を
 

か
な
り
の
 

速
度
で
 

走
っ
て
 

い
て
、
 

み
る
み
る
 

力
—
 

ブ
 

が
 

近
付
い
て
 

く
る
の
 

だ
。
 

「
お
、
 

お
い
っ
！
」
 

と
 

私
は
 

思
わ
ず
 

叫
ん
 

で
し
 

ま
つ
た
。
 

「
電
電
公
社
が
 

民
営
に
 

な
っ
た
 

か
ら
—
 

え
、
 

ど
う
か
し
 

ま
し
た
 

か
？
.
」
 

ハ
ン
ド
ル
が
 

ひ
と
り
で
に
 

回
り
、
 

タ
ク
 

シ
—
は
 

力
—
 

ブ
に
 

沿
っ
て
 

曲
り
 

は
じ
め
た
。
 

「
あ
あ
、
 

こ
れ
で
す
 

か
。
 

こ
れ
は
 

今
度
 

運
 

輸
 

省
が
 

実
験
し
て
 

る
 

シ
ス
テ
ム
で
 

—
—
 

4G
 

客
さ
ん
 

知
ら
な
 

か
っ
た
ん
 

で
す
 

か
。
 

テ
 

レ
 

ビ
で
 

何
度
も
 

取
り
上
げ
ら
れ
 

た
ん
で
す
 

け
 

ど
ね
 

え
。
 

い
や
、
 

ほ
ら
 

あ
た
 

L-
 

は
 

新
し
 

物
 

好
き
だ
か
ら
 

モ
ニ
タ
ー
 

に
な
っ
て
 

-
 

こ
 

の
 

シ
ス
 

テ
厶
は
 

そ
も
そ
も
で
 

す
ね
え
」
 

新
し
 

物
好
き
の
 

運
転
手
の
 

タ
 

ク
シ
—
 

に
 

乗
る
 

と
、
 

勉
強
に
は
 

な
る
 

が
 

ど
っ
 

と
 

疲
れ
 

る
 

こ
と
 

も
 

5S
 

か
で
 

あ
る
。
 



①
 初
期
の
 
デ
ィ
ス
ク
 
式
 記
憶
装
置
を
 
駆
 

動
す
 
る
に
は
 

I 馬
力
を
 
要
し
た
 

パ
ソ
コ
ン
 
入
門
 
書
の
 
常
識
を
 
打
ち
破
る
 

革
命
的
に
 
愉
快
な
 
本
を
 
発
見
。
 
残
念
な
 
が
 

ら
ま
 
だ
 邦
訳
さ
れ
 
て
い
ま
せ
ん
 
が
、
 
ご
く
 

I
 部
の
 
紹
介
で
 
も
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
•
ア
 

レ
 
ル
 ギ
—
の
 
治
療
に
 
多
大
の
 
効
果
が
 
あ
る
 

も
の
と
 
思
わ
れ
ま
す
。
 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
 
か
ら
し
て
 
お
か
し
い
。
 

〈
い
っ
た
い
 
全
体
、
 
こ
の
 
テ
レ
ビ
 
付
き
 
夕
 

イ
プ
 
ラ
 V
I
N
I
 
は
ナ
ニ
 
モ
ノ
で
 
あ
る
か
？
〉
 

ま
ず
 
第
 
I 章
か
ら
。
 

「
こ
の
 
P  •  C

 
 (
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
•
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
)
 
と
い
う
 
E  •  T が

 何
を
 
す
る
 
の
 

か
と
い
 
う
こ
と
 
を
 調
べ
る
 
前
に
、
 
こ
い
つ
 

が
 何
で
で
 
き
て
い
る
 
の
か
を
 
調
べ
て
 
み
よ
 

う
。
 
 金
属
、
 
ガ
ラ
ス
、
 

プ
ラ
ス
 テ
ィ
 

ッ
ク
 
、
要
す
る
に
 
他
の
 
機
械
と
 
変
り
 
は
な
 

い
。
 
コ
ン
 ピ
ュ
ー
 
タ
と
 
聞
い
た
 
だ
け
で
 
恐
 

怖
に
 
駆
ら
れ
て
 
い
る
 
皆
さ
ん
、
 
そ
ん
な
 
必
 

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

何
 や
か
 
や
と
 
難
し
い
 

用
語
に
 
あ
わ
て
る
 
こ
と
 
も
な
い
。
 
こ
う
い
 

う
 用
語
を
 
こ
し
ら
え
 

た
 連
中
は
 
皆
さ
ん
よ
 

リ
 頭
が
 悪
か
っ
た
 
の
 

で
、
 
も
っ
と
 
分
り
 
や
 

す
い
、
 
普
通
の
 
英
語
 

で
 言
う
 
こ
と
が
で
き
 

な
か
っ
た
 
の
 だ
。
 

で
は
 
勇
気
を
 
出
し
 

て
、
 頭
を
 高
く
 上
げ
、
 

心
に
 
歌
を
、
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
の
 
世
界
に
 
乗
 

り
 込む
 
と
し
よ
う
。
」
 

著
者
の
 
マ
ク
 
ウ
ィ
 

リ
ア
ム
 
ズ
 氏
は
 
前
 作
 

『
ザ
 
•
ヮ
—
 
ド
 プ
ロ
 

セ
 シ
ン
グ
.
 
ブ
ッ
ク
』
 

で
 有
名
に
 
な
っ
た
'
 

ア
メ
リ
カ
の
 
バ
ソ
コ
 

ン
 解
説
の
 
第
 
I
 人
 者
。
 

こ
の
 

『
ザ
 

•
パ
—
 

ソ 
ナ
ル
.
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕 
 

•
ブ
ッ
ク
 

J 
 

も
 

N 

Y
 

タ
イ
ム
ズ
 

タ
イ
 

ム
 

、
ウ
ォ
 

I 
ル
 

•
ス
 

ト
リ
—
 

卜 
•
ジ
ヤ
 

I 

ナ
ル
な
 

ど
を
 

始
め
と
 

す
る
 

I 
流
 

誌
の
 

書
評
 

で
 

絶
賛
さ
れ
 

て
い
 

ま 

す
。
 

ニ
 
ユ
—
ズ
 
ウ
ィ
ー
 
ク
 誌
は
 
ゴ
 
レ
ゼ
 

ン
 ト
に
 
パ
ソ
コ
ン
は
 
高
す
 
ぎ
る
な
ら
、
 

こ
 

の
 本
を
 
代
リ
 
に
あ
げ
る
 
と
い
い
。
 
歯
切
れ
 

良
く
 
明
快
 
か
つ
 
面
白
く
、
 
知
る
 
必
要
の
 
あ
 

る
 
こ
と
の
 
全
て
が
 
説
明
さ
れ
 
て
い
る
」
 

と
 

書
い
て
 
あ
る
が
、
 
ま
っ
た
 
く
そ
の
 
通
り
。
 

たとえば 
、フロッピ— 

ディスク 

の 
説明で 

重要な 

ことは 

それが 

記憶 
装 

置の 

I 種で 

あると 

いう 

こと 
だけで、 

それ 

以外の 

ト 
ラック 

だの 

セクタ 

だの 

というよ 

うな 

ことは、 

我々 

ユ— 
ザー 

に 
とつて 

は、  
テレビの  

UHF  

チユ— 

ナ 
I 
と 
VHF 

チユ 

I 
ナ 
I 
の^ 

かと 

、つ 
違う 

かとい 

う 
問題と 

同じく 

あまり 

関係 
/ J: 
い。 

しかし 

今までの 

(日本で 

も 
アメリカ 

でも) 

パソコン 

入門 
書は 

技術 

屋 
さん 

的 
発想で 

書かれて 

いたの 

②
 
フ
ロ
ッ
ピ
—
 
デ
ィ
ス
ク
の
 
内
部
に
 

情
報
が
 
蓄
え
ら
れ
 
て
い
る
 
あ
り
さ
ま
 

で
、
 

ユ
—
 

ザ
—
 

に
と
 

つ
て
の
 

本
質
に
 

た
ど
 

り
つ
く
 

前
に
く
 

た
び
れ
 

て
 

' L
 

ま
う
 

こ
と
が
 

多
 

か
つ
た
 

と
こ
ろ
、
 

こ
の
 

マ
 

ク
ウ
 

イ
リ
ア
 

ム
ズ
 

氏
の
 

本
で
は
、
 

デ
ィ
ス
ク
 

•
ド
ラ
イ
 

ブ
の
 

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
 

解
説
は
 

図
①
 

の
と
 

お
 

り。
 

(
t
 

は
 

粉
 

ひ
き
 

小
屋
の
 

絵
)
 

「
さ
て
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

に
つ
い
て
 

調
べ
て
 

い
 

く
と
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

•
プ
ロ
セ
ッ
サ
 

と
い
う
 

言
葉
に
 

ぶ
つ
か
る
"
 

何
ら
 

か
の
 

情
報
を
 

ど
 

う
い
う
 

ふ
う
に
 

か
 

〈
処
理
〉
 

す
る
 

装
置
が
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

業
界
で
は
 

何
 

か
が
 

〈
小
さ
い
〉
 

と
ま
ず
 

ミ
ニ
と
 

呼
ぶ
。
 

さ
ら
に
 

小
さ
く
な
 

る
と
 

マ
イ
ク
ロ
と
 

呼
ば
 

れ
を
 

。
ま
、
 

そ
れ
だ
け
の
 

話
で
 

あ
る
。
 

電
 

卓
の
 

中
に
 

入
っ
て
 

い
る
の
 

も
 

マ
イ
ク
ロ
.
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
 

だ
が
、
 

こ
れ
が
 

成
長
し
て
 

パ
 

ソ
 

コ
ン
の
 

中
に
 

入
り
込
む
 

と
も
フ
 

と
 

エ
ラ
 

そ
ぅ
な
 
名
前
に
 
変
わ
る
。
 
〈
中
央
 
処
理
 
装
 

置
〉
 
あ
る
い
は
 
C
P
U
 
と
い
ぅ
の
 
が
そ
れ
 

で
あ
る
。
」
 

マ
ク
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
 
氏
の
 
ユ
ー
モ
 
ラ
ス
 

な
 比
諭
に
 
よ
れ
ば
、
 
C
P
U
 
は
 
「
健
忘
症
 

の
 天
才
み
 
た
い
な
 
も
の
。
 
大
変
に
 
頭
は
 
良
 

い
が
 記
憶
 量
が
 少
な
い
。
」
 

こ
の
 
C
P
U
 
を
 助
け
て
 
働
く
 
の
が
 
二
種
 

類
の
 
外
部
 
記
憶
*
 
I
R
O
M
 
と
 
R
A
M
 
で
 

す
。
 

「
リ
—
 

ド
.
 

オ
ン
リ
！
 
 

メ
モ
リ
に
は
 

エ
 

場
を
 

出
る
 

と
き
に
 

あ
る
 

決
ま
つ
 

た
 

情
報
が
 

書
き
込
ま
れ
 

て
い
る
。
 

C
P
U
 

に
と
 

つ
て
 

R
O
M
 

は
、
 

い
わ
ば
 

健
忘
症
の
 

天
才
の
 

身
 

の
 

回
り
の
 

世
話
を
 

す
る
 

親
切
な
 

看
護
婦
 

さ
 

ん
 

み
た
い
 

な
 

も
の
。
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

電
源
が
 

入
る
 

と
 

C
P
U
 

は
 

目
を
*
 

覚
 

し、
 

R
O
M
 

に
 

12 



⑤ バソコ ンを すでに 持って いる 先 

人の 体験談には 千金の 価値 あり 

望す る ビジネス
/ 

ンを 選ばなかった ためにな ④ 十分に 時間を かけて 

げき 苦しむ 人々 

てし ま 

つ
 こ
と
は
 
大
変
な
 
努
力
を
 
必
要
と
 
す
る
。
 

I
 

方
、
 

ど
ん
な
 

業
界
で
 

も、
 

物
を
 

1
 

VU
 

る
と
 

い
う
の
は
 

貴
重
な
 

才
能
で
 

あ
る
。
 

そ
こ
で
 

パ
ソ
コ
ン
 

に
つ
い
て
 

良
く
 

知
っ
て
い
 

て
し
 

か
も
 

セ
—
 

ル
ス
 

マ
ン
と
 

し
て
の
 

能
力
 

も
 

高
 

い
ょ
う
な
 

人
間
は
 

す
ぐ
 

管
理
職
に
 

な
っ
て
 

し
ま
う
。
 

我
々
 

の
 

前
に
 

現
わ
れ
る
 

シ
ョ
 

ッ 

プ
の
 

店
員
は
、
 

残
念
な
が
ら
、
 

こ
の
 

二
つ
 

の
 

能
力
の
 

ど
ち
ら
 

か
を
 

欠
い
て
 

い
る
 

場
合
 

が
 

多
い
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

選
び
に
は
 

こ
ち
ら
 

も
 

十
分
に
 

時
間
を
 

か
け
る
 

必
要
が
 

あ
る
。
 

(
図
 

④

 

)

 

J 

ま
だ
ま
だ
 

名
言
の
 

数
々
 

が
 

続
く
 

の
で
す
 

が
 

最
後
に
、
 

「
パ
ソ
コ
ン
を
 

す
で
に
 

持
っ
 

て
い
る
 

先
人
 

の
 

体
験
談
に
は
 

千
金
の
 

価
値
 

あ
り
 

(
図
 

⑤

 

)

 

J コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
の
 

こ
と
を
 

知
ら
な
い
と
 

時
代
に
 

遅
れ
る
、
 

み
た
い
 

な
 

i
 

観
念
 

か
 

ら
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

取
り
組
む
 

な
ん
て
い
 

や
で
 

す
ょ
 

ね
。
 

生
活
を
 

便
利
に
 

す
る
 

た
め
の
 

道
 

具
に
 

逆
に
 

ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
 

し
ま
う
 

な
ん
 

て
。
 

も
っ
 

と 
肩
の
 

力
を
 

拔
 

い
て
、
 

気
楽
に
 

付
き
合
い
た
い
 

も
の
で
す
。
 

テ
ク
ニ
ヵ
ル
 

な
 

情
報
に
 

と
か
く
 

あ
せ
り
が
 

ち
な
 

我
々
 

日
 

f
 

に
は
 

特
に
 

マ
ク
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
 

式
の
 

ん
び
り
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

テ
 

イ
ン
グ
が
 

參
考
に
 

な
る
 

の
で
は
 

な
い
で
 

し
よ
う
 

か
。
 

R
A
 

M
 

は
 

ラ
ン
ダ
ム
 

•
ア
ク
セ
ス
 

•
メ
 

モ
リ
の
 

略
。
 

ユ
—
 

ザ
—
 

に
よ
つ
て
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
 

(
書
き
込
み
)
 

可
能
な
 

記
憶
装
置
の
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

R
A
M
 

は
 

C
P
U
 

に
 

『
今
 

朝
は
 

計
算
の
 

仕
事
が
 

あ
り
ま
す
。
 

午
後
 

か
 

ら
は
ワ
 

I 
プ
ロ
、
 

夕
方
か
ら
は
^
^
 

な
ゲ
 

I 
ム
の
 

疋
が
 

入
つ
 

て
い
ま
す
 

J
 
 

e 
t 
 

C 

と
言
う
。
 

C
P
U
 

は
 

「
O
K
、
 

そ
れ
 

じ
 

や
 

い
つ
て
 

み
よ
う
』
 

と
 

答
え
、
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

充
実
し
た
 

一
日
が
 

始
ま
る
 

わ
け
で
 

あ
る
。
」
 

こ
ん
な
 

具
合
に
 

楽
し
く
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

働
 

き
 

方
の
 

基
礎
を
 

説
明
し
た
 

後
で
 

第
二
 

部
 

「
使
 

い
 

方
/
 

第
三
 

部
 

「
選
び
 

方
，
 

買
い
方
」
 

に
 

進
み
ま
す
。
 

「
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

ビ
ジ
ネ
ス
に
 

使
お
う
 

と
す
る
 

場
合
に
 

ま
ず
 

見
え
て
 

お
か
ね
ば
 

な
 

ら
な
 

い
こ
と
は
 

、
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
は
 

強
力
 

な
 

助
つ
人
で
 

あ
る
が
 

ゆ
え
に
 

強
力
な
 

間
違
 

い
を
 

す
る
と
い
 

う
こ
と
 

で
あ
る
。
 

フ
ロ
 

ツ 

ピ
—
 

が
た
 

つ
た
 

I
 

_
 

目
に
 

な
つ
た
 

だ
け
 

で
も
こ
の
本
(
<
5
判
3
0
0
頁
)
の
三
 

分
の
 

I
 

以
上
の
 

情
報
が
 

失
わ
れ
て
 

し
ま
、
 

つ。
 

' 
(
図
③
 

を
 

参
照
)
」
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

業
界
と
 

い
う
の
は
 

ま
だ
 

新
し
 

い
。
 

し
た
が
つ
て
、
 

普
通
の
 

買
物
 

—
—
 

車
 

と
か
 

テ
レ
ビ
と
 

か
を
 

買
う
 

つ
も
り
で
 

パ
ソ
 

コ
ン
 

•
シ
ョ
ッ
プ
に
 

出
か
け
る
 

と
面
啥
 

う
 

こ
と
が
あ
る
。
 

こ
の
 

進
歩
の
 

激
し
い
 

世
界
 

で
 

パ
ソ
コ
ン
 

に
つ
い
て
 

十
分
な
 

知
識
を
 

持
 

『
私
は
 

何
を
 

し
た
ら
 

い
い
の
 

か
？
』
 

と
 

聞
 

く。
 

R
O
M
 

は
 

『
顔
を
 

洗
い
な
さ
い
。
 

j 

と
言
う
。
 

C
P
U
 

は
 
顔
を
 

洗
い
 

『 次
に
 

何
 

を
し
た
ら
 

い
い
の
 

か
 

j 
と
 

尋
ね
る
。
 

R
O
M
 

は
 

『
服
を
 

着
換
え
 

ま
し
ょ
う
』
 

と
言
う
。
 

こ
ん
な
 

ふ
う
に
 

し
て
、
 

C
P
U
 

が
一
 

日
を
 

始
め
る
 

に
あ
た
 

つ
て
 

必
要
な
 

i
 

を
 

終
え
 

る
。
 

C
P
U
 

が
ま
た
 

R
O
M
 

に
 

『ム
 

邊
 

は
 

何
を
 

し
た
ら
 

い
い
 

か
』
 

と
 

尋
ね
る
。
 

R
O
M
 

は
*
 

"
R
A
 

M
 

に
 

聞
き
な
さ
い
』
 

と
 

i
 

合
え
る
。
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小 室 直樹の コン ピユ ー タ 社会 論 

鬼キ小 室直樹 が 斬る 
来たるべき 

コンピュータ 社会 

コン ピュー タ 社会は どういう 社会になる のか 一一と いった 場合、 

必ら ずと いっていい ほど 技術 予測で しょ。 それじゃ、 不充分 

十二
' 

各 測 面から の 社会科学 的 分析が なさ れな ければ ならない ッ。 
そうでし ょッ。 

軍
事
的
 
側
面
か
ら
の
 
考
察
 

_
 
の
 話
で
 
な
く
、
 
現
段
階
で
 
確
実
に
 
変
わ
 

っ
て
ま
す
 
な
。
 
戦
争
の
 
や
り
方
が
 
根
本
的
に
 
変
 

わ
り
ま
し
 
た
よ
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
で
 
き
る
 
以
前
で
す
 
と
ね
、
 

爆
発
 能
力
、
 
火
力
、
 
ス
ピ
ー
 ド
と
 い
っ
た
 兵
器
 

の
 性
能
っ
て
 
い
う
の
 
が
 圧
倒
的
に
 
重
要
だ
っ
た
 

ん
 で
す
。
 現
在
、
 勝
敗
は
 通
信
 能
力
と
 コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
能
力
に
 
よ
つ
 
て
 
決
ま
 
る
ん
だ
。
 

こ
の
 
前
の
 
大
韓
航
空
機
 
事
件
で
は
、
 
日
米
に
 

比
べ
て
 
ソ
連
の
 

□. ン
ピ
 
ユ
—
夕
 能
力
が
 
格
段
に
 

劣
る
 
と
い
う
 
こ
と
が
 
は
つ
き
 
り
し
た
 
わ
け
で
 
し
 

ょ
う
。
 
ソ
連
に
 と
っ
て
は
 重
大
な
 軍
事
基
地
で
 

あ
る
と
 
こ
ろ
の
 
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
 
上
空
に
 
ね
、
 
大
 

韓
 航
空
機
が
 
侵
入
し
た
 
っ
て
い
 
う
の
に
 
ね
、
 

ス 

ク
ラ
ン
 
ブ
ル
 
か
け
て
も
 
追
い
つ
か
な
い
 
っ
て
い
 

う
…
。
 
旅
客
機
と
 
戦
闘
機
で
は
 
そ
も
そ
も
 
ス
ピ
 

I
 
ド
が
 
ぜ
ん
ぜ
ん
 
違
う
 
の
に
、
 
で
す
 
よ
。
 
こ
れ
 

は
ね
、
 最
大
の
 

理
由
は
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

能
力
 

が
な
い
 

か
ら
、
 

適
切
 

4'. 
指
示
が
 

与
え
ら
れ
 

な
か
 

つ
た
か
ら
で
 
す
ね
。
 
こ
う
い
う
 
バ
カ
な
 
こ
と
は
、
 

わ
が
国
の
 
自
衛
隊
で
は
 
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
 
よ。 

し
か
ら
 
ば
 何
 ゆ
え
に
 
ソ
連
で
は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
が
 
発
達
し
 
な
い
か
。
 
こ
れ
は
 
明
ら
か
で
す
。
 

あ
の
ね
、
 

ソ
連
 経
済
に
 お
い
て
は
 各
 工
場
 だ
と
 

か
、
 
会
社
、
 
も
と
い
 
各
 経
済
 
単
位
の
 
評
価
は
 
ノ 

ル
 マ
を
 
ど
れ
 
だ
け
 
果
 し
た
 
か
に
よ
 
っ
て
 
決
ま
る
 

ん
 だ
。
 
じ
 
や、 

ノ
ル
マ
は
 
い
つ
た
い
 
何
に
 
よ
っ
 

て
 測
ら
れ
る
 
か
と
 
い
え
ば
、
 
簡
単
に
 
言
っ
て
、
 

目
方
で
す
 
よ。 

な
る
べ
く
 
重
い
 
も
の
を
 
ね、 

た
 

く
さ
ん
 
作
っ
 
た
 方
が
 
勝
ち
な
ん
 
だ
。
 
と
な
る
と
 

あ
れ
で
 

し
ょ
、
 

情
報
処
理
 

な
ん
か
い
っ
 

く
ら
う
 

ま
く
や
っ
 
た
っ
て
 
ダ
メ
 
な
の
。
 
だ
か
ら
、
 
技
師
 

に
し
た
 
っ
て
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 開
発
の
 
意
欲
の
 
な
 

い
こ
と
 
夥
し
い
。
 

現
代
の
 
戦
争
は
 
電
子
 
戦
争
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 

戦
争
で
す
 
か
ら
ね
、
 
第
二
次
 
日
露
戦
争
を
 
や
っ
 

た
ら
、
 
こ
と
に
よ
 
っ
た
ら
 
日
本
が
 
勝
 つ
ん
 
じ
 
や 

な
い
か
な
、
 

う
ん
。
 

政
治
的
 
側
 画
か
ら
の
 
考
 K
 

政
治
的
に
は
 
、
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
—
 
N
S
 
技
 

術
の
 
普
及
は
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
の
 死
滅
を
 
も
た
ら
 

す
の
で
 
は
な
い
 
か
と
 
危
惧
し
 
ま
す
ね
。
 

議
会
政
治
が
 
う
ま
く
い
く
 
た
め
の
 
条
件
は
 
ね、 

間
接
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
ー
 
じ
 
や
な
い
 
と
ダ
メ
 
な
ん
だ
。
 

大
き
な
 
国
で
 
直
接
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
を
 
や
ろ
う
と
 

し
た
ら
、
 

非
常
に
 

独
裁
政
治
を
 

ま
ね
き
 

や
す
い
 

ん
 で
す
。
 

具
体
的
に
 
言
い
ま
す
 
と
ね
、
 
国
民
投
票
 
だ。 

独
裁
政
治
っ
て
 
い
う
の
は
 
み
な
 
国
民
投
票
か
ら
 

で
き
て
 
る
ん
で
 
す
。
 
ナ
ポ
レ
オ
ン
 
し
か
 
リ
 、
ヒ
 

ッ
ト
 
ラ
—
 
し
か
り
。
 
間
接
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
で
な
 

い
と
、
 
い
つ
 独
裁
者
が
 出
て
 く
る
 か
わ
か
ら
 な
 

い。 
だ
か
ら
 
進
歩
し
た
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
諸
国
で
 

は
な
る
べ
く
 
国
民
投
票
な
ん
 
か
や
ら
 
な
い
よ
う
 

に
し
て
 
い
ま
す
よ
。
 

と
こ
ろ
が
ね
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
が
 
も
の
す
ご
 

く 普
及
し
て
、
 
国
民
 
ほ
と
ん
ど
が
 
端
末
機
を
 
持
 

つ
た
 時
、
 
仮
に
 押
し
ボ
タ
ン
 
式
の
 
投
票
を
 
や
る
 

と
す
る
。
 
こ
れ
は
 
ね
え
、
 
国
民
投
票
で
 
す
よ
 
ッ。 

も
っ
と
 
身
近
な
 
例
を
 
あ
げ
れ
ば
、
 
新
聞
 
や
 T
V
 

の
 世
論
調
査
。
 

い
ま
 
世
論
調
査
 
な
ん
て
の
 
は
な
 

か
な
 
か
 結
果
が
 
出
な
い
 
か
ら
、
 
そ
し
て
 
サ
ン
 
プ
 

ル
が
 
あ
ま
り
た
 
く
さ
ん
 
と
れ
な
い
 
か
ら
い
 
い
ん
 

で
す
 
よ。 

国
民
の
 
意
志
が
 
あ
る
 
程
度
し
 
か
 出
な
 

い
も
ん
だ
 
と
 誰
も
が
 
思
つ
 
て
ま
す
 
か
ら
ね
。
 

と 

こ
ろ
が
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
に
 
よ
つ
 
て、 

簡
単
に
、
 

し
か
も
 
素
早
く
 
国
民
の
 
意
志
 
そ
の
ま
ま
に
 
世
論
 

調
査
の
 
結
果
が
 
出
た
ら
…
：
 
•
こ
れ
は
 
恐
ろ
し
い
 

わ
。
 

そ
う
な
 
つ
た
ら
 
ど
 今
で
す
 
か
。
 
議
会
 
や
 政
府
 

に
対
す
る
 
も
の
 
凄
い
 
圧
力
に
な
り
ま
す
 
ね
。
 

つ
 

ま
り
、
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
が
 最
も
 
謙
う
 
と
こ
ろ
の
 

直
接
 
デ
モ
 
ク
ラ
シ
—
 
に
 近
づ
 
く
ん
で
す
 
よ。 

そ
 

の
 意
味
で
、
 
政
治
的
に
 
み
た
ら
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
と
—
 
N
S
 
の
 
進
歩
は
 
と
つ
て
も
 
恐
ろ
し
 
い
ん
 

だ
か
ら
 

ッ。 経
済
的
 
側
面
か
ら
の
 
考
察
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
に
よ
る
 
経
済
的
 
効
果
つ
 
て
い
 

う
の
は
、
 
ホ
—
 
ム
 
マ
—
 
ケ
ッ
ト
と
 
ホ
—
 
ム
 バ
ン
 

ク
の
 
成
立
で
 
し
ょ
う
な
。
 
こ
れ
に
よ
 
つ
て
 
ど
う
 

な
る
 
の
か
と
 
い
い
ま
す
 
と
ね
。
*
 信
用
 創
造
"
 
が
 

も
の
 
凄
く
 
早
く
、
 
し
か
も
 
容
易
に
 
な
 る
ん
で
 
す
。
 

"
信
用
 創
造
〃
 
つ
て
い
 
う
の
は
、
 
日
本
で
 

| 番
 

大
事
な
 
の
は
、
 
手
形
 
や
 小
切
手
を
 
切
る
 
こ
と
、
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
 
カ
—
 
ド
で
 
買
い
物
を
 
す
る
 
こ
と
。
 

こ
れ
ら
は
 
い
ま
で
も
 
あ
り
ま
す
 
け
ど
、
 

ホ
 ー 

ム
 
マ
—
 
ケ
ッ
ト
と
 
ホ
—
 
ム
 バ
ン
ク
の
 
お
か
け
で
、
 

べ
ら
ぼ
う
に
 
簡
単
に
 
す
 早
く
 
行
わ
れ
る
 
よ
う
に
 

74 



3
 
マ
 

な
 

る
ん
 

て
す
。
 

と
な
る
と
 

ど
う
な
る
 

か
 
—
 

〇 

マ
ネ
 

タ
リ
—
 

マ
—
 

力
—
 
 

(
金
融
市
場
)
 

が
 

も
 

の
 

凄
く
 

不
安
定
に
 

な
 

る
ん
だ
。
 

こ
れ
が
 

I 
つ
の
 

重
大
な
 

結
果
ね
。
 

も
う
 

ひ
と
つ
は
、
 

ア
ン
グ
ラ
 

マ
ネ
—
 
 

(
仮
 

空
 

の
 

名
前
で
 

預
金
さ
れ
 

た
 

ウ
ラ
 

金
)
 

の
 

動
き
だ
。
 

こ
れ
 

も
 

極
端
に
 

不
安
定
に
な
る
。
 

現
在
、
 

70
 

兆
 

ぐ
ら
い
 

あ
る
つ
 

て
い
う
 

人
 

も
い
 

ま
す
が
、
 

膨
大
 

な
 

も
の
で
あ
る
 

こ
と
は
 

確
か
で
す
 

ょ。
 

先
進
 

諸
 

国
で
は
 

累
進
 

所
得
税
で
 

し
ょ
、
 

だ
か
ら
 

金
持
ち
 

の
 

金
は
 

ほ
と
ん
ど
 

地
下
に
 

逃
げ
て
 

る。
 

と
こ
ろ
が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

極
度
に
 

発
達
し
 

た
ら
 

ア
ン
グ
ラ
 

マ
ネ
 

ー 
は
ど
う
な
 

る
か
と
 

い
う
 

と、
 

ひ
と
つ
 

考
え
ら
れ
 

る
の
は
、
 

み
ん
な
 

グ
リ
 

• 

—
ン
 

カ
—
 

ド
み
た
い
 

に
し
て
 

ね
、
 

き
れ
い
に
 

失
 

く
し
て
 

し
ま
う
 

か
も
 

知
れ
な
い
 

と
い
う
 

こ
と
 

0 

そ
う
し
た
な
ら
ば
 

全
 

銀
行
、
 

全
 

金
融
機
関
 

に
し
 

か
る
べ
き
 

端
末
 

器
を
 

置
き
、
 

税
務
 

所
を
 

総
 

元
締
 

に
し
て
 

お
か
な
い
と
 

い
け
な
く
な
る
。
 

も
し
、
 

こ
れ
を
 

実
際
 

や
つ
た
 

と
し
た
ら
、
 

ア
ン
グ
ラ
 

マ 

ネ
—
 

は
み
 

な
 

S
 

に
 

逃
げ
て
 

い
く
で
 

し
ょ
う
な
。
 し
か
し
、
 

そ
う
は
い
 

つ
て
も
 

日
本
で
 

非
常
に
 

有
利
な
 

投
資
 

先
が
 

現
わ
れ
た
ら
、
 

あ
っ
と
い
 

う
 

ま
に
 

ア
ン
グ
ラ
 

マ
ネ
—
 

が
 

集
ま
つ
 

て
く
 

る
 

だ
ろ
 

、っ
 

0 

表
の
 

市
場
 

も
 

裏
の
 

市
場
 

も
 

非
常
に
 

不
安
定
に
 

な
り
ま
す
 

よ
。
 

つ
ま
り
 

景
気
の
 

よ
し
あ
し
が
 

極
 

端
に
 

増
幅
さ
れ
 

る
 

わ
け
で
す
。
 

こ
れ
が
 

い
い
こ
と
 

か
、
 

悪
い
 

こ
と
な
の
 

か
は
 

わ
か
り
ま
せ
ん
 

け
ど
ね
。
 法
律
 

的
 

側
面
か
ら
の
 

考
祭
 

現
時
点
で
 

も
 

社
会
で
 

一
番
 

価
値
が
 

あ
る
の
は
 

イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 
 

— 
シ
 

ヨ
ン
、
 

し
か
も
 

フ
ロ
 
 

— 
テ
イ
 

ン
 

グ
イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 
 

— 
シ
 

ヨ
ン
で
 

す
よ
。
 

こ
れ
は
 

ど
ぅ
い
ぅ
 

も
の
 

か
と
い
 

い
ま
す
と
、
 

わ
か
り
 

や
 

す
い
 

例
で
 

い
え
ば
、
 

タ
レ
ン
 

ト
の
 

場
合
ね
。
 

彼
 

ら
に
 

と
っ
て
、
 

噂
'
 
 

評
判
、
 

ス
キ
 

ヤ
ン
 

ダ
ル
、
 

人
気
、
 

と
い
っ
 

た
も
の
は
 

た
い
へ
ん
 

重
要
で
 

し
 

よ、
 

金
と
 

結
び
つ
く
 

わ
け
 

だ
か
ら
。
 

タ
レ
ン
 

ト 

を
 

抱
え
る
 

会
社
は
 

バ
ク
大
 

な
 

金
 

か
け
て
 

宣
伝
し
 

演
出
し
て
 

ま
す
よ
 

ね
。
 

し
か
し
、
 

現
在
、
 

フ
ロ
 

I
 

テ
イ
ン
 

グ
イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 
 

—
 

シ
 

ヨ
ン
の
 

流
れ
の
 

ほ
と
ん
ど
は
^
;
 

の
 

セ
ン
タ
—
 

か
ら
の
 

一
方
 

通
 

行
 

だ
。
 

こ
れ
が
、
 

I
N
S
 

の
 

進
歩
に
 

よ
っ
て
 

多
 

方
向
に
 

な
つ
た
 

場
合
、
 

ど
う
で
す
 

か
。
 

フ
ロ
 
 

— 

テ
イ
ン
 

グ
イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 
 

— 
シ
 

ヨ
ン
の
 

価
値
は
 

さ
 

ら
に
 

高
く
な
る
。
 

そ
し
て
、
 

フ
ロ
 

テ
イ
ン
 

グ
イ
ン
 

フ
 

オ
メ
 
 

— 
シ
 

ョ
ン
が
 

お
金
と
 

結
び
つ
く
 

の
は
 

タ
レ
ン
 

ト 
だ
け
 

で
は
な
く
な
 

る
ん
で
 

す
。
 

ど
の
 

人
に
 

と
っ
て
も
 

最
大
の
 

価
値
を
 

持
つ
 

よ
う
に
な
 

る
ん
だ
。
 

そ
し
 

て
 

犯
罪
 

も、
 

物
 

罪
か
ら
 

情
報
 

罪
へ
 

と、
 

ど
ん
 

ど
 

ん
 

変
わ
っ
て
 

ゆ
き
ま
す
 

ね
。
 

情
報
 

罪
と
は
、
 

た
と
え
ば
 

こ
う
い
う
 

こ
と
で
 

す
。
 

情
報
 

操
作
を
 

す
る
 

こ
と
に
よ
 

っ
て
 

不
当
な
 

利
益
を
 

得
る
 

こ
と
。
 

つ
ま
り
、
 

あ
る
 

会
社
が
 

お
 

客
さ
ん
 

の
 

秘
密
を
 

他
の
 

会
社
に
 

売
っ
 

た
り
、
 

役
 

人
の
 

場
合
 

だ
と
、
 

国
家
 

機
密
を
 

売
っ
た
り
 

ね
。
 

国
家
 

機
密
 

も、
 

現
在
の
と
こ
ろ
 

重
要
な
 

の
は
、
 軍
事
 

機
密
と
 

外
交
 

上
の
 

機
密
で
す
 

が
ね
、
 

そ
の
 

な
か
に
、
 

新
た
に
 

国
民
 

総
 

背
番
号
 

的
、
 

デ
モ
 

^
 

ラ
フ
 

イ
カ
 

ル
 

デ
—
 

夕
に
 

関
す
る
 

秘
密
が
 

加
わ
る
 

ん
 

で
す
。
，
 

こ
ん
な
 

も
の
を
 

や
た
ら
に
 

公
表
し
た
り
 

流
し
 

た
り
し
た
ら
、
 

と
ん
で
も
な
い
 

プ
ラ
イ
バ
シ
—
 

の
 

侵
害
に
な
り
ま
す
 

か
ら
ね
。
 

政
府
は
 

政
府
な
 

り
に
、
 

企
業
は
 

企
業
な
 

り
に
 

厳
重
に
 

守
っ
て
 

お
 

く 
義
務
が
 

で
て
 

き
て
、
 

そ
れ
に
 

併
っ
て
、
 

刑
法
 

も
 

商
法
 

も
 

変
え
な
 

く
ち
 

ゃ
な
り
ま
せ
ん
。
 

法
的
 
対
応
策
を
 
つ
く
っ
て
 
お
か
な
い
と
、
 

才
—
ウ
 

H ル
の
 
い
う
よ
う
 
な
、
 
と
ん
で
も
な
い
 

管
理
社
会
 
に
な
り
 
か
ね
な
い
 
か
ら
ね
。
 

い
ま
 

話
し
て
 

き
た
よ
う
 

に、
 

社
会
が
 

ド
ラ
ス
 

テ
イ
 

ッ
ク
に
 

変
わ
る
 

の
は
 

ど
ん
な
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
が
 

で
き
た
 

時
 

か
と
い
 

い
ま
す
と
 

ね
、
 

普
通
の
 

言
語
、
 

も
し
く
は
 

そ
れ
 

プ
ラ
ス
'
 
 

誰
で
も
す
 

ぐ
 

で
き
る
 

よ
う
な
 

簡
単
な
 

操
作
 

だ
け
に
よ
 

っ
て
 

機
 

能
す
 

る
よ
う
 

に
な
っ
 

た
 

時
で
す
 

な
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
の
 

進
歩
の
 

ス
ピ
—
 

ド
は
 

凄
い
 

か
ら
ね
 

え
…
。
 

関
係
な
い
 

け
ど
ね
、
 

僕
の
 

場
合
 

も、
 

い
ろ
ん
 

な
 

人
が
 

ヮ
—
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
—
 

を
 

買
え
っ
 

て
い
 

う
け
 

ど、
 

い
ま
 

買
っ
 

た
ら
 

損
 

だ
と
 

思
っ
 

て
ん
だ
。
 

も
う
ち
 

よ
っ
 

と
 

待
っ
て
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

進
歩
 

の
 

ス
ピ
—
 

ド
が
 

ダ
ウ
ン
し
た
 

時
に
 

買
う
 

の
 

(
笑
)
。
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より 
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早稲 田 大学の 漫研 在籍 

中に 月刊 ララ.. で デビ 
ユー。 あっとい う 間に 

フアンを つかんで しま 

った： 確かに 「黄昏 シ テイ • グラフ イ テイ」 

は 面白い. 面白さが 欠 

仰 じ やない のがい いね。 
軽い シティ 感覚—  80 年 

代の 少女 マン ガ家 とし 

て、 なお一 層の 活躍が 
期待で きる: 

始
 
•一： 葉

 
•••一太 …

…
 
顔
は
 
同
じ
で
 
も、 

性
 

格
の
 
異
な
る
；
 

一； つ
 児
が
、
 
少
女
 
マ
ン
 
ガ
誌
で
 
大
 

人
気
で
 
あ
る
。
 
m
 崎
 K
 紀
 
「
贺
作
シ
 
.
テ
イ
 
•
グ
 

ラ
 
フ
イ
 
テ
イ
」
 
{ rl l:l 水 社

 刊
 

刊
 L
 A
 L
 A
 

1'-. 

連
載
)
。
 
い
や
み
の
 
な
い
、
 
す
つ
 
き
り
し
た
 
線
、
 

ち
よ
つ
 
と
し
た
 
短
編
小
説
 

{: も fl け
な
い
 
ス
ト
 

I
 リ
ー
展
 

間
、
：
 

面
 的
で
 
な
い
 キヤ
 ラ
 ク
タ
 ー
 

の
 性
^
 
|
 写
 …
…
 
と 14- く

と
、
 

い
か
 
(: も カ

ツ
 

チ
り
 
し
た
 
マ
ン
 
ガ
を
 
思
い
う
 
か
べ
て
 
し
ま
う
 
が、 

令
 体
 的
 {: は、 

と
て
も
 
か
〜
 
る
い
 
タ
ッ
チ
で
 
読
 

ま
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
辺
が
と
つ
て
も
 

80 ̂
^
 

し
て
い
る
 
と
ボ
ク
 

(: は
 思
え
る
 
の
 だ
。
 

さ
て
、
 

「
機
械
の
 

こ
と
は
 

さ
つ
 

ぱ
り
 

わ
か
ら
な
 

い
」
 

と
お
つ
 

1
 

や
る
 

f
f
i
 

峻
さ
ん
 

。
と
こ
ろ
が
、
 

今
年
 

結
婚
さ
れ
 

た
 

相
手
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

_
 

の
 

記
事
を
 

得
意
と
 

す
る
 

企
！
；
 

m
 

さ
ん
だ
 

と
い
う
 

の
が
 

可
笑
し
い
。
，
 

•
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
 
テ
レ
ビ
 
ゲ
—
ム
 

ほ
ん
と
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
の
こ
と
 
な
ん
か
、
 

令
 然
わ
 
か
ん
 
-4* い

ん
で
す
。
 
元
々
、
 
メ
カ
は
 
ダ
 

メ
な
ん
 
で
す
 
ね
。
 
で
も
 資
料
の
 
整
理
 

(: 使
え
た
 

•
b
 .
 
と
は
 
思
 
う
ん
で
す
 
よ
。
 
少
女
 
マ
ン
 
ガ
家
 

の
 中
で
は
：
 

恵
 子
さ
ん
 
が
 使
わ
れ
て
 
い
る
と
 

か
 聞
き
ま
し
た
 

(t ど。 

雑
誌
の
 
山
が
 
あ
る
ん
で
 
す
。
 
部
屋
の
 
中
に
。
 

雑
誌
で
す
 
か
ら
、
 
色
々
 
な
 記
事
と
 
か
 写
真
が
 
載
 

つ
て
る
 
わ
け
で
す
 
よ
ね
。
 
そ
の
 
中
か
ら
、
 

た
と
 

え
 ば
 
ヨ
ッ
ト
の
 
絵
が
 
欲
し
い
 
と 思

つ
 
た
と
 
き
い
 

と
て
も
た
い
 
へ
ん
な
 
わ
け
で
す
、
 
探
す
 
の
が
。
 そ
 

れ
が
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
で
で
 
き
た
ら
 
楽
で
 
し
よ
う
 

ね。 
た
だ
、
 

才
 1 

ス
ト
 
ラ
 リ
ア
 
だ
つ
 
た
ら
 
才
—
 

ス
ト
 
ラ
 リ
ア
の
 
記
事
が
 
欲
し
い
 
と
い
う
ん
 
じ
 
や 

な
く
て
、
 

才
 I 

ス
ト
 
ラ
 リ
ア
の
 
大
学
へ
 
通
つ
 
て
 

い
る
 
若
者
の
 
服
装
 
^
 
と
か
い
う
 
風
に
、
 

か
 

な
り
 
具
体
的
な
 
記
事
が
 
欲
し
い
 
場
 八：： が

 多
い
 
か
 

ら
 、
そ
う
^
-
じ
 
や
な
い
 
か
も
し
れ
 
な
い
 
け
ど
。
 

で
も
、
 

『
リ
 

ー 
ダ
ー
ズ
 

•
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
 

を
 

ず
一
 

つ
と
 

整
理
し
て
 

ノ
ー
ト
 

に
つ
け
て
 

い
た
 

時
 

期
が
 

あ
る
ん
で
 

す
。
 

ど
ん
な
 

記
事
が
 

«
 

つ
て
い
 

た
の
 
か
 分
類
し
て
。
 

ま
あ
、
 

八， 描
い
て
 
る 
マ
ン
 

ガ
 

シ テ
イ
 
•
グ
ラ
フ
 イ 

テイ：， 
が
そ
れ
 

ほ
ど
 
資
料
を
 
必
要
と
 
し
て
い
な
い
 
も
の
で
す
 
か
 

ら
 '
あ
ま
り
 
使
っ
 
て
は
い
な
 
い
ん
で
す
 
が
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー
タ
 
と
は
 
i
t
 う
け
 
ど
、
 
テ
 
レ
ゼ
 
ゲ
 

丨
ム
は
 
嫌
い
 
じ
 
や
な
 
い
ん
で
す
。
 

で
も
、
 
ゲ
—
 

ム 
セ
ン
タ
ー
 

へ 行
つ
 
て
 や
る
 
と、 

す
^
^
け
ち
 

や
う
ん
で
 
す
。
 
だ
か
ら
、
 
あ
ま
り
 
行
か
な
い
。
 

す
ご
く
、
 
く
や
し
い
 
で
し
よ
。
 
本
 m
 
で
 
不
愉
快
 

(: な
っ
た
り
 
す
る
 
し。 

せ
い
ぜ
い
 
麻
 ̂
 ゲ
 ー 

ム 

だ
け
で
す
 
ね
。
 機
械
 
操
作
が
な
い
 
か
ら
。
 
そ
れ
で
 

も、 
ボ
タ
ン
を
 
押
し
 

つ
た
り
 
す
る
 
し .
 

。 

•
キ
ャ
ラ
ク
タ
—
 
と
 作
家
の
 
不
思
議
な
 
関
係
 

キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 
ー 
っ
て
 不
 田^ SS な

ん
で
す
 
。
特
 

に、 
あ
あ
い
 
う 読

み
切
り
 
連
作
 
シ
リ
ー
 
ズ
だ
 
と、 

作
 
一
：
^
 
い
て
い
く
 
ご
と
 

{: 人
 t
 
が
 深
く
 

な
っ
て
 
い
く
 
.
 
要
素
が
 
ふ
ぇ
て
い
 
く
ん
で
す
 

ね
。
 

人
間
の
 

性
格
っ
 

て
 

ひ
と
つ
 

じ 
や
な
い
で
 

し 

よ
。
 

ど
ん
-
*
!
:
 

間
 

も
、
 

ク
ラ
イ
と
 

か
 

ヒ
ヨ
 

ー
 

キ
 

ン
だ
 

と
か
 

だ
け
 

じ
 

や 
片
付
け
ら
れ
な
 

い
と
 

思
う
 

ん
で
す
 

。
キ
ヤ
 

ラ 
ク
タ
 

ー
々
 

作
る
 

と
き
 

も 
同
じ
で
、
 

表
 

Ifl
i 

的
な
 

性
格
は
 

最
初
か
ら
 

決
ま
っ
 

て
る
ん
で
 

す
が
、
 

そ
 
餐
に
 

あ
る
 

も
の
、
 

®
 

れ
 

て
い
る
 

部
 

分
が
、
 

後
で
 

少
し
ず
つ
 

出
て
 

く
る
。
 

自
分
で
 

考
 

ぇ
て
い
て
 

変
な
ん
 

て
す
 

が、
 

な
ん
か
、
 

も
と
 

も 

と 
あ
る
 

人
物
が
 

い
て
、
 

そ
れ
，
^
:
 

者
 

自
身
に
 

兑
 

せ
て
 

い
く
っ
て
 

感
じ
が
 

す
 

る
ん
で
 

す
。
 

•
少
年
 
マ
ン
 
ガ
は
 
頭
、
 
少
女
 
マ
ン
 
ガ
は
心
 

少
年
 
マ
ン
 
ガ
は
 
頭
の
 
中
で
 
描
い
て
 
る、 

そ
ん
 

な
 感
じ
が
 
し
ま
す
。
 

に
し
て
も
、
 

ス
ト
 
ー 

リ
ー
 
 
•
テ
 リ
ン
グ
に
 
し
て
も
、
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
-
^
 

の
 動
か
.
.
 

し
て
も
'
 
 
充
実
 
さ
せ
れ
ば
 
す
る
 

ほ
ど
 
自
分
の
 
内
面
的
な
 
も
の
と
は
；
 
一
 離
さ
れ
た
、
 

頭
の
 
中
で
 
消
化
し
 
き
る
 
と
い
う
の
 
が
 あ
る
と
 
思
 

う
ん
で
す
 
よ
ね
。
 

そ
れ
に
 
対
し
て
、
 
少
女
 
マ
ン
 
ガ
の
場
 
八
 口、 

自
 

分
の
 
作
品
を
 
消
化
し
 
よ
う
と
 
す
れ
ば
 
す
る
 
ほ
ど
、
 

n
 
分
の
 
心
 
突
へ
 
密
着
し
て
 
い
く
ん
で
す
。
 
頭
 

肀
分
 、
心
 半
分
と
 
い
う
か
な
 あ、 

私
生
活
 (: 関

 

わ
つ
 
て
く
 
る
ん
で
 
す
ね
。
 
だ
か
ら
、
 
作
風
 
さ
え
 

也
 活
で
変
 
わ
つ
 
て
く
 
る
と
 
思
い
ま
す
。
 
私
の
 
場
 

八
 n で
 い
え
ば
、
 
主
役
の
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
ー
 
が
 明
る
 

け
れ
ば
 
何
の
 
問
題
 
も
な
 
い
ん
で
す
 
が、 

シ
リ
ア
 

ス
っ
ぼ
 
い
も
の
、
 
問
題
意
識
の
 
つ
よ
い
 
も
の
を
 

描
い
て
 
る
と
 
き
は
 
私
生
活
の
 
方
 も 重

〜
 
く
な
 
つ 

て
き
ま
す
 
ね
。
 

よ
く
 
マ
ン
 
ガ
の
 
片
隅
で
 
作
家
が
 
自
分
の
 
私
 牛‘ 

活
を
 
描
い
た
り
、
 
趣
味
を
 
出
し
た
り
 
し
ま
す
 
よ
 

ね
。
 
あ
れ
 
も、 

少
女
 
マ
ン
 
ガ
だ
か
 
ら
 許
さ
れ
る
 

と
い
う
 

か
、
 

あ
あ
い
*
 

ひ
を
 

出
し
た
 

方
が
 

読
 

者
が
 
喜
ぶ
 
ん
で
 
す
よ
 
ね
。
 
さ
っ
き
 
言
っ
た
 
よ
う
 

に、 
屯
活
 
に 密
着
し
た
 
部
分
で
 
作
品
を
 
描
く
 
わ
 

け
だ
か
ら
、
 
作
品
が
 
自
分
の
 
生
活
を
 
表
現
し
て
 

る
つ
 
て
と
 
こ
 
あ
る
で
 
し
よ
。
 
そ
う
な
る
 
と
、
 
読
 

者
-
^
 S： 品

を
 
通
し
て
 
い
つ
し
よ
 
に 体
験
し
た
い
 

み
た
い
 
に
 思
う
よ
う
 
な
ん
で
す
 
ね
。
 
作
品
^
:
 

者
を
 
同
じ
に
 
考
え
る
 
と
い
う
 
か
 .
 
。
そ
れ
が
 

説
 解
を
 
生
ん
で
 
困
る
 
こ
と
 
も
あ
り
ま
す
 
け
ど
ね
。
 

•
 

影
 

-
 

そ
の
と
 

き
の
 

私
 

削
：
^
 思
 欲
は
、
 

い
い
 作
品
に
 
め
ぐ
り
あ
つ
 
た
 

と
き
 

(: 湧
き
ま
す
 
。
映
 II で

^
^
 
説
で
 
4P. ̂

 ^ ̂  〇 

た
だ
、
 そ
の
 作
品
 {: 触
発
さ
れ
 

て
 も
 出
来
 h
 が
 



る
 作：： i

 は
 ̂
 然
違
う
 
も
の
に
な
り
ま
す
 
け
ど
。
 

ひ 
削
 

作
す
 

る
 

W 
と
い
 

•
备
 

分
に
 

If
t:
 

梭
 

、
強
烈
な
 

イ
ン
パ
ク
ト
を
 

受
け
 

る
ん
で
 

す
よ
 

ね
。
 

も
ち
ろ
 

ん
、
 

fv
- 

.v
,1
, 

を
 

描
く
-
^
 

で
の
 

参
 

^
 

{:
 

も
な
 

<)
 

• 
ま
す
。
 

シ
ナ
リ
オ
と
 

か
、
 

セ
リ
フ
の
 

入
れ
 

;
;
 

と
か
 

.
 

で
も
、
 

や
っ
ぱ
り
 

U
 

分
 

的
 

(:
 

一：
 

l««
J 

揚
す
 

る
ん
で
 

す
 

ょ
ね
。
 

た
と
え
ば
、
 

か
な
り
 

lii
i 

で
す
 

が、
 

人
 

r.»
, 

rv
 

り
 

' J-
 

さ
ん
の
 

た
そ
が
れ
は
 

>
_
の
 

時
 

問
』
 

を
 

説
ん
 

だ
と
き
 

な
ん
か
、
 

し
ば
ら
く
 

ボ
 

ー 
つ
と
 

し
て
て
、
 

^4
""
 

(:
 

, ['|
 

分
の
 

中
の
 

イ
マ
 

ジ
ネ
 

—
 

ン 
ョ
ン
が
 

解
 

放
さ
れ
た
 

み
た
い
 

な
 

ii
 

が
し
ま
し
た
。
 

•
マ
ン
 

ガ
家
 

と
し
て
の
 

人
の
 

見
方
 

故
 

技
か
ら
、
他
人
の
心
坪
的
な
部
分
 

(:
 

氕
を
 

つ
け
る
 

よ
う
 

(;
 

し
て
ま
す
。
 

外
側
か
ら
 

W
 

え
る
 

も
の
 

じ
 

や
な
く
て
、
 

内
 

Ifl
i 

の
 

勤
き
 

み
た
い
 

な
 

も 
の
と
 

か
、
 

何
 

か
あ
つ
た
 

と
き
の
 

反
応
と
 

か
 

…
…
 

。 
あ
る
.
 

4:
 

の
 

心
境
 

(:
 

あ
つ
て
も
、
^
 

$
 

(:
 

よ
つ
 

て
 

^
 

祝
の
 

し
か
た
が
 

途
 

う
と
 

思
 

う
ん
で
す
。
 

外
 

へ
す
 

ぐ
视
 

わ
れ
る
 

人
、
 

わ
ざ
と
 

心
と
は
 

逆
の
 

衣
 

i
 
を
す
 

る
 

人
、
 

お
 

> l
(
s
 

そ
う
と
 

i
-
 

る
 
人
と
 

か
ね
。
 

そ
う
い
っ
 

た
 

心
の
 

) V
 

鱗
が
 

ど
う
や
っ
 

て
视
 

わ
れ
 

て
く
 

る
の
 

か
を
、
 

な
 

4
 

とな
く，
：：
；；
 

然
に
 

nl
 

**
; 

す
 

る
よ
う
 

(:
 

な
り
ま
す
。
 

別
に
 

職
 

1
 

A*
: 

識
だ
 

と
は
 

思
い
た
く
な
い
 

ん
で
 

す
が
。
 

•
ベ
—
 

コン
 

//
 

: 

私
は
、
 

ぺ
 

ー 
ゾ
ス
の
あ
る
沾
が
奸
き
な
ん
で
 

す
。
 

さ
あ
 

iw
 

き
な
さ
い
 

つ
て
 

感
じ
の
 

も
の
 

じ
 

や
 

な
く
て
、
 

コ
メ
デ
 

ィ
な
ん
 

だ
 

{t
 

ど
、
 

心
 

坪
 

的
に
 

で
 

深
い
 

部
分
で
 

何
と
な
-
#
 

悲
し
い
 

も
の
と
 

か
…
 

0 
59
7)
 

ゥ
ィ
リ
ア
ム
 

•
サ
 

D-
- 

イ
 

ヤ
ン
な
ん
 

か
 

人
好
き
で
 

- 
i-
 

c 
ハ
 

パ
 

•
ユ
ー
 

•
ア
 

I 
 

•
ク
レ
イ
〆
 

ン 
1
』
 

と
 

,(
23
 

マ
マ
 

•
ア
イ
 

•
ラ
ブ
 

•
ユ
—
 

5 
が
 

特
に
。
 

l
o
t
h
,
 

「
悲
し
い
 

と
き
に
は
、
 

焼
き
た
 

て
の
 

パ
ン
と
 

チ
 

i
t
 

r 
丨
ズ
 

の
こ
と
 

を
 

II
I 

心
い
 

, 
*
h
 

し
な
さ
い
」
 

な
ん
て
ね
。
 

馬
ど
う
し
て
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
 

(:
 

位
べ
物
が
出
て
 

M
 
 

く
る
の
 

か
わ
か
.
 

b
 

な
い
 

(
笑
)
。
 

よ
く
 

ア
メ
リ
カ
 

刊
|
 

の
 

作
家
の
 

中
 

(:
 

出
て
 

く
る
で
 

し
ょ
う
。
 

ベ
ー
 

コ 

I
 

ン
と
 

か
ね
。
 

あ
あ
い
 

う
の
つ
 

て
、
 

す
ご
く
 

好
き
 

5
 

で
す
 

ね
。
 

な
ん
か
、
 

食
べ
物
 

{:
 

ば
か
り
 

こ
だ
わ
 

t 
 

つて
る 

みた
いで
す 

けど
 

.
 

( 芡 ) 。 

ぺ
 ー 

ソ
ス
の
 
あ
る
诂
 
を
！
 i
 き
た
い
で
す
 
ね
。
 

こ
れ
か
ら
 
も
。
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てる 場合 じ やない け ご、 行って きました 
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大阪 まで、 重い カメラを 屑に して。 

コンピュータに 興味を 持って いる キミ 
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み
て
も
 滅
る
 わ
け
で
 も
な
 く、 

人
込
み
を
 か
き
 わ
け
 
会
場
へ
。
 

•
 
 ひ
と
く
ち
に
 
エ
レ
 
シ
ョ
 
I. 〇 い

つ
て
も
、
.
 
会
 

場
は
 
五
ケ
所
に
 
分
か
れ
、
 
展
示
さ
れ
 
て
い
る
 
品
 

も テレ
ビ
、
 

ビ
デ
オ
と
 

い
つ
た
 

家
 € 商品
か
ら
、
 

コ
ン
 
ピ
ュ
 

ー 
タ
 、
ホ
 
ー 

ム セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 

(
家
 

の
 中
を
 
コ
ン
ビ
 
ュ ー タ

で
管
 
理
 す
る
 
シ
ス
テ
ム
)
、
 

果
て
は
 
コ
ン
デ
ン
サ
、
 
抵
抗
器
に
 
至
る
 
まで、、 ハ 

ラ
エ
 
テ
イ
 

{: と
ん
で
 
い
る
。
 
目
指
す
 
M
 s-' x

 は、 

民
生
 
用
 
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
館
に
 
展
示
さ
れ
 
て
 

い
た
。
 

「
今
日
は
 

紹
侍
 

日
の
 

ハ
ズ
だ
 

ぞ
！
」
 

と 
叫
ん
で
 
 

入
口
を
 

入
る
 

と、
 

大
 

音
量
の
 

カ
ラ
オ
ケ
 

音
が
 

れ
ザ
 

レ
ス
 

耳
 

{:
 

ビ
ン
 

ビ
ン
 

響
い
て
 

き
た
。
 

な
に
か
と
 

思-
 

と
、
。
 

ハ 
 

イ
オ
ニ
ア
の
 

ブ
 
 

— 
ス
て
 

、
"
レ
 

ー 
ザ
 

I 
デ
 

イ
ス
 

ク
 

•
カ
ラ
オ
ケ
 

ス
テ
—
 

ジ
 

〃
な
る
 

も
の
が
 

開
か
れ
て
 

い
た
。
 

曲
に
 

合
わ
せ
て
 

画
面
が
 

表
わ
 

れ
 

、
歌
 

詩
が
 

イ
ン
ポ
—
 

ズ
さ
れ
 

る。
 

従
来
の
 

力
 

ラ
 

オ
ケ
に
 

く
ら
べ
、
 

音
声
が
 

ス
テ
レ
オ
 

だ
し
、
 

な
ん
と
い
 

つ
て
も
 

画
面
が
 

出
る
 

の
が
 

ユ
ニ
 

ー 
ク〇
 

俳
優
さ
ん
 

の
 

渋
い
 

演
技
を
 

観
な
が
ら
，
 

矢
 

切
り
 

の
 

渡
し
"
 

な
ど
 

唄
え
ば
、
 

気
分
は
 

サ
イ
コ
 

IO
 

残
 

<{
芯 

な
が
ら
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
は
 

出
展
し
 

な
 

か
つ
た
 

け
れ
ど
、
 

必
ず
や
 

近
い
将
来
に
は
 

発
表
 

し
て
 

く
れ
る
 

だ
ろ
う
 

か
ら
、
 

首
を
 

長
〜
 

く
し
て
 

待
つ
 

て
い
よ
う
。
 

そ
の
か
わ
り
'
 
 

今
回
は
 

レ
ー
 

ザ
—
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

新
製
品
を
 

展
示
し
て
 

い
た
。
 

フ
ロ
ン
ト
 

ロ
—
 

デ
 

ィ
ン
グ
 

シ
ス
テ
ム
を
 

採
用
す
 

る 
こ
と
に
よ
り
、
 

積
み
重
ね
 

可
能
。
 

そ
つ
た
 

デ
 

イ
ス
 

ク
も
 

、
よ
り
 

確
実
に
 

ト
レ
 

ー 
ス 
で
き
る
 

よ
 

う、
 

改
良
が
 

施
さ
れ
て
 

い
る
。
 

メ
カ
が
 

好
き
な
 

キ
ミ
た
ち
 

に
は
、
 

ち
よ
つ
 

と
 

気
に
な
る
 

ニ 
ユ
ー
 

ス
だ
 

ね
。
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i，  m§ m  W 
岭 VHD と 合成した 画面 „ バックの 宇宙空間を ビデオ 

ディスクで 表示して いる „ 

暑 シンセサイザと 接統 した'  MSX ミ ユージ ックシ ステ 

ム〇 自動 演奏 だって 思し'^ まま だ。 

iii  ^ 歡 
-ni^vNational 

tVHD の 上に のって いるの が、 スーパー イン 
ポーズ ユニット ， 

い、 
こ
い
つ
す
 
ご
い
よ
、
 
俺
よ
り
 漢
字
 知
つ
 
て 

る
よ
」
 

と、 
お
じ
さ
ん
 
方
の
 
口
か
ら
 
思
わ
ず
 
感
 

嘆
の
 
声
 も。 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

ー 
タ
は
ヵ
 
シ
コ
 
イ。 

参
#
^
 
品
と
 
い
ぅ
 
形
で
 
展
示
さ
れ
 
て
い
た
 
も 

の
に
、
 ス
ー
。
 
ハ
—
 イ
ン
ポ
 ー ズ
ユ
 ニ
ッ
ト
が
 

あ
 

る。 こ
れ
は
、
 

テ
レ
ビ
！
；
 

面
と
 コ
ン
 ピユ
 ー
タ
 

№1 而
を
合
 
成
す
 
る 装

 ̂
 の
こ
と
 
。
一
体
 
何
が
 
で
 

き
る
 
か
つ
て
い
 
ぅ
と
、
 
ゲ
 ー 

ム
 
セ
ン
タ
 
L 
て
 お
 

ill 染
の
レ
 

ー
 
ザ
 
ー
 
デ
イ
 
ス
ク
ゲ
 
ー
 
ム
 。
あ
そ
こ
 

ま
で
 
本
格
的
に
は
 
で
き
な
 
い
ま
で
も
、
 

八
^
^
で
 

の
 コ
ン
 ピ
ユ
 
ー タ

ゲ
 
ー 
ム よ

り
、
 
遥
か
 
(1 -.V 2 度

 

な
 ゲ
 I 

ム
が
 楽
し
め
る
 
こ
と
は
 
_
 

実
際
 

{: 

デ
モ
し
て
 
い
た
 
ゲ
 ー 

ム も、 
M
S
 
X
 で
 描
い
た
 

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
と
、
 V  H  D

 で
 出
力
し
た
 宇
宙
 

空
間
の
 
映
像
を
 
合
成
し
た
 
素
晴
 
し
い
 
も
の
。
 

そ
 

の
 中
で
 
く
り
抗
 
げ
ら
れ
 
る ド

ッ
グ
 
フ 
ア
イ
ト
は
、
 

ボ
ク
 
た
ち
を
 
ス
タ
 
ー 
ウ
オ
 
ー ズ

の
世
 
界
へ
 
連
れ
 

て
い
つ
 
て
 く
れ
る
。
 
こ
ん
な
 
ス
ゴ
 
イ
装
茜
 
を
 製
 

品
に
 
し
な
い
 
手
は
 
な
い
。
 
発
 ̂
 さ
れ
る
 
n を、 

楽
し
み
に
 
恃
つ
 
て
い
よ
う
。
 

ぞ  V
i
 
 4
 <3 系？  ■ 

I
 

ム
 

•
ビ
ジ
ネ
ス
 

何
ん
 

で
も
 

こ
い
 

0
1
 

"ニ
 

ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
で
 

拡
げ
る
 

I1H
 

4I*
 

か
^
#
 

ら
し
，
 

と
 

銘
打
つ
 

た
 

松
 

ド
の
 

ブ
 

ー
ス
は
：
ま
さ
 

{:
 

:
§
3
 

x
 

r
L
 

盛
り
と
 

い
つ
た
 

様
子
。
 

な
か
で
 

も
 

人：
：：
： 

を
 

W
 

い
た
の
は
 

苦
 

衆
 

演
^
 

T
 

な
ん
と
、
 

R
O
M
 

力
 

I
 

ト
リ
 

ッ
ジ
を
 

基
す
 

だ
け
で
、
 

音
楽
が
 

S
 

動
的
 

に
 

ス
タ
 

ー 
ト。
 

あ
ま
り
の
 

迫
力
に
、
 

シ
ン
セ
 

サ
 

イ
ザ
ー
 

は
 

ど
こ
か
と
 

思
わ
ず
 

探
し
た
 

ほ
ど
 

だ
。
 

ひ
と
 

昔
 

fi
-j
 

ま
で
め
 

心
 

も
と
な
い
 

単
音
 

弾
き
で
は
 

な
く
、
 

三
 

; i
; 

和
音
の
、
 

そ
れ
 

も
 

ス
テ
レ
オ
 

ア
ン
 

プ
で
 

増
幅
さ
れ
 

た
 

サ
ウ
ン
ド
 

(
や
は
り
 

こ
こ
 

ま
 

で
く
 

る
と
、
 

サ
ウ
ン
ド
 

と
い
う
 

W
 

葉
が
 

ピ
ツ
タ
 

リ)
 

は、
 

充
分
に
 

1
 

ひ
 

心
を
 

く
す
ぐ
つ
 

て
 

く
れ
 

も
ち
ろ
ん
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
だ
つ
 
て
 忘
れ
て
 
い
な
い
。
 

今
人
 
M
 の
 日
本
語
 
ヮ ー ド

 プ
ロ
セ
ッ
サ
 

も、 
ち
 

や
ん
 
と 用

意
し
て
 
い
た
。
 
ひ
ら
が
な
で
 
入
力
し
 

て、 必
要
な
 時
に
 キ
ー
 を
ポ
 ン
。
！
 一; 面の

 下
部
 

に、 
難
 か
し
い
 
漢
字
が
 
ズ
 ラ
リ
と
 
出
現
。
 

「お 
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峙 MSX がズ ラリと 

並んだ ビクターの ブ 
ー ス„ スーパー イン 
ポーズ ユニット も 発 

表された 

tMSX マシンの 前は いつも 人で 一杯. みんな 冥 

険 なまな ざしで 見入って いる 

會 どの ブース も 人を 集めて いるのは 
MSX マシン r その 期待に MSX は 充分 

答えて く れ た。 

岭 MSX を 中心に、 オーディオ などと 

システム ア ップ した ビ クタ ーの ブース。 

様々 な 可能 •性 こ こから 生まれる。 

t 数々 の ゲームが デモ さ 

れ ていた MSX コーナー。 ジョイスティック 片手に 
モニターに 見入る 姿 I 

岭 ナショナルの MSX は' 

10 月末の 発売 予定。 価格 

は 54,800 吒 おづ嘥 いた 
めて 待って てね 〇 

H
D
 

と
 

M
 

が
 

ド
 

2
M
W
V
 

ク
 

ス ー 
バ ー 

イ
ン
ポ
 

I 
ズ
な
ら
 

、
ビ
 

クタ
 

ー 
も 

負
け
て
 

は
い
な
い
。
 

こ
ち
ら
 

も 
参
^
 

H rl nrr
 

とい
 

う
こ
と
 

だ
つ
 

た
け
 

ど
、
 

し
つ
 

か
り
 

M
S
 

X
 

マ
シ
 

ン
と
 

、
ス
 

I 
。ハ
 

ー
 

イ
ン
ポ
 

ー
 

ズ
 

ユ
ニ
ッ
ト
を
 

用
 

意
し
て
 

いた
。 .

従
来
の
尺
0
:
^
ヵ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
、
：
一
つ
縦
 

に
並
べ
た
大
き
さ
の
も
の
に
、
_
面
八
：
1
成
の
た
 

め
の
 す
べ
て
の
 
シ
ス
テ
ム
が
 

入
つ
 
て
い
る
 
と
い
 

う
か
ら
 ビ
ッ
ク
 リ 。

し
か
も
 そ
れ
が
、
 

本
体
 下
 

部
に
 
ス
ッ
 
ポ
リ
 
収
ま
つ
 
て
し
 
ま
う
 
と
な
る
と
、
 

ま
た
ま
た
 

ビ
ッ
ク
 

リ 。
つ
ま
り
、
 

「
こ
の
 

マ
シ
ン
 

は、 
ス ー。 ハ ー 

イ
ン
ポ
 
ー ズ

 機
能
 内
蔵
 
だ
 ぞ
〜
」
 

と 友
 だ
ち
 
{: 見
せ
び
ら
か
し
て
も
、
 

決
し
て
 
ゥ
 

ソ に
は
な
ら
 
な
い
 
つ
て
 
ワ
ケ
 
。
ビ
デ
オ
か
ら
 
ビ
 

デ
オ
 
へ
の
 ダ
ビ
ン
グ
 編
集
 も
で
 き、 

文
字
 や
グ
 

ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
を
 
八
 口 成
し
た
、
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
 
ビ
 

デ
オ
 
の
^
:
 
な
ん
て
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
 
も 使

え
る
。
 

子
供
の
 

頃
、
 

胸
 
と
き
め
か
せ
て
 

見
た
、
"
 

ウ
ル
 

ト 

ラ Q" 
や
"
 忍
者
 部
隊
 月
光
"
 

も、 
迫
力
た
 
っ 

ぶ
り
に
 
作
り
直
す
 
こ
と
 
だ
っ
て
で
 
き 
る
ん
だ
。
 

ち
ょ
つ
 

と 
ハ 

f 
ド
の
 

話
し
に
な
る
 

け
ど
、
 

ビ
 

ク
タ
ー
 

の
 

マ
シ
ン
に
は
、
 

R
G
B
 

出
力
 

も 
付
い
 

て
い
る
。
 

R
G
B
 

と
い
ぅ
の
は
、
 

R
E
D
、
 

G
 

R
E
 
 

E
N
、
 

B
L
U
E
 

の
 

略
で
、
 

光
の
 

:-
 

一
原
 

色
 

の
こ
と
。
 

こ
の
 

一 一一
つ 

を
 

別
々
 

(:
 

出
力
す
 

る
の
 

が
 

R
G
B
 

出
力
で
、
 

色
の
に
 

じ
み
の
 

少
な
い
、
 

ク
 

リ
ア
—
 

な
 

画
像
が
 

得
ら
れ
る
。
 

八 r-
H 

で
は
、
 

10
 

万
 

円
 

以
上
の
 

本
格
派
。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
に
 

し
か
 

付
い
て
い
 な
か
っ
 

た
の
 

だ
か
ら
 

ス
ゴ
イ
 

。
た
だ
し
、
 

R
G
 

B
 

入
^
 

子
の
 

付
い
た
 

専
用
 

モ
ニ
タ
ー
 

で
な
い
 

と 
接
賦
で
 

き
な
い
の
 

が
 

難
点
 

0 
ほ
か
 

(:
 

も
 

デ
 

ー 
タ
 

レ
コ
 

I 
ダ
 

(
こ
れ
が
 

ま
た
 

カ
ッ
コ
 

イ
イ
)
 

や
 

5 
イ
ン
チ
 

フ
ロ
ッ
ピ
ー
 

デ
イ
 

ス
ク
 

ド
ラ
イ
ブ
な
 

ど
も
 

参
％
^
 

品
さ
れ
、
 

ビ
ク
 

タ 
ー 

の
 

M
S
X
 

に
対
す
る
 

熱
の
 

入
れ
 

方
は
、
 

相
 

当
な
 

も
の
 

だ
。
 



似 1
8
 

i ドと 
丨
ム
/
 だ
け
で
な
く
 
、
ビ
ジ
.
 
ネ
ス
 
や
 ホ
ー
 
ム
ユ
ー
 

ス に
-
^
 
分
 対
応
で
 
き
る
 
つ
て
 
こと。 

漢
字
 
R 

O
M
 
カ
ー
 
ト
リ
 
ツ
ジ
と
 
ワ
ー
 
プ
ロ
 
用
 
ソ
フ
ト
を
 

使
え
ば
、
 
今
ま
で
 
何
十
 万
円
 
も
し
て
 

いた：：：！ 本
 

語
ワ
ー
 
プ
ロ
を
、
 
手
軽
 
(: 楽

し
む
 
こ
と
が
で
き
 

る
し
、
 
増
設
 
I
/
O
 
ス
ロ
ッ
ト
を
 
使
え
ば
、
 

さ
 

好
き
 

少
年
た
ち
！
 

V 

一 SS
  

鲁
.
 

S 

8Z 



t-b
 

1 

_
 
 

V
 ペ

ン
で
 

寿
 
お
 絵
 描
 

枝
 

術
の
 

進
歩
 

(:
 

驚
き
っ
 

ば
な
 

し
の
 

エ
レ
 

ショ
' 

1 
だ
け
れ
 

ど、
 

人
だ
か
り
の
 

す
る
 

サ
ン
 

ョ 
ー 

の
 

ブ
ー
ス
 

(:
 

、 
足
を
 

踏
み
入
れ
た
 

時
の
 

驚
き
は
 

恪
 

別
の
 

も
の
だ
っ
た
。
 

「
ラ
イ
ト
ペ
ン
が
 

付
い
て
 

い
た
か
ら
 

だ
ろ
う
」
 

だ
っ
て
？
 

い
や
い
や
、
 

そ
ん
な
 

こ
と
じ
 

や
な
い
。
 

黒
山
の
 

人
だ
か
り
を
 

か
き
 

分
け
目
に
 

し
た
 

も
の
は
、
 

テ
レ
ビ
と
 

コ
ン
 

ポ
 

(:
 

な
っ
た
、
 

セ。
 

ハ
レ
 

ー 
ト 

タ
イ
プ
の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
だ
っ
た
。
 

今
 [»] は

 参
^
 25 品

と
 
い
う
 
こ
と
 
だ
つ
 
た
け
 
ど、 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

籠
 
内
蔵
、
 

フ 
レ
ー
 
ム
グ
 
ラ
バ
—
 

機
能
 内
蔵
'
 
 ス ー。 ハ ー 

イ
ン
ポ
ー
 ズ
儀
 
内
蔵
、
 

R
G
B
 
出
力
、
 

テ
ン
 
キ
 ー
 
ま
で
 
付
い
て
、
 

こ
れ
 

*? $
H
 (: M

S
X
 

マ
シ
ン
 
か
と
い
 う
 充
実
ぶ
 り。 

色
 も 赤

と
 黒
の
 2 タ

イ
プ
が
 明
 意
さ
れ
、
 
今
 か
 

ら
発
売
 

が
 
楽
し
み
な
 

マ
シ
ン
の
 

一
つ
で
 

あ
る
。
 

フ
レ
 
ー 
ム
グ
 
ラ
バ
—
 
機
^
^
 と
い
う
の
は
、
 

ビ
 

デ
オ
 端
子
か
ら
の
 
画
像
を
、
 
デ
ジ
タ
ル
 
^
 理
 し
，
 

て
 コン
 

ピ
ユ
 

I 夕に
 

読
み
込
ま
せ
る
 

も
の
。
 

会
 

場
で
は
、
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
 
カ
—
 
の
 写
真
を
 
ビ
デ
オ
 

カ
メ
ラ
で
 

撮
り
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

に
！
^
 

さ
せ
、
 

サ
ン
 
ョ ー 

の
 M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
§
で
 
あ
る
 
ラ
 

イ
ト
 
ペ
ン
を
 
用
い
て
、
 
ま
っ
た
 
i
 連
っ
 
た
 色
彩
 

(: 仕
 ' K げ

 て
い
く
 
デ
モ
を
 
行
っ
て
 
い
た
。
 
ま
ず
 

カ
ラ
 
I 
テ
 I ブ

ル
か
ら
 
好
き
な
 
色
を
 
選
び
出
し
、
 

i
 
し
た
い
 
所
に
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
で
 
軽
く
 
触
れ
る
 

だ
け
。
一
瞬
の
う
ち
に
、
赤
が
青
に
、
里
1
が
黄
 

色
に
 
と
か
わ
っ
 
て
い
く
。
 
黄
色
い
 
ト
マ
ト
 
も 青

 

い バ
ラ
 
も、 

M
S
X
 
の
 世
界
で
は
 
曹
 
に
で
 き
 

て
し
 
ま
う
。
 
キ
ミ
は
、
 
ど
ん
な
 
色
^
!
 
界
，
^
 

: 

り 出
す
 
こ
と
が
で
き
る
 
だ
ろ
う
 
か。 

83 



Q
 X
 
に
 モ
ニ
タ
 

が
つ
 い
た
 ゾ
！
 

日
立
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
は
、
"
 
ラ
ジ
カ
セ
"
 

そ
 

の
 も
の
。
 
M
 
い' m

 源
 部
が
 
取
り
は
 
ず
せ
、
^
:
 

下
部
か
ら
 
キ
ヤ
 
リ
ン
グ
 
ハ
ン
ド
ル
が
 
引
き
出
せ
 

る
。
 
サ
ィ
ズ
 
も
 
A  4 

版
と
 
コ
ン
。
 ハ
ク
 
ト
で
、
 
k
 

性
に
 
も
 受
け
入
れ
ら
れ
る
、
 

フ
 
ア
ツ
 
シ
ョ
 
ナ
ブ
 

ル
な
 
も
の
に
 
仕
上
が
つ
 
て
い
る
。
 

外
兒
に
 
似
合
わ
ず
 
燒
 nE は

 本
离
で
 

、 
M
s
 

X
 
で
 唯
一
の
 
マ
シ
ン
 
語
 
モ
ニ
タ
を
 
標
準
 
装
備
し
 

て
い
る
。
 
M
s
x
.
 
 
B
A
S
I
C
 

は
、
 
完
成
 
度
 

*
义
咼
く
、
 
^
^
な
も
の
だ
け
ど
、
 

マ
シ
ン
 
S
 叩
を
 

墨
い
 
じ
れ
な
い
 
こ
と
が
 
難
点
 
だ
つ
 
た
。
 

B  A
 

S
I
C
 
だ
け
で
は
、
 
ど
う
し
て
も
 
実
行
 
ス
ピ
 
ー
 

ド
が
 
遅
く
な
 
つ
て
し
 
ま* つ

と
 
い
う
の
 
が
そ
の
 
理
 

由
。
 
ビ
 
ー 
ム
砲
を
 
打
つ
 
た
の
に
、
 
敵
に
 
当
た
る
 

ま
で
に
 
5 
秒
 も
 
か
か
つ
 
て
し
 
ま
う
 
と
か
ね
。
 
本
 

— --1 (: お
も
し
ろ
い
 
ゲ
 ー 

ム
，
^
 
: ろ
う
と
 
思
つ
 
た
 

ら
 、
モ
ニ
タ
^
^
っ
て
 

直
接
 

マ
シ
ン
 

s
 IJn 
で
 プロ
 

グ
ラ
ム
す
 
る
 
こ
と
が
、
 
絶
対
に
 
必
要
に
 
な
つ
て
 

く
る
ん
だ
。
 

H
 
立
の
 
M
s
x
 

(
:
 搭
敕
 
さ
れ
た
 
マ
シ
ン
 
語
モ
 ニ
 タ
 
は
、
 
M
S
X
 
の
 開
発
に
 
あ
た
つ
 
た
 技
術
者
 

が
 実
際
に
 
使
用
し
た
 
と
い
う
か
ら
、
 
信
頼
が
 
お
 

け
る
。
 
ボ
ク
 
た
ち
が
、
 

S
 分
で
 
マ
シ
ン
 
語
の
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
 
^
 作
る
 
と
き
に
、
 
必
ず
^
^
に
 
立
つ
 

て
 く
れ
る
 
だ
ろ
う
。
 

参
 1
 
品
と
 
い
う
 
こ
と
で
は
 
あ
つ
た
け
 
ど
、
 

3 
イ
ン
チ
 
コ
ン
パ
ク
ト
 
フ
ロ
 
ッ
ビ
 
ー 
デ
 

. 
>( 
ス
ク
 

も
展
 

.；' 小さ
れ
 
て
い
た
。
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
の
 
両
面
 

$
 
用
し
、
®
 
治
 度
 記
録
 
方
式
で
 
5
0
 
 
0
 
キ
ロ
 

バ
イ
ト
の
 
界
饿
 
を
 確
保
。
 
従
 米
の
 
5 
イ
ン
チ
 
ミ
 

ニ
 フ
ロ
ッ
ピ
 

ー 
デ
イ
 
ス
ク
 
に
、
 
決
し
て
 
引
け
を
 

取
っ
て
 
い
な
い
。
 
取
り
扱
い
 
も
®
 
で
、
 
こ
れ
 

か
ら
は
 
コ
ン
。
 ハ
ク
 
ト
の
 
時
代
 
だ
。
 

5
.
 
 p
 
 
y
t
 



岭ズ ラリと 並んだ 日立の MSXo 前の キーボード をみ ’  '  (パ- 
ながら 一生 應^ 学び マース。 

MITSUBISHI 

耆 上 力、 ら 見た 日立の ブース。 壁に 

掛けられた 大きな キー ポー ドを モ デルに、 MSX の 操作 方法を 脱 明 

中。 聞き入る 人たち の 姿も蛾 そ 

の もの だ。 

レ
ビ
 

プ
 

I 
ン
タ
で
 

M
S
X
 

も
 

パ
—
 

ジ
ョ
ン
 

ア
ッ
プ
 

H
 

菱
の
 

ブ
—
ス
 

は
、
 

M
U
L
T
—
8
 

と
 

M
s
 
 

>
 

X
 

の
 

二
 

老
ぞ
。
 

そ
れ
に
、
 

最
近
 

発
売
さ
れ
 

話
 

題
を
 

ま
い
た
、
 

テ
レ
ビ
 

プ
リ
ン
タ
が
 

付
く
。
 

残
 

念
な
が
ら
 

M 
 

s 
 

X
 

は
 

参
^
 

53
 

品
に
 

と
ど
ま
っ
た
 

け
ど
、
 

テ
レ
ビ
 

プ
リ
ン
タ
と
 

シ
ス
テ
ム
を
 

組
ん
 

だ
と
き
 

の
 

可
能
性
を
 

考
ぇ
る
 

と
 

楽
し
い
 

ね
 

0 

最
近
は
 

や
り
の
 

C
G
 
 

(
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

タ
グ
 

ラ
 

フ 
ィ
ツ
 

ク
ス
)
 

だ
っ
て
、
 

作
っ
 

た
 

そ
の
 

場
で
 

プ
 

リ
ン
ト
 

ア
ウ
ト
。
^
}
^
 

た
っ
て
 

ア
ニ
メ
 

だ
つ
 

て
 

お
 

手
の
 

も
の
 

。
自
分
 

だ
け
の
 

ブ
ロ
マ
ィ
ド
^
:
 

る 
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
の
 

日 
ブ
—
ス
 

で
 

デ
モ
し
て
 

い
た
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
は
 

、
梯
子
を
 

つ
た
っ
て
 

上
へ
 

上
へ
 

と
 

昇
っ
 

て
 

い
く
と
い
 

う
 

も
の
。
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
—
 

は
 

M
 

い 
し、
 

動
き
 

も
は
や
く
な
 

か
な
 

か
の
で
 

き
ば
ぇ
。
 

5 階
ま
で
 
し
か
 
昇
れ
な
く
て
 
残
念
 

0 

三
菱
で
は
 オ
プ
シ
ョ
ン
と
 し
て
、
 
16 進
数
の
 

キ
 ー 

ユ
ニ
ツ
 
ト も

®
^
 
し
て
い
る
。
 

こ
れ
、
 

マ 

シ
ン
 

S
 

凝
っ
 

た
り
、
 

デ
—
 

夕
文
を
 

入
力
し
た
 

人
 

な
ら
 

知
 

c て
る
と
 

思
う
 

け
ど
、
 

並
®
®
 

の
 

キ
—
ボ
 

1 ド
^
 

う
ょ
り
、
 

遙
か
に
 

早
く
 

入
力
で
 

き
る
。
 

ほ
ん
と
 

に、
 

「
ょ
く
^
:
 

つ
て
 

く
れ
ま
し
た
」
 

と
 

ぃ 
〈
た
、
 

大
 

感
^
^
の
 

な
の
で
す
。
 



1
 
 ©
I
 

1 
 

一一 一一 

ブ
 ー 

ス
の
 
壁
に
 
そ
つ
て
、
 
M
s
x
 
マ
シ
ン
が
 

ズ
ラ
ツ
 
と 並

ん
だ
 
ソー ー

ー
 
に
は
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

タ
フ
 
ア
ン
 
だ
け
で
な
く
、
 

ベ
ー
 
タ
 
h
 
 
i
 
 
—
 
f
 
 
i
 

ビ
デ
オ
の
 
音
 (: 酔

い
 
し
れ
る
 
人
々
 
で
も
に
 
ぎ
 わ
 

つ
て
い
た
。
 

"
ひ
と
び
と
の
 

ヒ
ツ
 

ト
ビ
 

ツ
ト
 

"
と
し
て
 

発
表
 

さ
れ
た
 

ソ 
ニ
ー
 

の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
は
、
 

赤
と
 

シ 

ル
バ
 

ー 
の
 

二
種
 

類。
 

ソー
 

ー 
ー 

ら
し
く
 

洗
練
さ
れ
 

た
デ
ザ
イ
ン
は
、
：
1
:
1
丁
端
子
(
尺
？
入
力
>
 

の
 付
い
た
 
ト
リ
ニ
 
ト
ロ
ン
 
テ
レ
ビ
と
、
 

カ
ラ
 
ー 

コ ー デ
イ
 
ネ
 イ
ト
し
て
 
い
る
。
 
デ
ザ
イ
ン
 

{: う
 

る さ
い
 
キ
ミ
に
 
も、 

き
つ
と
 
満
足
の
 
い
く
 
も
の
 

(: な
る
 
だ
ろ
う
。
 

電源を入れる と、 ソニ I 独特の メ, ニ ユ 

— 
画面が 

表れる。 

付属の 

デ— 

タカー 

トリ 

ツジと 

合わせて 

使う 

ことで、 

"住所録" 

"ス 

ヶジ 

ユール 

表々/ 

モ々 

が 
輩に 

作れる 

0 

「でも、 

電源を切つ 

たら 

消ぇち 

やう 

じ 
や 

ないか」 

だつ 

て？ 

ソニ 

ー 
さんは、 

そん 

な 
ミスは 

犯しません。 

デ 
ー 
タカ 

ー 
ト 
リツ 

ジ
 
(: は

バ
 

ッ テ
リ
ー
 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
 
機
能
が
 
付
 

い
て
い
て
、
 
電
源
を
切
つ
 
て
 も デ

 ー 
タ
は
 
残
る
 

の
で
す
。
 
住
所
と
 
電
話
番
号
な
ら
 
八
〇
 
人
は
 
入
 

力
可
啤
 
検
索
 
機
能
 
も 簡

単
 

(: 使
ぇ
て
、
 
ビ
ギ
 

ナ
 ー 

に
は
 
も
つ
 
て
こ
い
 
の
 
マ
シ
ン
 
だ
。
 

1 

わ
か
り
や
す
^
^
 

に
 

動
 

<
 

こ
れ
が
 

ソ
 

ニ—
〃 
 

H
B
-
 

的
 

だ
 

ひ
と
び
と
の
"
 

H
I
T
B
I
T
"
 

と
い
う
 

コ 

ン
セ
 

ブ
ト
の
 

も
と
、
 

ソ
ニ
 

—
M
S
X
 

マ
シ
ン
'
 

"
H
B
 

55
 

"
は
 

ひ
ら
が
な
 

対
応
の
、
 

ビ
 
ギ
ナ
—
 

に
と
 

つ
て
は
 

う
れ
し
い
。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
の
 

登
場
と
 

な
 

る 語 で 人 L な ら 知 

n
 
 
.
h
 

つ
た
。
 
そ
こ
で
 
開
発
 
ス
タ
ッ
フ
の
 
ひ
と
り
、
 

ソ 

二 l
M
C
 
&
 O
A
i
5
W
K
 部
の
 
盛
 田
 氏
に
 
H
 B  — 

55 に
つ
い
て
 
語
つ
 
て
 も
ら
つ
 
た
。
 

「
M
S
 
X
 
に
は
た
い
 
へ
ん
 音- 義

が
 
あ
り
、
 

ハ
ー
 

ド、 
ソ
フ
ト
の
 
互
換
性
 
も
さ
る
 
こ
と
な
が
 
ら、 

S
5
 ら
 
な
い
 
人
で
 
も
 
使
え
る
。
 
ハ
ソ
 
コ
ン
と
 
い
ぅ
 
こ
 

と
を
 
家
電
 
メ ー 

カ
ー
 
は
 考
え
て
 
い
く
 
必
粟
が
 
あ
 

る
と
 
田
 i
 い
ま
す
。
 
も
ち
ろ
ん
、
 
各
メ
 
I
 
カ
 
ー
 
か
 

ら
 そ
れ
ぞ
れ
 
特
徴
の
 
あ
る
 
ハ
ー
 ド
が
 
発
売
さ
れ
 

K
 
辺
の
 
マ
 
ー
 
ケ
ッ
ト
 
も
 
広
が
る
 
と
 
思
い
ま
す
 
が
、
 

ソ
ニ
 
ー
 
と
し
て
は
 
H
 
B
 

5
5
 を
、
 
簡
単
に
 
だ
れ
で
 

も
 
使
え
る
 
マ
シ
ン
と
 
し
て
つ
く
 
り
ま
し
た
。
 

デ
 ー 

タ
カ
 
ー 
ト
リ
 
ツ
ジ
を
 
ポ
ン
と
 
差
す
 
だ
け
 

で
 住
所
録
 
や
ス
ヶ
 
ジ
ユ
 
ー 
ル
が
 
す
ぐ
 
作
れ
る
 
わ
 

け
で
す
。
 
キ
ー
ボ
ー
 
ド
は
、
 
表
示
 
や
 記
録
の
 
た
 

め
に
 使
え
ば
 良
い
 と
い
う
 こ
と
で
す
」
 

今
後
、
 
M
S
 X を

 ど
ん
-
^
 向
 ,: も

つ
 て
い
 

き
た
い
の
 
か
も
う
 
か
が
っ
て
 
み
た
。
 

「ソ 
ニ
ー
 
は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 
(: 関

し
て
は
 
後
発
 

メ
 
ー
 
カ
ー
 
で
す
 
が
、
 
ゥ
ォ
 
ー
 
ク
 
マ
ン
、
 
ゥ
ォ
ツ
 

チ
マ
ン
を
 
開
発
し
た
 
と
き
の
 
ょ
う
に
、
 

ユ
ー
ザ
 

—
の
 
た
め
の
 
お
も
し
ろ
い
 
商
品
を
 
つ
く
っ
 
て
い
 

き
ま
す
。
-
^
 
に
 ひ
と
び
と
が
 
ホ
 I 

ム バ
ソ
コ
 

ン と
し
て
 
楽
し
く
 
活
用
で
 
き
る
 
M
S
 
X
 
マ
シ
ン
 

を
 目
指
し
て
 
こ
れ
か
ら
 
も
が
ん
 
ば
り
ま
す
」
 

力
強
い
最
後
の
ひ
と
こ
と
に
、
ソ
ニ
ー
の
：
3
 

S
X
 
に
対
す
る
 
思
い
入
れ
が
 
感
じ
ら
れ
た
。
 

in
ir
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會 ベータ 陣営 名 4 土 か*^ つ て 発表した ベ 
一タ ムービー。 第一? 単は ソニー カ、 ら。 
♦•こ れ だけの 数の モニタ が 並ぶ の も 
エレ シヨーならでは、 圧巻 だ c 

„しぃ丁 ヴ 冗， 

岭フ アツ シヨ ナブルな ソ ニーの M  S 
父は、 女の子に も 良く 似合う。 特に 

赤が イイ。 

♦■4 旦当 者に 銳ぃ 質問を する お じさん 

たち。 1(®¢ 台 も ある マシンは どれ も 人て •ふさがって いる。 

岭 ビデオディスクを コント ロールす るビク ター 
の M  S  X。 夢が どんどん 現実になる ね。 

今
回
 

エ
レ
 

シ
ヨ
 

ー 
を
み
 

て、
 

M
S
X
 

に
 

対
す
 

る 
関
心
の
 

高
さ
に
、
 

た
だ
た
だ
 

ビ
ッ
ク
 

リ。
 

M
 

S
X
 

を
 

展
示
し
た
 

ブ
 

I
 

ス
は
 

ど
こ
も
 

満
 

D
C
 

割
 

り 
込
む
 

ス
キ
 

も
な
い
。
 

真
剣
な
 

面
持
ち
で
 

マ
シ
 

ン
に
 

向
か
ぅ
 

お
じ
さ
ん
た
 

ち
に
 

混
じ
つ
 

て、
 

お
 

母
さ
ん
と
 

一
緒
に
 

ラ
ィ
ト
ペ
ン
で
 

お
 

絵
描
き
に
 

は
げ
む
 

女
の
子
の
 

_
 

ま
し
い
 

姿
 

も。
 

仕
事
で
 

来
た
 

人
 

も 
仕
事
を
 

忘
れ
'
 
 

遊
び
に
 

来
 

た
 

人
 
^
 

一
言
わ
ず
 

も
が
な
。
 

八
 

r 年
、
 

見
逃
が
 

し
た
人
は
来
年
に
期
待
し
ょ
ぅ
。
来
年
は
1
示
 

の
 

S
S
S
 

で
'
 

10
 

月
 

4 
日
か
ら
 

9 
日
ま
で
の
 

6 
日 

間、
 

開
催
さ
れ
 

る。
 

は
 

ど
ん
な
 

テ
ク
 

ノ
ロ
 

ジ
ー
 

で
、
 

ボ
ク
 

た
ち
を
 

驚
か
せ
て
 

く
れ
る
 

の
 

だ
 

ろ
ぅ
か
。
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数迎は  ^ 
はえ'  朝  2 摩 六る 毎日  ^ 

万が 年 パ  、メ 

，困！ awr， 

六'  一丨 -L 千 四回ソ 
人 日行ナ  77 
を 間 わ ル  +r 

超の れコ  
/ 

え 開  'ン た 催今ピ 
。中年 ュ 'は 

I 

総第夕 
入二丨 
場回シ 
動目ョ 員を 丨 コ 

1 3 戀 

w 

I 

g 月 15 日〜 18 日、 池 袋の サンシャイン シ テイで 開かれ 

た ”朗 日 パーソナル コンビ ユー ター シヨ ー* 83»〇 各 メー 
カーが 工夫を* らした 展示の 中で、 ひときわ 注目を 浴 

びて いたのが、 ヤマ八 MS  X マシン MCX  5“  だ 〇專用 キーボードを 接 嫌す る こと 

によ 〇、 襄 でられる 音色は 48 色 〇 バンド* 襄 にち 充分 対応で 在る 性能を 秘めて い 

る。 ヤマ八 CX  5 で、 キミち S ユージ シャン 気分を 味わつ てみ ては どろ かな 7 

11111111111  11 
かに 場 

ン 
目 パ 者 小  rs, 
の ソの中  I— 

あ コ層学 □ 
た ンも生  | 
りへ 広 か 
に 興がら  屋1 m ル 

|Pr
 

X 

|| 匪 

朝
日
 

パ
 

—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
 

夕
 

—
 

シ
ヨ
 

0
 



中
で
 
も
'
 
 今
 話
題
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
'
〃
 
ヤ
マ
 

ハ
 CX  —  5" 

の
 ブ
—
ス
 
に
は
 
黒
山
の
 
人
 だ
か
 

リ 。
オ
ペ
 
レ I 

夕
 I 

が
 奏
で
る
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 

I
 
ミ
ュ
—
 
ジ
ッ
ク
 
に
、
 
し
ば
し
 
足
を
 
止
め
て
 
耳
 

を
 か
た
む
け
る
 
人
た
ち
。
 
も
ち
ろ
ん
、
 

シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
 I 

の
 コ
ン
 
ト 

ロ I 
ル
を
 
し
て
い
る
 
の
が
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
な
 
の
で
 
あ
る
。
 

プレ
イの
 

仕方
 

も 簡単
。 

CX
I5
 

にモ
ニ 

夕と
 

専
用
 

キ
—
ボ
 

I 

ドを
 

つな
ぎ、
 

音
楽
 

用の
 

R
O
M
 

力—
 

トリ
 

ッ
ジ
を
 

ボ
ン
と
 

差す
。 

電
源
 

を 
入れ
る 

と、
 

画面
 

上の
 

半分
に 

音色
' 
 

下半
 

分に
 

キ—
ボ 

I 
ドが
 

表示
され
 

i
 

完了
。 

「
そ
れ
で
は
、
 

琴
の
 

音
色
で
"
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
 

ダ
 

ン
ス
 

々
を
 

弾
い
て
 

み
ま
し
 

ょ
ぅ
」
 

オ
ペ
 

レ 
ー 

タ 

I
 

が
 

微
笑
み
な
が
ら
 

ガ
—
 

ソ
ル
を
 

動
か
し
、
 

好
 

み
の
 

音
色
を
 

選
択
す
 

る。
 

あ
と
は
、
 

五 
音
階
に
-
 

注
意
し
て
 

弾
け
ば
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
！
 

の 

ち
よ
つ
 

と
 

風
変
わ
り
な
 

コ
ン
 

サ
—
 

卜
の
 

始
ま
り
。
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
 
ダ
ン
ス
が
'
 
 琴
の
 音
色
で
 
聞
け
 

る
と
は
、
 
な
ん
と
も
 
ユ
 ニ
—
 ク
 だ。 

も
ち
ろ
ん
 

音
色
を
 変
え
れ
ば
 、
ポ
ッ
プ
ス
 でも
 ロ
ッ
ク
で
 

も 
フ
ユ
—
 
ジ
ョ
ン
で
 

も 
OK。 

キ
ー
ボ
 

I 
ドは、 

最
高
 

2 
台
ま
で
 
つ
な
げ
る
 

から'  
ベ
ー
 
ス 音
を
 

交
え
た
 

厚
み
の
 

あ
る
 
演
奏
が
 

で
き
る
 

っ
て
い
 

ぅ 

か
ら
 
ス
ゴ
ィ
 

！ 

自
動
 
演
奏
は
 
強
〜
 
い
 味
方
 
だ
！
 

キ
—
ポ
 
I 
ド
な
ん
 
て
 触
つ
 
た
こ
と
 
が
な
い
 
人
 

た
ち
に
は
、
 

自
動
 演
奏
と
 
い
う
 強
い
 味
方
が
 あ
 

る。 
こ
れ
は
 
三
種
 類
 あ
っ
て
、
 

一
番
 簡
単
な
 
の
 

が
 力
 I 

ド
リ
 
I ダ

 I 
を
 使
っ
た
 
も
の
。
 
市
販
の
 

ミ
ユ
 
I
 
ジ
ッ
ク
 
カ
 
I
 
ド
を
 
買
つ
 
て
き
て
、
 

リ
 
I
 

ダ
—
 
で
 読
み
込
ま
せ
る
 
だ
け
で
 
音
楽
が
 
ス
タ
—
 

卜
す
る
。
 
楽
譜
が
 
読
め
な
く
て
も
 
こ
れ
で
 
大
丈
 

夫
 と
い
う
わ
け
だ
。
 

次
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
は
 
自
信
が
 
あ
る
と
 
い
 

う
 人
は
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 キ
ー
ボ
 I 
ド
を
 制
御
 

す
る
 手
が
 あ
る
。
 
こ
れ
 だ
と
、
 
自
分
の
 
オ
リ
 ジ
 

ナ
ル
 
曲
 も
 演
奏
 
可
能
 
だ
し
、
 
な
ん
と
い
 
つ
て
も
 

作
曲
家
 
気
分
を
 
味
わ
え
る
 
つ
て
の
 
が
い
い
。
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
ち
よ
つ
 
と
い
 
じ
れ
ば
、
 

メ
ロ
 
デ
イ
 

だ
っ
て
 ア
レ
ン
ジ
 

だ
っ
て
 自
由
に
 変
更
で
 き
る
 

か
ら
、
 
自
分
の
 
発
想
に
 
よ
り
 
近
い
 
演
奏
が
 
可
能
 

な
の
で
 
あ
る
。
 

三
番
 

目
に
、
 

で
き
あ
が
り
は
 

と
も
か
く
、
 

自 

分
の
 

演
奏
に
 

聞
き
 

ほ
れ
た
い
 

と
い
ぅ
 

ナ
ル
シ
ス
 

卜
に
は
、
 

リ
ピ
—
 

卜 
機
能
が
 

最
高
"
 

聞
き
 

あ
き
 

て、
 

あ
く
び
が
 

出
る
 

ま
で
 

何
度
で
も
く
 

リ 
返
し
 

聞
く
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
ん
な
 ふ、 っに、 

コ
ン
 ピ
ユ
 
ー タ
と
 シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
 I 

を
 
ク
ロ
ス
 
オ ー 

バ
 I 
さ
せ
て
 
し
ま
つ
 

た
 C
X
—
5
 

だ
が
、
 

当
然
 ゲ
—
厶
 プ
レ
イ
 

も 楽
 

し
め
る
。
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
に
よ
つ
 
て
は
、
 
ビ
ジ
 

ネ
ス
、
 

教
 It 目、 

そ
し
て
 

ホ
 I 

ム 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕 

と
し
て
 
活
躍
す
 
る こ

と
は
 
間
違
い
な
 
し
だ
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
 
第
 
I
 号
と
 
し
て
 
朝
日
 
バ
ソ
コ
 

ン
 シ
ョ
ー
 
に
 登
場
し
た
 
C
X
—
5
 
は、 

サ
ン
 
シ
 

ャ
イ
 
ン
シ
 
テ
ィ
に
 
新
鮮
な
 
話
題
を
 
ふ
り
ま
い
て
 

い
た
。
 
本
体
 
価
格
 
5 万

 9  8  0  0 円
。
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MSX 未来 商品 研究室 

に 
表
示
さ
れ
 

る。
 

この
 

ス
ペ
シ
ャ
ル
 

RA
 

M
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
に
'
 
 

世
界
 

|
 

流
の
 

ト
ッ
 

プ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
 

_? ア
ク
ニ
ツ
ク
と
感
诗
 

が
は
 

じ
き
 

出
さ
れ
る
。
 

こ
の
 
R
A
M
 
パ
ツ
 
ケ
—
ジ
 
を'  オ

—
卜
 

フ
オ
—
 
カ
ス
 
•
レ
ン
ズ
の
 

| 眼
 レ
フ
 
カ
メ
 

ラ
に
 
セ
ツ
 
ト
し
、
 
専
用
 
フ
ィ
 
ル
タ
—
 
と、 

指
定
の
 
フ
ィ
ル
ム
を
 
使
え
ば
、
 
誰
が
 
撮
つ
 

て
 も デ

ビ
ッ
ド
 
•
ハ
ミ
ル
ト
ン
 
調
の
、
 

ソ 

フ ト
フ
 
ォ
—
 カ
ス
が
 
か
か
つ
 
た、 

優
し
い
 

色
 あ
い
の
 
i
r
 か
 得
ら
れ
る
 
と
い
ぅ
 
仕
組
 

み。 
実
は
、
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
に
 
デ
 

ビ
ツ
ド
 
•
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
 
置
 
を
 分
析
し
 

た
 デ
—
 夕
が
 入
つ
 
て
い
て
'
 
 そ
れ
を
 
も
と
 

に
し
て
、
 
パ
ソ
コ
ン
が
、
 
与
え
ら
れ
た
 
状
 

況
 下
で
、
 
可
能
な
 
限
リ
 
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
 
撮
 

り 方
に
 
近
い
 
撮
影
 
数
値
に
 
コ
ン
 
ト 

ロ  — 
ル
 

す
る
 わ
け
。
 
各
 i
 
家
 ご
と
の
 iT 

ち
よ
 

I
 

眼
 

レ
フ
か
ら
 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
 

カ
メ
ラ
 

まで
、 

種類
は 

とも
かく
、 

カ
メ
ラ
の
 

な 

い 
家
な
ん
 

て 
珍し
い。
 

なぜ
、 

日
本
人
っ
 

て、
 

こ
ん
な
に
 

この
 

光学
 

製
品
を
 

愛す
る 

のだ
ろう
。 

ま
あ
 
そ
れ
は
 
と
も
か
く
、
 
こ
の
 
カ
メ
ラ
 

と
い
う
 

も
の
、
 

A
 
 E
 
 
(
自
動
 

絞
り
/
自
動
 

シ
ャ
ツ
 
タ I 

ス
ピ
 
— 
ド) 

や
 A
F
 
 
(才 I 

ト
フ
 
ォ
—
 
カ
ス
)
 
な
ん
て
、
 
今
で
は
す
 

っ
 

か
り
 
常
識
に
 
な
っ
て
 
し
ま
っ
て
、
 

最
近
で
 

は、 
と
う
と
う
 

々
し
や
べ
 
る カ

メ
ラ
 
♦
ま
 

で
 飛
び
出
し
 
て
き
た
。
 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
技
術
の
 
勝
利
'
 
 
と
 

い
え
ば
 
そ
れ
ま
で
な
ん
 
だ
け
ど
、
 
こ
う
な
 

っ
て
く
 
る
と
'
 
 も
う
、
 
人
間
の
 
感
性
と
 
想
 

像
 力
の
 
問
題
の
 
み
っ
て
 
い
う
 感
じ
が
 
す
る
。
 

い
ず
れ
に
 
し
ろ
、
 
カ
メ
ラ
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 

夕
が
、
 
も
つ
 
と
も
つ
 
と S
 
な
 関
係
に
 
な
 

っ
て
く
 
る
の
は
 
必
至
。
 
必
ず
や
、
 
も
っ
と
 

知
的
 
(
イ
ン
テ
リ
 
ジ
ェ
ン
 
ト) 

な
 カ
メ
ラ
 

が
 現
れ
て
 
く
る
ん
 
じ 
ゃ
な
い
 
か。 

そ
こ
で
、
々
 

リ
ン
ク
す
 

る 
知
能
/
 

M
S
X
 

と
 

カ
メ
ラ
を
 

結
ぶ
 

と
ど
う
 

い
う
 

こ
と
に
な
 

る
か
、
深
あ
く
追
求
し
て
み
ょ
、
 

9.
 

。 

ま
ず
は
、
 

M
S
X
 

シ
ス
テ
ム
と
 

カ
メ
ラ
 

が
ド
ツ
 

キ
ン
グ
し
た
ら
 

こ
う
な
る
 

ゾ
 

と
い
 

う 
予
想
を
 

し
て
み
 

た。
 

イ
ラ
ス
ト
は
、
 

い 

ま
あ
る
 

| 
眼
 

レ
フ
 

カ
メ
ラ
に
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

を
 

連
結
さ
せ
る
 

と、
 

こ
ん
な
 

こ
と
が
で
き
 

て
し
 

ま
う
 

と
い
う
 

予
想
 

図
 

だ。
 

い
ま
の
 

| 眼
 レ
フ
 
カ
メ
ラ
つ
 
て'  そ

れ
 

は
も
の
す
 
ご
い
 
進
歩
を
 
し
て
し
 
ま
つ
て
、
 

ど
う
も
ち
 
ょつ と

ぶ
 
い
わ
ゆ
る
 
一
般
大
衆
，
 

に
は
 
太
刀
打
ち
で
 
き
そ
う
に
 
な
い
 
…
…
 
そ
 

ん
な
 
感
じ
で
 
い
っ
ぱ
い
だ
。
 

け
れ
ど
、
 
プ
 

口
と
 
同
じ
 
カ
メ
ラ
を
 
使
つ
 
て
い
な
が
ら
、
 

プ
ロ
と
 
同
じ
 
i
 
か
 撮
れ
な
い
 
な
ん
て
の
 

は、 
ど
う
 
考
え
た
 
つ
て
 
ク 

•
ヤ
 
•
シ
 
•イ。 

そ
こ
で
、
 

I 眼
 レ
フ
の
 
メ
カ
の
 
相
手
を
 
パ
 

ソ コン
に
 

さ
せ
て
 

し
ま
っ
て
、
 

プ
ロ
 

並
み
 

の
 
| 枚
を
 
バ
ッ
 
チ
リ
 
撮
つ
 
て
し
 
ま
お
う
と
 

ぃ
う
 
ヮ
ヶ
 
だ
。
 

こ
の
〃
 

夢
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

•
カ
メ
ラ
 

•
が
 

実
現
す
 

る
と
、
 

こ
ん
な
 

風
に
な
る
。
 

—
—
 

| 
九
 

X
X
 

年、
 

街
の
 

カ
メ
ラ
 

屋
さ
 

ん
の
 

シ
ョ
—
 

ウ
イ
ン
ド
ウ
の
 

中
に
、
 

g
 

の
 

I 
流
 

カ
メ
ラ
マ
ン
の
 

顔
 

cu
m 

が
 

印
刷
 

さ 

れ
た
 

' 
 

M
S
X
 

の
 

R
O
M
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
 

が
 

並
べ
ら
れ
 

て
い
る
。
 

その 中には、 例えば： ジャスト ピ 

ク 
チヤ 

I 
•シリ 

I 
ズ 

「ハミルトン」 

♦ 

と 
名前の 

入つ 

た 
一本が 

ある。 

こ
の
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
を
、
 
M
s
 

X
 
に
 ボ
ン
と
 

差
し
込
ん
で
、
 

ど
ん
な
 

被
 写
 

体
を
 
撮
影
す
 
る
の
 
か、 

撮
影
の
 
条
件
 

(野 
外
 か
 屋
内
 
か) 

は
ど
う
 
か、 

と
い
っ
た
 
デ
 

I
 
夕
を
 
ピ
コ
 
ピ
コ
と
 
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
 

や
 

る
と
、
 
「
バ
ッ
 
テ
リ
—
 
内
蔵
 
R
A
M
 
力
—
 
卜 

リ
ッ
ジ
を
 
差
し
込
ん
で
 
下
さ
い
」
 

M
S
X
 
は
 時
代
の
 
道
具
。
 

カ
メ
ラ
ょ
/
も
っ
と
 
も
っ
と
 

使
い
や
す
く
な
 
れ
 /
 

っ
び
 り 前

 ピ
ン
と
 
か、 

や
や
 
絞
り
が
 
き
つ
 

め
と
 
か
を
 
分
析
し
て
 
あ
る
か
ら
、
 
「
ハ
ミ
ル
 

ト
ン
」
 
だ
け
 
じ や

な
く
 

「
紀
 信
」
 「
慎
 平
」
 

「
濟
 
と、 日

本
の
 
置
 
家
の
 
ソ
フ
ト
 
ゥ
 
エ 

ア だ
っ
て
つ
 
く
れ
そ
う
。
 
好
み
の
 
画
 角
な
 

ど
も
 
A F ズ

—
厶
 
レ
ン
ズ
が
 
自
動
的
に
 
選
 

ん
で
 
し
ま
う
 
し、 

カ
メ
ラ
の
 
音
声
 合
成
 機
 

能
が
 働
い
て
、
 
モ
デ
ル
に
 
対
し
て
の
 
ア
オ
 

リ 言
葉
 
や
 注
文
な
ん
 
か
も
 喋
っ
て
 
く
れ
た
 

り
す
る
。
 
そ
う
な
る
 
と、 

中
で
 
も
 
| 番
ラ
 

ジ
 カ
ル
な
 
ソ
フ
ト
 
ウ
 
X ア

が
 、
こ
れ
 
だ。 

わ
か
る
 
で
し
よ
？
 

う
ん
、
 
そ
う
で
す
。
 
「ア 

ラ
ー
 
キ
—
」
 

こ
と
、
 
荒
木
 経
 惟
の
 ブ
ロ
 
グ
 

ラ
ム
で
す
 
よ。 

エ
へ
 
へ
へ
 
H。 

被
写
体
の
 

露
出
 度
 
(
肌
の
 色
 あ
い
)
 
を
 認
識
し
て
、
 

女
の
子
を
 
脱
が
せ
る
 
よ
う
に
 
脱
が
せ
る
 
よ 

う
に
と
 
音
声
 
合
成
 
L
S
I
 
が
 喋
る
。
 

「
は
一
い
、
 
い
い
よ
い
 
い
よ
。
 
も
う
ち
 
よ 

つ
と
 
い
つ
て
 
み
よ
う
 
か
 1J 

な
ん
ち
 
や
つ
 

て。 
た
だ
し
、
 

男
の
 被
写
体
に
 対
し
て
も
 

同
じ
 
卜
—
 
ク
で
 
迫
つ
 
ち や

う
か
ら
、
：
^
 

体
 選
ぶ
 
の だ

け
は
、
 
キ
ミ
の
 感
性
と
 常
識
 

に
お
 
ま
か
せ
。
 

こ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
R
A
M
 
を
 使
う
た
 
め
 

に
は
、
 
音
声
 合
成
 
L
S
I
 
や
 ス
ピ
—
 
力
—
 

内
蔵
の
 
特
製
 
グ
リ
ッ
プ
が
 
必
 I
T
 
こ
れ
で
 

し
つ
 
か
り
、
 
気
分
は
 
ア
ラ
—
 
キ
 
I
O
 

さ
ら
に
、
 
こ
う
し
た
 
ソ
フ
ト
は
、
 
初
心
 

者
 向
け
に
 

I 眼
 レ
フ
の
 
使
い
方
 
や
 I
 
の 

撮
リ
 
方
を
 
ガ
イ
ド
す
 
る
教
 | {目 ソ

フ
ト
 
ウ 

H 

ア に
も
 
展
開
し
 
得
る
 
し、 

C
R
T
 
モ
ニ
タ
 

上
に
、
 

カ
メ
ラ
の
 

操
作
の
 

ス
テ
ッ
プ
を
 

追
 

つ
た
 

説
明
 

や、 
そ
の
と
 

き
の
 

カ
メ
ラ
の
 

状
 

態、 
画
 角、 

被
写
界
 
深
度
な
 
ど
が
 
逐
一
 
目 

で
 確
認
で
 
き
れ
ば
、
 

ピ
 ク
チ
ャ
—
 
グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 
ク
ス
に
な
る
 
だろ、 つ。 

と
こ
ろ
で
、
 
最
近
で
は
、
 
ソ ニ

—
 
の
 「マ 

ビ
 カ」 

な
ど
'
 
 フ
イ
ル
ム
を
 必
要
と
 し
な
 

い 電
子
 
カ
メ
ラ
が
 
発
表
さ
れ
 
て、 

カ
メ
ラ
 

の
 $
 
を
 チ
ラ
 
ッ と

か
い
 
ま 見

せ
て
 
く
れ
 

て
い
る
。
 
こ
の
よ
う
な
 
画
像
と
 
い
い
、
 
そ
 

し
て
 音
と
 い
い
'
 
 デ
ジ
タ
ル
 信
号
 化
し
て
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し
ま
え
ば
 

、
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
で
 

自
由
自
在
 

に 
扱
え
る
。
 

カ
リ
フ
 

オ
ル
 

ニ
ア
 

大
学
の
 

I 

色
浩
 

I
 
 

に
よ
る
と
、
 

ア
メ
リ
カ
で
 

は、
 

人
間
の
 

脳
と
 

直
接
 

情
報
の
 

や
り
取
り
 

を
 

行
う
 

と
い
う
 

「
第
 

六
 

世
代
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕」
 

の
 

研
究
 

さ
え
 

始
ま
っ
 

て
い
る
 

そ
う
だ
 

か
ら
 

驚
い
て
 

し
ま
う
。
 

も
し
、
 

そ
ん
な
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

実
現
さ
れ
 

る
と
、
 

ヘ
ル
メ
 

ッ 

卜 
型
の
 

カ
メ
ラ
 

な
ん
て
の
 

も 
考
え
ら
れ
る
。
 

人
間
の
 

眼
の
 

動
き
に
 

レ
ン
ズ
が
 

連
動
し
て
、
 ウ
イ
ン
ク
 

す
る
と
 

シ 
ヤ
ッ
 

タ 
I 

が
 

切
ら
れ
 

る 
…
…
 

と
い
つ
 

た。
 

そ
ん
な
 

n 
ン
ピ
ユ
 

I 
夕
が
 

ビ
デ
オ
 

デ
イ
 

ス
ク
と
 

結
合
す
 

る
と
、
 

記
憶
の
 

中
の
 

思
い
 

出
が
、
 

映
像
と
 

し
て
 

取
り
出
せ
る
 

よ
う
に
 

な
る
 

か
も
 

知
れ
な
い
。
 

そ
う
な
る
 

と、
 

イ
ヌ
 

や
 

ネ
コ
の
 

頭
の
 

中
 

f
 

の
 
情
報
ま
で
 

取
り
出
せ
る
 

!
?
 

キ
ミ
の
 

飼
 

_
 

犬
が
、
 

ど
ん
な
 

風
に
 

キ
ミ
を
 

見
て
 

い
る
 

の
か
、
 

な
 

ぁ
ん
て
 

こ
と
が
 

わ
か
る
 

よ
う
に
 

な
^
^
か
も
 

知
れ
な
い
 

よ
ネ
。
 

で
も
、
 

電
子
 

ヵ
メ
ラ
と
 

ビ
デ
オ
 

デ
 

イ
ス
 

ク
の
結
 

合
に
 

よ
っ
 

て、
 

ぼ
く
ら
 

ひ
と
 

り
ひ
と
 

リ 
'C
0 

| 
生
 

分
の
—
 

が、
 

| 
枚
の
 

デ
イ
 

ス
ク
に
 

収
め
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
 

る
と
 

言
わ
れ
て
 

い
る
し
、
 

そ
れ
が
 

実
現
 

す
る
 

の
 

も、
 

も
う
す
 

ぐ 
だ。
 

こ
こ
に
 

書
い
 

て
 

来
た
 

こ
と
は
、
 

す
べ
て
、
 

そ
れ
か
ら
 

後
 

の、
 

夕
こ
う
 

な
つ
た
ら
 

楽
し
い
，
 

と
い
う
 

夢
 

の
 

話
し
 

だ
け
れ
 

ど、
 

そ
れ
は
、
 

実
現
で
 

き 

そ
う
な
 

感
じ
で
 

い
っ
ぱ
い
の
 

夢
 

だ。
 

ス
タ
ン
 

リ
—
 

•
キ
ユ
 

I 
ブ
リ
ッ
ク
の
 

S 

F
 

映
画
 

『
2
0
0
|
^
-
{
 

于
宙
の
 

旅
』
 

に
 

登
 

場
し
た
、
 

「
H
A
L
」
 

と
い
う
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
は
、
自
分
の
意
志
を
持
っ
べ
、
人
間
 

そ
の
も
の
に
 

近
づ
こ
う
 

と
し
た
 

道
具
 

だ
っ
 

た。
 

ム -7 
こ
こ
で
 

描
い
て
 

み
た
 

メ
カ
た
ち
 

と 

人
間
と
の
 

結
合
の
 

中
に
、
 

ひ
ょ
 

っ
と
 

す
る
 

と、
 

H
A
L
 

が
 

生
ま
れ
て
 

来
る
 

秘
密
の
 

回
 

路
が
 

埋
ま
 

フ
て
 

い
る
の
 

か
も
 

知
れ
な
い
。
 

ま
あ
、
 

そ
れ
は
 

と
も
か
く
'
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
と
 

結
合
し
て
 

い
く
 

中
で
'
 
 

ま
す
ま
す
 

成
長
し
て
 

行
く
 

カ
メ
ラ
 

や
そ
の
 

他
の
 

メ
カ
 

た
ち
が
、
 

ご
ん
な
 

姿
と
 

な
っ
て
 

実
現
さ
れ
 

て 
行
く
 

のか
、 

楽
し
み
に
し
て
 

待
つ
 

こ
と
 

に
し
よ
う
。
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1
1
 

ヮ
—
 
プ
ロ
を
 
打
ち
込
む
 
と
き
'
 
 
原
稿
を
 
乗
せ
 

る 台
と
 
い
ぅ
の
 
が、 

な
か
な
か
 
決
ま
り
 
モ
ノ
が
 

な
く
つ
 
て 困

つ
 
て
ま
せ
ん
 
か。 

そ
こ
で
 
今
回
 登
 

学
る
 
の
が
、
 
米
 ハ
—
 
マ
ン
 
•
ミ
ラ
—
 
社
の
"
 
リ 

I
 
ダ
！
 
ス
タ
ン
ド
 
々
。
何
の
 
変
て
 
つ
も
 
無
い
 
二
 

本
の
 
ア
ル
ミ
 
製
の
 
ア
—
厶
 
と プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
 

見
台
か
ら
 
な
つ
て
 
お
り
、
 
ち
ょ
ぅ
 
ど
 Z ラ

イ
 
ト 

み
た
い
 
に デ

ス
ク
に
 
固
定
し
、
 
ア
—
ム
 
は
 360 度

 

ど
の
 
角
度
に
 
も 回

転
で
 
き、 

ま
た
 
見
台
は
 
ア
ー
 

ム
か
ら
 
取
り
は
 
ず
し
て
 
単
 品
と
 
し
て
 
窨
 見
台
に
 

も
な
る
。
 

見
台
の
 
角
度
は
 
は
め
込
み
 
式
で
 
二
 段
階
に
 
調
 

街
の
 
あ
ち
こ
ち
に
 

「
未
来
」
 
を
み
 
0  0

 け
 

0
—
 
 
M
S
X
 
I1 集

 部
が
 
ウ
の
目
 
タ
カ
 

目
で
 
情
報
を
 
集
め
て
 
*
 た
ぞ
 
お。 

あ
 

な
た
 
も
 面
白
い
！
 

が
 あ
つ
た
ら
 

教
え
て
 
<
だ
さ
 
い
ね
。
 

ウ
 

ー 
ン
 

、
そ
う
だ
よ
、
 

こ
う
い
う
の
 

が
 

か
つ
た
ん
 

だ
よ
 

ね
一
 
 

■
プ
ロ
 

用
 

原
 

¥
 
る こ

と
が
 
可
能
。
 
し
か
し
、
 
価
格
 か
 輸
入
品
 

な
の
で
 
約
 十
万
 
円
 位
す
る
 
と
い
ぅ
 
こ
と
で
、
 

れ
 

は
ち
ょ
 

つ
と
 

手
が
 

で
な
い
 

な
 

あ
と
 

思
つ
 

て
い
 

た
ら
、
 

何
ん
 

と 
来
年
の
 

早
い
 

時
期
に
 

国
産
 

化
を
 

考
え
て
 

い
る
そ
ぅ
 

で、
 

価
格
は
 

約
半
分
、
 

で
き
 

れ
ば
 

も
つ
 

と 
下
げ
た
い
 

と
の
こ
と
。
 

と
に
か
く
が
 
つ
ち
り
 
し
て
い
て
、
 
か
な
り
 
厚
 

い 本
で
 も 大

丈
夫
。
 
こ
れ
 だ
け
の
 
物
が
 な
ぜ
 日 

本
に
 
な
か
っ
た
 
の
か
。
 
一
日
 も 早

く
 
国
産
 化
を
 
U 

•
 問
い
合
わ
せ
先
 

㈱
 

モ
ダ
ン
 

フ
ァ
 

ニ
 

チ
ヤ
—
 

セ
—
 

ル
ス
 

3 

4
 
 7
 
 〇
〇
 

參 
7
 
 
5
 
 
5
 
 
I
 

Q
X
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
な
 

き」
 

テ
 ィ
ン
グ
/
 
「
カ
ラ
！
！
 ̂
ビ
 

rF 

紫
に
 
黄
色
を
 
混
ぜ
る
 
と 何

 色
？
 

す
ぐ
に
 
思
 

色
と
 
白
の
 
組
み
合
わ
せ
 
で
つ
く
る
 
あ
り
と
 
あ
ら
 

い 浮
か
ん
だ
ら
 
え
ら
い
。
 
「
グ
ラ
ン
 
バ
 ツ
カ
！
 

カ
ラ
—
 
 
•
コ
ン
パ
ス
」
 
の
 付
録
は
 
そ
の
 
名
 も 「力 

ラ
！
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕」。 

外
側
の
 
円
盤
の
 
紫
に
 

内
側
の
 
円
盤
の
 
黄
色
を
 
合
わ
せ
る
 
と'  そ

の
 
下
 

の
 窓
に
 
混
ぜ
た
 
色
が
 
現
わ
れ
る
。
 
(①) 

i
 
は
 
「
カ
ラ
！
 

ハ
—
 
モ
ニ
 
ー
 
早
見
表
」
 

に
な
つ
 
て
い
ま
す
。
 

キ
 ー 

•
カ
ラ
 
I を

 選
ぶ
 
と 

隣
の
 
窓
に
 
同
系
色
の
 
ハ
—
 
モ ニ

—
、
 
反
対
側
の
 

窓
に
 
補
色
の
 
ハ
—
 
モ ニ

—
 が
 出
て
 
き
ま
す
。
 
(②) 

「
肌
色
 

チ
ヤ
—
 

卜」 
は
 下側
 

両
 サイ
ド
の
 

二 

ゆ
る
 

肌
色
の
 

見
本
。
 

(
学
校
の
 

美
術
の
 

時
間
に
 

肌
 

色
が
 

出
な
く
て
 

苦
労
し
た
 

人
 

も 
多
い
 

は
ず
。
 

(③
) 

¥
 
は
 本
格
的
な
 
色
彩
 学
 入
門
に
 
な
っ
て
 
い 

ま
す
。
 日
曜
 画
家
、
 日
曜
 イン
テ
リ
ア
 

* ア
サ
 

イ
ナ
ー
 
必
携
の
 
便
利
 
モ
ノ
。
 

プ
レ
 
創
刊
号
の
 
「
バ
ン
タ
ム
 
•
ブ
ッ
ク
 
ス 

• 

ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ャ
—
」
 
シ
リ
—
 
ズ
に
 
続
い
て
 

「コ 

ン
ピ
ユ
 
I 夕

な
 
し
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
テ
 
イ
ン
グ
」
 

紹
介
 第
二
 
弾
で
し
た
。
 



ICOMTOWN  

参
加
す
 
亀
 
物
 館、 

「
テ
ク
 

ノ
バ
—
 

ク
構
 

想」
 

が
 

始
動
し
た
。
 

短
 

芙
 

好
き
々
 

ノ
 

力
 好
き
々
 
と
い
ぅ
 

「
好
 

き モ
ノ
」
 
は
 多
い
 
け
れ
 

ど
も
、
 
い
ざ
 実
際
に
 
触
 

れ
 た
り
 
動
か
し
た
 
リ
と
 

い
ぅ
と
、
 

せ
い
ぜ
い
 

パ
 

ソ
 
コ
ン
ぐ
 
ら
い
。
 
何
 か
 

な
い
か
な
 
あ
 …
…
 
と、 

ウ
の
目
 
タ
カ
の
 
目
の
 
み
 

な
さ
 ま
に
、
 

「
テ
ク
 ノ 

パ
—
 ク」 

の
 お
知
ら
せ
 

を
い
た
 し
ま
す
。
 (以 

下、 
バ
ス
 
•
ガ
イ
ド
 
調
 

で) 

緑
の
 

森
に
 

囲
ま
れ
た
 

敷
地
 

面
積
は
 

二
 

〇
〇
へ
 

ク
タ
—
 

ル
。
-
 

の 
池
で
 

分
割
さ
れ
 

た
 

島
々
 

が、
 

そ
れ
ぞ
れ
 

「
古
代
 

ソ
—
ン
 

」 
「
近
世
 

ゾ
ー
ン
 

」 

「
現
代
 

ソ
—
ン
 

」
「
 

索
 

ゾ
—
ン
 

」 
と
な
つ
 

て
 

い
て
'
 
 

そ
の
 

間
の
 

移
動
は
 

新
 

交
通
 

シ
ス
テ
ム
が
 

利
用
さ
れ
 

ま
す
。
 

そ
し
て
、
 

各
々
 

の 
ゾ
—
ン
 

で
は
、
 

「
近
世
 

ゾ
—
 

ン 
」 

で
 

鉄
砲
 

鍛
冶
、
 

「
現
代
 

ソ
ー
ン
 

」 
で
&
 

子
 

プ
 

ラ
ン
 

ト、
 

「
$
 

ゾ
—
ン
 

」 
で
 

宇
宙
旅
行
が
 

体
験
 

で
き
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
 

従
来
の
、
 

見.
 

¥
 

る 
だ
け
 

の
 

博
物
館
と
は
 

違
っ
 

て、
 

見
て
 

•
触
っ
て
 

•
動
か
 

せ
て
'
 
 

と 
三
拍
子
 

そ
ろ
っ
た
 

#
 

vg
 

が
 

可
能
な
 

の
 

が、
 

こ
の
 

「
テ
ク
 

/ 
パ
 

I 
ク 

」 
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

以
上
の
 

「
総
合
 

型
 

テ
ク
 

ノ
バ
—
 

ク 
j 

の
 

他
に
 

も'
  

地
 

i
 

業
の
 

特
色
を
 

利
用
し
て
の
 

「
地
域
 

型
/
 

広
範
な
 

エ
リ
ア
を
 

ネ
ッ
ト
 

ヮ
—
ク
 

す
る
 

「
連
携
 

型
」
 

と、
 

ヴ
ァ
 

リ
エ
 

I 
シ
ョ
 

ン
も
 

新
 宿
 N
S
 
ビ
ル
は
、
 

副
都
心
の
 
新
し
い
 
遊！ b

s
r
 

新
 宿
 副
都
心
の
 
高
層
ビ
ル
 
群
の
 
中
に
、
 
ち
ょ
 

つ
と
 
不
思
議
な
 
お
も
し
ろ
 
ビ
ル
が
 
あ
る
。
 
高
層
 

ビ
ル
の
 
中
で
は
 最
新
の
 ビ
ル
'
^
 ^
N
s
 
ビ
ル
 

で
あ
る
。
 

(
N
S
 と
は
、
 
日
本
 生
命
と
 
住
友
 不
 

動
産
の
 
頭
文
字
を
 
と
っ
た
 
も
の
で
あ
る
)
 
地
上
 

30 階
 
.
m
m
 
と、 

い
さ
さ
か
 
チ
ビ
で
は
 
あ
る
が
、
 

中
に
 
I 歩
 入
る
 
と
一
 
階
か
ら
 
30 階

ま
で
 
が
 吹
き
 

抜
け
に
 
な
っ
て
 
お
り
、
 
サ
ン
 
ル
 ー 

フ か
ら
は
、
 

さ
わ
や
か
な
 
光
が
—
 
階
の
 
広
場
に
 
ふ
り
そ
そ
い
 

で
い
 
る。 

こ
こ
は
 
各
種
の
 
イ
ベ
ン
ト
 
会
場
に
 
も 

な
っ
て
 

お
り
、
 

新
車
の
 

発
表
会
 

あ
り
、
 

新
曲
の
 

キ
ヤ
 
ン
ぺ
 
ー 
ン あ

り
'
 
 ま
た
 
先
日
は
*
 

の
 

オ
モ
 
チ
ヤ
 
I J0 

な
ど
と
 
い
う
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
卜
 

—
イ
の
 
展
示
 も あ

っ
た
。
 
壁
面
に
は
 
水
車
を
 動
 

力
と
 す
る
、
 
高
さ
 
29 m も あ

る
 大
振
り
 子
 時
計
 

が
 ゆ
つ
 
く
り
と
 
時
を
 刻
ん
で
 
い
る
。
 

ビ
ル
 

2 
階
に
は
 

電
電
公
社
の
 

I 
N 
 

S 
シ
ョ
 

ー 
ル
 

I 
厶
"
 

テ
レ
コ
ム
 

プ
ラ
ザ
*
 

が
 

あ
り
、
 

マ
ィ
 

コ
ン
 

ゲ
 

I.
 

T
 

キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
'
 
 

テ
 

レ ビ
 

電
話
 

等
が
 

展
示
し
て
 

あ
り
、
 

自
由
に
 

最
新
 

機
 

器
を
 

操
作
で
 

き
る
。
 

ビ
ル
 

5 
階
は
、
 

〇 
 

A 
機
器
 

の
 
常
設
 

展
示
場
#
 

〇 A セ
ン
タ
ー
々
 

が
 

あ
り
、
 

有
力
 

19
 

社
の
 

パ
ソ
コ
ン
、
 

ワ
—
 

プ
ロ
 

等
の
 

最
新
 

機
器
に
 

触
れ
る
 

こ
と
が
 

出
来
る
。
 

午
後
に
な
る
 

と 
近
所
の
 

子
供
達
が
 

'
フ
ロ
ッ
ピ
—
 

を
 

カ
バ
ン
 

に
つ
め
て
、
 

遊
び
に
 

や
っ
て
 

く
る
と
 

い、
 

っ。
 

新
 

宿
 

N
S
 

ビ
ル
は
、
 

君
達
の
 

好
奇
心
を
 

き
っ
 

と 
満
足
 

さ
せ
て
 

く
れ
る
 

場
所
で
 

あ
る
。
 

ぜ
ひ
 

一 

度
 

遊
び
に
 

行
っ
て
 

み
ん
 

し
ゃ
い
。
 

95 



ご
ざ
い
ま
す
 

.
 

と
い
ぅ
 
具
合
に
、
 
脚
 日
本
 
&
 子
 技
術
 
振
興
 
財
 

E
T
 か
 
発
表
し
た
 
の
が
 
十
月
の
 
初
め
。
 
す
で
に
 
自
 

治
 体
 や
 企
業
か
ら
 

I 五
〇
 
以
上
の
 
問
い
合
わ
せ
 

が
 殺
到
し
て
 
い
る
と
 
い
う
。
 
と
り
わ
け
 
神
奈
川
 

県
は
、
 
湘
南
 地
区
に
 
建
設
 
予
定
の
 
「
1
M
 経
済
 

文
化
交
流
 
村
」
 
と
の
 
ド
ッ
キ
ン
グ
 
も
 考
え
て
 
い
 

封
を
 
開
け
て
 
み
な
け
れ
ば
 
わ
か
ら
な
い
、
 

良
 

質
な
 
も
の
は
 
十
本
に
 

I、 
二
 本
と
、
"
 ビ
ニ
 
本
，
 

に
も
 
た
と
え
ら
れ
た
 
パ
ソ
コ
ン
 
ソ
フ
ト
。
 
そ
れ
 

を
 
I
 挙
に
 
二
〇
〇
 
本
、
 
i
 
な
 テ
ス
ト
を
 
経
て
'
 

ジ
ャ
ン
ル
 
別
 
•
項
目
 
別
に
、
 
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
 

本
が
 
出
版
さ
れ
 
た
 
「
パ
ソ
コ
ン
 
ゲ
ー
厶
 
ラ
ン
 
キ
 

ン
グ
 ブ
ッ
ク
」
 

(
旺
文
社
 
刊
)
 
が
そ
れ
 
だ
。
 
編
 

集
に
 
携
わ
っ
た
 
の
は
、
 
日
本
 
電
気
の
 
P
C
 
 
8 

0
0
0
 
発
売
 
以
来
'
 
 バ
ソ
コ
 
ン
の
 
世
界
に
 
携
わ
 

る
？
 

"
ど
こ
に
 

で
き
る
？
"
 

と
 

気
の
 

早
い
 

方
 

も
 

多
い
 

と
 

思
ぅ
 

け
れ
ど
も
、
 

し
ば
し
 

お
待
ち
を
。
 

ま
だ
 

構
想
を
 

発
表
し
た
 

段
階
で
、
 

具
体
的
に
は
 

定
ま
つ
 

て
い
な
.
 

い
と
の
こ
 

と
で
す
。
 

で
も
、
 

ナ
ア
 

ン
 
だ
な
ん
 

て
、
 

が
つ
 

か
り
し
 

な
い
で
。
 

十
二
月
 

に
は
、
 

「
テ
ク
 

ノ
バ
—
 

ク
 

•
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
 

が 開催され 
て、 もう 少しは つきり する そ 

うだから。 

つ
て
い
 

る
 

草
 

薄
 

二
 

圬
 

「
単
な
る
 
紹
介
で
は
 
な
い
 
ラ
ン
キ
ン
グ
 
を
い
 

つ
か
 
や
つ
て
 
み
た
か
つ
 
た
ん
で
す
 
け
れ
ど
む
、
 

日
本
の
 
ソ
フ
ト
 
も
ょ
ぅ
 
や
く
 
充
実
し
て
 
き
た
 
機
 

会
を
 
と
ら
え
て
 
実
現
し
 
た
ん
で
す
：
 

12 セ
ツ
 
ト 

の
 パ
ソ
コ
ン
を
 
利
用
し
た
 
テ
ス
 
ト
に
は
 
2 
か
 月
 

を
 費
し
て
 
い
ま
す
。
 

四
、
 
五
 人
を
 
中
核
'
 
 
最
 

盛
期
に
は
 
二
〇
 
人
を
 
超
し
た
 
ス
タ
ッ
フ
が
 

I
 日
 

二
 交
代
で
 
取
り
組
ん
 
だ
ん
で
す
 
よ
 
食
事
を
 
す
 

\ 

る
に
 
も、 

外
か
ら
 
取
リ
 
寄
せ
た
 
も
の
で
、
 
そ
の
 

間
の
 
出
費
が
 
五
〇
 
万
円
と
 
か
'
 
 す
さ
ま
じ
 
か
つ
 

た
ん
で
す
。
 

公
正
を
 
期
す
 
る
た
 
め
に
、
 
テ
ス
ト
は
 
必
ず
 
複
 

数
の
 
ス
タ
ッ
フ
 
か
 行
つ
 
て
い
ま
す
〃
 

ア
ク
 
シ
ヨ
 

ン
 ゲ
—
ム
 
な
ん
か
は
 
簡
単
な
ん
 
で
す
 
が
、
 
ア
ド
 

ベ
ン
 
チ
ヤ
 
I ゲ

 I 
厶
 に
な
る
 
と、 

半
日
が
 
か
り
'
 

I
 日
が
 
か
り
 
な
ん
て
も
 
の
 
も
 
あ
り
ま
し
 
た
ね
」
 

そ
れ
に
し
て
も
 
上
位
は
 
や
は
り
 
ア
ッ
 
ブ
ル
が
 

占
め
、
—
 

で
は
、
 仕
方
な
く
 

ア
ッ
 ブ
ル
 関
係
 

の
 ソ
フ
ト
 
数
を
 
限
定
し
た
 
と
か
 
…
…
 

。 

「現在の 時点は、 ディスクべ— スのア 

ツ 
プル 

ソフトに 

対して、 

テ— 

フ 
ベ— 

スの 

日本製 

ソフトは、 

やはり 

不利です 

ね。 

で
も
 
日
本
は
'
 
 
ゲ
 I 厶

 セ
ン
タ
 
ー 用

の
 
ア
 I 

ケ
 I 

ド
ゲ
 
I 
ム
 で
は
、
 
世
界
 
市
場
の
 

7 割
を
 
専
 

有
し
て
 
ま
す
か
ら
、
 
技
術
力
は
 
畜
 積
さ
れ
 
て
い
 

某
 

紙
で
 

「
電
電
公
社
が
 

〖
•
お
し
ゃ
べ
 

り 
広
場
，
 

一 

を
 

検
討
し
て
 

い
る
」
 

と
い
う
 

記
事
を
 

み
つ
け
た
。
 

『
お
し
や
べ
 
り
 広
場
 
J 
と
い
う
の
は
、
 
電
話
 

で
 不
特
定
多
数
の
 
通
話
を
 
同
時
に
 
可
能
に
 
す
る
 

こ
と
に
よ
り
'
 
 
知
ら
な
い
 
人
 同
士
で
 
も
 気
軽
に
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 
ー
 
シ
ヨ
 
ン
 
し
ち
や
え
 
ま
す
よ
、
 

と
 

い
う
 
シ
ロ
 
モ
ノ
な
 
の
 だ
。
 
英
国
 
や
 フ
ラ
ン
ス
で
 

は
 既
に
 
実
用
化
さ
れ
 
て
い
て
、
 
こ
れ
が
 
結
構
 
若
 

い
コ
 
た
ち
の
 
間
で
 
ゥ
ケ
 
て
い
る
 
の
で
す
 
よ
。
 
そ
 

れ
を
 
日
本
で
 
も
 電
電
公
社
が
 
始
め
ち
 
や
う
ら
 
し
 

い
と
い
う
 
ヮ
ヶ
。
 

通
信
は
 
こ
れ
か
ら
の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
社
会
の
 

大
き
な
 
目
玉
の
 

|
 つ
と
 
も
 言
え
る
 
も
の
な
 
の
で
、
 

I
N
S
 
に
 
絡
め
た
 
サ
—
 
ビ
ス
と
 
し
て
 
電
電
公
社
 

が
 実
施
し
て
も
 
お
か
し
く
な
い
。
 

ま
あ
 
多
少
 
笑
っ
 
ち
 や
う
な
—
 
と
 思
い
つ
つ
、
 

電
電
公
社
に
 
問
い
合
わ
せ
て
 
み
た
。
 

「
技
術
的
に
は
 

ま
っ
た
く
 

可
能
な
ん
 

で
す
。
 

夢
が
 

あ
っ
て
 

楽
し
い
 

話
 

だ
と
 

も
 

思
 

う
ん
で
す
 

が
、
 

実
は
 

そ
の
 

『 
お
し
や
 

ベ
リ
 

広
場
'
 

一
と
い
 

う
の
は
、
 

フ
ラ
ン
ス
で
 

行
わ
れ
て
 

い
る
も
の
を
 

見
て
 

き
 

た
 

新
聞
記
者
 

さ
ん
が
、
 

電
電
公
社
で
は
 

ど
、
^
 

T 

え
て
い
 

る
か
と
 

い
う
の
で
、
 

ま
あ
で
 

き
た
ら
い
 

ま
す
.
 
そ
ぅ
し
た
 
メ
—
 
力
—
 
資
本
が
、
 

現
在
、
 

パ
ソ
コ
ン
 
分
野
に
 
も
參
 
入
し
つ
つ
 
あ
り
ま
す
 
か
 

ら
 、
急
速
に
 
日
本
の
 
ソ
フ
ト
 
も
 充
実
す
 
る
と
 
思
 

い
ま
す
よ
。
 
い
わ
ば
 
ソ
フ
ト
 
製
作
が
、
 
i
 
の
 

ア
ル
バ
イ
ト
 
的
な
 
も
の
か
ら
 
ビ
ジ
ネ
ス
の
 
世
界
 

に
 変
質
し
つ
つ
 
あ
る
の
で
 
す
。
 
そ
れ
に
 
日
本
で
 

も、 
デ
ィ
ス
ク
が
 
主
流
に
 
な
っ
て
 
行
く
 
で
し
ょ
 

、っ」 

著者は - 5 コンビ ユ— 夕！ ウォ —ズ』 

『メディア 

•ゥォ 

I 
ズ』 

(文芸 

春秋 

社刊) 

で 
有名な'  

田 
原 
総 

一郎 

氏の 

デ— 

タ 
マンと 

しても、 

知られた 

存在 

だ。 

その 

確かな 

眼 

が 
断言して 

くれた。 

「
来
年
は
'
 
 刍 1

 
に
 日
本
の
 
ソ
フ
ト
が
 
充
実
 

し
て
く
 
る
と
 
思
い
ま
す
。
 
パ
ソ
コ
ン
 
ソ
フ
ト
 
元
 

年
に
な
る
 

と
 思
 う
ん
で
す
 

よ
」
 

い
で
し
 

ょ
う
ね
、
 

と
い
う
 

程
度
の
 

お
 

話
を
 

し
た
 

だ
け
な
ん
 

で
す
 

よ
」
 

と
い
う
 
こ
と
は
、
 
現
実
に
 
『
お
し
や
べ
 
り
 広
 

場
』
 
実
施
の
 
可
能
性
っ
て
 
ど
う
な
 
の
か
な
？
 

「
ま
つ
た
 
く 無

く
は
 
な
い
で
す
 
よ
。
 
十
月
い
 

っ ぱ
い
ま
で
に
、
 

武
蔵
野
 
•
三
 臞
 地
区
で
 
開
始
 さ
 

れ
る
 
I 

N  S 
の
 実
用
 
実
験
 
基
本
 
案
が
 
決
ま
り
 
ま
 

す
か
ら
、
 
そ
こ
で
 
『
お
し
や
べ
 
り
 広
場
』
 
の
こ
と
 

が
 浮
か
び
上
が
っ
て
 

く
れ
ば
、
 

や
っ
て
 
み
よ
う
 

と
い
う
 
こ
と
に
は
 
な
り
ま
す
。
 
三
#
^
 
話
と
 
い
 

う
こ
と
は
、
 

電
電
公
社
 

で
も
 考
え
た
り
 

は
し
て
 

る
ん
で
 
す
が
、
 
ま
あ
 
十
月
 
末
 以
降
に
 
発
表
し
 
ま
 

す
の
で
 
楽
し
み
に
し
 
て
お
い
て
 
下
さ
い
」
 

例
に
よ
っ
て
 
気
^
:
 
た
せ
る
 
よ
う
な
 
話
し
方
 

だ
け
ど
、
 電
電
公
社
さ
ん
 

も
—
 N
S
 の
 お
も
し
 

ろ
い
 
実
用
 
方
法
を
 
思
案
 
中
と
 
い
う
 
こ
と
。
 

こ
の
 

『
お
し
や
べ
 

り
 

広
場
/
実
施
さ
れ
 

れ
ば
 

多
重
放
送
 

な
ら
ぬ
 

タタ
 

重
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 

シ
 

ヨ
ン
 

の
た
 

め
の
 

ま
つ
た
 

く 
新
し
い
 

メ
デ
ィ
ア
 

と
し
て
 

の
 

電
話
の
 

利
用
 

形
態
が
 

期
待
 

で
き
る
だ
け
に
 

ぜ
 

ひ
 

頑
張
っ
て
 

ほ
し
い
 

も
の
で
す
。
 

る
と
 
か
。
 

こ
こ
ま
で
 
お
知
ら
せ
 
す
る
と
、
 

"
い
つ
で
 
き
 

「
ハ
ソ
 

コ
ン
 

ゲ
 

ー 
ム
ラ
ン
 

キ
ン
グ
 

ブ
ッ
ク
」
 

の 

著
者
 

草
 

«
 

裕
 

二
さ
ん
 

ミ
ニ
 

•
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

全
 方
位
 電
話
の
 
「
D
 
や
べ
 

場」 が
で
 き
 

る
っ
て
 
聞
い
 
た
ん
で
す
 
け
ど
、
 1 #電

 公
社
さ
ん
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★
や
た
ら
と
 
人
の
 
い
る
と
 
こ
ろ
に
 
出
た
 
が
つ
 
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
 

そ
れ
が
 

本
人
の
 

幸
運
の
 

鏺
 

で
も
 

あ
る
の
で
 

す
か
 

ら 
、
ど
ん
ど
ん
 

誘
つ
 

て
あ
げ
 

ま
し
ょ
ぅ
 

好
調
で
す
 

よ'
 

牡
 

i
 

は：
 

コ
ン
サ
 

—卜
 

、
映
画
館
、
 

大
学
 

祭
と
 

人
の
 

集
 

ま
る
と
 
こ
ろ
で
 
大
 活
躍
。
 
で
も
 世
界
は
 
自
分
の
 
た
め
に
 
あ
 

る
み
た
い
 
な
 i
 
に
で
 
た
ら
'
 
 相
手
に
 
し
な
い
 
こ
と
 

来
 

月
に
 

な
つ
て
、
 

そ
の
む
 

く
い
は
 

十
分
に
 

ま
ち
う
け
て
 

い
ま
 

す
か
ら
 

傲
慢
が
 
牡
 i
 
の
 命
取
り
な
 
の
で
す
。
 

★
今
月
、
 

獅
子
座
の
 

人
は
 

友
人
で
 

あ
る
 

あ
な
た
の
 

助
け
を
 

待
っ
て
 

い
ま
す
'
 
 

い
つ
も
は
 

積
極
的
で
 

グ
ル
—
 

プ
内
 

で
も
 

リ 
I 

ダ
—
 

シ
ッ
プ
を
 

と
っ
て
 

活
動
す
 

る 
人
な
 

のに
、 

先
月
 

か 

ら
 

少
し
 

覇
気
を
 

失
つ
 

て
い
ま
す
 

こ
ん
な
と
 

き
こ
 

そ
、
 

遊
び
 

と
か
 

ス
ポ
 

—
ツ
 

な
ど
に
 

誘
つ
 

て
あ
げ
て
 

く
だ
さ
い
。
 

幸
運
 

は
 

獅
子
座
の
 

そ
ば
に
 

あ
り
。
 

た
だ
 

本
人
は
、
 

運
勢
が
 

悪
く
、
 

も
の
に
 

で
き
な
い
で
 

い
ま
す
。
 

彼
 

(
彼
女
)
 

を
 

助
け
て
、
 

幸
運
 

も
い
た
 

だ
い
ち
 

や
う
と
 

い
う
の
は
、
 

い
か
が
 

か
な
？
 

★
取
 座
の
 人
を
 中
心
と
し
て
、
 
対
人
 f
 
が
 あ
や
し
く
な
 

り
そ
ぅ
な
 
今
月
"
 
遠
く
か
ら
 
見
て
 
る 分

に
は
 
面
白
い
 
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
 
が、 

近
く
に
 
い
る
 
人
は
 
た
ま
り
ま
せ
ん
 

で
も
、
 
i
 
に
つ
ら
 
い
の
は
 
本
人
で
す
：
！
®
 

は
 本
人
の
 

優
柔
不
断
 
さ
な
の
で
 
す
が
、
 
わ
か
つ
 
て
い
て
も
 
迷
つ
 
て
し
 

ま
う
 
今
月
の
 
取
 座
な
 
の
で
す
 

イ
ラ
 
イ
ラ
し
て
 
し
ま
う
 
こ 

と
が
 
あ
つ
て
も
、
 
や
さ
し
く
 
見
守
つ
 
て
あ
げ
て
 
く
だ
さ
い
，
 

そ
の
 好
意
に
、
 
後
日
き
 
つ
と
 応
え
て
 
く
れ
る
 
で
し
よ
う
 
ね
 

調
の
 

10
 

月
を
 

過
 

ざ
て
'
 
 

少
し
 

か
げ
り
の
 

出
て
 

き
た
 

II
 

月
で
す
 

体
力
 

的
に
 

ダ
ウ
ン
す
 

る
の
 

も 
調
子
に
 

の
り
す
 

ぎ
て
い
た
 

か
ら
で
す
。
 

本
人
に
 

と
っ
て
は
 

大
切
な
 

時
期
で
 

し
ょ
ぅ
が
、
 

今
月
は
 

あ
ま
 

リ 
調
子
に
 

の
り
す
 

ぎ
な
い
 

ょ
ぅ
 

回
り
で
 

注
意
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

ま
た
'
 
 

年
上
の
 

人
と
！
^
 

が
 

あ
る
 

月
に
 

な
り
そ
う
 

で
す
"
 

仕
事
で
 

も 
亦
 

塞
で
 

も。
 

も 

し、
 

年
下
の
 

水
瓶
座
の
 

人
が
 

い
た
ら
'
 
 

不
思
議
と
 

関
係
が
 

で
き
そ
う
 

な
 

運
 

A 叩
で
す
 

よ。
 

★
今
月
は
；
^
 

ii
 

{
月
と
 

思
つ
 

て
い
る
 

ょ
ぅ
で
す
.
 

健
康
 

運
 

か
 

ら 
先
月
の
 

幸
 

1
 

か
べ
—
 

ス 
ダ
ウ
ン
し
て
 

き
て
い
ま
す
。
 

体
 

も
 

頭
 

も 
使
い
す
 

ぎ
だ
つ
 

た
み
た
い
で
す
 

ね
-
た
だ
 

愛
情
 

運
 

が
い
い
の
で
、
 

双
子
座
の
 

恋
人
を
 

も
つ
 

て
い
る
 

人
に
 

と
つ
 

て
は
、
 

い
つ
し
よ
 

に
 

楽
し
い
 

思
い
が
 

で
き
そ
う
。
 

共
通
の
 

趣味に 喜びが あります。 また 今月の 双子座は 他人 

に
対
し
て
 
フ
ラ
ン
ク
に
 
接
し
て
 
く
れ
る
 
の
で
、
 
友
人
と
 
し 

て
 f
 
で
す
 ね
，
^
^
 
に
つ
き
 
あ
っ
て
、
 
と
て
も
い
 
い
 感
じ
で
す
，
 

★
好
調
の
 
波
が
 
や
っ
て
き
て
 
い
ま
す
、
 ■
そ
の
た
め
、
 
調
子
 

に
の
 
り
す
ぎ
 
て
る
な
 
コ イ

ツ
は
、
 

と 思
ぅ
 
こ
と
 
も あ

る
か
 

も
し
れ
 
ま
せ
ん
.
 
し
か
し
、
 
人
生
に
は
、
 
こ
ん
な
 
時
期
 
だ
 

つ
て
 

あ
る
し
、
 

あ
な
た
 

も 
幸
運
に
 

浮
か
れ
る
 

こ
と
 

も 
あ
る
 

で
し
よ
う
。
 

そ
の
こ
と
 

を 
考
え
て
'
 
 

今
月
は
 

許
し
て
 

あ
げ
 

ま
し
よ
、
 つ。 

た
だ
、
 
体
は
 S
 
信
号
が
 で
て
 い
ま
す
。
 
あ
 

ま
り
 
無
理
を
 
さ
せ
な
い
 
よ
う
に
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 
本
人
が
 

調
子
に
 
の
つ
 
て
る
 
分
'
 
 あ
な
た
が
 
ブ
 レ
—
 
キ
 役
を
。
 

こ
の
 

占
い
は
 

本
人
の
 

運
勢
を
 

見
る
 

た
め
の
 

も
の
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
'
 
 

友
人
 

や 
恋
人
な
 

ど！
 

卞
い
 

し、
 

あ
な
た
が
 

好
調
で
 

も 
パ
丨
}
 

ナ
—
が
 

悪
け
れ
ば
'
 
 

結
果
が
 

よ
く
い
か
な
い
 

な.
 

R を 見 -r- 

★
は
っ
き
り
 

言
っ
て
、
 

今
 

あ
せ
っ
 

て
い
る
 

よ
う
で
す
。
 

先
 

月
の
 

好
調
を
^
:
 

し
よ
う
と
 

し
て
'
 
 

な
か
な
か
 

思
う
 

に 
ま 

か
せ
ぬ
 

と
い
う
 

状
態
み
た
い
 

で
す
。
 

そ
の
せ
 

い
か
 

精
神
に
 

が
な
 

く ピ
リ
 

ピ
リ
し
て
 

い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
 

と
き
こ
 

そ、
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
 

さ
せ
て
 

あ
げ
る
 

た
め
に
'
 
 

普
段
の
 

生
活
の
 

場
 

と
は
 

別
の
と
 

こ
ろ
へ
 

連
れ
出
し
て
 

あ
げ
て
く
 

だ
さ
い
'
 
 

紅
 

葉
の
 

公
園
な
ん
 

か
が
 

最
適
で
す
，
 

何
故
か
 

注
目
を
 

集
め
て
 

し
ま
、
 つ 射

手
座
の
 
人
に
は
 
心
の
 
安
ら
ぎ
を
。
 

、
あ
る
で
.
 

C- あ
い
を
 

う
ま
く
 
 

i 

、'
ては
 

関
係
 

性
 

か.
 

_ 

★
先
月
 

お
と
な
し
く
 

し
て
い
た
 

のは
、 

夏の
 

思
い
出
を
 

自 

分
な
 

り
に
^
^
し
た
 

証拠
。 

何
と
な
く
 

頼
り
に
な
り
ま
す
。
 

信
頼
し
て
 

大
丈
夫
で
す
。
 

理
性
的
な
 

態
度
を
 

と
つ
て
 

いる
 

ぅち
は、
 

絶
対
 

安
心
の
 

魚
座
で
す
。
 

今
日
の
 

魚
座
の
 

人は
 

グ
ル
ー
 

プ 
の
ま
と
 

め 
役に
 

な
れ
そ
う
 

です
。 

お
さ
え
る
 

ベ 

き
こ
と
は
 

魚
座
に
 

ま
か
 

U- 
て
'
^
 

H 
は
は
し
 

や
い
で
も
 

大 

丈夫
。 

今
月
 

| 
番
の
 

安全
 

優
良
株
で
す
。
 

普
段
の
 

気
む
 

ず 

かし
 

さが
 

ウソ
 

のよ
う。
 

感
謝
を
 

忘
れ
ず
に
。
 

J めの 占
い
で
す
 --〇 元 命 

进 勢
の
 
よ
い
 
人 

も 
悪
い
 

i 

世
の
中
 
一
人
で
 
生
*
 

X
 
み
ん
な
 
ま
と
よ
 

一 

、
い
け
る
：
 

わ
け
で
-
*
 

、
世
界
は
 

ひ
と
 

^ 

0 

★
裏
目
の
 

人
生
を
 

歩
ん
で
 

い
る
 

牡：
 

で
す
 

心
の
 

落
ち
 

込
み
 

も
 

あ
る
し
、
 

ち
ょ
つ
 

と
し
た
 

人
間
 

_
 

の
 

ズ
レ
も
 

本
 

人
に
は
 

大
き
く
 

影
を
 

落
と
し
 

そ
ぅ
な
 

気
配
で
す
 

っ
^
 

<
は
 

他
人
に
 

や
さ
し
く
 

あ
ろ
ぅ
と
 

心
が
け
て
 

い
ま
す
：
 

そ
れ
に
 

応
え
て
 

あ
げ
て
く
 

だ
さ
い
。
 

そ
し
て
 

無
理
は
 

さ
せ
な
い
 

よ
 

う
に
、
 

そ
つ
と
 

し
て
 

お
き
 

ま
し
よ
う
。
 

今
月
の
 

牡：
 

tf
ii
 

に
 

は
 

時
の
 

流
れ
 

だ
け
が
 

友
人
で
す
 

新
し
い
 

出
会
い
に
 

も 
向
 

か
な
い
の
で
、
 

紹
介
す
 

る
の
 

も
 

来
月
ま
で
 

お
あ
ず
け
 

★
他
人
に
 

頼
つ
 

て
い
ま
す
。
 

好
き
だ
つ
 

た
ら
、
 

幸
運
を
 

わ
 

け
て
 

あ
げ
て
く
 

だ
さ
い
-
と
い
ぅ
の
 

も、
 

の
 

蟹
座
は
 

低
調
 

子
 

安
定
 

期
'
 
 

低
調
で
 

も、
 

た
い
し
た
 

波
瀾
は
 

あ
り
ま
 

せ
ん
か
ら
、
 

安
ら
ぎ
を
 

感
じ
る
 

タ
イ
プ
の
 

人
に
は
 

い
い
 

月
 

で
す
 

で
も
'
 
 

い
つ
も
 

元
気
で
 

い
た
い
つ
 

て
 

タ
イ
プ
の
 

人
 

は
 

回
り
の
 

人
に
 

頼
っ
て
 

元
気
に
 

な
り
た
い
 

み
た
い
で
 

す
よ
。
 

そ
う
い
う
 

風
に
 

み
え
た
ら
、
 

あ
な
た
か
ら
 

誘
つ
 

て
あ
げ
て
 

く
だ
さ
い
’
 

そ
の
 

誠
^
^
は
、
 

き
つ
と
 

喜
び
を
 

も
つ
 

て
 

向
え
 

ら
れ
 

ま
す
。
 

★
頭
が
 

冴
え
て
、
 

知
的
に
 

輝
い
て
 

い
ま
す
 

ゝ 
本
人
に
 

と
っ
 

て
は
、
 

知
性
を
 

磨
く
 

い
い
 

時
期
に
 

入
っ
て
 

い
ま
す
の
で
'
 

あ
ん
ま
り
 

遊
び
に
 

誘
っ
 

て
は
い
け
 

ま
せ
ん
 

ゥ 
で
も
 

金
 

運
 

も 
い
い
の
が
 

今
月
の
 

天
 

坪
 

座。
 

近
く
に
 

い
れ
ば
、
 

お
す
 

そ
わ
 

け
に
 

あ
ず
か
れ
る
 

可
能
性
 

も
あ
り
ま
す
 

た
だ
し
'
 
 

八
方
 

美
人
 

的
な
 

天
砰
 

座
の
 

特
性
が
 

め
だ
っ
て
 

出
て
 

き
そ
う
で
す
。
 

浮
気
 

心
が
 

出
て
 

き
た
り
。
 

そ
の
し
 

つ
べ
 

返
し
は
 

本
人
が
 

喰
 

う
の
で
す
 

か
ら
、
 

気
つ
 

く
ま
で
 

知
ら
ん
 

ふ
り
 

も
い
 

い
か
 

も 

ね。
 

★
あ
な
 

た
も
山
 

M
l
 

の
 

人
に
 

何
 

か
を
 

期
待
し
て
 

い
ま
せ
ん
 

か，
 

f
 

も
 

そ
れ
を
 

喜
び
と
 

感
じ
て
 

い
る
の
で
 

す
が
、
 

そ
 

の
こ
と
 

で
プ
 

レ
ツ
 

シ
ャ
—
 

を
 

ぅ
け
て
い
 

る
の
 

も 
^
 

な
の
 

で
す
。
 

失
敗
し
て
も
 

暖
か
く
 

見
守
つ
 

て
あ
げ
 

ま
し
ょ
ぅ
。
 

た
だ
 

野
心
 

ま
る
 

出
し
の
 

人
に
 

と
つ
て
 

は、
 

い
い
 

勉
強
に
 

な
 

る
か
 

も
し
れ
 

ま
せ
ん
 

ね。
 

こ
の
 

時
期
、
 

山：
 

が
 

幸
運
の
 

鍵
を
 

握
っ
て
 

い
る
の
 

も 
HI
M 

な
の
で
、
 

グ
ル
—
 

ブ
 

内
に
 

山
 

の
 

人
が
 

い
た
ら
 

フ
ォ
 

ロ
—
 

し
て
い
っ
 

て
 

損
は
 

な
い
で
 

す
よ
 

「 
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コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 は、 

大
中
小
、
 
三
種
 類
の
 大
 

き
さ
に
 
よ
っ
て
 
分
類
さ
れ
 

る。 
大
型
の
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
を
メ
 
イ
ン
フ
レ
—
 

ム
と
 
呼
び
、
 
中
型
が
 

ミ
ニ
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

(
略
し
て
 
ミ
ニ
コ
ン
)
、
 

小
 

型
が
 
マ
イ
コ
ン
 

と
か
 
パ
ソ
コ
ン
と
 

呼
ぶ
 
も
の
 
だ。 

と
こ
ろ
で
、
 

マ
イ
コ
ン
 = パ

ソ
コ
ン
 で
あ
る
よ
 

ぅ
に
、
 
ミ
ニ
コ
ン
 

= 
オ
フ
コ
ン
な
 
の
で
す
"
 

呼
 

び
 方
が
 
違
ぅ
 
だ
け
。
 
強
い
て
 
違
い
を
 
あ
げ
る
 
と 

す
れ
ば
、
 

オ
フ
コ
ン
 

(
オ
フ
 
イ
ス
 
コ
ン
ビ
 
ュ
ー
 

夕
の
 
略) 

は'  オ
フ
 
イ
ス
 
専
用
、
 

つ
ま
 
リ
事
務
 

計
算
 
用
に
 
つ
く
ら
れ
た
 

ミ
ニ
コ
ン
 

と
い
う
 
こ
と
 

だ。 

外
部
 
記
憶
装
置
と
は
、
 
読
ん
で
 
字
の
 
ご
と
く
 

で
、
 コン
ビ
 

ユ
—
 

夕
の
、
 

外
 訊に
 

あ
る
、
 

記
憶
 

装
置
の
 
こ
と
。
 
早
い
 
ハ
ナ
 
シ
 が
'
 
 ノ  — 

卜
み
 
た
 

い
な
も
の
 
だ
。
 
た
だ
し
、
 

コ
ン
。
 ヒ
ユ
—
 
夕
の
 
場
 

合
、
 
情
報
を
 
書
き
込
む
 
の
は
 
ペ
ン
 
や
え
ん
び
 
つ
 

で
は
な
く
'
 
電
気
信
号
を
 
磁
気
 化
し
て
、
 

ヵ
 セ
 

ッ
ト
 
テ
—
 
プ
や
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
に
 
書
き
込
む
。
 

そ
の
、
 
ヵ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 プ
や
 
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
な
 

ど
の
 
外
部
 
記
憶
媒
体
を
 
操
作
す
 
る、 

ヵ
セ
ッ
ト
 

テ
 I プ

 
レ
コ
 
I ダ

 や
 フ
ロ
ッ
ピ
 

I 
デ
ィ
ス
ク
 
ド
 

ラ
イ
ブ
な
 

ど
を
、
 外
部
 
記
憶
装
置
と
 

い
う
。
.
 

ど
の
よ
ぅ
な
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
に
も
 
使
え
る
 
よ
ぅ
 

に
 構
築
さ
れ
 
た
、
 
デ
—
 
夕
の
 
フ
ァ
イ
ル
 
の
こ
と
 

で
、
 
使
用
 
上
の
 
制
限
が
な
い
。
 
例
え
ば
、
 
毎
日
 

の
 さ
ま
ざ
ま
な
 
ニ
 
ユ
ー
ス
 
や
 活
字
 
情
報
す
 
ベ
て
 

を
 デ
—
 
夕
 と
し
て
 
蓄
積
し
て
 
お
き
、
 
そ
こ
か
ら
、
 

書
籍
で
 
も、 

人
名
で
 
も、 

ど
の
よ
う
な
 
カ
タ
 
チ
 

.
で
で
 
も
 情
報
が
 
引
き
出
せ
る
 
も
の
が
 

I
 般
 的
。
 

F
O
R
T
R
U
N
 
 
や
 
 C
O
B
O
L
,
 
そ
れ
に
 

B
A
S
I
C
 

な
ど
の
、
 
人
間
の
 
言
葉
に
 
近
い
 
コ
 

ン
ピ
 
ユ
—
夕
 
言
語
を
'
 
 高
級
 
言
語
と
 
い
う
。
 

F 

O
 
 R
 
 T
 
 R
 
 u
 
 N
 
は
 
科
学
技
術
 
計
算
 
用
の
 
言
語
で
、
 

数
式
を
 

扱
う
 の
に
 向い
て
 

い
る
。
 C
O
B
O
L
 

は
 事務
 

計
算
 

用
の
 

言
語
 

だ
。
 
ど
ち
ら
も
 

B
A
s
 

1
C
 
で
は
で
 
き
な
い
 
複
雑
な
 
計
算
が
 
で
き
る
。
 

高
級
 
言
語
に
は
、
 

他
に
、
 
A
L
G
O
L
'
 
 

P
L
 

/1、 
L
I
S
P
、
 

A
P
L
 
な
ど
 
多
く
の
 
個
性
 

的
な
 
言
語
が
 
あ
る
。
 
こ
れ
ら
は
 
メ
 イ
ン
フ
レ
—
 

ム
や
 
ミ
ニ
コ
ン
で
 
し
か
 
扱
え
な
か
っ
た
。
 

C
P
 

\
 M を

 始
め
と
 
す
る
 
D
O
S
 
の
 登
場
で
、
 

F
O
 

R
T
 
R
U
N
 
や
 
C
O
B
O
L
 
が
、
 
パ
ソ
コ
ン
で
 

陡
え
 
る
よ
う
 
に
な
っ
て
 
き
た
の
 
だ
。
 

識 

1
1
 

ち
ょ
っ
 

と
 

前
ま
で
は
、
 

B
A
S
I
C
 

や
そ
の
 

他
の
 

高
級
 

言
語
な
 

ど
、
 

い
わ
ゆ
る
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
 

言
語
を
 

マ
ス
タ
—
 

し
な
い
と
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
を
 

自
由
に
 

扱
う
 

こ
と
が
で
き
な
 

か
つ
た
。
 

「B
 

A
S
I
C
 

は
 

千
 

人
中
 

六
 

人
」
 

し
か
 

マ
ス
タ
—
 

で
 

き
な
か
っ
た
 

と
い
う
 

調
査
結
果
 

も
で
 

た
。
 

要
す
 

る
に
、
 

普
通
の
 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
 

仕
事
を
 

す
 

る
た
 

め
に
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

を
 

使
う
 

の
で
 

あ
つ
て
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

言
語
を
 

習
う
た
 

め
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
を
 

や
る
 

の
で
は
 

な
い
。
 

そ
こ
で
 

も
つ
 

と
簡
 

単
に
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

を
 

仕
事
に
 

使
う
た
 

め
の
 

方
法
と
 

し
て
 

開
発
さ
れ
 

た
の
が
、
 

簡
易
 

言
語
 

だ
。
 

簡
易
 

言
語
は
'
 
 

基
本
的
に
は
、
 

簡
単
な
 

コ
マ
ン
 

ド
を
 

ィ
ン
 

ブ
ッ
ト
す
 

る
 

だ
け
で
、
 

計
算
 

や
 

作
 

表
 

な
ど
が
 

で
き
る
。
 

M
U
L
I
 

-
I
 

P
L
A
N
 

を
始
 

め
、
 

P
I
P
S
、
 

P
C
 
 

P
A
L
 
 

な
ど
、
 

デ
|
 

夕
べ
—
 

ス
 

機
能
を
 

持
つ
 

た
 

ソ
フ
ト
が
 

数
多
い
。
 

1
 
$
 謹
 
鐘
 

マ
シ
ン
 

語
と
 

い
ぅ
の
は
、
 

〇 
か
—
 

か
と
い
 

ぅ
 

二
進
法
を
、
 

十
六
 

進
数
 

ニ
 

ケ
タ
の
 

組
み
合
わ
せ
 

で
 

表
現
す
 

る、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

言
語
の
 

こ
と
。
 

人
間
の
 

言
葉
に
 

似
せ
て
 

つ
く
っ
た
 

b
a
s
i
c
 

な
ど
の
 

言
語
と
 

違
っ
て
、
 

マ
シ
ン
 

語
は
 

機
械
の
 

言
葉
 

そ
の
も
の
 

だ。
 

い
わ
ば
 

裸
の
 

言
葉
 

だ
か
ら
、
 

処
理
 

ス
ピ
—
 

ド 
も
 

早
い
。
 

普
通
は
'
 
 

B 
 

A 
 

S 
 

— 

C
 

な
ど
を
 

翻
訳
す
 

る
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

つ
か
つ
 

て
 

マ
シ
ン
 

語
に
 

変
換
す
 

る。
 

シ
ス
テ
ム
 

ブ
ロ
 

グ
 

ラ
ム
と
 

呼
ば
れ
る
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

多
く
が
、
 

マ
シ
ン
 

語
で
 

つ
く
ら
れ
 

て
い
る
。
 

R
O
M
 
力
—
 
ト
 
リ
ッ
ジ
は
、
 

M
S
X
 
ホ
—
 
ム
 

パ
 ー 

ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
の
、
 
も
つ
 
と
も
 
ポ
 

ピ
 ユ
ラ
—
 な
、
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 供
給
^
:
 だ
。
 

キ
ャ
 
ラ
メ
ル
の
 
箱
の
 
ょ
ぅ
に
、
 
ゲ
—
ム
 
な
ど
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 
つ
ま
つ
 
て
い
る
。
 
た
だ
 
キ
ャ
 

ラ
メ
ル
と
 
違
つ
 
て
、
 
中
身
は
 
減
ら
な
い
、
 

- 
R
O
 

M
 
力
—
 
ト
 
リ
ッ
ジ
の
 
中
の
 
L
S
I
 
に
、
 
ソ
フ
ト
 

ウ
ェ
ア
を
 
焼
き
つ
 
け
て
 
あ
る
か
ら
。
 

M
S
X
 
マ
 

シ
ン
の
 
本
体
 
右
上
に
 
あ
る
、
 
横
長
の
 
差
し
込
み
 

(
ス
ロ
ッ
ト
と
 
呼
ぶ
)
 

に
、
 
ボ
ン
、
 

と
 
R
O
 
M
 

カ
 ー 

ト 
リ
ッ
ジ
を
 
差
し
込
む
 
と、 

ゲ
—
 
ム
が
始
 

ま
る
。
 

よ
う
す
る
に
、
 

レ
コ
—
 

ド
と
 同
じ
 

性
格
 

の
 媒
体
な
ん
 
だ
。
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
っ
て
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

(
-
〇
-
^
処
理
 
装
置
 
.
C
P
U
)
 

と、 

各
 周
辺
 
装
置
 
(
こ
の
場
合
 
'
デ
ィ
ス
ク
)
 

を
つ
 

な
ぐ
、
 

チ
ヤ
 

ネ
ル
 

(
信
号
が
 

流
れ
る
 

通
路
)
 

と
 

制
御
 
回
路
を
 
イ
ン
タ
—
 
フ
 
X イ

ス
と
 
い
ぅ
。
 

よ
 

ぅ
す
る
 
に、 

パ
ソ
コ
ン
が
 
デ
ィ
ス
ク
 
や
 プ
リ
ン
 

夕
を
 
働
か
せ
る
 
た
め
に
 
必
要
な
 
指
令
を
 
伝
え
て
 

く
れ
る
 
便
利
な
 
も
の
。
 
同
じ
 
パ
ソ
コ
ン
 
と
は
い
 

え
、
 

メ  —
カ
 
ー 
や
 機
種
に
 
よ
っ
て
、
 

ハ
—
 
ド
 や
 

ソ
フ
ト
が
 
微
妙
に
 
異
な
っ
 
て
き
た
 
の
が
、
 
今
 ま
 

で
の
 

パ
ソ
コ
ン
。
 

当
然
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

イ
ン
タ
ー
 

フ
ェ
イ
ス
 
も
 違
っ
 
て
い
た
。
 
そ
ん
な
 
ワ
ケ
 
で
、
 

A
 
社
の
 
パ
ソ
コ
ン
に
 

B
 
社
の
 
デ
ィ
 
ス
ク
 
を
つ
な
 

げ
 る
の
 
も
 む
ず
か
し
 
か
っ
た
。
 
M
S
X
 
は
、
 
ソ
 

フ
 ト
と
 
ハ
—
 
ド
の
 
規
準
が
 
統
一
さ
れ
 
て
い
る
 
の
 

で
、
 

ど
の
 

メ 
 

I 
力
 

I 
の
 

マ
シ
ン
と
 

で
も
 

接
続
 

可
 

ム
目
 

マ
シ
ン
 
語
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
つ
く
る
 
と
き
に
 

使
ぅ
'
 
 プ
ロ
グ
ラ
ム
。
 
ア
セ
ン
ブ
ラ
 
言
語
を
'
 

マ
シ
ン
 
語
に
 
変
換
 
す
る
と
き
 
に
 使
ぅ
。
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M
 
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 
読
者
 
か
 

ら
の
ご
 意
見
、
 

ご
 感
想
、
 

ご
 質
問
を
 

お
待
ち
し
て
 
お
り
ま
す
。
 
マ
ガ
ジ
ン
 

に
対
す
る
 
ご
 不
満
、
 

ご
 希
望
が
 
あ
り
 

ま
し
た
ら
、
 

ド
 
シ
ド
 

シ
ご
 

く
だ
 

さ
い
。
 
ま
た
、
 
M
S
X
 
に
つ
い
て
 
わ
 

か
ら
な
い
 
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
 
編
 

集
 室
ま
で
'
 
 ハ
ガ
キ
 
ま
た
は
、
 
封
書
 

で
 お
送
り
く
 
だ
さ
い
。
 

送
っ
て
 
い
た
だ
い
た
 
方
に
、
 
抽
選
 

で
ス
 
テ
キ
な
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
 
お
送
り
 

し
ま
す
。
 

M
S
X
 
 

T
 

シ
ャ
ツ
 

—
—
 

5
0
 

名
 

S
I
R
I
U
S
 
ア
イ
ロ
ン
 
プ
リ
ン
 
ト
 

(
2
 枚
—
 組
)
 
10 名

 

M
S
X
 

バ
ッ
ジ
 

(
3
 

個
—
 

組
)
 

2
0
 

名
 

貴
重
な
 

ご
 

意
見
 

お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
/
 

M
 

S
 

X
 

PN
 

フ
タ
 

1 
ケ
ア
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
の
 

内
容
 

お
よ
び
 

文
章
 

中
に
 

誤
り
が
 

あ
り
ま
し
た
 

こ
と
を
 

お
詫
び
と
 

と
も
に
 

訂
正
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

マ
ガ
ジ
ン
 
全
体
を
 
通
し
て
'
 
 
誤
植
が
.
 
多
く
'
 

読
者
の
 
皆
様
に
 
ご
迷
惑
を
 
お
か
け
し
 
ま
し
た
 
こ 

と
を
 
深
く
 
詫
び
 
申
し
上
げ
ま
す
。
 

☆
 

P
6
0
 

—
—
 

上
か
ら
 

4
 

段
 

目
の
 

右
か
ら
 

I
 I 

行
 

目
の
 

r
 

•
て
 

以
来
の
 

9
 

ヶ
月
で
、
 

…
…
 

』 
は
'
 

9 
ヶ
月
で
は
 

なく
、 

9 
年
の
 

誤
り
で
 

• 
 

す)
 

☆
 P50 —

—
 
5 段

 目、 右
 か
ち
 

9.- 行
 目
 S
r
 
•
ナ
ム
 

コ
は
 
パ
ソ
コ
ン
 
用
の
 
…
…
 

j 
か
ら
 
20 

行
 

目
の
 

『 .
 

こ
と
に
な
る
 

わ
け
。
 

!-. 

ま
で
の
 
内
容
に
 
誤
り
が
 
あ
り
ま
す
：
 

文
章
 

中
に
'
 

「
版
権
を
 

売
 
渡
し
て
 

し
ま
 

つ
て
い
 
る
。
」
 と 書

い
て
 
あ
り
ま
す
 
が
、
 

「
許
諾
 
権
に
 
関
し
て
 
契
約
が
 
あ
る
」
 

の
 誤
り
で
す
。
 

☆
 

R6
! 

右
の
 

開
発
 

一
部
の
 

沢
 

野
 

和
 

則
 

部
長
と
 

あ
り
ま
す
 

が、
 

沢
 

野
 

課
長
の
 

誤
り
で
 

す。
 

☆
 

P9
2 

——
 

26
 

マ
ィ
コ
ン
 

B 
 

A 
 

s 
 

I 
C 

マ
ガ
ジ
ン
 

の
@
 

右
か
ら
 

2 
行
 

目
の
 

『
バ
ン
ダ
ィ
 

の
ビ
ユ
 

I 
太
 

』 
と
あ
り
ま
す
 

が、
 

** { 卜 

ミ
—
 

の
ピ
ユ
 

ー
太
』
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

ま
た
'
 

* n 膨
大
な
 

ゲ
—
ム
 

.
ソ
フ
 

下
が
 

あ
る
 

ア
ッ
 

ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
 

^
 

と 

あ
り
ま
す
 

が、
 

毎
月
'
 
 

ア
ッ
 

プ
ル
の
 

ゲ
—
厶
 

が
 

掲
載
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

☆ 
P9
6 

——
 

編
集
 

後
記
の
 

謝
辞
の
 

『
ナ
コ
 

厶 
j は、
 

ナ
ム
 

n 
の 

誤
り
で
す
。
 

以
上
、
 

慎
ん
で
'
 
 

創
刊
 

〇 
号
に
 

協
力
し
て
 

い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

各
方
々
 

に
 

慎
ん
で
 

お
詫
び
 

申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

お
気
づ
き
 
に
な
.
 り
ま
し
た
、
 
ミ
ス
は
'
 
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 
編
集
 
室
ま
で
、
 

ご
 
一
報
 
お
待
ち
し
て
 

お
リ
 
ま
す
。
 

1 \\ 

▼
 io 月

に
 
2 つ

 コ
ン
ピ
 
ユ
ー
タ
 
シ
ヨ
—
 が
 あ
 

つ
た
。
 

10 月
 
6 
日
〜
 
) I 
日
ま
で
の
 

エ
レ
ク
ト
 

ロ
ニ
 

ク
ス
 

シ
ヨ
 ー 

(
大
 阪
)
、
 

10 月
 18 日

〜
 

21 日
の
 
デ
 1 タ

 
シ
ヨ
 
j
 
 (®- '/# ) で

あ
る
。
 

編
集
部
は
、
 

会
場
の
 

工
事
が
 

着
々
 
•と 行

わ
れ
 

て
い
る
、
 
5 日
に
 大
阪
を
 訪
れ
た
，
 

▼
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 

シ
ヨ
 
ー 
は、 

毎
年
 
開
 

催
さ
れ
、
 

東
京
、
 
大
阪
で
 

交
互
に
 

行
わ
れ
て
 

ぃ
る
。
 
今
年
は
 
大
阪
の
 
国
際
見
本
市
 

港
 会
場
 

で
、
：
^
$
>
<
は
、
第
2
会
場
の
民
生
用
ェ
レ
 

ク
ト
 
ロ
ニ
 
ク
ス
 
館
に
 
あ
つ
た
 

0 
▼
驚
い
た
 

こ
と
に
、
 

工
事
中
の
 

各
メ
—
 

力
|
 

の
ブ
|
ス
に
は
、
 

|^ $
>
<
マ
シ
ン
が
展
示
さ
 

れ
 、
第
 
2 
会
場
は
、
 

M
S
X
I
 

色
で
あ
っ
た
。
 

各
メ
|
力
|
に
訪
れ
：
^
3
>
<
に
対
す
る
力
の
 

入
れ
よ
う
 

が
イ
 
タ
イ
 
程
よ
 
く
わ
か
っ
た
。
 

▼  6 
日
間
'
 の
 開
催
日
 
程
の
う
 
ち
 
2 
日
間
は
、
 

関
連
 
企
業
の
 
招
待
日
に
 
あ
て
ら
れ
、
 

8 
日
〜
 

I
 

I
 
日
ま
で
の
 

4
 
日
間
が
 

|
 般
 
公
開
に
 

あ
て
ら
 

れ てい
る。
 

6 日の
 

初日
、 

招待
日で
 

も、
 

多く
の 

人が
 

訪れ
、 

決し
て、
 

招待
日と
は 

思 

えな
い 

盛況
ぶ 

りで
あっ
た。
 

その
 

中で
 

も、
 

第 

2 
会場
の 

各メ
— 

力—
 

の 

MS
X 

を 

出品
 

展示
して
 

いる
 

ブ—
ス 

には
、 

特に
 

人が
 

多 

く、
 

あら
ゆる
 

人が
 

MS
X 

に 

大き
な 

期待
 

を 

持つ
 

てい
る 

よぅ
で 

ある
。 

▼
創
刊
—
 

号
の
〆
 

切
は
、
 

と
っ
く
 

の
 

昔
に
 

す
 

ぎ
て
い
る
 

の
に
 

…
：
 

« 
創
刊
—
 

号
に
 

間
に
合
 

わ
せ
る
べ
く
、
 

5、
 

6 
日
の
 

2 
日
間
で
、
 

写
 

真
と
 

原
稿
を
 

作
り
、
 

次
の
 

週
に
は
、
 

印
刷
所
 

へ
…
、
 

こ
れ
で
 

や
っ
と
 

間
に
合
っ
 

た
。
 

▼
第
 

2 
会
場
で
 

M
 

s
 

X
 

マ
シ
ン
を
 

出
品
し
て
 

い
た
 

メ 
 

—
 

カ
ー
 

は
、
 

S
A
N
Y
O
、
 

松
 

下
、
 

東
芝
、
 

日
本
 

ビ
ク
 

タ
—
、
 

日
立
、
 

S
O
N
Y
、
 

三
菱
の
 

7 
社
で
し
た
。
 

日
 

電
と
シ
 

ャ
—
プ
 

の
 

ブ
ー
ス
 

に
は
、
 

残
念
な
が
ら
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

は
あ
り
ま
せ
ん
 

r
 

し
た
。
 

99 



んな c 拡がった 0 

パソコンの 明日は、 これから 始まる 0 ぼく、 MSX の マスコットです* 

.7 

MOLE 

ニュータイプの もぐら 叩き。 穴から ひょっこり 顔を だす 3 色の も 

ぐらを、 8 色に 変化す る ハンマーで 叩く。 しかし、 ハンマーと 同 

じ 色の もぐらを 叩く と大 ビンチ/ 君は、 制限時間 内に 決められ 

た 数の もぐらを 叩き、 レベル 3 までい ける か？ （卜 2 人 用） ③ 

マリンバ トル 

海洋 X トロール 中の 駆逐艦 MSX 号は、 突然 正体 不明の 爆擊機 

と U ボート 艦からの 攻擎 をう けた。 しかも ソナ ーには、 怪しげな 幽 

霊 船の 影が…。 MSX が お届けす る一 大ス ベクタ クル。 空から 海上、 

海上から 海中への 大 死闘。 はたして 君は 生き残れ るか。 （I 人 用） ③ 

ザ •ブレイン 

コンピュータが 君の 記憶力に 挑む。 コンピュータが 指定す る セ 

ルを、 音と 光を 頼りに どこまで 覚える ことができ るか。 セルは 3 個 

から 8 個まで どんどん 増えて いく ぞ。 （I 〜 6 人 用） (3) 近日 発売 

MSX-21 

ブラックジャックと ポー カーの 2 種類の ゲームで、 君 も一 逮 ギャ 

ン ブラーの 気分 を 味わって みな L 、か？ 美しい カードで 行う コン 

ピュー タとの 駆け引きは、 スリル 満点 だ。 （I 人 用) ③ 近日 発売 

ムーン ラン テ V ング 

君は、 おん ぼろ 月 着陸 船の パイロット だ。 自動操縦装置がない 

ので、 完全 手動に よる 姿勢 制御と ロケット 噴射 だけで、 目標 地 

点に 較 着陸させる のが 君の 任務。 （I 入用） ③  近日 発売 

ゴルフ ゲーム 

MSX カントリークラブへ ようこそ。 当 クラブの ホールは、 バン カ 

一は もちろん、 ウォー タ ー ハザード あり、 立 木 ありの 9 ホール。 

ロ ングホ ー ル や シヨ ー トホ ー ルと、 なかなかの 難 ホ ー ルぞ ろい 0 

はたして、 君は、 どこまで スコアを 伸ばせる か。 （卜 2 人 用） ③ 

.
.
猶
 

MSX 資料 
MSX テクニカル データ ブック E 

ハードウェア •ソフトウェア 仕様書 定価 3,500円 

好評 発売中/ 

MSX テクニカル データ ブック (2 

BIOS ソース リスト 定価 25,000円 好評 発売中/ 

*MSX マークは、 マイク ロソフ トの 商標です。 

锋 式 会社/% 
■全国 有名 害 店， マイコン シヨッ 7 て お求めく ださい 

〒107 東京都 港 区 南 青山 5-1 1-5 住友 南 育 山 ビル 

PHONE  03  (486)  71 II  代） 



「最近の 金庫と きたら、 やたら 警備が 厳重で 頭が悪いと 金庫に 

近づく こと さえで きない "6」 銀行強盗の 君は 各 場面で 出される 難 

問、 コマの 場所 と 色 当 ての ゲームに 挑戰し なければ ならない。 ゲ 

ームを 解けた 者の みが、 金庫 室に 近づく ことができる。 （I 人 用） ③ 

パスボール 

パス ポールは、 コンピュータ 3 次元 2 人 制 バレーボール。 コー 

卜に 映る 影  を 見て、 立体的に 飛んで く る ポールを レシーブ/ ア 

タック/ どちら かが ミスを する まで、 ゲーム は 続けられる。 上 

達すれば、 クイック、 時間 差攻擎 だって 可能 だ。 （I 〜 2 人 用） ③ 

楽しみは、 もう 
I 、つで も、 どこでも、 そじ C 誰に でも。 

気軽に ソフトを セットす る だけで、 すぐに パソコンは 動き 出 1; 

そう MSX さえ あれば、 もう パソコンは 僕たちの もの。 

さあ、 君 も アスキーの MSX 用 ソフトで 自由に パソコン そ 

〇) ジョイス テック 使用 可© パドル 使用 可 各 定価 4,800円 (午 50¢ 

ザ W ず 

} 00円 (亍 50$ 

3D テニス 
r^!i  ROM  PACK 

3D テニス 

為 必备备 & 灸 & 
A  &&  &&&  & 

品 ぬ备备 BEfETil^^ 為 
!i  ：•  r  b  1 1  *  r .  y  ►-  r  r  ?  v  J-  :  ! £ 

ベ く'  .: 
「来た/ フ オアーだ。 やった、 リターン エース。 スコアは 30-15、 

勝負は まだまだ これから さ。 次は レシー ブ したら ダン シュ して ネ 

ット プレーに もちこもう。」 手に 汗に ぎる 興奮の 本格的 スポーツ ゲ 

-ム、 3ロテニ ス。 はたして MSX カップの 覇者は 誰？ （卜 2 人 用) ③ 

MSX ダービー 

ここ MSX 会員制 競馬場では、 予選から 決勝までの 連勝複式の 

競馬 レースが 行なわれる。 君は、 各 レース 毎に コンピュータが 発 

表する オッズ と 各 出場 馬の データから 勝馬を 予想 投票。 はたし 

て、 君の 予想した 馬は、 見事、 優勝す るでしょう か？ （卜 4 人 用） ③ 

ブレーク アウト 

ROM  PACK 

ブロック 崩しと 思って なめては ダ^。 ブロックの パターンは 何と 

120 面。 そして、 ブロックの パターンには 重大な 秘密が ある。 そ 

れを 発見した 者 だけが 10 種の オリジナル •パターンを 自分で デ 

ザインで きる。 さて、 君は 120 面まで 行き着け るか？ （I 人 用） ③ ® 

スター コマンド 

これ ぞ スター ト レック 型 ゲームの 決定版。 従来の 戦略 的な 要素 

に加え、 戦闘は、 リアルタイムで 行う 驚異の ゲーム。 攻擊を かわ 

しながら 宇宙船 エンタープライズを 操り、 宿敵 クリムゾンを 全滅 

せよ。 コマンドを 駆使 じ C、 宇宙に 平和を 取り戻せ/  (I 人 用） ③ 



綱!^ ァ續 鱗咖6 變輪ブ 

ずは、 カラ ニ^ チカ^ ミ f  に すれば、 ち 

発
行
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